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　医者は終がඒಙʁ
　しかし、患者༷にとっては大ʁ
　ૐཿ人ではあるまいし・・・

　Թްさ、แ༰力が人医師のັ力、人力かも
しれませΜが、その、ՃྸにともないあらΏる
ଓ࣋力、集中力のؾ、療力、つまりੑ体力࣏
はવ、ݮ退してΏきます。ޕલ中の患者༷は、

「そΜな、松尾先生、एくてとっても元͡ؾΌな
い、引退なΜて」とসってྫྷかしながらྭまし
てくれます。しかし、༦ۙࠁくになると、「先生、
とってもർれているΜ͡Όないの」と৺そうに
࿑ってくれます。64̓ࡀϲ月の現時では、「
がであるのはおனの12時1�までよ。΄ら、も
うす͙するとόッςリーࠂܯ౮が໓して಄も
もかすΈ、खもৼ͑て動かなくなるから、Ͷ」と
患者༷にࠂげ、なるくޕલ中の受をקめ͟る
を͑ないਰͿり、ഇͿりなのです。
　もともとલӃ長とのଋにて、ࢲは6ࡀ�で現
引退。Ҏ後、ࢲの患者༷はいͣれԕいকདྷに新Ӄ
長になられるはͣのごଉঁに引き継がせていただ
く、という予定でした。が、おもいもかけͣにそ
のੈ代ަ代、Ӄ長ަ代がૣまり、かつࢲ・松尾の
患者༷はࣗࢲで引き継が͟るを͑なくなりまし
た。といっても、月༵から༵日までのϑルタΠ
Ϝग़勤をこれҎ上、6ࡀ�をաぎて継ଓすることは
౸ఈෆՄです。ついては、とにかく患者༷の
ཧ、といってはをѻうようで大変ࣦྱなのです
が、その患者༷の૯をなΜとかݮらしてΏかͶ
ばなりませΜ。
　すでに年લから第一ઢ医師からの引退、つま
り「常勤医からύーτ医になり、かつ、いままで
௨りの࣮֬な療行ҝ、つまりग़勤時ؒଳにはඞ
ͣ在Ӄし、受 0,、電話૬ஊも 0, というよう
な現常勤医ではなくなりますよ。ࠓ後は本དྷ、
ग़ているはͣの༵日、日時でも、ࣄによって

は・・・おそらく体ௐのՃݮでډないこともあり
͑ますよ」、ということを患者༷にઆ໌し、一緒
にࠓ後の療をめ͙って૬ஊし合ってきました。
　もっともܰؾな方、をഝうような࣏療ؔを
とっくのੲにଔۀし、高ݪをਧきൈけるかな
෩のような࣏療ؔになっておられる方。そΜな
患者༷は、「あ͊、それは本に松尾先生、ごۤ
࿑༷です。いいです、先生がདྷられなくなったら
もそこで௨Ӄを辞めますから。先生が医者を辞ࢲ
めたらࣗも患者を辞めますから・・・そもそも、
最ۙはༀも΄とΜͲっていないから」とあっさ
り、ਗ਼ʑしいসإのおऍՠ༷、またはϚリΞ
のような患者༷。そΜな方も݁ߏ、たくさΜい
らっしΌいます。なΜとなく、ࣗࢲとしては

「もう先生はいらない」といわれたようなऐしい
ような、ϗッとしたような・・・いわば࣏療者と
一緒に患者༷もお終ྃ・・・ࣗવత共ಉ終
の方なのです。
が医者をするために、これまでདྷӃされ受ࢲ　
されてこられた方。ごࣗの࣏療のためにではな
く、ࢲを医者として存ଓさせてくれるため・・・
まさしく、患者༷に支͑られて成りཱつ精神科医
。なのでしΐうۀ
　でも、一൪多いのは、「͡Ό、Կ༵日になりま
すかʁདྷ年य़Ҏ߱はʁなるくこれからは松尾先
生のډられる༵日、その日時にきますから」と、
、される方。しかしر療継ଓをご࣏とのࢲ後もࠓ
ि日のݶられた平日のޕલ中・・・༦ࠁҎ߱
༵日なͲは、ࠓ後、ࢲの療ෆՄということ
をઆ໌し、その༵日・時ࠁにしかདྷӃできない方、
つまり多くの勤࿑現の患者༷については、なる
くಉ͡זの൧を৯た先生方に・・・つまり、
療ཧ೦をࣗવに共有できる後ഐ࣏、療方針࣏のࢲ
のॾ先生方に、この１、２年、શ力をৼりߜって
հঢ়を作成させていただいた࣍第です。しかし、
あと年にഭった現在、そのհ力、つまり

精神科医のؾݩなࣙΊํେมʁ

福岡・行動医学研究所　松　尾　　　正
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հঢ়作成力もർ࿑ਰ退ׇރし、現在では「なる
く松尾受、それがෆՄな合には新Ӄ長に
よる代をうけてくださいͶ、でもなにか重ཁな
૬ஊの合にはかならͣࣄをௐしてでも松尾
のޕલ中に受してくださいͶ」とઆ໌し、なΜ
となくおをしながら、Ժศに患者༷のごঝ
を͑るようにしているঢ়گです。
　もっとも、こういうঢ়گઆ໌、つまり「ج本は
松尾ओ࣏医、臨時では新Ӄ長代医」で、という
からのお願いをྃঝしつつも、患者༷ࣗの方ࢲ
からこれにରするࣗӴ行ҝ、つまりࣗओతな୲
医ަ代をࣗવに成就されようとなさる方もࢄ見さ
れます。つまり、こっそりとࣗવ෩に、しかしお
そらく意ਤతにࢲෆ在の΄Μのͪΐっとしたܺに、
つまりՐ༵日の༦ࠁ༵日のִिٳ日にݶっ
てདྷӃされ、新Ӄ長の࣏療を受けられる、といっ
たࣗવత࣏療者ަ代を指されている方もおられ
ます。そΜな方ʑには、ࢲもさしく、しめしめ
と৺のఈで思いつつ、「うまく新Ӄ長にり͑
てͶ」とີかにܹྭさせていただいているのです。
ࣗવత代医がそのままࣗવにࣗવత新ओ࣏医
とҠ行、成就しますように、と。しかし、もͪろ
Μその、新Ӄ長にはごෛ୲をかけてしまうので
すが・・・そうでなくてもલӃ長の患者༷をؙご
と๊͑ࠐまれており、その上にࢲの患者༷までՃ
わることになり、新Ӄ長には本に申し༁ないの
ですが。
　さて、一൪のは、このようなࣗવత共ಉ終
でもなければࣗવత࣏療者ަ代でもない方ʑ、
つまり「それはࠔります。松尾先生でないとෆ҆
です」とࣗવత共ಉ終もࣗવత࣏療者ަ代もࠔ
な方ʑ。これらの方ʑはいわΏる松尾先生の患
者༷として、現在ਐ行ܗで࣏療継ଓ中・・・පঢ়
は一ਐ一退でさらにࠓ後も࣏療者と患者༷が一緒
になってվળにっての۩体తରࡦをࡧしଓけ
ないといけない方ʑ。まだまだ現医師がඞཁな
現患者༷。しかし、݁ࣗࢲ、ہの共ಉ࣏療
力が࣮֬にਰし、ׇރしていく中、もはそΜ
な退医師には現患者༷を支͑ることがࠔと
なり、࣏݁、ہ療తଛ、ෆརӹを患者༷に༩͑
かͶなくなります。いわΏる退医師による࣏療
త、ྸ医師の࣏療తฐが発生するわけで

す。֎科医のखのৼ͑を͑る֎科༻ϩϘッτの
ように、಄の͑を͑る精神科༻ϩϘッτ A*
がొすればいいかもしれませΜが・・・しかし、
そうなるとօ、医師はࣦۀですよͶ。
　現医師としてのࢲをඞཁとする、これからも
現でありଓける患者༷には、ࣗવతではなく人
ҝతな࣏療者ަ代がඞཁです。かくしてこの年、
療者࣏期࣍と患者༷とのؒで、ͻっきりなしにࢲ
୳しとその新࣏療者のհঢ়作成、そしてૹり
ग़しに಄してきた࣍第です。ࢲを第一にඞཁと
する現患者༷、その方ʑに一൪のଛ、ෆརӹ
を༩͑かͶない࣏療者ଆのཁҼとは、いうまでも
なく݈߁リεク、つまりಥવのපܽؾ勤です。精
神科医になって40年ؒ、ࣗࢲの記Աでは一度も
පܽؾ勤はしませΜでした。もͪろΜපؾになり
ましたが、ࠨにはణしながら患者༷のを
させていただいたり、صに࠲れͣにࠊ௧ݗ引体ૢ
でࠊをුかせながら療したり、ಥવのಥ発ੑ
ௌでは一時療中அ、多ྔҿਫとԼ֗ۦけ
ΥーΩンάにて10で࣏させたりと・・・そ
もそもあしいΠンϑルΤンβはすて୯なる෩
अなのです。૭を開์し、פ෩ؾをらさない
ようにして・・・
　医者もޢ師も、ࣗがΠンϑルΤンβになる
と、患者༷をલにした療行ҝをしてはいけませ
Μ。そもそもපӃにきてはいけませΜ。しかし、
患者༷はવ、ΠンϑルΤンβでも科はもͪろ
Μ、精神科も受されます。患者༷はපӃにΏか
ͶばなりませΜ。たりલのことです。
　しかし、もうແཧですͶ・・・と一年લから
すっかりޛりのڥなのです。ແཧをすると໋を
ౌするというのではなく、ग़勤ෆՄ、صについ
て会話することෆՄ・・・という۩体తなঢ়گ
のػةがഭっていることはにછΈてώγώγ
と・・・一年લには、それでもࣗでなければ
をՌたせ͵ࣗの療日、つまり患者༷の上࢘
ԕ方からわ͟わ͟དྷӃされる患者༷の家との
૬ஊ会がઃ定されたあかつきには、ग़勤ෆՄな
体ௐに鞭をいれ、ඞࢮのܗ૬でग़勤し療。しか
し、その最中に患者༷が「先生、大ৎです
か・・・もう、おٳΈになられては」とまっとう
な療にはならͣ。݁ہ、そのさしい患者༷に
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は「ࠓ後はますます、このようなແ༷な療でご
をかけることが多ʑおきそうだから」とのこ
とでごྃղをいただき、信པできる後ഐ精神科医
のもとにհさせていただいている࣍第です。
　かくして、いܽ͟勤となれば多大なごをお
かけすることになる患者༷には໋ݒのઆಘにつと
め、શ力でհঢ়作成し、その༰見本も患者༷
におしし、患者༷のごྃղをಘたう͑で、ࢲよ
りもはるかに࣏療力に長けたएʑしい、後ഐ精
神科医のもとにૹりग़してきました。そして、こ
の人ҝత࣏療者ަ代ܶは、なΜとか成ޭཪのうͪ
にऩଋしつつある現ঢ়گですが・・・それでもؾ
がつけば現在のࢲの受けͪ࣋患者༷の૯はまだ
༏に�00名Ҏ上・・・現在ではҎલの࣏療中அ後
の新たなग़り患者༷、すなわͪ一年Ҏ上たって
度受する患者༷のために、Ήしろさらに૿Ճ࠶
。にすらあります
　すでに人ҝత࣏療者ަ代を成しげる活力とい
うか࣏療తΤωルΪーというかհঢ়作成力と

いうかհ意ཉというか・・・そΜなものすらݮ
退中でもはׇރしつつあります。かくして、こ
れからはࣗવݮ、つまりࣗવత共ಉ終かࣗવత
療者ަ代とࣗવに、なるがままにまかせるし࣏
かないঢ়گです。
　લӃ長が良くおっしΌっていました。「な͊松
尾、クリニックは࢝めるのはとても؆୯。でも本
に大変なのはଓけることだͧ」と。しかし、そ
のલӃ長にࢲはݴいたい。「本に本に大変な
のは、元ؾなうͪに精神科医を辞めることだよ」
と。໋をౌして精神科医をଓけるのではなく、な
るく元ؾなうͪに、ࣗવに、かつͪΐっとだけ
人ҝతに・・・
　でもՌたして年後、このࢲୡにとっての最後
の雑誌が発ץされるころには、一体、その元ؾは
っているのでしΐうかʁ໋はౌされていないで
しΐうかʁ
� 平成30年10月21日　記
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　大تརというわけでもないが、ࠓճの松尾正さ
Μからのおは、࣏༊にؔするものだが、初見、
ଞ人のことはいいから、ࣗࢲの医者としてのੈ
ؒॱ応度はͲうなのかという意ѱないがӅさ
れてあるように、;と思ってしまった。ࠓはもう
松尾さΜはそれ΄Ͳ意ѱではなくなっているの
かもしれない。そのࢲのੈؒॱ応度は、あいかわ
らͣ、Ϟϊཉしくないわけではないにもかかわら
していて、一見、વまたはཱݽશに΅΄）ͣ
脳天ؾとしているかのようでも）、かつてよりさ
らにѱԽしているՄੑがあるのだが、それはも
はͲうでも良いこと。ただ、Ϟϊཉしいから
৫適応度が上がる合もあれば、Ϟϊཉしすぎて、
ٙ৺҉َになりすくࣗらटをߜめる合もある。
、ճのいは、そのような医者にもかかわらͣࠓ
れ多くもҞくも（本にそうだ。正、あいかڪ
わらͣ初はාかったりするものである）、受け
たせていただいた患者の臨床にؔ࿈した、つい࣋
にځ極のԿࣄかである。

　だから、このઃのண؟は、一見、খؾຯよ
く௧շなのだが、զʑはかなり௧いところをಥか
れているわけで、あ͑て、患者とങい֎ग़した
り、あ͑て、患者の作ۀ所見学、άルーϓϗー
Ϝ見学にಉ行したりして、おのおのが、ύιコン
のલからಀげग़したくなってしまうのもશく方
がないこと。ࢲなͲ、常日ࠒより、Կかにつけそ
Μなた͙いの方法でύιコンのલからಀげだして、
後にしたύιコンのことは、もうそれっきり、な
かったことになるのがؔのࢁなのである。ところ
が、そΜな時はかすかなࣗٗݾᛋײがありながら
も、࣮ࡍ、すっかりれれとしてしまっている
のだ。これは、いわΏる「໔ූࡑとしての患者
༷」という重ཁな֓೦であるが、あの松尾さΜが、
患者をあ͑て患者༷とݺͿのは、なにも、大人の
たしなΈでも、ҏୡਲڰでもなく（そういうも

のとはແԑであるのが松尾さΜのۄにᘥとも͑ߟ
られるが、ҧうかもしれない）、このありがたい
զʑにとっての໔ػූࡑに、શての精神科医に
思いをせてもらいたいがΏ͑ではなかろうか。
また、զʑの、人としての生活も医者としての存
在意ٛも学తޭも、神༷・༷・患者༷のおか
げであることがવؚ意されている。ࢲは、その
໔ػූࡑをཚ༻するがあるため、療
ใఏڙॻより長文の記ड़の方が、このところ
からなくなっているのだが、しかし、現学త
思Ҙとは、ཪをฦせば、໌らかなԲ見でもまͣは
、にೖれ、とはつまり価அは一୴อཹしހׅ
໌らかなそれだとしても಄ごなしに٫Լするので
はなく、そのԲ見の成りཱͪをめ͙ってߟが展
開されるような本དྷ極めてଞ者に༏しい思Ҙなの
であり、ࢲにもԲ見ならいくらでもあると思い
して、ࠓまさにڇาのาΈで行きつりつしなが
らこのように、݁ہ、道Քۀなのである（ࠓな
すきことではないことに、Ήしろ精がग़がͪと
いう意ຯ）。また、୯に、ࢲతԲ見は、ແअؾで
໘നいということもあるだろうし、࣮ؾ、ࡍऔっ
たさかしらな話なͲ୭もฉきたくないし、くͲい
આ教͡Έた文ݴには、ためになりそうな話でもڋ
ઈ応が生͡てしまうわけであり、福岡行動医学
雑誌ならそのた͙いのものも、論ߟとしてとりあ
͑ͣ受ཧしてくれるようなؾがする（அݴしよう、
Ծに受ཧされても༴ޢは一してくれない）。そ
の合、現学త݁論は「このࢲだ」ということ
になり、ӽ論తには「見ての௨り」または「行
ؒにこそ໌ࣔされる௨り」となる。つまりまさに、

「この人を見よ」なのである。ニーνΣの合が
「なͥわたしはかくもݡいのか」だとしたら、ࢲ
の合は、「なͥわたしはかくも۪かなのか」と
まではいわないが、「なͥわたしはそれ΄Ͳݡく
ないのか、ྸを重Ͷているし、ॻ੶を៵くことは
ଵらないのに」というएׯのҧいはあるが（しか

༊࣏ಠな精神科医のୈೋݽ

ඕాපӃ　福　ా　　　໌
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し、࣮ࡍは、ついに、ॻ੶らしいॻ੶を៵くのも
ଵりがͪなのだから、ԿをかいわΜである）。
よって、ただڏӫをࢄりばめすぎたり、ڏ০をண
Έすぎたり、または൰Լを࿔しすぎたりしなけࠐ
れば、それでޚのࣈなのである。「ݠଝは最大の
さΜがかりすߊࢁれである」とは、見ࠍࣗ
いൽではなく、ए者のΤールとしてݴいは
なってくれたことである。「ࣗࠍれは最高のݠଝ
なのだ」という意ຯ合いがそこにあるわけだろう
から。そして、多গなりとも、ྙཧతなԿかがද
ཱった意ਤとはҧって、あたかものようにᕷ
Μでくるようなら、ࣗにとってもແବなӦҝで
はなかったと思͑るはͣだ。ところで、は、
のएいころからのςーϚである。想૾はしてくࢲ
れなくて大ৎだが、研म医のころは患者をલに
してനҥのԼでがᕷΉͲころか、΄とΜͲ՜
ᦖの༉のように流れていた。ࢲはたͿΜ患者をલ
にして、ਐ退ځまっていたのだろう。だから、そ
ののࠀこそが、まさに精神科医としてख़ୡ
するための力ඪだったかのようですらある。
その݁Ռが、୯にްإແஏになっただけだとした
ら、ஊにも΄Ͳがある。松尾さΜのݴ༿をआり
るなら、সいごとではない。

　たと͑ば、臨床におけるྙཧの۩体は一体Ͳう
なるのかは、たͿΜༀ療法Ҏ上に重ཁだと思わ
れるのだが、ここではわない。「ޠり͑͵もの
については、せͶばならない」という「論ཧ
学論ߟ」の݁論に、上๛٢さΜのように、こ
だわるつもりはないのだが݁ہそうなってしまう。
ͪなΈに、その精神科医でおそらく།一のϰΟτ
ήンγュタΠン論者である上さΜは、する
ために、ա引༻におͪいる。աというݴ༿す
らԺにฉこ͑てしまう΄Ͳの、上さΜの引༻
は、ࣗのをこれでもかとิڧするためにな
される。そして、がて、上さΜがԿをし
つつࣔそうとしているのか、զʑにはօ見が
つかなくなってΏく。大ւݪからのಾのつͿき
をӡΜでくるٱԕののように、ॻの大ւから
の引༻があくことなく܁りฦされるかのようであ
り、のྠֲは、がてଧͪࡍののよう
にফ໓してΏくのだ。それこそが上さΜの།一

のૂいだったかのように。Ώ͑に、上さΜの論
、はࣦされײには、重ۤしい意ຯありげなߟ
ことごとく、ప಄ప尾、意ຯが意ຯとしてのয
を݁Ϳલに、ԿかをڪれてあわててৠࢄしてΏく
ような、ಡΈղこうとしているզʑは、あくまで
をつかまされଓけるかのような、ܰかなۭڏ
ルτϥϙετϞμンײに支される。զʑは、い
まだに松尾さΜの「とࣗด」にあまりにとら
われているのだが、࣮は、上さΜが最もそうな
のではなかろうか。上さΜは、かつては、Ϡε
ύーε学者であるླࡾ教授に師ࣄする学ె
であったらしいのだが、それΏ͑༨ܭに、「
とࣗด」のিܸはあたかもτϥϚとしてػす
るようになり（なΜと「学」が精神පཧ学ెに
よりखۄにऔられようとしているではないか）、
そのػతτϥϚからのճ෮力として、ル
τϥϙετϞμンな、ա引༻をおのれに՝しଓ
けるかのようだ。Ϡεύーεࣗは、ϋΠσΨー
の྆価తײ、あるछのࣧౄతײでۤしΜだ
のだが、上さΜはϰΟτήンγュタΠンを援༻
することで、ある意ຯで、松尾さΜとのରቂを、
సするがごとくにճආしたとも͑ݴる。つまり、
上さΜはおのれの৺の師Ϡεύーεより、良い
意ຯでもѱい意ຯでも、΄Μのগしだけෆਅ໘
だったということなのだろう。しかし、そのル
τϥϙετϞμンなෆਅ໘さにもかかわらͣ、
上さΜは、を（Ծにこそྙཧతなৼ
りだとすると、ྙཧతなԿかを）先ૹりにするた
めに、ّな引༻作ۀの力をめられない。つ
まり、ྙཧతなԿかを先ૹりにすることこそΉし
ろྙཧతなのである、൱、ϝタྙཧ（ྙཧの
体）のෆஅの生なのであるといわΜがばかりに。

　もͪろΜ、࣮ࡍは、ޠり͑ないそのࣄは人そ
れͧれである。終わり方は、あくまでその人ࠐΈ
での、とりあ͑ͣの݁論めいたものとなるはͣだ。
だから、୯に作文としてޠり͑るのは、その人と
なりはあくまでൈきにした、ଞ者のότンタッ
νがいかようにもՄな、中్にしか受さ
れていない非݁論తで開์తな（൷༠導త、
論Մతな）Կかである。それが、ԾにྙཧっΆ
いものにすぎないとしても、おのれにとっては、
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ྙཧతなࣗݾྭࣗݾ評価または੍ࣗنݾࣗ
൷めいたものがなければ、っていることがݾ
ແ価Ҏ上に有なものになってしまうڪれがあ
るようなؾがएׯするのだ。そしてそれは、大܌
と「ߟ道ಙతʹߟ時代త」、ば͑ݴに࠰
なるかもしれない。なͥ、時代తなものが道
ಙతになるのか。ࠓが極めて道ಙ༏先の時代だか
らである。道ಙすなわۭͪؾをಡΉことにशख़す
ることがوばれる時代である。҉くないઈײ
を൱ೝするようにした、つまり໌るいرをはら
Ήหূ法తな思Ҙのग़るນのない、ࣺてുの、ۙ
తな、ϑΣΠク・ニューε༠発తなδϟύ؟ࢹ
ン・ϑΝーετతでഉଞతなงғؾがଉۤしい΄
Ͳにᓔとลり一໘にཹするঢ়گにおいて、ࠓ
までҎ上にಉ質ѹ、ಉௐѹが高まり、ಉ質である
ことの࣮֬なূとなる、これまで経ݧしたことが
ない΄Ͳの࿐ࠎな度が社会にຮԆする時代で
あって、ඞવతに長と名がつくものたͪはおおΉ
Ͷ֨が良くなくᛀΈをརかすようにしてଚ大で
Җѹతである。ृくଚ大な者΄Ͳ、それを印と
して、അࣛにすることがඞଳしている（こΜなਂ
ྀのないりޱがͲうせおΈなのでしΐうの）
度をしすいがΏ͑に、長たͪは、よりάϩς
εクにそうなってしまう。長たͪはയવとしたࣗ
વతঝೝとはແԑなために、さらに度による力
ͮくでのঝೝをݺͼࠐΉ。ଠͪ࣋ޑが、その
者を৺ఈからഅࣛにしているからあのようにఈൈ
けなܳがग़དྷるように、度は、本はこれҎ上
見たくない、見られたくない、ؔわりをͪ࣋たく
ないからこそ、常識がࠎൈきになる΄Ͳ࿐ࠎにそ
うしたくなるのだ。多くの人ʑは、その者らを人
生のࢀর者とはしがたいだろう。もは一ฝする
だけであり、あわててإをそΉけ͟るを͑ないが
Ώ͑に、໘教師にもならない。そのようにして
階層ؒのަ௨がなくなってΏき階ڃಆ૪はついに
こらͣ、社会のఀతなΧーετԽがਐΉのでى
ある。かつてຬͪりていたࠃ࢛のࢁԞのଜ人た
ͪのように、階層Խ社会でもࢿ本ओٛతではない
リΞॆがあり、ޠがดҬで݁すればする΄Ͳ
リΞॆが多࠼にॆ࣮してΏく。つまり、道ಙとは
度しながらもഅࣛにする方、അࣛにしながら
も度する方のચ࿅として੍ٖతにޠԽされ

たものである。というような、Ͳこかでฉいたこ
とがあるような話の྿価൛のような話は୭もڵຯ
がない（ということくらいࢲはঝしているから、
にॻؾしخ、はそれ΄Ͳ۪かではないはͣだがࢲ
いてしまうくらいは۪かなのだろう）。だから、
ҎԼは、あたかももったいͿってᐆດでࢄཚతで
時にෆշな論ड़となって、いでもԼखくそな

「ెવ」のようになってしまいそうだ。Լखく
そでも、ΉしろそうなればおおΉͶଥだと思わ
れるのだが、࣮は、ࢲはそこまで精神科医にいま
だ௨ڿしていないし（大学からこのかた༑人が極
めてগないし）、文学が本にこのੈにあるのか
Ͳうかさ͑かっていない（文学の文と非文学の
文の区ผがつかない、だから、文が学になるཧ༝
がわからない）。

　松尾さΜのいは࣏༊であり、࣏༊をޠる
う͑で最も重ཁなのは、ݴうまでもなく、精神科
における࣏༊とは࣮ࡍいかなることかということ
である。本֨తなഭしたうつපが、࣏༊し࢝め
たことのతな印となるのは「ࢮにたくなくな
る」ということだろうか。ࣗইが܁りฦされる

。のうつපなのだろうかੑ࣏は「にたいපࢮ」
神にጪりつかれているのかのようでも、うつපࢮ
なのか。ࢮにたくなるのは、΄とΜͲはうつපの
せいだろうか。うつපではないࢮر೦ྀはだれが
そうೝ定してくれるのか。୯७に、ࢮにたくなる
のはすてうつපのせいとして、Կかෆ合なこ
とがあるのか。医学తにそれではあまりにいいՃ
すぎるというだけのことか。つまり、精神医学ݮ
の໘ࢠだけなのか。إにటをృられることで、ແ
පଉࡂになることもあるのだが。うつපは、࿅
を論Μで௨りຐܐࢮ、ແཧ৺中、またはࢮࣗ
తに୭でもよかったとڙड़されるࡴ人なͲもؔ࿈
がなくはないのだろうような、ੈؒのࣖをͻく
ॾ方法で、తにあくまでいたͣらにࢮがࢤさ
れてしまうՄੑがある精神疾患、すなわͪ、ӡ
໋人生行࿏の意ຯਂい、ԁ୩٢さΜのࣗࢮの
ように൵ܶతなࣗ݁ݾతな終ᖼとしてではなく、
୯に精神疾患によりཚにもたらされる、පతな
うところݴに݁しかͶないපଶ（୬ຯ৳さΜࢮ
の「ࢮݘ」）であることもओたる一Ҽとして、い
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まく人ޱにᢅᖰするものとなっているとい͑
る。このところは、それでも、「৺の෩अ」なͲ
と、ύεςルௐでඍతな、合によっては、ٶ
࡚ॣతなαφτリϜతస療法が想定されてい
るかのような、ϝルϔンνックでさ͑あるような
製ༀ会社が作成した߅うつࡎのύンϑϨッτのද
ըがしっくりくるかのようなうつපのΠܠの෩ࢴ
ϝーδでは、΄とΜͲޠられなくなっているのは、
ෆ中のいだろうけͲ、そのΠϝーδも、うつ
පのを֦大することに大いに寄༩はしたと思
われる。製ༀ会社、およͼそのۀا活動とརが
一கする精神医学քのԿ者かの論見௨りにとݴ
いたくなる者がいたとしても、୭もそうとはݴわ
ない。思っただけでຬして、いまだかつて୭も
ってない。そΜなにͲうでも良いことではないݴ
にもかかわらͣ。「患者の۷りىこしのためのܒ
活動」というݴ༿に、΄とΜͲの精神科医がڧ
いݏѱײ、ෆ࣮ײを๊くだろうに。

　ܗ֎科におけるϩコϞーςΟϒ・γンυϩー
Ϝൽෘ科の A(A のように、うつපは、ೝ
とならͼ、精神医学とੈؒとをՍڮするという意
ຯで、ދのࢠの精神疾患とも͑ݴるのだろうか。
そのせいで、いわばࣗࢮの意ຯは、ߟのରで
はよりなくなったかのようだ。すてのࣗࢮは、
あたかもうつපという精神疾患Ώ͑であり、それ
Ҏ上でもҎԼでもなく、まさにうつපにより（ݘ
にはͪΐっとࣦྱだが）ࢮݘにいられること
になったかのようだ。精神医学が、さらにࣗࢮさ
͑もسආすきものにしたのではなかろうか。精
神科が、ଞ科の৬ۀతなج本తࢮ生؍にาΈ寄っ
たともい͑る。しかも、ଞ科では、あくまでも৬
なのだが、精神科では、ѻうରが؍生ࢮతなۀ
精神そのものであるわけだから、৺ೋ元論がࣦ
ޮしていて、৬ۀతೋ重見識はػせͣ、生ਮ
のわだかまりなき生学తࢮ生؍になってしまう
かのごとし。

　かつて、ଜහさΜは、ࣗࢮしたおのれのঁੑ
患者のࢮを、ओ࣏医としてはແ意ຯなものとはͲ
うしてもΈなし͑ない、Ήしろ患者におけるࣗࢮ
の൴ঁݻ有の意ຯはओ࣏医としてेにೝ識でき

るという、その者のࣗࢮをౣΈながら、ౣΉがΏ
͑に、ߠ定するような（ࣗだけはߠ定してあげ
たいとの࣮な思いがᕷΜでいると͡ײられる）
༰での論ߟをものにしたが、いまそのような
論͡方なͲ΄とΜͲເޠなのだろう。すかさͣ
Ԍ上するڪれさ͑ある。ࣗࢮとは、とりもなおさ
ͣうつප࣏療のࣦഊであり、そのࣦഊをあたかも
定し、医療の任にはແணであるかのようなߠ
とΜでもない͑ߟ方だなͲと。かつては、൜ࡑ精
神医学のΈがੈؒとのつながりにաぎなかったの
かもしれないが、そして時はྠでもϚεコϛ
精神科医なͲとᎏ᎐するงғؾがあったが、いま
そのੈؒとのඍົなؔさ͑もջかしいくらい
だ。

　ଞ方、࣮ࡍにはそΜなことはしないけれͲ、し
ばしばࢮにたくなるくらいにਏくて、意ཉをग़せ
ないঢ়ଶがࠜڧくあって、৺がとにかくきつく
てԣになっていても҆ら͙ことはなく、पғから
すすめられるؾらしの֎ग़は、そのきつさをཧ
༝に一に౿Έग़せͣ、たと͑ば、たまにが
きఴうことがあったࡍ、そのがࣨでۤ
সしたりすると、「΄ΜとにۤしいのになΜでস
うのよ」なͲとૌ͑がڧくて（Ҏલに一度だけ、
のटをߜめたことがあってೖӃになったこと
があるらしい）、かつてならおそらくうつ神経
（またはճආੑ人֨ো者のうつঢ়ଶ）とか
Έなされるだろうような、දཱってはܾしてඍখ
తにもۀࡑతにもならない、というようなපঢ়を
ఄする40代後のそのஉੑ患者は、̔、９年લに、
̐年ؒはༀなしでࣄができていて、その後は
長くうつঢ়ଶがଓいており、લӃではओ࣏医との
とクΤνࡎうつ߅、がѱԽしたということでؔ
Ξピンのൺֱత大ྔༀ༰にて、ӃにసӃし
てきたわけだが、く上ؾしফした૬で、ཷ
ଉとともに྆खでإを෴いΏっくりとإをࡲる、
ͪΐっとը一తな動作が܁りฦされる、ि一ճの
たいがい「μϝですわ」といった෩でटをげ
ながらೖࣨしてきて、΄΅۪ஒ（Ͳのような現ঢ়
ଧ開తなこともことごとくできないことの、うつ
తなཧ༝をしばしばする）のような話をฉか
されるが܁りฦされ、１ʙ２ϲ月ఔ度のೖӃ
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もೋ度あったが一にվળはせͣ、本人は、たま
に࣏らないことにཱͪをࣔすことがありながら、
こͪらもたͿΜ意になっていたと思うが（この
医者もっͺりそうなのだ、予想௨りおख上げな
のだ、というその࣮ࣄのΈを֬ೝするための、患
者の生のज़中にからめとられたりはしないとの֮
はࢲのもとに、という΄Ͳでもないが）、元དྷޛ
かなりؾなのだが、࣏療ؔのתାの緒が
れるようなことにはならͣ、ײతഁのϲๆ
で౿ΈとͲまり（はり、という΄Ͳでもない
が）、΄とΜͲ3िʙ̐िで、ああでもないのͶ、
っͺりこうでもないのͶの、߅うつࡎとগྔの
リνϜのΈ合わせは΄とΜࢎ精神පༀと߅
Ͳແݶにあるということでのༀௐを継ଓして
いて、生活අの͑もఈをਚきかけつつあるঢ়گ
で、見り発ंで໘に行ってࣄの࠶開をڧ引
に指すも上खくΏかͣ、いよいよというときに、
ૌ͑のٽきݴの度合いもかなりڧいものにୡした
֎དྷで、「るだけってだめなら生活อޢとな
るのは方がないでしΐう、まさにそういう人の
ために生活อޢはあるわけだから」とまあ、௨り
一วとい͑ば௨り一วのことを、そのٽきݴの度
合いにݺ応するかのように、そのযྀにྫྷਫを
ཋͼせるかのように、いつもの受けで、のらり
くらりとかわすようなものではなく、एׯ、ಥき
์すような、एׯ、けつをまくるような、話をし
たཌिから、໌らかに֮ましくうつঢ়ଶはվ
ળしていて、本֨తなࣄも΄とΜͲかに
෮ؼし、すでに１年Ҏ上ࣄはଓけられていると
いう、ͪΐっと印తな患者がいたが、医者のݴ
༿がճ෮のきっかけだったかのように、つまり、
大な࣏療తπンσϨがޮをしたかのようにも
見͑るし、また、ؔࢠにおけるѪ༷もあ
りそうだったが（からͣのに、Կとして
もからせたいが、かってくれないがΏ͑なの
か、なりの৺に༝དྷした৺、共ײの๊き
かた、දし方が常にඍົに、ઈົに、患者のπϘ
を֎しまくるがΏ͑なのか）、この人は、Ҽੑ
のうつපだったのだろうか。݁ہ、うつ神経
らしきものも、たいがいҼੑなのだろうか（と
思ってしまうのは、%4. により、すでにटࠜっ
こをશにつかまれてしまっているがΏ͑かもし

れない）。うつ神経の合、しばしばかり
すいද現ܗでのうつঢ়ଶの、疾පརಘతな
にճ෮したٸ。があるのかもしれないگঢ়ཹ
後のࢠの༷ࢠはඍসましくもある΄Ͳで、
は、あたかも、ଉࢠにはもう΄とΜͲをげて
いましたが、よくもまあ࣏って社会෮ؼまでして
くれました、というようにॖڪしつつ、は
りएॖڪׯした෩ながら、Ώとりさ͑͡ײさせる
Թで人のさげなଉࢠに寄りఴっていた。つま
り、ಛஈ、がബそうでもઈົに意ѱそう
でもなかった。རಘのない疾පはないと思われる
が、それは、Ͳの疾පにもརಘがあるかのように
पりが͡ײようとしているだけなのかもしれない。
ۤしくなったら、疾පརಘというわけだ。一見し
てのརಘੑのഎ後にӅณされてしまうこともある。
いͣれにしろ、かりすい疾පརಘだとしても、
རಘੑにはແணで、݁Ռతにそのยを୲͙く
らいが࣏療తにましい合があるわけで、それ
は、たと͑ば、精神医学తビΪφーζϥックがى
こる一つのཁҼだろう。医者によるੳతな指ఠ
があっても、患者は、だいたいそΜなことはあな
たにݴわれなくてもかっていますよ、の合が
多いのかもしれないし（গなくともࢲの合はた
いがいそうだ）、医者が指ఠしてくれたので、患
者の医者のݣؾい、思いりから、っていて
も、らなかったようにৼわされたࡍ࣮、۟ڍ
にらなかったのだと思いこまされているだけの
合もある。͑らい人の高આにはそΜなところが
ある。らないというཱを༰Ҏલにզʑはڧ
いられるのだ。あなたたͪはԿもらないでしΐ
う、らないのよͶ、に༠導తにᰐける者しか、
高આは高આとしてฉけない。つまり、あたかも
をಠしているかのようにして教͑導いてΏく࣏
療は、Ήしろからないঢ়ଶ、࣏りにくいঢ়ଶを
。がするؾԽすることもあるようなڧ

　ύニックোの合はͲうか。ύニックোが
動ዲが༠発され、でるとは、たと͑ばྫྷ࣏
きればճආしたいؔτンωルの௨行を、ಉܕ天
Ҫのࢠτンωルにおける天Ҫ่མނࣄのことが
಄をよぎることはあって、ॠؒతに天Ҫを見上げ
てっͺりාいなと現࣮తなڪා৺を๊くことが
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ありながらも、΄とΜͲ౻なく௨աできるよう
になったঢ়ଶだろうか。というか、その者のج本
తな活動ൣғ、最ݶの生活ݍがճ෮してきたら、
গʑのۤखྖҬ、ճආঢ়گがあっても、ۤख
があった΄うが、Ήしろಘ意がよりཱͪࡍल
でてくるなͲと、༁りإで、しかしΤビσンε
にはまったくͮجかないことをޠったりしつつ、
ύニックোはだいたい࣏༊したとஅし、患者
には、΄とΜͲࣗ力でύニックোをࠀしたよ
うなものだから、「ࢲはこうしてύニックোを
した」という本をあなたはॻけますよ、だかࠀ
ら、ࠓ後ඞͣ精神科のༀからの٫もՄに
なってΏくでしΐう、ༀからの٫までॻけたら
もうᘳですから、なͲと第ೋࠀ力をྭす
るようなこともあるはͣだ。

　ೝの࣏療について、ϑϥンεでのओཁな߅
ೝༀがอݥ適応から֎れたことなͲ、あたか
もなかったかのように、日に日に૿大している印
のೝઐ医の一大勢力がࠓあるわけだが、
αルτルϑーコーのいたϑϥンεのあり方が、
もͪろΜ常にզʑに先行しているわけではないに
しろ（ϥΧンは日本人には精神ੳはඞཁないと
ӡにさ͑ػを見すࡍ療の࣮࣏った）、ೝݴ
なっていないのはいたってෆ思ٞなことだ。ೝ
の精神科における、ኼނࣄ予త行動੍ݶత
するつもりはないし、また、家にࢹ療を࣏ܰ
けるೝΏ͑のපతқౖੑにରしてのִతର
ॲ療法は、家のೝؔ࿈ࣄଶからのશ໘తな
ղ์につながるものなのかもしれないのだが、そ
のようなೝのִత行動੍ݶର応Ҏ֎では、
Ήしろ、ଞ科医の΄うが、お年寄りには༏しそう
で、またなΜとなくお医者વとしていてഩがあっ
て࣏療తだ（すなわͪ、ೝ࣏療において、精
神科医は「ִする者」としてしか意ຯをなさな
いՄੑがある）とまではݴわないが、精神科医
はあまり༏しくなさそうに見͑てしまうのはͲう
いうわけだろうか。臨床తに༏しさに࣏療త意ຯ
が見ग़せないということなのだろうか。࣏ること
のない臨床にがてときめきがなくなるのか。༏
しさというόΠΞεがかかると、ϓϩτコールに
ଇったༀ࣏療にѱしきӄりがͼ寄るがごとく

で、研究తには、ありがたくない想定֎の݁Ռが
ग़てしまうようなؾがして、༏しさをあ͑て෧印
してしまうようなことがあるのだろうか。༏しさ
のようなものは、本֨の医学者にとってはっ
ͪΐろくて、एׯ、ଣがって、また科学のݫ
ີੑにとってはٲにしかならないのか。Ճ͑て、
ଞ科では臨床においてそれࣗ体はແ৭ಁ໌なଈ
తࠪݕσータをۦするがΏ͑に、つまり医ज़を
、Խできるかのようで一見あるためྔܭ、ज़Խࢉ
ඞવతにそこそこクールに見͑るだけであり、ଈ
తσータとはແԑで、ݪཧతにྔܭԽෆの精
神科医にはクールさのࠜڌはなくて、たと͑ば౷
があり、したがっؾにはٔըతなงғߟ学తܭ
て精神科医のクールさもͲことなくٔըతなもの
になりすく、ということは、たͿΜ、クールさ
の意ຯが精神科ではసされており、クールさは
Ήしろૉ人、初৺者の指ඪになりすいわけであ
る。また、ج本తに患者にରして常に༏しい͑ߏ
だと、खڧい精神科の患者の本Իࠢのڣͼがԃ
をったように医者にけて流れこΜでしまうが
Ώ͑に、それではが࣋つわけがないということ
で、またそういうؔ༩の方はঢ়を࣋ଓさせ
すく࣮は࣏療తではないというࠜرڌബなઆのも
と、ප౩に長ډはせͣいすがる患者をৼりる
ように医ہといってΏくのがવのことに
なってΏくこともありうる。しかし、このところ、
かつてにൺし医療における精神科の存在意ٛがམ
ͪணいてきたような、医療における精神科のあつ
かいがさ΄Ͳしいものではなくなったような、
さらには、きわめてܰなものになったようなؾ
がするのは、ࢲのݸ人తײ想だから、શくそΜな
ことは良いとして、زૼ、かつては精神科には、
྾පのकޢ者ཧղ者ཧ者ಉ者のよう
な、ಛҟな、一ൠ医療からはܟしてԕ͟けられ͟
るをಘないようなงғؾがあったと思われるのだ
が、かりに、30年後には、精神医学が、年医学
৺科学と見けがつかなくなっても୭もԿ
もࠔらない。զʑのࣗ発తなาΈ寄りなのである。

೦؍ഭڧ、༊とは、ଞでもなく࣏のഭੑোڧ　
がなくなりڧഭ行ҝがおさまることだろうが、࣏
るڧഭੑোもあるのかもしれないが、ࢲにおい
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てڧഭੑোは΄とΜͲʠෆ࣏のපʡである。あ
るڧഭがある੨年患者に（その者は高ߍのࠒ
よりඈգにΉようになり、がてനࢴが見ら
れなくなって大学受ݧもྀしてもらいബ҉がり
の中で受けさせてもらったりしたのだが）、ओ࣏
医としてにとにかくڧഭੑোはきわめて࣏
りにくいපঢ়なのですよとࠂനしたところ、思い
の֎、その患者にがっかりされたことがあるから、
その後はそういった࣏療ഊએݴはͻか͑るよう
にしている。その患者の、ົなঢ়ଶにおける
度にわたるສ引き行ҝがേۚܐとなり、ༀのՃݮ
のඞཁੑもあったりしてのرで大学පӃに
ೖӃしたが、ಀげग़すようにす͙に退Ӄとなって、
がては໌らかにその੨年にؔする৺࿑がた
たりうつతとなって、患者のఋのफ教がらΈの
すすめで、ࠃ࢛の、ᰍ中৺の࣏療であらΏる疾ප
を࣏༊にいたらしめるとᨳう、たͿΜཧ学療法ओ
体のあるපӃにがೖӃし、うつঢ়ଶがѱԽし
てࡾか月後にはってきて、そののੈ話
家ࣄの一部を患者が多গしなければならなく
なったというঢ়گがあって、વながら、ࠓޠ
られるςーϚは家のことばかりであり、ࣗの
ޠ、られなくなっている。もͪろΜޠഭঢ়はڧ
られないからڧഭঢ়がܰݮしたわけではないの
だろうが、ڧഭঢ়はあたかもなくなったかのよ
うに、࿐ࠎな生活指導がҎલよりはしすく
もなっている現ঢ়である。先ごろの֎དྷでは༦方
にΥーΩンάを࢝めたと。Ҏલより、ओ࣏医が
の࣏療のなかでついでに੨年にもすすめてい
たことであり、患者のॲ方のこだわりにқし
ながらも、そのこだわりに応͡たॲ方ௐをもっ
たいͿってしてあげたら、あたかも、ّなおฦ
しのようにそうしてくれたのである。ところで、
443* はڧഭੑো患者の一体Կをվળしてくれ
るのだろうか。多くのڧഭੑো患者との࣏療経
*があれば、443ݧ は、時には໌らかなޮՌが
あって࣏༊に導くことの大いにॿけになるのだろ
うか。ޮいたためしがないにもかかわらͣ、あま
りにະདྷࢤで、つまりࠓ度はޮくのではとの期
待をつͶにڳに๊きながら、ཪられたաڈは、
ޮかないこともそりΌવありますよとの一見
もっともなݴい༁をࣗにしながら、こΜなにޮ

かないのはͪΐっとҧうのではという֮ײだけは
ժ生͑させͣ、443* をいଓけているのではな
いのか。あたかも、443* のετーΧーのごとく。
中ҪٱさΜの論આをࢀরし、౷合ࣦௐの発
に፰߅するものとしてのڧഭੑোと͑ߟれば、
443* よりもྔ࣍第では߅精神පༀの΄うがまだ
しも有༻ੑがありうるのではないか、なͲとう
がった͑ߟ方にもなりそうである。୯७すぎて共
としࡦは΄とΜͲಘられないと思うが、ۤのײ
て、443*ʴ߅精神පༀのॲ方もࢼしてΈたくな
るのも人。ࢲの合、ڧഭੑোの࣏療経ݧが
多くないため、まったく印による話にすぎない
が、΄とΜͲ印のΈのΤビσンεにͮجかない
だと思うがͲうか。それࣄ療のબは日常൧࣏
とも、ࣗにとってޮかないと思われるༀが、ޮ
くと教科ॻత、製ༀ会社తにݴわれているݶりは、
Τビσンεࢸ上ओٛで、ૌুࠫଡになった合の
ことも多গは೦಄におきつつ、これでもかとう
のが医者のׂをશうするう͑では重ཁなのだろ
うか。ੴの上にもࡾ年で。Έくもに 443* を信
͡て。教͑るཱになるとそうなりすいのかも
しれない。もしもの時には、ࣗにもՐのคがか
かってくるのだから、Ͳうしても、Ӵతな教͑
方のΈならͣӴతな学のあり方にさ͑なって
しまう。Ӵతな療の在り方を、ج本のまし
いことと教͑ていると、ࣗࣗにも、それを教
͑ることになってしまう。精神ༀは、う医者
のͪ࣋ຯによってもޮき方はඍົに変わってくる
ようなؾもする。たと͑ば、Ξリピϓϥκールな
Ͳは、੍ޮՌは΄΅なく、よりො活ঢ়گをটき
すいようであり、ࢲにはۤखなༀの一つだ。し
かも、医者のさ͡Ճݮは、させるだけଛとばかり
に、શに൱定するあのσϙࡎのྔである（そ
りΌあ୭だってݏがって、υクターγϣッピンά
という名のηΧンυΦピニΦン、αーυΦピニΦ
ンをٻめますよ）。ࢲにおけるΞリピϓϥκール
のいউखのѱさは、ࢲのؔ༩の方が、それを
ॿ長しているՄੑがあるのかもしれない。ໝ想
をฉきすぎると࣏療తではないという௨આがある
が、ໝ想のޠりを（ແࢹແݴのࢹᛃ
ᛀ）でもって応͡るのにはいまだに非常に߅が
ある。

p005�021_⚟⏣᫂.indd   11 2019/01/2�   12:00:43



12

ಛ集̍ɹࢲͷ༷ऀױͷ࣏༊ʁɹᴷ࣏༊ͱԿ͔ʁ

7PM�2�　/P�1　2018　福岡行動医誌

　そうまでして౷合ࣦௐは࣏さないといけない
のか。྾ප者からපをとりはらい྾者とした
ではないか。͡Όあっͺり、྾පの࣏療はそ
Μなにく͡らをཱてなくても良いのよͶって֬
࣮に思いましたし、っͺり、非ਅ໘తなਅ໘
さでもって、非໋ݒతな໋ݒさと、೪りڧさと
はҟなる೪りで、非తをあくまでอ࣋し
つつ、非࣏療తな࣏療をॗʑとなしてΏくきな
のであると、શにզが意をಘたりでしたからͶ、
なͲは。これで࣮֬に医者も患者もָになりまࢲ
した。家もたͿΜそうだろうし。ࡾ方一྆ಘ。
めでたしめでたしとか。だから、ໝ想非ແࢹతؔ
༩がࣗには合っているとしか͑ݴない。かなり
લのこと。ࠓはき初の྾ප患者とのೖӃ中
のりऔりで、एかりしࠒにॅډしていたटݍ
の部のྡ人より電ܸ߈を受けଓけているとの
話はҎલからあり、それをఏૌするためにલ
いにもめげͣෳճࢹܯிに行ったことがある΄
Ͳだったのだが、そのໝ想話にؔし൱定తな意見
をࢲがड़たࡍに、「そΜな෩にݴわれてࢲがͲ
ういうͪ࣋ؾになってしまうかあなたにわかりま
すか」とීஈとはҧって、ϓϨコックεײのؠ൫
にُ྾が生͡、ײੑが一ڍにग़されるように、
ͪΐっとͼっくりする΄Ͳ໌֬で࣮తなٞ߅を
されることがあって、その時ࢲは本にઈ۟し、
はその患者に৺からࢲ思いग़したが、その時ࠓ
ँった。その時からࢲは、ج本తにໝ想ศత、
ໝ想લఏతな話しかしなくなり、かつてのྡ人か
らの電ܸ߈による৺のಛผなετϨεにର
する৺อޢతなༀという༰આ໌になったの
だが、҆қにໝ想൱定తな意見をड़ることの精
神有ੑを、その時、ݏという΄Ͳ思いらされ
た。ༀは࣏療におけるثだけͲ、ثたるༀを
多࠼にॎԣແਚに͑るようになるのも、一つの
ཧ想తな精神科医の在り方だろうが、ࢲは、एׯ
खલຯになるかもしれないが、खલຯという
よりだれもৼりいてくれない、൵しきࣗݾ正
Խ、ࣗઆ正Խなのだが、なΜとなくۤखになっ
ていͮらいༀが૿͑てΏく΄うが、よりまし
い、さらにཧ想తな精神科医のशख़の方のよう
なؾもするのだが、ただखをこまͶいているだけ
の、（࣏療త）ແҝແࡦなのかもしれない。

　さて、౷合ࣦௐの合はͲうか。ࢲは研म医
時にある先ഐから、「あなたがそΜな෩にݴう
ように、本にそれ΄Ͳきれいに࣏ったとしたら、
それは྾ප͡Όなかったのよ」と、ͻͲく意ؾ
ফさせられることをݴわれることがあった。そ
のࢲ、ࡍは思い上がりのඓபを見ࣄにしંられ
たわけであり、だから、その先ഐにରしてҟ༷な
ϓϨコックεײを๊いたものだが、この先ഐにؔ
して、九大Ώ͑に、いたͣらにਏい臨床をڧいら
れଓけるաఔで、師ঊの長年にわたる多࠼な教͑
のリΞクγϣンとして、ఈ意のѱいͻͶくれ
がࠎのまでછΈついたため、いたいけな後ഐ
の教ҭతかのような࣮質ݏがらせとして、༁り
で、Χビषいࣗઆ、またはඃりにඃった師ঊのإ
いืったݴ༿を、ここͧとばかりにことさらにݴ
にすぎないのだろうとࢲは͑ߟ、その時はϫΠン
の力をआりてようくཹҿをԼげたのだったが、
その҆ϫΠンのせいでしこたま಄が௧くなった。
しかし、その「࣏ったら྾පにあらͣ」という
は、その後から、あたかもࠜ本త臨床評価͑ߟ
அج४のように、または、おલは精神科臨床の現
にいるݶり、൵؍తかつ൱定తࣗݾ評価しかࠜ
本తには๊いてはならないのだとのढいのように、
あたかも存しଓける҆ϫΠンの಄௧のように、
ࣥ፠にࢲにきまといଓけている。࣏ったら྾
ප͡Όないとなると、ࠓճのઃであるところの
༊のいが、΄とΜͲ۪となってしまいか࣏
Ͷない。「࣏ったら྾පにあらͣ」というݪཧ
から導かれる݁論として、たと͑ば松尾さΜなら
ば、ٯઆతに࣏༊がい医者が、つまり、౷合
ࣦௐにؔしては、࣏さない医者が、より࣮か
つྙཧతであるという݁論を、すなわͪ日本し
とい͑Ͳも福岡行動医学雑誌でしか௨༻しない
論తな݁論を期待してくれるだろうか。このとこ
ろ見ฉきするものが、ことごとく、くそਅ໘ա
ぎて、ݞがΨνΨνにڽっておりΧルςを見る
がբΜでしまう、本はઈରに論きであろう
編集長Ώ͑にあり͑ない話ではない。রらされて
いない౮のԼの҉がりをこそあ͑てরらすよう
に、論ड़することもかつてはしばしばあった編集
長であるがΏ͑に。とにかく、ࠓճの松尾さΜか
らの՝は、౷合ࣦௐの࣏療にؔすることがओ
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たるؔ৺ࣄなのではなかろうか。なΜといっても、
྾（ප患）者との࣏療経ݧこそ精神医学తࠜ本
体ݧというわけなのである。たと͑ば、発ୡো、
ࣗดεϖクτϥϜোؔ࿈のࣄฑは、ٴݴしな
くても文۟はग़ないのだろうか。それとも松尾さ
Μにおいてさ͑ແࢹできないものになっているの
だろうか。োの࣏༊とは文ݴとしてありಘる
のかͲうか。

　ところで、զʑは、発ୡোとฉいて、ٴ
ͼࠊになるのはͲうしてだろう。౷合ࣦௐとฉ
いて、গしだけ΄っとするのはͲうしてだろう。
ともに、े人े৭、いεϖクτϥϜがఄされる
のだが（しかし、九大ではかつてはܰい྾පと
いうද現はڐされなかった。九大には、そΜなෆ
ࣗ༝でڵຯਂい時代があった）。ͲΜな疾患もそ
うとい͑ばそうだが、ଞの疾患は、ඦฉは一見に
かͣの度合いはいのかもしれない。発ୡ
োでは、生きͮらさを精神医学のൺֱత新しい
疾ප֓೦により（精神医学では疾患֓೦の流行り
ഇりが著しいのだが）ࣗらཧղしೲಘしようとす
る、ੑٸなલのめりײがࣔされる合もある
が、それがएׯのۤख意識につながっているのだ
ろうか。多重ੑ人֨োの合の΄ろۤい経ݧが
あるからか。զʑがしさにかまけて（というこ
とではなく、たΜに精神医学తؔ৺の指ੑの応
変తνューニンάがԼखなために）、ຫੑతに発
ୡোにؔしては識ෆとなっていて、発ୡো
のૢ作త識に患者ࣗの΄うが常に発ୡো
かΜして༏Ґなようなؾがするからなのか（は、
時代からऔりされているという࣮ࣄをݴい͑
ただけかもしれない）。発ୡোには、ڥքܕ人
ए年ੑうつපもؚまれすいし、౷合ࣦ֨
ௐ༷ঢ়ଶもೋ࣍োにؚまれる合があり、す
ての精神疾患のجఈにはなΜらかの発ୡোが
存するという͑ߟ方があり͑そうで、そういった
学者つ発ୡো࣋めてΏくをൿめ方を͑ߟ
がいるようなؾがগしして、それは、先ങい
きな者の発ୡোݪཧओٛのような印もあり、
なΜだかͪΐっといな͡ײがするのか。一方、
౷合ࣦௐの合は、たݶりはඞͣすΈかに
療にೖらないといけないわけではない合もあ࣏

るから、ؾがָなのだろうか（ͲうせༀもҿΜで
はもら͑ないし）。ༀのい方がかなりݶ定され
る҆ؾさもあるのだろうか。精神医学తࠜ本ࣄ
であるところの྾පをこそ༴ޢしてΏかͶばな
ら͵と、ある意ຯ、ݹ෩に思っていて、精神科医
としてるؾがग़すい者がいたりするのか。精
神පཧ学において精神医学తࠜ本体ݧとඞવతに
Έなされるのは、この྾ප者体ݧがզʑに、あ
たかもሊԽしたてのがௗをैってΏくき存
在として刷りࠐまれるように、記されるからで
あり、ૉにྃղෆであることが、つまり、精
神科の神がಥきけられるこのまたとないこの
精神医学తݪ初体ݧにおいて、౷ܭ学తཧղԾ
આతཧղも、Ծに教授のҖޫがあったとしても、
Ͳうしても৺ఈではᡰにམͪることがないがΏ͑
に（合によってはまったく໘നΈを͡ײないが
Ώ͑に、そΜなことするために精神科にདྷたわけ
͡Όない、話がҧう͡Όないかとの思いもあった
りして）、ࢲたと͑ば日本ޠ臨床におけるԣ尾
തࢤさΜのように、現学త退٫つまり、学త

「わͣޠり」、学త「ಠۭݴস」が生͡てしまう
というわけだ。それとも、Τϛール・クϨϖリン
とΦΠήン・ϒϩΠϥーの著ॻは、がてੈք記
ԱҨ࢈になってしまうのか。

　ೝઐ医は大いにいて、しかし、౷合ࣦௐ
ઐ医なͲはօແであり、というか、かつては
྾පをない医者はクリニックなͲに稀にいた
が、大部は྾පઐ医だったわけで、しかし、
そう名らないのは、྾පこそ൫のような
力な精神ڧ、త有だったがΏ͑に、զらにはࢠ
医学తឺがあったのだが、ࠓ、྾ප者は౷合
ࣦௐ患者に姿を変͑、զらのඥଳػがそれҎ
དྷ࣍第にػෆશをఄし、大きなޠとしての
྾පがすっかり姿をফした後、ౡӉత疾患が
在するঢ়گになっている。だから、あたかも、
྾පは、現代Ӊ論における、μーク・Ϛター

していたがごとし。྾ػとして（質ࠇ҉）
පとしてのμーク・Ϛターのްいໄがきれいに
れあがり、ౡӉがさらにくっきりしてくるよ
うなのだ。精神医学をॆరしていたμーク・Ϛ
ターとしての྾පの質ྔあるްいໄがれる
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とಉ時に、精神科医のಉ๔意識はかくのごとく、
なくなってしまった。つまり、྾ප࣏療でいろ
いろとෆث༻にۤ࿑していることが૬ޓతな༳る
ぎない共௨֮ײだったかのようであり、いま、
΄とΜͲଞの精神科医との共௨ޠݴがなくなり、
ର話が成ཱしなくなっていて、精神科医は૬ޓෆ
৹がたりલになったかのよう。精神医学が医学
の中でَࢠతではあっても、ͻとつのݻڧな一մ
の医学తΠϝーδとして意識されていたのは、ま
さにμーク・Ϛターのように精神医学にあまͶく
たͪこめていた྾පΏ͑ではなかったろうか。
いまೝとؾোがそのೋ大ౡӉだが、
ҼੑのݖԽ、྾පがいなくなり、ೝは脳
の変成であり、ؾোは神経ୡ質のྔత
である。Ҽੑと྾පが共にࣦされ、ٛ
のεピリνュΞリζϜのงғؾはফࣦし、精神医
学になΜらಾらしいಾがなくなり、ࠜఈが見極め
すい、とはつまり݁Ռతにఈのઙい学にҠり
変わったかのようなのだ。྾පのಾによりಾめ
いた学ੑが支࣋されるような学は、学をၟ
শしてはいけないのだといわΜがばかりに。྾
පのಾとの共൜ؔはഁした。あたかもզʑは
その共൜ؔの中でطಘݖӹతརをΉさ΅って
いたかのよう。しかし、そのརはಾめいたར
であり、現在の製ༀ会社とのかりすすぎる共
൜ؔなͲとはൺにならないくらいの、精神
医学తリΞॆがあった。

　その共൜ؔతリΞॆのయܕが、ଜහ（のྫ
͑ば「時ؒとࣗݾ」）であり、中Ҫٱ（のྫ͑
ば「྾පと人ྨ」）であり、松尾正（のྫ͑ば

「存在とଞ者」）である。྾පの྾とはԿを意
ຯしていたのか。精神医学のະདྷを҉ࣔする、ಛ
घな予ஹత名শだったのか。精神医学を一に
୲い、精神医学の྾、ഁのࢭࣃめになってい
たという意ຯなのか。྾という൱定త名শをあ
͑てにまとい、զʑの౷合をڧ力に支͑ていた
のではないのか。そういうۤもあり、あるいは、
྾පࣗ体がとにかく精神医学のԦ（または、精
神医学తౕྴ）のҐから退Ґしたくてલʑから
うͣうͣしていたのだろうか。ࠓにして思͑ば、
そΜな྾පにٸきཱてられるようにして、์た

れ͟るをಘなかったᅘが「྾者」֓೦だった
かのよう。「本のಾはついにղ໌されͣただফ
͑ΏくのΈ」なのか。྾පとは、ݪҼෆ໌の人
తな流行පだったかのようですらある。それ࢙ྨ
とも྾ප受者たる人ؒが、ϛγΣル・ϑー
コーの予ݴ௨りにࠌવといなくなったのか。྾
පతなࠓまでの人ؒがいなくなったから、ࠜ
本తに人ؒが変Խしたから、本དྷ、人ؒతな྾
පがফࣦしたのか。྾පのಾとは、݁ہ、人ؒ
のಾだったのではなかろうか。྾පとともにそ
のಾのϕールもऔりわれたら、現れたのは、ೝ
とؾোと発ୡোだったということだろ
うか。そのࡾ疾患が、ໝ想ۓ、ܕுܕ、ഁӝܕに、
あたかも精神医学తׂ୲としてର応するかの
ように。྾පが一खに引き受けていたものを、
ۀతに୲おうとしてॾ疾患の精神医学త意ຯが
高͡ているのか。ということは、྾පとはໃ६
తに、つまり本དྷならಉډし͑ないものであるࡾ
༷ଶがࠞ在するものだったのか。྾පが、その
ໃ६తな力ۀで一մԽしてくれていたにもかかわ
らͣ、྾පによりስཱしていたڊ大な精神医学
తόϕルのౝにおける、զʑのリΞॆతなແ任
なᅗ、学తָڗが精神医学త神すなわͪ྾ප
そのもののౖりをങい、േとして、ର話が成ཱし
ないある意ຯで医学తにはࢸ極生ਅ໘でまとも
なখౡӉత疾患がったのか。ࠓとなっては、
྾පは一の（ඦສの）ເだったかのようで
すらある。྾ප現とは、一見すると໌らかに
පత現なのだが、ならばとそれを極めようとす
ればするだけ、そのපੑが見͑なくなってしまう
ಛҟな現なのではないのか。生学త精神医学
でもಉ༷に、පత現のࠜװをั͑ようとすると、
あたかもਅՆのΞεϑΝルτのಀげਫのように
྾පは後退してΏき、それҎ上の究をあきらめ
させてしまうような、つまり、医学తにはපؾと
はΈなしがたいものだったのだとの݁論で終わり
にさせられてしまうような、ಛҟなපత現なの
だろうか。臨床においても、࣏療తに、というか
療తき合いがਂまるようであれば、વ、ϓ࣏
Ϩコックεײまがいのૄ௨ෆશײはۚྠࡍなくな
るのだが、それと૬ಉతなࣄଶが生学త研究ਫ
४でも思หత、論ड़తہ໘（྾者でされ
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る）でもىこら͟るをಘないというಛҟな存在の
方͡ײ方なのが྾ප現だろうか。Բ見తな
だとҟ常ੑがཱͪࡍ、ۙで、Բ見が生͡ようが
ない֮ײになると、そのҟ常ੑがӅされてしまう
のか。֮ࢹ༏Ґでのҟ常ੑと、ഽ֮ײ༏Ґな合
の非ҟ常ੑ。だから、あたかもഽ֮ײతな؍
ѲతなϓϨコックεײは、࣮は、֮ࢹతなもの、
ੳతなものにすぎないՄੑがある。「ඒ人は
れる」は໌らかに׳日でࡾ日できる、ृঁはࡾ
ϋϥεϝンτの一छなのだが、これもͻとつの人
ؒతなಾとして྾ප現とؔ࿈しているのか。
྾පのಾは、人ؒが人ؒであることのಾである。
だから、྾ප学がそのまま正֬に७ਮ人ؒ学൷
となり、ಾはಾのままである΄かない。

　だから、౷合ࣦௐは、࣏ったら本の౷合ࣦ
ௐではないのだろうか。たしかに࣏らない、࣏
ろうとしてくれない患者がいる。大会の有名ࢲ
大ଔۀ後、大会での期の就࿑後に発පతঢ়گ
があり、ؼ郷してからは家、݂ԑ者とのંり合
いはすこͿるѱくがてには見ݶられたに
くなられ、期ؒの一人らしがあっただけで、
まれるࠐにόリέーυをಥഁされ౿Έܯ、ہ݁
は長期ؒのೖӃとなっࠓでのೖӃがೋ度あってܗ
ており、ೖӃ中には、ࣗをΞϝリΧ人෩の名で
名りまたӳٴޠͼΧタΧφにて記名することに
をग़すことはԿ度ࢴにखؗし、ΞϝリΧ大ࣥݻ
もあって、ΞϝリΧにؼ郷するための援ॿをґཔ
するようなग़ࣗໝ想がఄされ、ޢ師とのؔは
それなりに良くてಉ֎ग़もするのだが、医者の
、でӶくᛀΈつけ、അࣛ؟നࡾを見るいなإ
അࣛと時にখで時に発ޠなくޱの動きのΈでഃ
ることがたまにあり、そう͡Όない時は、࿓Լに
എをけͪΐっと上をىこしؾຯにして、
いたクリンτ・Πーετッυがݓॐを࿔Μでい
るかのようにしながら、੩かにϕッυにԣになっ
ている、औりくౡのないこの患者は、ここ10
年一に࣏るؾはなく、この患者こそۚےೖり
の本֨తな౷合ࣦௐ患者とΈなすきだろうか。
それとも、とっくのੲに࣏り、࣏ったかたͪがこ
うなのだろうか。ࣗのことをͲれ΄ͲϨϙーτ
りฦ܁಄でޱ、にͼっしりৄड़しఏࣔしてもࢴ༺

しૌ͑てもશくཧղしようとせͣ、時にはഅࣛに
したようにඓでসうような医者ͲもはͲいつもこ
いつも໌らかにഅࣛであり、ૌ͑を適にฉいて
適にᰐくޢ師は、まあまあ൱定తな存在とは
ならないという֮ײは、શくྃղՄであって、
ただ、「思いग़したように、അࣛ、അࣛ、とج本
औりくౡがない、গしだけΞクターのような֨
がこの人からのϓ「͡ײ良さがなくもないこの
Ϩコックεײということになるのだろうか。

　また、ތ大త発໌ໝ想をޠってまないあるঁ
ੑ患者は、大ଔ後に九大のとあるܥૅجの教ࣨで
研究ิॿһをしていた時期があるようで、そのこ
ととओ࣏医とのԑを͡ײることもあったようだが、
ීஈは、作ۂໝ想ݐஙઃܭໝ想、ೖۚໝ想のた
͙いをޠり、ある日、ಥにルーϒルඒज़ؗのϞ
φ・リβのϞσルはࣗであるとීஈのޠりとಉ
͡τーンで、いつものように์ૹでそうࠂされ
たと、࣊ѪにຬͪたসΈをුかつつओ࣏医にड़
ることがあったし、時ʑ思いだしたように天ߖ
੍のか月後の終݁をએݴするのだが、この人も
ͲΜなにༀをௐしても、ดをىこしたり、৲
もͪをついてのѹഭંࠎをෛったりするばか
りでなのである。ࢲがओ࣏医だった10年は、߅
精神පༀが΄΅ແޮであることをલ医のॲ方の変
ભおよͼࣗのॲ方経ݧからૣʑにޛらされたた
め、ᛐのམͪۼΈ（ҎલೖӃしたଞӃにおいてༀ
で一にしてىこったことであり、だからༀでඞ
医のༀのせいでこう࣏る）௺のૈ㩵（現ओ࣏ͣ
なった、࣏さないとૌ͑る、ܐࢮになる）なͲの
ૌ͑に応͡るようにして多গのॲ方ௐをするく
らいで、それҎ֎はただただໝ想話をฉかされる
ばかりであり、たまにओ࣏医からは思いきの
ܸత法ཐ話をޱにするだけというであったの
だが、ということはこの人も࣏らない౷合ࣦௐ
者の一人と͑ݴそうである。ある時この人に、

「ঀ܄までされた大学名༪教授に、臨床でखを
মくあなたのことでおうかがいをたてたところ、
Կे年とあまたの患者をてきたࢲでもこれ΄Ͳ
、らない患者は見たことがない、ͻΐっとしたら࣏
その患者は人ؒではなく人ؒҎ֎のత生໋体す
なわͪӉ人のՄੑがある、์ૹہからの์
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ૹという名のݬௌということだが、本は、ҟ
からのະなる์ૹをௌいているのかもしれない、
という見ղをड़られた。そして、ついに現代精
神医学のվగ൛の౷合ࣦௐの߲にৄࡉにྫ
、ͼ࠶、げるとࠂされることになった。」とࡌܝ
、であってࢠでもない༷ߋѪにຬͪたসΈでຬ࣊
この患者の΄うがさすがに一ຕもೋຕも上खなの
である。この患者からのϓϨコックεײは、さし
ͣめ、このをつしたの࣊Ѫにຬͪたかの
ようなඍসに༝དྷするものなのだろうか。ただ、
Ϟφ・リβのϞσルというのはあながͪશくのໝ
想తӕീඦでもないのかもしれない。つまり、Ϟ
φ・リβのಾのඍসΈとは、Ϟσルのঁੑが࣮は
大ໝ想を有する者であり、この患者が有するসތ
Έとྨੑࣅがある、ތ大ໝ想にؔ࿈したಘ体のし
れない༨༟のඍসΈΏ͑にಾめいている、つまり、
この患者のものとӝೋつの精神科医ならおな͡Έ
だけͲखごわいෆ໓のসΈであるՄੑはࣺてき
れない（しかし、先日あらためてうと、ࣗが
Ϟφ・リβである、Ϟφ・リβのϞσルではなく
Ϟφ・リβなのであるとएׯニュΞンεがҧって
いた）。

になるஉੑ֎དྷ患者は、大学在੶中ࡀ年、40ࠓ　
にࢹઢڪාをڧく֮ࣗし、そのࠀのための力
をम行のように日ʑ܁りฦすこととなり、ଔۀ後、
家電ྔൢళに就৬したがす͙に辞め、それҎ߱、
ωッτでࣗのことが流されているとࠞཚঢ়ଶ
がきたされ、その後より࣏療が࢝まったのだが、
಄の中にಡΈऔりஔがຒめࠐまれているとのૌ
͑なͲがあり、ࣗにあったクϨΦιーτ（
をҿΜでのೖӃがあって、退Ӄ後しばらくし（ࡎ
てから本でのΞルόΠτを࢝めたが年でめ、
後にはτϥックにόΠクでಥっࠐΜでのࣗࡴະ
があり、෩࿊でをணたままγϟϫーをཋͼ
ていてఋよりしたたかԥりつけられたがബらসい
をුかていることがあって、࠶ೖӃとなったが、
そのೖӃ中には、ප౩の࿓Լのಥきりのްい
Ψϥεをૉखで（ۭख経ݧ者である）ׂったりす
ることもあった。この時がもっともؔڋઈత
な༷ࢠであった。ࣗの生活にってからは、ᛉ
想とশしてなるࣗݾを見つめ、おそらく（家

の話では）なるݴ༿をௌきೖるようなこともし
ばしばで、ಥに大学のころの༑人を๚ͶてΏき
҆൱を֬かめたりすることがあり、家もؾがؾ
ではない日ʑがଓいたが、そのうͪ、ެೝ会࢜ܭ
の֨ࢿをとるために、期のઐ学ߍに௨い࢝め、
その期の௨学が終ྃしてからもそこでग़会った
一人のஉੑとたまにΧϥΦέに行ったり、まれに
はཱࠃതؗに行ったりなͲしばらくしていて、
ଞはͪΐっとした家庭ࡊԂのखいくらいで、
がてその༑人とのަࡍも్ઈ͑、家ࣄखいతな
ࣗดత時期があり、社会෮ؼにけたओ࣏医との
会話の中でଞの患者の体ݧஊとしてԿ度かग़たこ
ともある、υϥッάετΞの勤務を想定して、そ
れなりにษڧをଓけた後に、ొൢചһのࢼ֨ࢿ
く（̐ճ）໘を受ڧに合֨したう͑で、೪りݧ
け、ࠓ年の̔月からついにυϥッάετΞのύー
τࣄを࢝めている。この人はとうとう࣏ったの
だろうかʁ現ঢ়はもͪろΜશく予அはڐされない。
൴は、いま低ղと見၏してよいのか。もともと、
本に྾පだったのだろうか。たͿΜそうだっ
たのだろう。ところで、ղとはいかなるঢ়ଶな
のか。ղの大雑なཧղは؆୯かもしれない。
一見すると、なΜらঢ়らしきものはなく、精神
科の患者とは思͑ないのだが、精神科医からする
と࠶೩のՄੑがഎܠに΄΅常に֮されるよう
なةうさがあるようなಛҟなঢ়ଶだろうか。この
੨年患者もまさにそうだ。しかし、࣮はಛҟでも
なΜでもなく、精神科医であるがΏ͑に֮でき
るのは、その精神科医が୯にその患者のաڈのප
ঢ়のਪҠをख़しているからにすぎない。勤務先
のಉ྅からは、ͪΐっと天વで、おそらくはかな
りුੈれしているであろう、ͪΐっとݹ෩な、
ଞ人をٙうことをらないかの患者は時ʑつっこ
まれるらしい。この天વײが、この人のղతな
ঢ়ଶにおけるϓϨコックεײか。ओ࣏医はそΜな
につっこΈはできないが。ಥっࠐΉ͡ײになると、
एׯ、൴のදがϚδになってΉきになる͡ײが
あるため。ただし、ղঢ়ଶに導くのは医者では
なく、৸৯をともにする家の力が大きいように
ってはいけないのだろݴる。こういうことは͡ײ
うが、こと౷合ࣦௐの合は、࣏療の࣮རをあ
げるためには、時ؒをかけて臨床に生ਅ໘に精
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をग़すよりかは、ओ࣏医の話にฉくࣖを࣋ってく
れる家ならば、家としては、৺なばかり
がにつきすく൵؍にきすいわけであり、
それでもରॲしてΏく意ຯを͡ײてもらうように、
ඓༀをわͣかにརかすようなಇきかけを経時తに
した΄うがޮతなのかもしれない。࣏療ޮՌތ
ࣔతに（୯にࣗຫげに）このようなΞϓϩーνで
。ᘳにඑଣだ、療のޮՌがग़たという話は࣏
医者がϓϩύーの待なͲでうつつをൈかしてい
るؒに、あるいは、খしいॻ੶ଜ上य़थのখ
આをಡΈ;けっているؒに（Ͳうせなら、大݈ߐ
、（の「ಉ時代ήーϜ」をもう一度ಡΉきだࡾ
、療はਐ展しているՄੑがある。とにかく࣏
ղというঢ়ଶは、医療Ҏ֎のཁҼが大きいような
ղとい、がするだけだが。これはؾ。がするؾ
う日常༻ޠతには意ຯが定తにཧղしにくい、
医療తなものがհ在しているとはにわかには信͡
がたい、つまり、よりࣗવਪҠతであり、࣏༊
におけるෆࣗવな医者という存在がצ定にೖりに
くい、ᐆດなݴ༿のڹきΏ͑かもしれない。ただ、
一部は、ࢲにおけるࠜਂいっかΈ࠘ٯΈ͡Έ
たԇ࠘からのݴいがかりのՄੑが大いにあるこ
とをٸいでड़ておく。

　ということは、精神科医が、τリックεターの
ように患者のքを५させては、ࣗはその
քからফ͑てΏくように常にػしଓけてΏくよ
うな、ΞクϩόςΟックな存在の方はさておき、
զʑができることのج本は、医者・患者ೋ者ؔ
を上खくり合ってΏくことではなかろうか。౷
合ࣦௐの合はಛに、精神医学తな͑ߟ方で
はなく、घߋには力ͣくで࣏そうとはせͣ、とに
かく࣏ってΏくための時ؒՔぎができるような࣏
療ؔをߏஙしてΏくことがԿより大ࣄなような
がする。というのは、あれよあれよでࣗओతにؾ
ܙっていってくれたらまさにこのう͑もない天࣏
であり、࣏療ؔを、患者にとって（ということ
は、医者にとってももͪろΜそうである）࣋ଓし
てΏきすいものにしてΏくことこそが、Մな
現࣮త療のありかただと思われる。かつてଜ
හさΜは、ࣗが精神ප患者に࣏療をࢪすのは、
患者がさ΄Ͳݏがるわけでもなく֎དྷにདྷるから

だ、つまり、なにもແཧり࣏療をしているわけ
ではなく、࣏療をٻめて患者らがってདྷるから
療をしているのだと、その時の時流にのって࣏
流行っていた精神医学తओுを高に܁りげ
る໘ʑのいにରして（ۤしいかもしれない
ような）意見ड़をすることがあったらしい。精
神科患者らが֎དྷにདྷるのは、ෆ合なもののআ
療およͼその予とྨ࣏ѹのような体త੍、ڈ
めてではなさそうである。そうでٻしたものをࣅ
はなく、ج本తにはଞでもなくଜහさΜその人
に、ただただ会いにདྷるために、֎དྷに๚れてい
たのではないだろうか。もͪろΜ、精神ༀґ存
のような人もいるはͣだし、この生活ঢ়گの経ࡁ
త、家ؔతۤڥをԿとかしてཉしい、とにか
くࢲの話をฉいてཉしい、の人もいるし、から
ଅされौʑの人もいるはͣだけͲ、աはଜさ
Μに会って、ೋݴࡾݴ、話しをするためにདྷてい
たのではなかろうか。ೋݴࡾݴ話しをすることの
意ٛとはなにか。たと͑ば、患者もओ࣏医もࠓよ
りもͣいͿΜएかったかなりલにか月ؒの本֨
తなೖӃ࣏療がなされ、ここ年はখख先のௐ
だけでج本は΄΅ෆ変のॲ方となっているそのओ
でりऔりすることは、そࢠ医と、いつものௐ࣏
のつͲかすかに、Ξンς・ϑΣετΡϜతഭに
ࠩしਫをするように߅う、ϙετ・ϑΣετΡϜ
త「第ೋݪճؼ」がىこっているのかもしれな
い。つまり、֎དྷにདྷてくれるのは、この第ೋݪ
ճؼの֮ײが、患者と医者の共ӄੑతな共҆શ
อোײ、想͑ばอࣨޢはԕくになりにけりの共ੲ
日ײ、かつてएؾのࢸりがਵ所にあったがΏ͑な
Ͳの共ᠤஏײ、または、このͿ医者がこのͿ
患者が、の共Ϳײにؔ࿈しているのかもしれな
い。とすると、「第一ݪճؼ」とは、発ঢ়گ
を෮するかのような࠶೩ঢ়گである。Ӎ߱って
ݻまるばかりではないにしても、「࠶೩ො活正
にԫࠇけ療法」という、߫֎の道࿏Ԋいのؾ
文ࣈでॻかれたখさなཱて൘でおな͡Έの、い
わくありげなຽؒ療法かのような、ࢄމषげな࣏
療ػԑもあながͪあり͑ない話しではないのだろ
う。それは、発、およͼ࠶೩からのճ෮աఔの
ありようも࣏༊のہذ໘になりうるということ
だ。一部の製ༀ会社の、医者をখഅࣛにしたよう
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なᨳい文۟、おかか͑医者の、Կらもっとも
らしくて人たりがεϚーτそうで、多গ、医師
としてはતましくなるような、ചりࠐΈ動ըなͲ
にはわされͣ、でも一応ߟࢀにはしつつ、Τビ
σンεはΤビσンεにաぎないわけで、年の平
り名医のؒೖりをしたいのなތ療成を࣏でۉ
ら、શにΞルΰリζϜなるものをकすれば良
さそうだけͲ、この患者のこの࣏療であるわけだ
から、そうはがԷさないのは方のないとこ
ろであるがΏ͑に、ڌり所がと΅しいख୳りの࣏
療となりすく、ということはඞવతにおそるお
そるで、とは௨આにはするものの、患者のපঢ়
にৼりճされるように後いで、まさに「໔ූࡑ
としての患者༷」の、大ຐ神Խしての߱࠶臨なの
だとばかりに（ϓϨコックεײとは、ྠをの
લにした時に๊かれる֮ײにࣅているというٞ論
がかつてあったが、大ຐ神は໌らかに「ྠ
உ૾ཱࢠ」にそのண想をಘている）、また、大ຐ
神の֮੧の元ڟであるѱౘͲもは成ഊしつくした
にもؔわらͣ、一度ՐしたౖりのԌはまるこ
とのない大ຐ神によって、ऽࢄらされಀげうແ
のଜ人さながらに（って、そΜなわけはない）、
࿔されながら、ӈԟࠨԟすることをڐ
༰する΄うが、৺あるܑوら、࢞وらなら୭しも、
一༷にਂくಉ意してもら͑るかͲうかはશくෆ໌
ながら、݁Ռతにましいようなؾがする。その
はԿか。それは大өの大ຐ神のϓϩッτの展ڌࠜ
開そのものである。Ώ͑に、見ࢁさΜのݴうよ
うな、「ཱたͣでډること」の意ຯも、かΈし
めてΏきたいところだ。にཱとうとするがあま
り、生ਅ໘Ώ͑のա度な࣏療のԡしചりのせい
で、ݬௌॿ長తなༀੑࡎ精神පなͲも生͡すく
なってしまうڪれがないわけではなく、「こΜな
ༀҿΜでたらよけいපؾになってしまう、だから
ҿまない」と、研म医のࠒにݴい์たれた࣏療ڋ
ઈత教܇もれたくはないものだ（時は、Կ
。（ってΜだと思っただけであったがݴ

　そして、なにはともあれ、ϓϨコックεײだが、
いくらリュϜέはγュφΠμーの１ڃঢ়にೖれ
たかったとしても、それ΄Ͳその存在をલఏしう
るような୯७なものではないとࢲは思う。人はだ

いたい見かけによらないものと૬はܾまってい
ることからしてもそうだ。精神科医はଞ者を見
けるӽした؟、ੑײ力を࣋っている、わけでは
いささかもない。զʑは、ޒ月のॊらかいཅޫが
߱り͙৺よいݪでたまたま྾ප者にであ
うのではなく、ର極తな、ແػ質なڱいࣨで、
精神科医として྾ප者にग़会うのだ。߅精神ප
ༀᴈ໌期લ後のリュϜέの生きた時代なら、精神
科にೖӃさせられることは、ࠓҎ上にੈؒとはる
かにִઈさせられるΠϝーδがڧかったのではな
いだろうか。また、খさいころからの᪾で、
のࡒからখમをͪΐろまかすようなことをする
と、「ܯのාいお͡さΜがདྷるよ」とともに、
ුかれすぎてまたײがܹしੈの中のルールから
ҳするようなことをすると、「˓˓精神පӃの
ंがܴ͑にくるよ」はສࠃ共௨の常۟だったろ
う。あなたの合なͲは一応おߏいなしに࣏して
ろう、あくまで、こͪらの合としてはとりあ
͑ͣͲうでも࣏ってもらいたいと、ある意ຯで、
ޭ、ײతٛ務ۀ療తでૢ作తなεέϕ৺（৬࣏
名৺、一にফ͑ないະख़なສײの֬ೝূ໌
ཉٻ）をもってして患者にؔわろうとする合に、
患者は、ありありとखにऔるようにそのൿめられ
た意ਤをし、ڧなϓϨコックεײの「ૉ」
を発するのではないのか。すなわͪ、ಠಛの͑߇
さੑでもってしてささかな߅を、まさ
に؟લのզʑにけて、Ϳきっͪΐながら೪りڧ
くݦわしଓけるのではなかろうか。もともと、本
に、患者らは࣏してなͲཉしくない、精神科医
になͲؔわってもらいたくないと࣮に思ってい
る;しがあるわけだ。࠶ͼ、ある意ຯで、精神医
学において࣮ݧతに࿔ばれるՄੑが高く、患者
にとって精神科の部は、初は、「ѹతにෆ
རなঢ়گ」と͡ײるであろう。զʑは、それ΄Ͳ
ԕくないաڈに、෩࿊の一部をリϊϕーγϣン
した所でϩϘτϛーをした者らである。その時、
流された患者らの݂と脳ᕶはいまだզʑのखにછ
Έついている。という;うにඓଉߥくड़ている
あなたは一体Կをݴいたいのですかとわれると、
ಛにԿもありませΜ、なのだが。

　リュϜέさΜなら、そういうことをもؚめて、
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྾ප者は΄かの精神疾患と໌らかにҟなります
よ。あなたにはいまだにそれがかりませΜか、
と་してくれそうだ。い、ࢲもそうなのかなと
は思うのだが、ڧなප識ܽ、ප識ڋ൱、පؾ
͡Όなくてあなたたͪにはからないと思うけͲ
人ؒのՄੑの一つなのである、ࣗの人生のඞ
વత݁ؼなのである、ࢲではなく、あΜたらがප
にもとͮく姿勢くら֮ײなのだ、というようなؾ
いにしかࠓ思͑ないのであり、だからଞ者の
૭をશにด͟しۙをڋもうとしているだけだ
と。このような֮ײは、おそらく、患者らࣗと、
松尾さΜらとのަ流を௨して࣍第にそう࣮ײされ
るようになったؾがする。ただ、ϓϨコックεײ
とは྾පの本質తなର人ۙ本のোを࣮
に現わしていて、それのΈでஅՄであるとい
う؍அの͑ߟ方には、研म医のࠒからࢲは΄
とΜͲҧײしかなかったし、গなくとも、ର人
ۙ本のোと意ຯͮけされたϓϨコックεײ
なͲ一度たりとも͡ײたことがない。ということ
は、そのϓϨコックεײを͡ײられないのなら、
そのようなࢲは、はなから、΄΅ඞਢの精神医学
త࠽がܽした、ということは常にత֎れであ
ることを໋॓ͮけられた、ੈのためଞ人のため、
つまり患者のためになりようがない۪ྼな精神科
医の部ྨにશにೖるのである、と思ったことは
さすがになかったが、ͪΐっとした引けෛい
に、ϓϨࣗࢲ。がするؾはあったような֮ײ
コックεײを֮し͑ないようだと、精神科臨床
で؊になる؍அはෆՄであるというような、
精神医学にؔするஓなޡಡがあったのかもしれ
ない。ϓϨコックεײは、精神科医がࣗのಛҟ
ੑはͣ͑ߟに、ࣗのແੑ、ಁ໌ੑをແࠜڌに
લఏし、最初から、あまりに患者ଆのোと͑ߟ
てしまっている。つまり、ϓϨコックεײは、
྾පの脳පԾઆをલఏしてしまっているのではな
いのか。྾පは、ϓϨコックεײӠʑҎલに、
୯७に֮ݬໝ想があるのだから、Ͳう͑ߟても脳
පとしか思͑ない、という脳පԾઆが߅いがたく
しっくりしてしまう、ある意ຯで、精神医学తྃ
見の෯がڱくてਂい者しか、ۙ本のোとし
てのϓϨコックεײは͡ײないと、ͪΐっとφ
Πーϒだがそうݴいたくなる。本དྷは、脳පはલ

ఏにはできないにもかかわらͣ、それをલఏにす
るから、ର人ۙ本のোという、これこそྃ
ղෆの݁論が導きग़されるのではないのか。な
のに、脳පԾઆのલఏはӅณされ、あたかもର人
ۙ本のোがଈతにಛҟతなものとして、
ಶりなき؍として先行తにѲせられるように
Έなされるから、って࠲ればͽたりとたるか
のような、ੑײతな؍அのような͑ߟ方がग़
てくるのではないのか。これは、ご合ओٛをそ
れとして֮ࣗせͣに適༻してしまう、いわΏる

「ԕۙ法తస」のయܕなのではないのか。

　とにかく、新نༀをうことにগし࣏療ؾが
療తなԿか࣏されるだけでなく、それҎ֎のܹ

（తには࣏療తではないことだとしても、あ
るछ、こ͡つけるようにして）にख応͑も時ʑは
で患者には会いإषいؾていたいものだ。ਏ͡ײ
たくないというたりલの֮ײもあるだろう。ま
あ、αービε精神֮ײだったりもして。しかし、
αービε精神֮ײが、Ͳのようにか࣏療త意ຯを
有するようになるためには、それが൘につくよう
にならͶばならない。;つうはճආతな֮ײ、ෆ
༇շな֮ײがىこることに、ߠ定తなշ、またと
ないੵ極తな意ຯを࣮ײするようになることは一
छのࡨだが、ࡨがあたかもࡨなͲではなく
て、あろうことか月༵日ᓔによく፰߅してくれる
精神科医ߕ൹にすらなったら、ͪΐっとした臨床
におけるڧΈになるのかもしれない。ただ、ࡨ
ならなΜでも良いわけではなく、はりऑい者い
͡め֮ײがշになってはいけない。पғにෆշな
思いを๊かせることがշָになってはなら͵。ա
ͪを൜しても、पりがԿも͑ݴないことに、Ͳす
っݴい༁をݴくೲಘしてはいけない。໌らかなࠇ
てपりがͻれ෬すことにշײがあることは良くわ
かる。ら͵がであるところののշײがຯわ
͑るわけだから。ѱԽさせることができる者なら
ば、࣏すこともできる。とは、かつてԿ度かฉい
たԾઆだが、そΜなわけはよもなかろう。もͪ
ろΜѱԽさせることは؆୯で、࣏すことはきわめ
てしいわけだ。ѱԽのさせ方は、μϒルόΠン
υとか、IJHI�&&、ٛのચ脳ঢ়گにおける౻、

「৭、ۚ、ཉ」なͲいろいろ定ࣜԽされているが、
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定ܕԽされた࣏し方はない。そΜなことばかりに
ؔ৺を࣋っていて、؊৺なことはおろそかにして
いるとݴうなかれ。࣮は、そΜなことさ͑も、࣏
療తに֩৺తなことの一つではないかと思ってい
るઅがࢲにはあるわけだから。「Ӎが߱っても精
神療法」ではなかっただろうか。なͲと͑ݴるの
はୡ人だけだろう。

　ところでୡ人とは、本དྷ、ҖѹతではないΠ
ϝーδなのだがҧうのだろうか。ϋϥεϝンτ
の෩たりがڧいࠓࡢだから、そういうೈऑなײ
֮になってしまうのだろうか。それとも、Җѹత
な者こそがୡ人になりすいのか。ୡ人のڥが、
会ಘしたਅཧの力と開໌తなޫが、人をඞવతに
Җѹత、Җޫతにしてしまうのか。そのҖޫѹを
かいく͙って、合によってはຬᙯになりな
がらΞϓϩーνすることこそ、ୡ人といわれる人
たͪとの正しいき合い方なのだろうか。ୡ人が
見ग़したものとಉ͡ࣄを、本はࣗで発見し
たいだろうし、それができなくても、それらしき
いͪいͪをࣗので֬かめたくはあり、本は、
発見の成Ռではなく、発見のための、めくばせの
ようなώンτさ͑あればそれでेだと思われる
なͲは、ଆ໘からԣでνϥ見するように学ͼࢲ
たいのだが、それではまったくୡ人からのԸܙは
ಘられないのだろうか。のつまΈ৯いからはو
重なతӫཆはもたらされないのか。でも、ࢹ
ののΈで΄とΜͲ見もしないでもたらされるも
のは、ࣗのख作りの;るいにかけられた、ୡ人
のୡ成の、おのれにとっての࠭ۚのようなܽยで
はなかろうか。ٛࣈ௨りؾ৭ѱいともい͑るચ脳
のようなशಘはごめΜだし、本དྷ、ਅࣅごとき
で患者が࣏るとは思͑ない。ਅࣅで、つまりࣖ
学తなলΤωで࣏そうとするのは、患者をڏԾ
にしているのとಉ͡だというؾさ͑するが、それ
はͲうかわからない。Җѹతでないୡ人෩の人
は、ࢲがるݶりはଜහさΜくらいだ。話した
ことはないけͲ、ͺっと見なΜとなく。࣮る΄Ͳ
こうをਨれるҴึかな。ਨれたҴึはνϟーϛ
ンάだ。だから、「ࠓ日、Լؔで１ӋのΧϞϝが
Ӌばたき、ؔւڦのۭؾをかきཚせば、໌後日、
ത多でೣがあくͼをする」Մੑは大いにある。

これは、「γーΨルޮՌ」とݺばれるもので、
でʑがӋばたくとニューϤークでཛྷになるとژ
いう、「όタϑϥΠޮՌ」とはएׯҟなり、ࠣࡉ
なग़དྷࣄでも、思いもよらないࠣࡉなことがԕִ
తにそのݪҼになっていることもあるから、৭ʑ
とࡧすると໘നい合があるよ、のᄻ͑である。

　さて本である。Ήをಘͣ、౷合ࣦௐに
療తؔ༩で3ʗ࣏̐ってなのだが、ࣗなりのݶ
はおおΉͶ現ঢ়ҡ１、࣋ʗ̔はѱԽ、１ʗ̔
はվળ。ということは、ࢲの౷合ࣦௐの࣏
༊は、൵しいかな、ϓϥϚΠ・θϩということ
になってしまう。しかし、この݁Ռはさ΄Ͳ൵し
がらなくてもよいのかもしれない。というのも、
この݁ՌはগなくともϚΠφεではなく、つまり、
それ΄Ͳは患者にѱӨڹはٴ΅していないとのղ
ऍもՄかもしれないわけで、だから、ٸいで、

「とりあ͑ͣ、まあ、ぎり良かったΜ͡Όないの」
とݴってりたいところだ。ただし、ѱԽにؔし
て、たと͑ば、その患者のཧ想తなࣗવ࣏༊աఔ
からしたら、現ঢ়はѱԽなͲしていないと͑ݴる
患者なͲいないはͣだ、なͲとݴいग़したらきり
がないものの、ࢲはそういうՄੑさ͑もՃຯし
てあれこれとපঢ়のࠓをۛຯしているわけであり、
͡Όあ、あΜたらはͲうなのよ、というような思
いあがったෆଝな意ਤはもͪろΜないのだが、࣮
༊աఔとはͲういうものなのだ࣏ཧ想తࣗવ、ࡍ
ろう。しかし、きわめてෆໟないだ。「ෆໟな
いにΜでΈるのも精神療法」。だが、この精
神療法は、গなくともୡ人のそれとはࣅてもࣅつ
かない代である。

　年લのことだが、本のかいのϒック・Φ
ϑでݹॻをあてͲなく、いわばམึरいのように、
ངしていた時に、খฑなͿつͿつとԿらに
ならないでつͿきながらళをΏっくりาい
ている、ϚンτのݞにΠンコをせているかのよ
うなಠಛのいでཱͪのおばさΜがいた。ࢲはす͙
にͮؾき、いるのͶと思い、ࣗの本୳しにっ
たのだが、後に、ͮؾくとそのおばさΜがࢲ
のԣにいてࢲに話しかけてきた。ॠؒ、ීஈの臨
床֮ײでࣖをけようとしたが、খのૣޱでฉ
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きऔることができそうもなく、あわてて、すΈま
せΜͪΐっとかりませΜと、申し༁ないとのૉ
ৼりをかすかにして、Ώっくりと、ѱؾがないこ
とをよそおいながら、ཱͪڈったのだが、このお
ばさΜは、໌らかに౷合ࣦௐだと思われた。そ
して、ӭ͙ようなܰさとࣗ݁ݾతな印も
あって、あるいはཧ想తな྾පの精神医学తに
खのつかない、ࣗવաఔの人だったようなؾも
するし、しかも（แஸを所࣋しているؾはな
かったから）、なΜと「ܰい྾ප」だったのか
もしれͣ、そういう྾ප者、྾者であっても、
はり、ର人ۙ本はこれっΆっͪもোされ
ていなかったとஅされるのだ。なͥなら、この
にۙしてきたのだから。かりに精神科医षさࢲ
の҆ؾさがあったとしてもだ。ところで、྾ප
者にࡴされる精神科医がたまにいるとして、そ
れは、精神科医としてなΜのいもなく一؏した、
ものの見ࣄな一生なのだろうか（すなわͪ、「か
Μ͡Όさまより　さされたること　いとをかし」
なのか）。それとも精神科医としてはけな
い一生のด͡方だろうか（だから、「よろͣにい
Έ͡けれͲも　かΜ͡Όさまにさされたるは　い
とあさましきことかな」なのか）。たΜなるۮ発
తࢮݘなのか。なΜというか、精神医学త人తඞ
ཁ経අなのか。ࣗ༝、人ݖ、人ؒతՄੑの、ಠ
ಛなଋറ者たるզʑは、本は、患者にまれには
されてしかるき存在なのだろうか。ϓϨࡴ
コックεײ、྾පषさとは、૾ڸతな、ରরత

な、ରቂతର߅తな、精神科医षさは正౷であり
きたりな精神科医の།一のূなのだが（ࢲは、教
授に࿈れてΏかれた、しΈったれた中ऱのあるε
φックの、高ౡがたいそうおؾにೖりらしいϚ
Ϛから「患者かと思った」とݴわれてわͣかにᅑ
সされ、一方、れて࠲っていた正ԽさΜは

われͪ΄されていたݴと「の方Έたいࣨߖ」
のだが、Ͳͪらが正౷な精神科医かからない、
Ͳͪらもஅ͡て正౷なわけがないՄੑがある）、
正౷な精神科医は֗中でະ࣏療の྾ප患者（ະ
療に࣏療だから྾者である、྾者はզʑの࣏
よって྾ප者になる、྾ප者に生まれ変わ
る）にࡴされてしかるき存在なのか。あのݹ
本でのおばさΜとのᬍからの࿈想としては、
される終わり方が精神科医としてなΜとなくࡴ
最も;さわしい終わり方、または、શతな神のࣻ
しをಘられる།一の終わり方のようなؾもしてく
るからෆ思ٞなことだ。もͪろΜそうなるのは、
だが、ͲっͪΈͪಉ͡ようなものかもしれݏはࢲ
ない。もしそうなったら、臨ࢮ体ݧのさ中で、そ
ういう෩にࣗをҚしてあげられるかもしれな
い、ということだろう。しかし、;とって྾
者において͑ߟたらば、いΈ͡くも、もろとも精
神医学の生ᩴになったかのようである。だから、
そうならないためのࠜݯతྀが、つまりすて
の࣏療తؔ༩におけるࠜװに「ೊࡴすなかれ」の
。ཧが、まことに、あらま΄しきことなりݪ
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͡Ίʹ
　日ʑの療では、クϥΠΤンτがোをあるが
ままに受けೖれ、その人らしく社会で生活できる
ようになればよいと͑ߟている。ಛ集のςーϚと
してのクリニックでの࣏༊はௐたことはない
が、精神科における࣏༊とはԿかと精神医学のࠜ
本తなをげかけられると、ݪҼෆ໌の精神
疾患では「࣏༊」とはݴわͣ「ղ」とݴってい
るのでそれでよいのかと思うが、ݪにって
ཧしておきたいと思った。まͣ、精神医学大辞య

（新福ঘ編、ߨஊ社、1980）をͻもͲいてΈる
と、「࣏༊ɿ$VSF」について新福は࣍のようにड़
ている。
　精神医学には3छの࣏༊がある。第１は、ঢ়
がফࣦするもの、第２は、ঢ়をىこしているも
の（ݪҼ）がআڈされるもの、第3は、ܽؕࠟ
をさͣશにもとのঢ়ଶにもͲるもの、であ
る。この3つがうときはશ࣏༊であるが、そ
うでないことがしばしばىきる。ݪҼがআڈされ
ͣにঢ়だけがফࣦするばあい、࣏༊とݴわͣ

されたڈશにআҼがݪ、という。ঢ়「ղ」
とき、あとにܽؕ、Ҩが存していてもશ࣏
༊という。このためリϋビリςーγϣンがඞཁに
なる。精神োの࣏༊の定にはしばしば「ප
識」がにされる。
　ଞ方、社会తࢹから見てΈると、তûü年৺
ো者ରجࡦ本法が成ཱしたが、医療をඞཁと
する精神ো者はؚまれなかった。Ͳこまでが医
療でͲこからが福ࢱかという定ٛが最大ので
あった。তû÷年に発したશࠃ精神ো者家
会࿈合会をؚΉো者ஂ体の長年のཁとࡍࠃత
な動から精神ো者においても精神疾患を有す
る患者であるとともに、日常生活社会生活上の
支োを有するো者であるというとら͑方がが

り、福ࢱରࡦのඞཁੑがೝ識されるようになった。
このような中で、平成5年のো者ج本法でࡦࢪ
のରに精神ো者がっと໌֬にҐஔͮけられ
た11）。
　このように精神医療では、医学తࢹよりΉし
ろ社会తࢹをより重ࢹするようになり、࣏༊は
疾පผに͑ߟてΈるඞཁがある。ච者のクリニッ
クではओに適応োをؚΉ神経とؾোで、
౷合ࣦௐはগない。ث質ੑ疾患はѻていない。
֎དྷに௨ӃしてもらうにはԿより、「පײ」「ප
識」が最も重ཁである。まͣ、神経から͑ߟて
Έたい。

̍ɽʮ͋Δ͕··ʯͷࣗݾड༰ɿໃ६Λ๊͑Δྗ
ΛҭͯΔ

　神経ڥքਫ४ݍの࣏療は、ా療法とห
ূ法త行動療法をϕーεにして࣏療している10）。

「とらわれ」のෆ҆・ڪාと共存しながら、ؾ
本Ґでなく「ࠓ、ここ」にඞཁなことにखをग़し
て࣮ફする中で、ࣗ؍ݾをれ、ѹからղ์
され、あるいはࣗݾ྾をճආし、そのものに集
中してత本Ґの生活ができるようになったとき、

「あるがまま」のࣗݾ受༰が展開されてΏき࣏療
は終݁する方にかう。このഎܠに、信པײの
ある࣏療ؔが重ཁなのはݴうまでもない。
　యܕతな社ަڪාの A さΜは、「人લでۓு
しإがこわばり話ができない、Կとか࣏したい」
と受してきた。ా療法のؾ本Ґでなくత
本Ґの「ࠓ、ここ」でඞཁなことを日ʑ࣮ફする
中で、「ࣗを؍する意識がࣄの方動き、
いつのؒにかࣗ؍ݾをれていた」という「あ
るがままのࣗݾ」になりきっていたॠؒをड़て
いる。この体ݧを܁りฦすことで、「あるがまま」
のࣗݾを受けೖれత本Ґの生活がي道にって

精神科ʹ͓͚Δʮ࣏༊ʯΛ͏
─֗֯の精神ҩྍから─

福岡৺クリニック　　ଜ　ӳ　
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いった。この時、A さΜは「ࠓのままのࣗで
よかったのですͶ」と、ෆ҆・ۓுは།ෆ҆・ۓ
ுとあるがままに受けೖれ、ࣗݾ൱定からࣗߠݾ
定のసճが生͡た。あるがままのࣗݾを受けೖ
れてલきに社会生活をするようになったことは、
。発はない࠶༊であり࣏શ
　ෆਵ意ӡ動をࣔすసੑোの # さΜは、࠳
ં体ݧをあるがままに受けೖれલきに生活をは
͡めてঢ়はফࣦしていった。ڥքਫ४の人が、
ෛの࿈にؕりリετΧッτաྔༀなͲি動
コンτϩールোをࣔしたり、൱定తࣗݾからތ
大తなࣗݾのࣗݾ྾ຯ方がఢになるଞ者
྾（εϓリッςΟンά）も、ໃ६したࣗݾをある
がままに受༰し、「ࠓ、ここ」を生きるとき、「
྾」はճආでき、あるがままのあり;れたࣗで
よいと҆定してΏくのである9）。
　「あるがまま」というࣗݾ൱定からࣗߠݾ定
のసճこそ、その人らしい生き方を見ग़してΏく
にも௨ఈしてࠀの൫であり、いろいろなোج
いる。発ୡোで一ൠۀاでは適応がࠔだった
が、ΧϛンάΞτしてো者ޏ༻でࣄをಛԽ
してもらい、ੑݸを生かしてࣗなりに意
をしてಛٕを発شしている人もいる。長になら
ないかと会社より評価されているが、Ϛωーδϝ
ンτはແཧとஅり、ઐ৬としてଓけている。こ
ͪらの方が、いろいろとରॲ法を教͑てもらって
いる。

̎ɽҼੑͷ͏ͭපͷࣗવ࣏༊ྗͱڞଘͷಓ
　Ҽੑうつපは、࣏療法のなかった ,SBFQFMJO
Ҏདྷප૬期ؒは̒か月であり、松ଜ（1936）の
౷ܭでも̒か月ҎがҎ上で１年Ҏでÿ÷ˋ
はճ෮していた。߅うつࡎがొしてからͲう
なったのだろうか�）。
が導ೖされたのは、1960（43�）ࡎうつ߅ܥࡾ　
年である。҆（1970）ࡈは、導ೖલ（428ʵ34）
と導ೖ後（43�ʵ40）をൺֱした。その݁Ռ、ᶃ
ೖӃ期ؒも௨Ӄ時のঢ়ଶにも著しい૬ҧは見られ
ない、ᶄ֎དྷ௨Ӄ期ؒは、4úü年から࣍第にԆ長
になり、１年Ҏ上長期௨Ӄ患者は９ˋから
úûˋに著しく૿Ճしている、ᶅ退Ӄ後の経աで෮
৬ෆྫはݮগせͣ（úú�ú� とúú�ýˋ）、෮৬した

のༀ継ଓはùýˋからûüˋと非常に多くなっྫࣄ
ている。新福ら（1973）は、うつපの֎དྷ࣏療成
はༀ療法導ೖҎલが良かったし、࣏療期ؒも
くすΜでいた。ೖӃの合はશ؇ղは最ۙ
の΄うが高い。しかし、࣏療期ؒはԆ長し、҆定
しないྫ࠶೩しすいྫが૿Ճしていると
ใࠂしている。最ۙのΞϝリΧのใࠂで、
1PTUFSOBL（2006）は、ະ࣏療のうつප患者ÿû名
と࣏療հೖ܈ûý名をൺֱし、øü年ؒௐࠪした。
ະ࣏療܈は１年後にÿüˋճ෮し、࣏療܈の１年後
のճ෮はþüˋであった3）。このσータは、松ଜ
、҆ࡈ新福のσータにۙい。
　ච者のੈ代は、ج本తにはּݪʕଜのྨで
ٳ、本はج療の࣏療しているが、Ҽੑうつප࣏
ཆ、脳のٳଉである。ੑ֨のಛを֮ࣗしಉௐし
すぎͣ、ؤுりすぎないことである。うつපの $
さΜが、ΧンηリンάをرしてདྷӃした。3
ճೖӃ࣏療を܁りฦし、ༀだけでेޮՌなく、
家に引きこもるがݼが家ࣄしているし家にډ所
がなく、ແཧしてि3日̔時ؒύーτで勤めてい
るという。ભԆしたうつঢ়ଶであり、まͣٳଉを
とることを話し、ࣄを辞め１か月ٳཆしたら退
のۀલ中̐時ؒ୯७作ޕग़てきた。ि̐日ײ۶
ύーτ、ޕ後ٳ日は家にډ所なければਤॻؗ
なͲでΏっくりաごす。3月ɿ༦方ࢄา、༦৯
作っている。̒月ɿ作りたくないときはࡊ
ങってくる。ؤுりすぎͣ、生活ϖーεうまくな
る。̔月ɿのׂをճ෮してݼのෛい
はなくなり、ༀもෆཁになり࣏療終݁した。ా
療法のうつපཆ生7܇）「かくあるしにとらわれͣ、
かくある࣮ࣄを受けೖれる」をϕーεにٳཆし、
༊力を高めるためのものであろ࣏うつༀはࣗવ߅
う。
　しかし、うつපの人はそう؆୯にはΏかない。
% さΜは、ϑリーϥΠターから会社をۀىし、ؾ
の変動がܹしくなりうつපを発し経Ӧに行
き٧まっていった。会社経Ӧをଞ人にৡり、非常
勤のࣄのଞに෭ۀとしてಛٕのΠϥετのόΠ
τしたりして経Ӧというݫしいからղ์され、
ऩೖはগなくなったが、ൺֱతࣗ༝にらすよう
になった。ۭඈ行と本人はいうが、ここø÷年ײ
のはখさく҆定して生活している。& さΜは、
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うつපでༀしながらࣄしていたが、෭作༻
にۤしΈࣄはめༀは最খݶ度にしてؾの変
動と共存しながらো年ۚのΈで生活している。

「うつ」の時は、סύン、٧؈なͲอ存৯をઁっ
てうつがաぎڈるのを待ͪ、「そう」になると࿘
අがग़るので、Ϩγーτをすてೖ力して༑
人にνΣックしてい、ΧϑΣでԻָをΏっくり
ฉいてམͪணかせ、ؾのと共存しながらの生
活をしている。

̏ɽ౷߹ࣦௐͷ࣏༊͋Δͷ͔ʁ
の長い精神科පӃで勤務し、ຫੑ౷合ࣦௐ࢙ྺ　
ೖӃを܁りฦす౷合ࣦௐを見ていると、ճ
෮あるいは࣏༊はありಘるのかとָ؍తにはなれ
ない。3PCJOTPO（2004）らは、初ճΤピιーυ
ˋղは、ûþ�ù療の౷合ࣦௐの5年後の࣏
だったが、社会ػ上をՃ͑た２年Ҏ上のશ
ճ෮は、øú�þˋにすぎなかった4）。最ۙの AVTUJO
らのใ（2013）ࠂでも、ௐࠪはýø� であ
るが、初ճΤピιーυ࣏療からø÷年後のճ෮

（ཅੑ・ӄੑঢ়の҆定したղ、ۙ２年ؒ就
ˋまたは就学している、(AF60）はøû、ۀ
にすぎなかった1）。はり౷合ࣦௐの࣏療はָ
。తになれない؍
　しかし、クリニックでは、多くはないが౷合ࣦ
ௐの࣏療をしていると、ָ؍తになる。F さΜ
は、ༀでܰշしたが、その後も、ർれると作ҝ
体ݧ、ඃໝ想ग़した。「ա࿑」「ෆ҆」「ෆ」

（のೝ療法ాݪ）ଇݪ発リεクの̐࠶は「ཱݽ」
であることを話していった。Ծࣨで一人でٳଉ
するとճ෮するରॲ法をにணけていった。いい
ग़会いがあり݁ࠗした。ҟ常体ݧはすっかりফࣦ
しࣄもॱௐでશなճ෮ঢ়ଶがつͮいている。
݁ࠗして҆定した人をԿ人か経ݧしているが、ࣗ
զอޢతなཿの存在は࣏療上大きいÿð。
　生活臨床で有名な܈അ大学の退Ӄ者øû÷名のøý
ʵùø年予後ௐࠪ（1979）では、సؼ໌
Āúˋ、生存ྫø÷ù名の最終5年ؒの社会適応「ࣗ
ཱ҆定」「変動・中ؒ」「ೖӃݻ定」で、それͧれ
úûˋ、úÿˋ、ùĀˋであった。ཱࣗ҆定܈úü名、உ
ੑ（øĀ名）、શྫ就࿑し৬ۀਫ४もൺֱత高い。
ঁੑ（øý名）、ओ්3ʗ̐をめる。உ１名、ঁ

２名をআき、すて݁ࠗしており、ࠗしたまま
のものはいない。உ２ʗ3、ঁҎ上が、すで
に精神科医療のखをれていた6）。このࢿྉは、
精神科පӃよりクリニックでの࣏療の֮ײにۙく、
予後にرが࣋てる。いかにཿత支援を受けଓ
けて生活してΏくかが重ཁである。
　さらに、長期在Ӄ者でも退Ӄして社会で生活で
きる人もগなくない。ù÷年長期在Ӄしてとら
し࢝めた ( さΜがհされて֎དྷ௨Ӄすること
になった。ཅੑঢ়は΄とΜͲなく、গしڙࢠっ
Άく人ջっこいయܕతなҨܕঢ়ଶの人であった。
ༀは、ຖ日ׂしてέーεにೖれ、ༀ後のแ
ࢴは、１日ຖにༀ֬ೝするようが指導。
ങい、ۚમのѻい、আ、ચ୕、ཧなͲも
が指導。ۙ所は高ྸ者が多く、ങいのखい
をしたりしてஆかく支͑られていた。ؾままに生
活していた。ø÷年後、がくなる。ۜ行での
おۚのग़しೖれも福ࢱの人に指導してもらい
なく୯生活している。日常生活をཱࣗしてれ
ていることにڻかされた。による生活指導の
たまものである。๚ޢと福ࢱに支͑られてい
る。
　օ、それͧれ、あるがままのࣗݾを受ೖれなが
ら、ࣗらしく社会生活している。

̐ɽʮ����ɹਓͷࣄফ͑ͯΏ͘ʯʵ࿑ಇ
ਓؒͷຊ࣭Ͱͳ͍ɺՁ؍ͷస͕ඞཁʵɿ
ͷະདྷࣾձʹ͍ͭͯͷҎࢯɹҪ্ஐ༸ऀֶࡁܦ
ԼͷΑ͏ͳઆ͕͋Δʢே৽ฉɺ�ɾ��ɺ
����ʣ

とか１つのతعはক（人）の̖̞ࠓ」　
にಛԽしたものだが、ù÷ú÷年ࠒには人ؒとಉ͡൚
ࣄが開発されるとされている。大の̞̖ܕ༺
がなくなる。h ࿑ಇ社会ʱである。ݹ代Ϊリ
γϟでは࿑ಇはౕྴがするもので、市ຽは࣏な
Ͳに中していた。øýੈل思想家τϚε・ϞΞの
時代から最ݶの生活අを一にڅする੍度̗
̞（ϕーγックΠンΧϜ）のٞ論はあったが、̗
̞に市ຽの多くはڵຯをもってこなかった。しか
し、ࠓ、生きͮらさを͡ײる人は多く、ますます
そうなっている。ú÷ʵû÷年先では、一ൠతな࿑ಇ
は A* に任せ、１ׂのࢿ本家とεーύーεター
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࿑ಇ者には集中するといわれている。࿑ಇҎ֎
にڵຯ価を見ग़している人の生き方もߠ定し
てΏかないとཱͪ行かなくなる。୯にଵけている
人は一छのϋンσΟΩϟッϓを࣋っている人で、
ಇいている人は、たまたま࿑ಇ意ཉ力にめࠓ
͙まれた人にすぎない。ࠓ、̗̞を導ೖするなら
１人月̓ສԁ͙らいがଥで、ࠓす͙すての人
に̗̞をڅすきと思っている。」
　クリニックでは、生活しͣらいため生活අで
っている人もগなくない。家のいる人はোࠔ
年ۚのΈでは生活はできない。生活อޢはあるが
ϋーυルが高い。それでも૿Ճしている。「ಇか
͟る者৯うからͣ」の࿑ಇ重ࢹのզがࠃのະདྷ
の社会を͑ߟると多༷な価؍で社会生活できる
४උがඞཁであろう。現在の精神医学では、౷合
ࣦௐのཅੑ、ӄੑঢ়ফࣦをղ、さらに２年
Ҏ上の就学、就࿑、̛̜̖ý÷Ҏ上をճ෮と定ٛさ
れているが、2030年ࠒには就࿑はෆཁになるだろ
う。

͓ΘΓʹ
　精神科පӃのೖӃが中৺になる精神医療とクリ
ニックでの社会生活している人の֎དྷ中৺の精神
医療では、ಉ͡පでも݈߁度がҟなっている。
いࢹをもつためにも、ೖӃ中৺と֎དྷ中৺の྆
精神医療の経ݧはو重である。さらに、ࣄがな
くなるະདྷ社会をΈると、ྫࣄでड़たく、就
࿑できなくともあるがままのো֕をもつࣗを受
けೖれ、ࣗなりの社会生活ができれている人た
ͪを、֗֯の精神医療では社会త࣏༊と͑ߟるの
はあながͪؒҧっていないように思う。੍̗̞度

が導ೖされ、最ݶの生活අが支څされるとো
年ۚも生活อޢも੍度そのものがなくなり、ࠩผ
もෛいもなくなる日はそうԕくないかもしれײ
ない。（ϓϥΠόγーにはྀして記ࡌした。）

จݙ
１ɽAVTUJO� 4F� FU� BM��� 1SFEJDUPST� PG� SFDPWFSZ� JO� GJSTU�

FQJTPEF� QTZDIPTJT�� UIF�0164� DPIPSU� BU� 10� ZFBS�
GPMMPX�VQ�4DIJ[PQIS�3FT�1�0ɿ163ʵ168ݹ）�2013
ᆹ྄मɿ&#.) 日本ޠ൛、5（１）ɿ201�）ɽ

２ɽాݪ一ɿ֮ݬໝ想体ݧの࣏療ΨΠυʵ正体ෆ໌の
ʵରॲするためのø÷のΤッηンεʵ、Ξルタग़൛、
2002ɽ

3ɽ࡚ؠ弘、中ࢁ彦ɿૣ期հೖによるༀ療法のޭࡑ、
精神医学、üýɿ763ʵ769、2014ɽ

̐ɽ ۚ 、ݡ ଞɿ ౷ 合 ࣦ ௐ  の 長 期 స ؼ ௐ ࠪ、
4DIJ[PQISFOJB�FSPOUJFS�10�ɿ177ʵ18�、2009ɽ

5ɽ大۽文༤ɿうつපの臨床、ۚ߶ग़൛、1977ɽ
̒ɽٶਅ人、ଞɿ精神྾ප者の長期社会適応経ա（長期

経ա研究、第１ใ）、精神神経学雑誌、ÿýɿ736ʵ767、
1984ɽ

̓ɽ中ଜܟ、ଞɿੑ࣏うつපの精神療法ʵཆ生論（ా
療法）のཱからʵ精神療法、úýɿ�90ʵ�9�、2010ɽ

̔ɽଜӳɿ最も長い࣏療తつきあいʵ良きཿにめ͙
まれた人たͪʵ、福岡行動医学雑誌、øþɿ48ʵ�1、
2010ɽ

９ɽଜӳ、松尾ݦೋɿా療法におけるපଶとհೖの
ϙΠンτʵಛに「७な৺」についてʵ、精神療法úþɿ
287ʵ292、2011ɽ

ø÷ɽଜӳ、ా߁彦編著ɿ精神科クリニックにおける
精神療法ʵೝ行動療法・ϚΠンυϑルωε・ా療
法をΉすͿหূ法త࣏療ʵ、ۚ߶ग़൛、2018ɽ

øøɽ精神อ݈福ࢱ研究会मɿվగ第ೋ൛、精神อ݈福ࢱ
法ৄղ、中央法2002、نɽ

p022�025_ෆᮧⱥᖾ.indd   25 2019/01/2�   12:00:55



26

ಛ集̍ɹࢲͷ༷ऀױͷ࣏༊ʁɹᴷ࣏༊ͱԿ͔ʁ

7PM�2�　/P�1　2018　福岡行動医誌

ᶗ
　開ۀした初のࠒ、家がϨηϓτをखって
いた。ຖ月ೖ力作ۀをするたͼ、「いつもಉ͡
Χルςばかり。࣏るということはないのʁ」と
って࣏療したら࣏、っていた。පӃなのだからݴ
いき、したがって月が変わればରの患者さΜも
変わっていくはͣ。それなのにいつ行ってもಉ͡
人がଓいているってͲういうことʁ　という、
વの思いがあったのであろう。ここの医者（つま
りࢲ）は、よ΄Ͳのᤵ医者か、るؾがない医者
なΜだろうと思っているようであった。
　すでに精神科医を1�年あまりଓけたࠒだったの
で、そうݴわれてڻくということはなく、「精神
科というのはそういうものなΜだけͲなあ」と৺
の中で思いつつ、ってসっていた。
　時も、「࣏す」という֮ײはすでに΄とΜͲ
なかった。それでもগしは、「࣏せるものならԿ
とかしたい」というͪ࣋ؾはあったかもしれない。
　精神科医になって38年、開ۀして22年経ったࠓ
では、「࣏す」という֮ײはまったくない。ผに
それを「ਐา」だとか「֮ࣗのਂまり」だとओு
するつもりはない。かといって、力がないせい
とか、ؾ力がམͪたせいとか、「ຫੑԽした」な
Ͳと൰Լするつもりもない。
　先日、一年先ഐの精神科医̪先生とٱしͿりに
お会いして話をした。̪先生は、神ాڮ先生の
っていた。「患ޠにജ੮させてもらったとく
者のの֩৺を見つけग़していく力がすごい。
っていݴもͥͻജ੮させてもらうといいよ」と܅
た。大学の݈߁૬ஊࣨに勤めているؔで人֨ো
療࣏の患者のの患者が多いそうで、「人֨ো
がもっと上खくなりたい」ともݴっていた。
　それをฉいて、ੲ代ʑのՖクリニックに、神
先生のάルーϓ・εーύーϰΟδϣンを受けڮా
にしばらく৺に௨っていたことを思いग़した。
神ాڮ先生をっている人なら୭でも͡ײること

と思うが、たしかにの֩৺を؍する力は
人తである。ࢲには先生の指ఠのਅِはผで
きなかった。だから本をݴうと、本に人త
であるかͲうかもわからない。しかし「本らし
い」と͡ײさせるところがあった。ࣗには͡ײ
られないが、ۭؒに見͑ているੈքとผにಉ時に
動く見͑ない࣮体ʵいうなれば҆Ӭ2）のϑΝンτ
Ϝのようなものʵがあって、先生はそれをたしか
に͡ײているのだろうと͡ײた。精神科医という
より、体ҭの先生という͡ײがした。まあそΜな
ことを思いग़した。
　しかし、̪先生のそのॿݴをฉいたॠؒ、ࢲに
はそうしたཉがまったくىこらないことにࣗ
でڻいた。あれ΄Ͳຖ月、電ंをり継いでग़੮
していたεーύーϰΟδϣンだったのに。もは、
精神療法のٕज़をशಘしようとか、࣏療ٕज़をຏ
こうといったཉは、ࢲにはない。そのことにؾ
ͮかされる一ॠだった。そして、̪先生の「࣏療
がもっと上खくなりたい」というݴ༿には、ၟӽ
ながら「एいな」と͡ײてしまった。ࠓのࢲから
は、࣏療が上खいとかԼखといったΧςΰリーࣗ
体がফࣦしてしまっているのだった。
　それは、ࠓ年（2018年）の学会（日本精神神経
学会）で、あるࢲよりগしएいくらいの（つまり
ੈؒతにはएくない）γンϙδϜ࢘会者が「大
学පӃでࣄをしているとなかなか࣏療が上खく
なれない」とݴうのをฉいた時にも͡ײた。もっ
とも、これはԿとなくݏຯな発ݴだ。แしてい
るࣗݾໃ६にͮؾいていないか（だとしたらಷ
あるいはいながらわ͟と発している（だと、（ײ
したらѱझຯ）ݴ༿に͡ײられるからだろう。

ᶘ
　開ۀしたクリニックは23年にೖり、ຖ日�0人
を͑る患者がདྷӃする。ࠓのࢲは、「དྷた人に
ରして、精一ഋର応する」という方針だ。「いつ

精神科のපؾの࣏༊ͱԿ͔

なかまクリニック　中　ౢ　　　૱
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いつまでを్に࣏す」とか「なかなか࣏らなく
てࠔる」といった意識はない。そういう時ؒ࣠త
な発想はない。
΄して࣏をؾてΈると、患者たͪも、「ප͑ߟ　
しい」という発想はあまりないように思͑る。そ
れよりもΉしろ、「ָになりたい」「ָにして΄し
い」という発想のようだ。そもそも、ප識Ҏલの、
意識の方のとして、「ࣗがපؾである」
という意識はあまりないように思う。
ということ「す࣏をؾප」、というのは「す࣏」　
である。だからそれは、「පؾ」という࣮体を想
定している。これにରし「ָになる」というのは、

「ۤ௧からָになる」ということである。いま、
ରൺのためには「ָにする」とݴいたくなるとこ
ろだが（࣮ࡍ最初そのようにݴってΈた）、でも
それはԿとなくෆࣗવだ。「࣏す」の合のよう
に、医師が意ਤత・ܭըతにԿかをするわけでは
ない。のલの人がࠔっているので、とりあ͑ͣ
ԿかをってΈる（話をฉく、ॲ方する、ༀを変
ָ、ճ࣍するなͲ）。するとその݁Ռ、患者はߋ
になっていることもあれば、なっていないことも
ある。後者の合は、またとりあ͑ͣԿかをっ
てΈる。ҎԼಉ༷。
　だからこれは、「ָにする」というよりは、「ָ
になるのをॿける」というのが適な͡ײだ。意
ਤత・ܭըతにԿかをしたというよりは、いろい
ろってΈたらָになっていた、という͡ײだか
らだ。࣮ࡍのところ、精神科におけるༀのい方
というのは、まさにそΜな͡ײではないだろうか。

なͲといってもっともら「ংػ༺うつༀの作߅」
しいことがされていても、࣮ࡍ、の患
者においてͲうなるかは、ってΈなければわか
らない。期待௨りうまく行くこともあれば、うま
く行かないこともある。また、本དྷの適応にはな
い患者にରしてࢼ行ޡࡨのった合にҊ֎ޮ
Ռがあることもよくある。ࠓでは「本དྷの適応」
にされているようなものでも、こうしたい方が
集ੵされ、識Խされた合がかなりあるのでは
ないだろうか（うつපにରする非定߅ܕ精神පༀ、
うつප（極ܕ）にରする߅てΜかΜༀなͲ）。

ᶙ
Ҽ、およͼ本体となっていݪのؾ༊とは、ප࣏　
るようなある࣮体తなもの（පཧ・පଶ生ཧ）が
療によってফ͑てなくなること、と定ٛするこ࣏
とができるだろう。݁֩なら݁֩ەならͼにסཙ
、؞ならजᙾが科తあるいは֎科తな࣏療
によりফ͑てしま͑ば࣏༊である。
　これにならって͑ݴば、精神科のපؾの合、
それがわかっているものࣗ体が΄とΜͲない。ث
質ੑ疾患の合には、たと͑ばいくつかのܕのೝ
のように、かなりのఔ度わかってきたものも
ある。しかし೦ながら࣏༊させる方法は見ग़さ
れていない。もっともせΜໝのように、時ؒ経ա
によるճ෮もؚめた意ຯで࣏༊させることができ
るものもある。またঢ়ੑ精神පのように、精神
ঢ়にؔするපଶ生ཧはෆ໌でも、ૅج疾患が࣏
༊ՄでŊ その݁Ռ精神ঢ়についても࣏༊Մ
だという合もある。
　しかしҼੑ疾患の合には、いまだにපؾの
ҼはもͪろΜ、「本体となっているような࣮体ݪ
తなもの」が一体Կなのか、さらにはそういった
ものがあるのかないのかすらわかっていない。ओ
としてༀཧ学త見を௨してあるఔ度のखがかり
はಘられているが、それもたかだかԾઆにすぎな
い。ෆ҆神経（ύニックোをؚΉ）ର人ڪ
ාなͲ一ൠに৺Ҽੑとされているපؾについて
もಉ༷か、あるいはさらにखがかりがগない合
が多い。
　精神科のපؾの合には、ث質ੑ疾患とはっき
り͑ݴるものをআけば、පؾのݪҼも、本体と
なっている࣮体తなものも、もしあるとしても、
体తなものとはݶらない。もしかすると৺ཧత
なものかもしれない。あるいは、ݪҼϨϕルにこ
だわらͣ、පଶ生ཧϨϕルでよしとするなら、神
先生がおそらくಘ意としていたような、ϑΝڮా
ンτϜΈたいなものであってもߏわない。その
合、࣮体తなものがあるのかないのかŊ またそれ
がԿなのかをはっきりさせることがࢸのۀであ
る。Ͳうしても（それはそれでよいのかもしれな
いが）「名人には見͑るがŊ ΄かの人には見͑な
い」というがग़てきてしまう。さらに、それ
にͲうಇきかければよいのか、さらに最ળのಇき
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かけをしたとしてそれをࠜ本తな意ຯでվળする
（ফࣦさせる）ことができるのか。できないとஅ
΄、りݶだろうが、名人でないࠔすることもݴ
とΜͲの合はできないとݴってよいであろう。

ᶚ
　「精神科医に名医はいない」というݴ༿をͲこ
かでಡΜだことがある。名ݴだと思う。
　ੲ、神ాڮ先生のεーύーϰΟδϣンをٻめて
Ֆクリニックに௨っていたࠒは、あるいは名医を
がগしはあったのͪ࣋ؾめ、また名医を指すٻ
かもしれない。
　正なことを͑ݴば、いろいろな患者をલにし
て、それͧれにҟなるϑΝンτϜのようなපؾの
本ଶを正֬に見ൈきŊ それに合った࣏療法を໌֬
にఏࣔできる医師、つまりは名医というものにର
するಌれはࠓでもある。ࣗには見͑ないとき

「名医（名人）なら見͑るのかもしれない」と思
うと、それはますますڧまる。しかしそういう思
いがුかͿと、ಉ時に、それは非現࣮なݬ想にす
ぎない、それは新ڵफ教における教のಌれの
ようなものだと、ϒϨーΩをかける思いもුかͿ。
　患者ごとに「පؾの本ଶを見ൈく」なͲという
ٕは、いわば神ۀであろう。ࢲが平ۉతな精神科
医であると͑ݴるかͲうかはわからない。しかし、
おそらくެ平に見て、ಛに名医でもないが、かと
いってそれ΄ͲͻͲくもない精神科医の一ྫఔ度
であろう。それをもとにしてݴうと、おそらくී
௨の精神科医にとって、それはなかなかできない
ことだろう。そしてそれができないҎ上は、࣏༊
を指すという発想は、աにԕくを見すぎなの
ではないだろうか。もͪろΜ、それҎલのと
して、精神科のපؾの΄とΜͲが、ଞ科の多くの
疾患とはҟなりݪҼٴͼ本体（පཧ・පଶ生ཧ）
がはっきりしていないことも、࣏༊という֓೦が
な͡まないཧ༝であろう。
　精神科の合、「࣏す」という発想は、ؒҧい
ではないにしても、Կかͽったりこない͡ײがす
る。「࣏す」૬खがはっきりしないのだ。そして
最終తに「࣏༊した」とݴいることも໓多にで
きない。「ղ」というࣃれのѱいݴい方をす
るのが精一ഋである。Ҽੑ疾患にݶらͣ、ύ

ニックোのような（γュφΠμー1）のいう疾患
ではなく）ภ်にଐするපؾにしても、ঢ়がফ
͑たにしても࠶発のՄੑを൱定できないのがී
௨で、「࣏༊した」とはっきりஅݴできることは
稀である。われわれが一ൠతに࣋つ見と࣏療ٕ
ज़をもとにすれば、はり現在でも、このఔ度の
。めさがはりଥであるように思͑る͑߇
　精神科では一ൠに、΄とΜͲすてはର療法
であり、のલの૬खを「とりあָ͑ͣにする」
。療である。それҎ上のことは໓多にできない࣏
、方からすれば͑ߟ༊を究極のΰールとΈなす࣏
࣮にりなく、精神医学は࣮にれたものに見
͑ることだろう。しかし、これは開きりؾ
ຯの͡ײがしないでもないが、もしかすると、精
神科においてはҊ֎、࣏༊が究極のΰールである
という͑ߟ方はࠜ本తな意ຯで正しくないのかも
しれない。つまり、কདྷ精神医学がਐาしたとし
ても、そうなのかもしれない。それはあるいは、
医学におけるओ導తな࣏療؍を༳さͿるような、
あるछのਅཧをؚΜでいるのかもしれない。ຫੑ
疾患の࣏療؍が、またෆ࣏のපの࣏療؍が、ੑٸ
疾患の࣏療؍のԆ長ઢ上ではޠりきれなかったよ
うに。
　いͣれにせよ、精神科の࣏療はج本తにର療
法でありそれҎ上のことは໓多にできないとׂり
ってしま͑ば、Ͳのようなり方であろうが、
療者がのલの૬खを「とりあָ͑ͣにする」࣏
というతにかってਅにऔりΜでいるなら、
よいということになるのではないか。そう͑ߟれ
ば、࣏療にؔしてա度にετΠックになるඞཁも
なくなる。そして、もͪろΜそれがతではない
が、精神科医はͣいͿΜָになる。そうい͑ば、
҆Ӭ2）が精神科࣏療は൵ܶでなくܶتである、と
༿にはそういݴっていたのを思いग़した。このݴ
うؚΈもあるようなؾがする。
でもؾば、ಉ͡ප͑ݴༀ療法について、ࡍ࣮　
հされてくる患者のༀを見ると多༷であり、ࢲ
だったらબͿであろうༀとはかなりҧうことが多
い（もͪろΜٯもਅであろう）。またその合、
そのॲ方を引き継͙のがී௨で、ैってࢲが最初
の୲医であればબΜだであろうༀとは大ҧっ
てくるが、それでを͡ײることはগない。精
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神療法についてもಉ༷であろうし、その多༷ੑは
おそらくༀ療法の合Ҏ上であろう。ΨΠυϥ
Πン医療に׳れたଞ科の医師には、ܶتతな൵ܶ
に見͑るかもしれない。
　でも、「それでよいのだ」とࢲは思っている。

ݙจߟࢀ
１）γュφΠμー ,�（針ؒത彦༁）h 新൛　臨床精神පཧ
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２）҆Ӭߒʰ精神科医のものの͑ߟ方ʵࢲの臨床経ݧか

らʱۚ߶ग़൛、2002
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ᶗ
　ೋ階からΈ͑るమڮのԼを流れるには、いろ
Μな生きものがΈられる。
　すっかり༿ࡩになった࢛月のこのลのฒ道
をேはくにาくと、ਫ໘から͵るりとしたഎ中
をだしてΉこう؛とӭ͙ψーτリΞがΈ͑る。
一ඖだけではない。ඖの܈れがखに݀をつ
くってそこをࠜにしている。ψーτリΞはপ୪

（しΐうり、͵また͵き）とよばれるѪらしいᴩ
と्だが、৵ུత֎དྷछなのでͲうしてもྨࣃ
かѱౘのΠϝーδがついてまわる。ໟൽがୂ܉の
פ༻にいいということで༌ೖされࣂҭされた
が、ઓ૪がおわると֎に์ஞされたという。
　ψーτリΞのからさ΄ͲԕくないしげΈに、
ਫ৭とΦϨンδ৭のコンτϥετもあ͟かなখ
ௗがΈ͑かくれする。Χϫηϛだ。ࣈだとઊ、
あるいはᠴਯともද記されるらしい。まさにの
ๅੴである。このপ୪とᠴਯがいあわせているだ
けでもなかなかめͣらしいޫܠだとײ৺するのだ
が、そこに「έーン、έンʂ」とۭؾをきりさく
ようなߕ高いで鳴くΩδまでくわわれば、ແػ
質でࡴെとしていた高ՍԼは生のָԂのように
Έ͑てくる。
のころ、࣮家の応ࣨの୨のう͑にはΩδڙࢠ　
のണ製が০ってあった。ࢲはいまにもଉの;きか
͑しそうなその০りにおそろしさを͡ײながらも、
床におろしてはखに;れてࡉに؍していた。
それは、ՆٳΈにࠛඪ本をつくるという学श՝
にເ中になって、クϚθϛϊコΪリクϫΨタ
ΧϒτϜγをั֫してはそれをࣂい、ࢡになる
とࡎをೖしてඪ本ശにならؑにͻたっ
ていたときの༇ӻににていた。だが、人とおな͡
い݂をながす生きがそのままの姿で෧͡こめ
られ、人のؑ༻ΦϒδΣになっているという
さにおいて、それはࠛのඪ本をはるかにしのࠅ
いでいた。だから、Ωδの಄部が੨৭で、の

まわりが݂のようないਨにおおわれていると
いう֮ࢹతใはࢲの脳ཫに໌に記Աされてい
たが、鳴きについてのௌ֮త記Աはなかった。
　「έーン、έンʂέーン、έンʂ」
　ΩδのとはこΜなに人ؒのޑບをᚰさせる
ようなܹなԻだったろうか。それͲころかよ
く͑ߟてΈれば、ࢲはこれまでに生きたΩδのڍ
動をΈたことがなかった。い、ͻΐっとしたら
は生のΩδにͲこかでૺ۰していたのかもしࢲ
れない。だがࢲはその生のΩδをΩδだとೝ識
しないまま、そしてその鳴きをΩδのとは
まったくผ࣍元のԻとしてりすごしていたのか
もしれない。ࢲにとってのΩδとい͑ば、Ӷい؟
ޫをΉけたままඍ動だにしないඒしくもՉなௗ、
つまりは応ࣨに࠲する০りものҎ֎のなにも
のでもなかったわけである。࣮ࡍのΩδは、ଠݹ
のཽڪ時代のなごりを一खにͻきうけたような
をあげ、りだせば時ेࡾΩϩにもおよͿ٭力
をもつすばしこいௗ्なのであった。

ᶘ
　そうい͑ばΧルςの最初のϖーδのஅ名を記
ೖするཝには、࣏れば「࣏༊」した日の年月日を
しるすՕ所があった。体తなපؾのいくつかは
そのつͲこまめにその日をʓ年ʓ月ʓ日とॻき
こΜできたわけなので、ࢲはまあ;つうの医療ै
にくわしいはͣである。෩「༊࣏」者なΈにはࣄ
अならޒ日ؒ、ܰい֎ই（྾ই）なら๓合してࣣ
日ؒ、ંࠎならܗ֎科でγーωݻ定なͲをうけ
て一か月で࣏るだろうという、ࣗなりの経ݧ
ଇにもとͮいた「࣏༊」予ଌさ͑たてていたりす
る。
　たͿΜࢲは、ੑٸ一աੑでおさまる体疾患で
は、࣏療終݁とともに「࣏༊」とஅしている。
しかしその一方で、ප高݂ѹでຫੑԽし
ているもの、ࣗݾ໔Ӹ疾患、Ҩੑ疾患なͲで

మڮのԼΛྲྀΕΔʗʮ࣏༊ʯʹ͍ͭͯ

ๅ௩ాࡾපӃ　٠　　৻　一
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පঢ়のながͼくものには「࣏༊」とつけͣにいる。
ʜきわめてあたりま͑の話だ。

ᶙ
　くなりそうなཅؾにつつまれたޒ月のޕ後に
は、మڮのԼを流れるのؠのう͑でΨϝがߕ
ཏ΅しをしており、コΠかφϚζをͶらってࢳを
ਨれているり人のରͪ؛かくには、ΧϞがೋӋ
ਫ໘をΏらすことなくΏっくりとԼにҠ動して
いる。ബ҉くなるとコϞリの܈れがくるったよ
うに高ՍԼをとͼかい、ҋでΈ͑なくなったమڮ
のう͑には、૭あかりだけがつらなってۭ中にう
かͿྻंが߾Իとともに௨りすぎる。そして月
ともなると、ΧΤルの大合এがۭにͻͼきわた
る。
　ΧΤルの大合এというとのͲかなాԂ෩ܠが思
いうかͿだろうし、たしかにここはాࣷである。
だからΧΤルのがあͪこͪからきこ͑てくると
いうঢ়گになΜらෆࣗવさはない。だが、ࢲの家
にͻͼいてくるࠓ年の合এはྫ年になく大Իڹな
のだ。Վతというܗ༰をはるかに྇կして૽Ի
にͪかい。そのཧ༝はす͙にわかった。ओたるԻ
のϓールのなかにߍがす͙ͪかくにあるখ学ݯ
あったのである。
　ͪΐっとલまでは、ลのࡩฒからখ学ߍま
での一ଳはాΜ΅とാがͻろがり、そこにはࢁ΄
ͲのΧΤルとΧΤルをͶらうϔビがͻそΜでいた。
だがڈ年のय़、そのංཊなはγϣϕルΧーで
΄りか͑され、新たながແ作にはこͼこまれ、
మࠎࡐがつぎつぎにൖૹされ、ळにはΈごと
なৡॅにさまがわりした。天Լをとったか
のようなݐஙۀ者のضがしばらくͻらめき、その
か月後にはएいੈଳの家でいっͺいになった。
　ϔビがͲこにಀげおおせたかはわからない。Χ
Τルもかなりࢄした。だがډ所をす͙そばに
さがしたΧΤルのஂ܉の一部は、ਫの५なখ学
અはͣれのリق。をΈつけたډのϓールに新ߍ
κーτϗςルの中庭にΈ͑なくもないεΧΠϒ
ルーのਫ໘からはとඓをのͧかせたΧΤルの܈
れがうごめき、നくృされたコンクリーτのう
͑ではあͪこͪで重なりあうΦεとϝεの姿がΈ
られた。梅ӍがあけてॵいՆがくれば、そこはখ

学生のڙࢠたͪのあ;れΜばかりのにとって
かわられるӡ໋なのだろうが。

ᶚ
　こころの෩अが流行したころ、「ࣗもそうな
Μ͡Όないか」とࣨをおとͣれる人が;͑た。

「そうなΜ͡Όないか」というͻか͑めなٙܗ
の人だけではなく、「そうなΜです」というஅ定
ௐの人もいた。たしかにそういう人のわりとおޱ
おくは、はめにこころの෩अが࣏ってࣨを
あとにしたので、「࣏༊」したように思う。なに
しろͪΐっとした෩अなもので。しかしたΜなる
෩अ͡Όない合もあるので、༉அはېである。
　こころにইをおった人は、ইのਂさによってస
、がことなるだろう。しかもそのইのਂୡ度はؼ
おそってきたڴҖがͲれ΄Ͳであったかという֎
తཁҼだけでなく、それをこうΉったݸʑ人がͲ
のようにײ受するかというతཁҼによってもこ
となってくる。つまりಉ͡ようなঢ়گにさらされ
たとしても、ੑٸετϨε応として「࣏༊」す
るときもあれば、154% として長年ѱເにۤしめ
られ͟るを͑ない合もある。
　こころがંれてしまった人はͲうだろう。「あ
のときこころがંれそうになったが、なΜとか;
Μばった」と;りか͑ることができるといだが、
本にંれてしまった合、こころのࠎつぎには
͡ΎうͿΜな҆੩がඞཁだし、ંれたままਂࠁな
。ଶにおͪいってしまうこともあるࣄ
　こころの෩अもこころのইもこころのંࠎも、
පঢ়のఔ度その後の経աによっては؆୯に「࣏
༊」とはならない合があるのはવだ。それは
からだの෩अইંࠎでもい͑ることだが、
にΈ͑るஅࡐྉがあるか൱かははり大きなͪ
がいだ。

ᶛ
　ψーτリΞもΧϫηϛもΩδもコϞリも、͡
つは年લまではమڮのԼのにはいなかった。
コΠφϚζをる人もおらͣ、の中にはϒ
ϥックόεとϒルーΪルしか生ଉしない所に
なっていた。
　もっとੲの、ेࡾ年΄ͲલにはコΠφϚζは
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もとよりϑφタφΰφΪさ͑いたと思う。
だが、ྻंは୯ઢからෳઢとなり、Տࣄ؛がお
しすすめられ、その྆؛にはࡩが২थされ、の
のさらなる市開発ࠓࡢもかわった。そしてڥ
が、もっとࢁԞにͻそΜでいた生たͪの生ଉݍ
をおͼかした݁Ռ、すΈかをなくした൴らがこ
のమڮのԼまでおりてきて、৯ܥ֎དྷछのϒ
ϥックόεϒルーΪルさ͑ۦஞしたのかもしれ
ない。

ᶜ
　こころの˓˓というද現にはいかにもさしげ
なࢄމくささを͡ײたが、それも一時のϒーϜ
だったようである。最ۙではϝンタルϔルεとい
うことばをࣨでࣖにする。「ϝンタルの
があるようなので一度৺療科でΈてもらいなさ
い」と上࢘にいわれてདྷӃするαϥリーϚンの人
が受してくるようになった。
　なる΄Ͳ「ϝンタルの」ということばは、「精
神科తな」という΄Ͳのਂࠁຯはなく「こころ
の」という΄Ͳᐆດでもなく、ภ見もこͼりつい
ていないので、つかいすいビδωεϥΠクなද
現かもしれない。しかしࢲはこのԣ文ࣈΧタΧφ
ද現に、おもわͣϨンタルなおखܰさとϝタルな
ͻかさを͡ײてしまう。（というか、だいた
いύιコンがීٴしてからというもの、それまで
きいたこともなかったΧタΧφ༻ޠが大खを;っ
てᮣาするようになったいまの日本ޠの現ঢ়に、
ણࡉで緒తなことばのԞਂさがٸにうしなわ
れつつあるのではないかとةዧしている。）
　ではϝンタルෆௐのݪҼとしてのஅとٳ
৬期ؒ、そしてそのうͪ෮৬Մというஅがཁ
される。৬ڥのௐという記が患者さΜ
の΄うからرされる合もある。そこではとり
あ͑ͣಇけるようになったかがなのであって、

かͲうかはさ΄Ͳ重ཁではない。一ԯ૯「༊࣏」
活༂のੈの中にあって、࿑ಇ力の֬อはまったな
しのٸۓ՝なのである。
　「こころの」とか「ϝンタルの」とか先をか
͑て大ऺܴ合త、あるいは経ࡁઓུతによͼ名を
か͑てΈたところで、࣏るものは࣏るし࣏らない
ものは࣏らない。もし࣏༊があがったようにΈ

͑ても、それはたもののをこまかいものにか
͑、本དྷはとらないようなද層のখڕまですくい
とって、ࣈ上のՌをあげているだけのことに
すぎない。そう思͑てしまう。

ᶝ
年΄Ͳલのۭのの方֯には、流れにेޒ　
ま͡ってそろばΜのたまのようなޫがΈ͑た。そ
のはるかԼには、いまよりͣっとශऑだがはり
మڮがかかっていた。そのころはࢲが現在すΜで
いるೋ階ݐての家はまだなく、ここは࣮家の庭
だったが、पลに高いݐもなかったので、ۭ
はもっとͻろͼろとしていた。
　ޫのたまはしばらくۭにఀཹしたあと、Ξル
ϑΝϕッτの ; のようなزԿ学తなي道を͑が
いてٸに߱Լしたり、ೋつにわかれてき͑さっ
たりした。ඈ行ػのي道とはあきらかにͪがって
いた。ࢲがそうしたඈ行体を 6F0 とよͿらし
いとったのは、もうすこしあとになってからの
ことだが、時のࢲにしてΈれば、そのようなޫ
をながめることは、のۭにঔの໌をΈつけܠ
ることと֨ผͪがうことではなかった。
ຯしΜしΜの家ڵと「度Έ͑たらよΜでࠓ」　
だったが、うまくタΠϛンάがあわͣ、ޫのたま
をΈたものは೦ながらࢲだけだった。そのかわ
りといってはなΜだが、ࢲҎ֎の家はؔݰ先の
૭のΧーςンのかげにωάリδΣ姿のົྸのঁੑ
がたっているのをいくͲもܸしていた。中ݹ
のピΞϊについてきた༓ྶ͡Όないかという意見
もだされ、さもありなΜとΈΜながೲಘして੩؍
しているうͪにいなくなった。ࢲもΈたようなؾ
がする。ただしࢲのܸしたྶはωάリδΣでは
なくண姿であり、しかものໟの͵けかかった
ംだった。
　6F0 もྶもͻとまとめにすればあしい常
現ということになる。そういったた͙いのこと
にとくつなݏѱײをいだかͣ、ٯにのめりこΉ
でもなく、たͿΜੈؒからすればୋ༲にかま͑る
家庭にそだったࢲが、現在では患者さΜのいう
6F0 ྶの話にࣖをかたΉけたりしているわけ
だ。
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ᶞ
　໘で常現にؔ࿈したことがらが話
になるのは、はりいまもੲも౷合ࣦௐの人に
おおい。පత体ݧໝ想が常現によるものだ
としてかたられることはよくある。そこにはප識
のが生͡るし、ときに「࣏༊」についての
人ಠࣗの֮ײがしめされることもある。ҎԼにそ
ういった۩体ྫをೋつ（ᶃ 6F0 のでてくるྫ、
ᶄྶのでてくるྫ）あげてΈる。

ˎ
ᶃ 6F0 のでてくるྫɿ
　ࣗশ「6F0 の開発者」とかたるे代のஉੑ
は、発ප後からࠓ日までの࢛ੈلを就࿑するこ
となくແҝにすごしている。いくͲかのೖӃྺが
あるが、ೖӃするたͼにଞ患者たͪにରし「Χϥ
Φέとかຑとか、ಇかΜでͿらͿらしとるのは
けしからΜ」と൷する。そのくせࣗは作ۀ療
法にもࢀՃせͣ、னؒࣗのϕッυのう͑でごろ
ごろしている。だが中になるとおきあがり、࿓
ԼをΏっくりとኼしながら思ࡧに;ける。「と
ても重ཁなࣄをしている」、「ઍ年後のٿをま
もるために 6F0 の࣮༻Խを͑ߟている」とਅ
にかたる。そして、「6F0 のಾがとけたときに、
පؾは࣏っているとわかった」といいながらも、
ༀについては「話していてもਫかけ論になるだけ
し」と意֎にあっさり༻するようになる。そ
のうͪਂのኼもなくなって、「重ཁなࣄ」
はしばらくΈられなくなる。
ᶄྶのでてくるྫɿ
　「動ྶ人のྶからの」がे代後からき
こ͑るようになったे࢛代の੨年は、;だΜはあ
るていͲのප識をもっているのだが、ྶのが活
発Խすると「家にいてもコンビニにいってもྶに
つきまとわれる」ようになる。そして生活上の΄
Μのささいな変Խも「ྶো」のせいとなり、その
一方で「පؾはもう࣏ってるΜです」と࣏༊એݴ
をしてଵༀしてしまう。大ศには日にࡾ度いくが、
それがさらに一ճでも;͑ると「ྶのͻそΉҋを
いとったから、そのΧεでศのྔが;͑た」とٵ
දをߗくし、「༓ྶ退࣏のඞཁੑがせまってい
る」とઆきは͡める。それは「ߖの݂をͻいた
ࣗの໋॓」とかたるのだった。

ˎ
　ᶃもᶄも、ともに長期経աの中でときͲきੑٸ
૿ѱしೖ退Ӄを༨ّなくされているຫੑのྫで
ある。いͣれも常現にؔ࿈したපత体ݧが発
ප後のૣ期からग़現し、それҎ߱はௐࢠがѱくな
るたͼにಉ༷のঢ়がわきあがってくる。そして
そうした࠶೩աఔのある時で、൴らはໝ想త֬
信とともに「࣏༊」についても࣮ײしたような
ड़をする。ᶃでは「࣏っているとわかった」、ᶄ
では「もう࣏ってるΜです」というように、いͣ
れも「࣏༊」がすでにおこっているできごととし
て現在ྃతにとら͑られ、かわりに常現の
ੈքが、現在ਐ行ܗあるいはະདྷを先Ͳりするよ
うなܗで展開される。
　もͪろΜ࣏療者としてのࢲは、一؏して൴らの
පଶを「࣏༊」とはஅしていないわけなので、
ここで人と࣏療者のあいだで「࣏༊」について
の意見がわかれる。このࣄଶは、࣏療者ଆからす
ればප識ܽとද現されるものなのだが、このೋ
ྫは、ただ୯にපؾではないとओுするだけのප
識ܽではない。「࣏っている」というからには、
そのલఏとして࣏るま͑はපؾだったというε
τーリーがあるはͣで、そうしたපྺೝ識をある
ていͲもったう͑でのප識ܽなのである。
のύターン、つまٯについて上記とは「༊࣏」　
り࣏療者は「࣏っています」といっているのに、
人の方が「࣏っていない」といいはる合もあ
る。それは、たと͑ば৺ؾໝ想をかか͑たうつප
のྫなͲである。෩अは࣏っているのに「ഏ؞
にͪがいない」とڳをおさ͑る。ͲΜなに精ࠪし
てもප変はΈつからないが、「もうखれなΜで
す、ෆ࣏のපなΜです」とうった͑る。そして
科֎科をԿݢかめ͙ったあと、精神科にհさ
れてくる。ࢲは「ഏ؞」についてききながら、う
つපのපଶを؍する。そこには、（「࣏༊」では
なく）「ෆ࣏」であるという、「とりか͑しのつか
ないઈ」の֬信がある。
　ࣄ者の࣮ײを第一にྀߟするとすれば、本人
が「࣏༊」とい͑ば「࣏༊」だし、ͪがうとい͑
ばͪがう。そういう「ࣄ者࣏༊」というのもあ
ろう。

p030�034_⳥ụៅ୍.indd   33 2019/01/2�   12:01:11



34

ಛ集̍ɹࢲͷ༷ऀױͷ࣏༊ʁɹᴷ࣏༊ͱԿ͔ʁ

7PM�2�　/P�1　2018　福岡行動医誌

ᶟ
　ながくつきあってきた患者さΜはࡀをかさͶ、
もともとの精神疾患の࣏療もさることながら、Ճ
ྸにともなうհޢの΄うにだいͿ重৺がかたΉい
た。あらたにೖӃとなるέーεもご年のೝ

（ΞルπϋΠϚーܕ、Ϩビーখ体ܕ、ついで脳݂
ੑ）の方がかなり;͑た。高ྸ社会だから、
患者さΜの年ྸもそれ૬応にかわってくるの
はしかたないというか、時代の流れにはさから͑
ない。
　その一方で、発ୡো֕とஅされる人もよく
にするようになった。発ୡো֕の֓೦は、それが
人ޱにᢅᖰしཧղが;かまったというではとて
もتばしいことだが、発ୡのࢹから精神疾患を
とら͑るがあまりにつよくなると、「පؾと
いうよりは発ୡのだから」と医療からԕ
͟かってしまう৺もある。「かつて౷合ࣦௐ
とஅされていたものの一部は発ୡো֕だった」
という෩ைがٯに発ୡো֕のաஅをまͶいて
いないか、というのがࢲのݒ೦するところである。
、ಐʙ思य़期ʙ੨年期にまたがる発ୡো֕とࣇ　
初期ʙ年期にかけてのೝ。これらの疾ප
֓೦がͻろくਁಁし、έΞαϙーτのඞཁੑが
日ʑ࣮ײされるようになったいまの臨床現で、

͡ײということばはなにかջかしささ͑「༊࣏」
るような、ないものͶだりのことばにもきこ͑て
くる。

ᶠ
　と、そうॻいているஈ階で、మڮのԼを流れる
は、ࢲがこれまでΈたこともない߽Ӎによる૿
ਫで෩ܠを一変させた。上からうͶりをあげて
流れてくるԫ৭の流がܻڮにͿつかってはਫ
しͿきをあげ、ࠓにもݥةਫҬをこ͑るいきおい
だ。ψーτリΞもΧϫηϛもΩδもコϞリもߕ
ཏ΅しをしていたΨϝも、は͡めからそこには
なにもなかったかのように一された。ΧΤルの
合এもき͑た。のないࣣ༦のۭからは、まだ
これでもかと大ཻのӍが;りそそいでくる。すで
にమ道はશ໘ӡٳし、࠭くͣれをこうΉった道
も෧され、ަ௨はશにੇஅされた。ྡ家の
ॅ人もආࠂקにしたがってもうここにはいない。
これはເ͡Όない。ໝ想ؾとしてのੈքམ体
。でもないݧ
࣏」。をॻきは͡めたߘݪΧ月લにこのࡾはࢲ　
༊」について͑ߟようとしているのだがいっこう
にචはすすまͣ、かわりにమڮのԼを流れるあ
たりのܠがなͥだかうかΜでしまうのだった。
それは、ࢲとしてはめͣらしいことだった。ࣗ༝
࿈想෩にॻいているうͪに「࣏༊」とつながる
かもしれない、そΜなあわい期待をいだきながら
ॻきは͡めたのົحなこだわりは、とΜでも
ない現࣮ੈքとつながっていた。それにしても
۰だなあ。と༔長なことはいってられない。Έح
Μなのແࣄをفりながら、ࢲもͻとまͣこのߘを
終͑て、つぎの行動にうつります。
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　はできればපӃに行きたくない。ࣃ医者にも
行きたくない。ついでにࣗ動ं໔ڐのߋ新でܯ
ॺに行くのもݏ。それがී௨だと思っている。
方なく௨Ӄすることになれば、できるだけ期ؒ
でおさめたい。3ճより２ճ、２ճより１ճがい
い。よくおੈ話になるࣃ医者は大２ճで終わる。
初ճにってܕऔり、࣍にඃせをೖれてඍௐ
して終わり。
　精神科医療も、極力く、࣏༊というܗで終ྃ
するのをඪとすきだろうが、なかなかそうは
いかない。ༀはҿΜでいなくても、それなりにؔ
が成ཱしていて、月に１ճとりとめのない話ੑ
をしてؼる患者もいる。そしてこͪらからもੵ極
తに「終わりましΐうかʁ」という話もりग़さ
ない。
療かられて、࣮生活でってΈて、多গ࣏ۤ　
しくてもそれでԿとか生きていけるなら、そのま
ま࣏療の֎でっていけばいい。い意ຯでの࣏
༊とݴってもいいと思う。
とか「あれからͲ「しͿりٱお」にはࡍの࠶　
うしてましたʁ」という෩に療が࠶開されるの
で、中அしているؒもͲこかでつながりがอ࣋さ
れているのだろう。そこにはの方に「μϝなら
またདྷてくれる」という֮ײがっているからで、
それはؔੑの「り߳」Έたいなものだ。それ
をすことがいいことなのか、はͣっと͑ߟて
いる。࣏療したことさ͑記Աにらないような
શな࣏༊のܗもあるようなؾがするが、それをૂ
うと࣏療ؔࣗ体がബくなって、࣏療そのものが
成ཱしないと思う。

療を終͑た患者は、௨常の生活にっている࣏　
のだから、もう患者ではない。そこまでࡧして
人の生活を༳さͿりたくないが、ࠓճは࣮ࡍに࣏
療を終͑た方にฉいてΈないことには࣏༊のあり
方をߟできないので、10年΄Ͳલにしばらく֎

དྷでお会いしていた方に、खࢴで本ߘのझࢫをઆ
໌してڠ力をお願いした。σΟςールをॻきաぎ
るとݸ人がಛ定されてしまうので、大ےを֎れな
いఔ度に࣮ࣄに変ߋをՃ͑る。ՃౡࢠܙさΜ（Ծ
名）は、時�0ࡀલ後で、ΠンςリδΣンεがあ
り、ର人援ॿ৬に就いていた。

　ՃౡさΜは、その年の11月に、あるϓϩδΣク
τの任者としてࣄを終͑たものの、期待した
ような成Ռと評価をಘられͣ、ڏしたようなঢ়
ଶでӃを๚れた。ओૌをਘͶると、「ۤしいで
す」としか͑られͣ、しばらくがଓいた。
その後、ݴ༿もとぎれとぎれにߜりग़すように経
Ңがޠられた。
　
　ること12年લにもࣄ上のෆௐからաٵݺを
དྷにӡばれたことがある。̒年લ֎ٸٹこしてى
に脳ग़݂をىこして２年ٳ৬し、その後２ճ࠶発
した。લ年にはਨԌをこ͡らせてෲບԌをىこ
していた。体のܶతな応がىこるまでແཧをし
てしまうようで、本人も「ਅ໘で๊͑ࠐΉੑ֨
で、力をൈいたりଵけたりするのがݏ」とࣗらを
評していた。
　ՃౡさΜは２人࢞ຓのຓで、はطにଞքして
いた。と࢞はಉډしており、は高݂ѹ、࢞は
݂ѹとฉいた。࢞ຓのうͪ一方は݂ѹ、一方
は脳ग़݂と、のૉ質の継ঝの方が正ରのよ
うに͡ײたが、それはの想いにとͲめた。
　ՃౡさΜにも２人の່がいる。「່が10ࡀのこ
ろաٵݺをىこしたことがある」「່がいなく
なってܹϠηした」とฉくと、ՃౡさΜと່との
ؒのઢ引きがᐆດで、Ͳͪらのことなのかわから
ないが、いͣれもओޠはՃౡさΜである。Ճౡさ
Μと່の緒త݁ͼつきのڧさを想わせた。

　ՃౡさΜが௨Ӄしたのはそれから２年後の12

༊のͦのઌ࣏Γ߳ɺのྍ࣏

社会医療法人　正ޫ会　松ϲٰපӃ　௶　　　　݈
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月までで、43ܭճ中、ٳ৬した１年の期ؒは１
ʙ２िに１ճ、෮৬後は月に１ճఔ度の௨Ӄだっ
た。きっͪりと時ؒを指定した予֎དྷではなく、
一ൠ֎དྷで１ճ5ʙ1�のである。

　3ճのでՃౡさΜは࣍のようなເをใࠂ
した。
　්と່２人でϑϥンεཱྀ行にෝき、とঁ࣍
だけۭߓに行き、ՃౡさΜと長ঁがऔりされて、
。のศが日後にしかなく「大変だʙ」とযる࣍
　はເの༰をղऍするٕྔをͪ࣋合わせてい
ないが、これは時のՃౡさΜの長ঁとঁ࣍のର
ൺをしているかのような༰であった。

　長ঁは福ܥࢱの大学をଔࡍؒۀで、έーεϫー
ΧーとしてපӃの就৬がܾまっていた。すでに
大学の先ഐとࠗしており、྆家の話し合いもਐ
Μでいるようだった。きっͪり、かっͪりとした
ੑ֨で、ܭը௨りにࣄをਐめる。ՃౡさΜがだ
らしなくしていると、長ঁから時ʑ意される΄
Ͳだ。
を中退し元のεーύーでಇいߍ学ޢはঁ࣍　
ていた。中学時代はい͡めとෆొߍでۤ࿑したら
しく、ͪΐうͲそのころՃౡさΜは脳ग़݂を発ප
した。長ঁにൺてঁ࣍はࣗ༝ຉ์なੑ֨のよう
で、定৬についていないஉੑとの࿀ѪにՃౡさΜ
はରしていた。しかし、ঁ࣍はಠཱ৺がڧくฉ
くࣖを࣋たない。

　5ճに「ઉがだるい͡ײがして、ઉのおき
がない。௨っているࣃ医者でฉいたけͲ、h Ͳこ
もѱくないʱとݴわれた。ઉをってしまいた
い」とॲ方していたεルピリυによると思われる
෭作༻がใࠂされた。
　࣮はՃౡさΜは、長ঁを「上のࢠ」、ঁ࣍を

「Լのࢠ」をݺͿのだが、ઉ˺Լとஔき͑てΈ
ると、時のঢ়گにͽったりとてはまる。つま
り時ՃౡさΜはঁ࣍にؔして、「Լがだるい。
Լのおきがない。Լをってしまいたい」と
Μでいた。

　はͪΐうͲそのころ、10年ؒくらいۤしΈൈ

いた生学త研究で学Ґ৹ࠪを終͑たばかりで、
動のように精神ੳの本をಡΈ;けっていた。
その中には、ࢁम著ʰ৺のফԽとഉग़ʱという
本もؚまれていて、時のՃౡさΜのΈについ
て͑ߟるとき、৯͑るʗ৯͑ない、ফԽできるʗ
できないといったࢹがೖりすかったかもしれ
ない。

、上ʗԼ、ঁ࣍ʗຓ、高݂ѹʗ݂ѹ、長ঁʗ࢞　
ʗ中退、まれる݁ࠗʗۀ৶期ʗᡗ期、ଔޱ
まれない࿀Ѫ、就৬ʗແ৬、きっͪりʗࣗ༝、
ʗ、৺ཧʗ体ʜʜ。がϨϰΟʹετϩーε
のʰ神話論ཧʱをಡഁしたのはそれより後だが、
たͿΜこういう２つのΩーϫーυを行きདྷするߏ
の中には、神話తߏがજΜでいるだろう。Ͳ
ͪらかの極にਅ࣮があるのではなく、おそらく྆
極のؒのҠ動・Ҡ行・ӡ動にਅ࣮がある。一方は
もう一方のӨとしてݦれ、ܾして৲尾はつかませ
ない。ࠓ現在の၆ᛌతなࢹでॻくと、それは本
質తに「ઢを引けない」ීวతߏなのだが、
時はࣨでޠられるΧΦεの中で、（વのࣄ
ながら）もՃౡさΜもనれているわけで、が
かろう͡てೝ識していたのは、初ճ໘からʑ
のରになるΩーϫーυがසग़していたことだけだ。

　「２人の່は྆極を行っている。上のࢠは
せにかっているけͲ、Լのࢠの現࣮を見ると
ʜʜ」　
　「もうりࡳは（ঁ࣍と）ԑをることです」
　とݴうものの、が「もう（ঁ࣍とは）ࢠの
ԑをる」と、長ঁも「もう（ঁ࣍は）ຓではな
い」とݴうと、ࠓ度はՃౡさΜの中に、
　「h もう່ではないʱとݴいかけて、でもόΧ
がग़て、Ͳっͪの৺もあってۤしい」
　という思いがきฦってくる。ঁ࣍の「ࣗは
अຐなࢠだったΜ͡Όないか」という発ݴをػに、
　「もしかしたらࢲは৺の中で、あのࢠのことを
「っているのかもしれないݏ
　という͑ߟがՃౡさΜの脳ཪをよぎり、そのࣗ
にまたڪාを֮͑てࠔしていた。

　その後も、෮৬৬のこと、上࢘とのؔ、
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とのؔについての話もࠞ͟りつつ、ओに
「長ঁはॱௐだが、ঁ࣍が৺でʜʜ」という話
がޠられていった。それは࣮在の２人の່たͪの
話であり、ׂされたՃౡさΜのӨの話でもあっ
た。່との「৯͑ない」「ফԽできない」ؔは
ભԆし、
　「3日くらい、いっͺい৯て、ుくのがଓい
てます」
　という;うに、このはՃౡさΜの৯にもӨ
をམとしていた。ՃౡさΜࣗの࢞ຓ౻につい
ては৮れなかったが、ՃౡさΜととのؔにつ
いてはฉくػ会があった。
　ՃౡさΜのは元ޢ師で、ՃౡさΜにとって
はとてもݫしいだったようだ。࿀Ѫにؔしても
のコンτϩールがೖり、がࣗでόϨンタΠ
ンのνϣコをങってきて、「きな人にしなさ
い」とݴったというΤピιーυも教͑てくれた。

　１年ۙく経っても、ਐ展のないঁ࣍のঢ়گがޠ
られていたが、「でも後退もない」というݴ༿も
つけՃ͑られるようになった。の方では、ޠら
れるいろいろなૉࡐが、有ػతに݁ͼつきつつあ
り、変Խの予ஹを͡ײていた。
　「あの（ঁ࣍）ࢠは日にඞ࣮ͣ家にؼってく
る。ؼってくると一生໋ݒごはΜを作ってしまう
いと思ったことԿݏのこと、大ࢠがいる。あのࢲ
度もあるけͲ、大きなΜだろうな。に緒で
উखに݁ࠗしたら、（ঁ࣍とのؔを）์るとい
うͪ࣋ؾだけͲ、本の৺の中はҧうΜだろうな
ʙ」
　というݴ༿の中に、ՃౡさΜの「本の৺」が
見͑Ӆれしていたが、ՃౡさΜは、「ࣗがલと
ҧっている」ことにށいを͡ײていた。ྫ͑ば、
ࡊをってもܗがෆଗいで大雑になり、खを
すらせてࡼコッϓをׂることも多くなってい
た。がいないとさらに家ࣄは雑になった。
　「લと変わってしまったࣗがݏ。いいかげΜ
がݏい」
　とその変Խを受けೖれられないようだったが、
は、
　「こͪらから見ると、雑になってよかったͶ͐
ʙと思ってしまうΜですけͲͶ」

　とݴって変Խをߠ定తにとら͑てڧௐしてΈた。
　ʗ雑、きっͪりʗいいかげΜとରൺすると、
もͪろΜՃౡさΜは後者をҟととら͑ている。
変Խするʗしない、コンτϩールされるʗされな
いの౻が、、上࣏、࢘療者とのؔੑの中で
重ෳして࠶ԋされていた。

　「່の部もすればεッΩリするだろうと
思う」「こないだはࣗのもશ部ࣺてました」
　と、ためるʗుきग़す、受けೖれるʗࣺてるに
まつわる౻に໘し、ՃౡさΜはҟをഉআし
ଓけていた。そこから、່をコンτϩールするこ
とについての話にٴͼ、
れしなきΌと思いࢠ。の人生ࢠの人生はࢠ」　
つつ、コンτϩールしたいようなʜʜ。上のࢠは
れしている。ʜʜࢠれできないのはࣗ
͡Όないかな」
　とड़、そこではコンτϩールしたくないʗコ
ンτϩールしたい「ࣗ」のがޠられ࢝めて
いた。
　「ࣗとつき合うのはしいΜですͶ。༮いࠒ
のҭてられ方のϚΠφε໘、そういうのがग़てく
る。でもҭてられ方のせいにすると、人のせいに
しͪΌうことになるな。だな。ҭてられたけͲ、
ͲΜなঢ়ଶなΜでࢲ。で生きてますよͶࣗࠓ
しΐうʁ最初と変わってきている。ࠓのࣗが本
のࣗ͡Όݏだ」
　とաڈと現在のࣗをରൺし、変Խしつつある
ࣗとҟとしての࣏療աఔにࠔを֮͑ている
ようだった。このころՃౡさΜは、ফԽできない
ҟとしての࣏療をഉআしようと、ແཧして上࢘
に会いに行くなͲして࣮生活でฃಆしていた。
、ではࣨ
　「ओ人に話した方がいいΜでしΐうかʁ」「ࣗ
でղܾした方がいいΜでしΐうかʁ」
　とのٙもげかけられ、࣏療では一にղܾ
できないというཱͪもけられた。

　このとき新たにු上したのはࢹ力のだった。
ӈのࢹ力ԼがਐΜでいて、؟科医は「ࠨを
Ӆしてӈ（ऑ）を͑るように」と、脳֎科
医は「ӈをӅしてࠨ（長所）で生きていくよ
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うに」とਅٯのॿݴをしたそうである。
　「ͣーと৯ている。おෲがすくのがාい」
　と৯（ޱ）のもଓいていたのだが、
　「一൪のΈはなΜです。࣏らないというの
が受けೖれられない。思うようにいかない」
　とड़、ՃౡさΜはޱよりものを重ࢹし
た。の中には、˺、ޱ˺というΠϝーδ
があって、తにॲཧしてきたこれまでのՃౡさ
Μのରॲ法が൵鳴をあげているように思͑た。

（上）をऔるか、（Լ）をऔるかというؼ࿏に
ཱͪ、　　
　「ੑԽされたいいࢠのࣗが、ࠓまでのよう
に現࣮にରॲできなくなっている」
　という;うにも指ఠしてΈた。
　Ͳうもそれは長ঁ（上）とঁ࣍（Լ）とのؔ
ੑにもදれているようで、長ঁはؼলのたͼにՃ
ౡさΜをࣤᄖܹྭするため、ՃౡさΜは長ঁと話
しているとઉがճらなくなるそうだ。ՃౡさΜの
発ݴにも、
　「上のࢠはݫしい。Լのࢠはࢲをইつけない
ようにしている」
　というද現がग़てきた。そうい͑ば、Նᕸੴ
のʰປʱに「ஐにಇけば֯がཱつ。にᑫさせ
ば流される。意を௨せば۶ځだ。ీ֯に人のੈ
はॅΈにくい」とݴうのがग़てきたな͊。

　それから࣍のまで１ϲ月も受が్ઈ͑た。
10月ばにདྷӃしたՃౡさΜは、
　「おٱしͿりです。なΜかׂりってʜʜ。ۤ
しかったΜですけͲ、લճ先生と話して、ༀも
めてʜʜ。れなくてすっごいۤしかったΜです
けͲ、ある本にग़会って、もපؾもクϤクϤし
ていても࣏らないΜだと思った」
　とのことで、その本に「あなたにできることを
すればいい」とॻいてあったり、も「人の意見
をऔりೖれることができるようになったΜだͶ」
とݴったりして、この１ϲ月のؒになΜとかࣗ
でରॲしようともがいていたようだ。「࣏療には
任せてられないので、本をಡΜだりして、ࣗで
なΜとかってます」というܾ意ද໌にもฉこ͑
なくもなかったが、はそういうことをわ͟わ͟
ࣨに引きしてৠしฦしたりはせͣ、できる

を任せる。とگり࣮生活におけるରॲ力にঢ়ݶ
いっても、「ༀもҿΜでないし、もうདྷなくてい
いから、ࣗでΜなさい」Έたいなこともݴわ
ない。
　「ま͊、དྷてくださいͶ。ここに」
　とݴ༿をかけると、
　「དྷます。なΜかʜʜ意ுっͪΌってʜʜ」
　とのݴ༿もฦってきた。「意を௨せば۶ځだ」

　初から１年経った11月の初०の28ճの
は、
　「うΜ、ѱくない」
　というݴ༿で࢝まった。່の༷ࢠをਘͶると、
　「上ʁԼʁ」
　とฉきฦすあたりも、໘がかΈ合っているײ
͡がした。
　そこからճので、家の変Խ෮৬の
ܾ意がޠられていった。

　長ঁは݁ࠗしたが、家庭৬でのࠔもあり、
ܾしてॱௐということでもなさそうだ。
、はܾしてఀしているというわけでもなくঁ࣍　
新しいඪを見つけてస৬して動き࢝めていた。
　ՃౡさΜから່たͪの話をฉいていると、Ͳͪ
らかがॱௐで、Ͳͪらかがࠔを๊͑ているとは
にはฉこ͑ͣ、もは྆者のࠩはあまり͡ײな
くなっていた。
　家庭ではがੵ極తにॿݴしたり、本をקめた
りしてくれていた。

　その本の中に、「΄められることをٻめている
人が日本人には多い」とॻいてあるのをಡΜで、

「ああࢲだ」と思ったようで、
　「ඞཁとされるというか存在ײというのはඞཁ
かな。このපؾになってڧく͡ײたのは、人ؒと
いうのはඞཁとされるというかʜʜそういう存在
でありたいなということ。ࢠͲもは存在をೝめら
れることがඞཁと思う。ࣗのに߱りかかって
体ݧした。ࢄาしていて;と一ࡢ日思った」
　とड़た。ՃౡさΜは一ࡢ日そう思って、ࡢ日
受の予をした。そのٯではない。࣏療の֎で
ࣗવにͮؾいてࣗでճ෮するߏがժ生͑࢝め
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ていて、はそのใࠂにաぎなくなっていた。
　「一ࡢ日っていうのがいいですよͶ」
　とはつͿくようにฦした。
。なこともあるけͲ、たまってない。ফ͑るݏ」　
ফしているのかなʁ͑ߟないようにしている。ଧ
たれऑいࣗ。ࢲも人をইつけているのかもしれ
ない。人をইつけるのは͑られない。ࣗがই
つくのはいいけͲ」
　とฉいて、
　「そりΌ、最ۙಡΜだ本にॻいてたʰࣗٮతੈ
話ʱってつですͶ。日本人によくあるらしい
ですよ。h のԸฦしʱのおつうですわ」
　と指ఠした。
　「のԸฦしですかʜʜ。そうか、てはまる
かもしれない」
　「その本には、正体がόϨたあとも、Ϥώϣ
のもとにとͲまって、一緒に生きって࠶生でき
るかがϙΠンτだってॻいてありましたけͲͶ」
　ՃౡさΜがԡしࡴしてফした思いがある。「そ
れはͲこに行ってしまうΜでしΐうかͶ」とが
思ったのか、つͿいたのか、͑たのか֮͑て
いない。のԸฦしの৫のようなができ
るのだろうかʁ

　その年の12月ので、৬にఏग़する࣏療の
ใࠂॻの༰について話し合ったのが、࣏療につ
いてৼりฦるػ会になった。
　「ࣗの中でも、よくなったのはわかるけͲ、
ݴってないのかʜʜ。これってԿて࣏ったのか࣏
うΜですかͶʁΧンηリンά͡ΌないですけͲ、
ときͲき話をௌいてもらって、意見していただい
て、いいܹになってるってॻこうと思う」
　と࣏療の֓ཁをとら͑ていた。も࣏療につい
て、その時でͮؾいていたことを話した。
　「意見ʜʜそうですͶ。意見ですͶ。話をௌい
てͮؾいたこと、ཧղしたことはݴ༿にしておฦ
ししていると思います。でもج本はௌくことです。
こͪらがしΌりすぎるとよくないと思ってます。
意見というのも、うまくཧղできてՃౡさΜの中
でクリΤΠςΟϒに作༻すればいいですけͲ、ྫ
͑ばのݴ༿は、上࢘の方、おさΜ、あるいは
༺たように৵ೖతに作ࣅ༿とݴしい長ঁさΜのݫ

するかもしれない。それはইになるՄੑもある
ので、できるだけもؾをつけるようにしていま
す。しかし、はりお話をおௌきしての中でཧ
ղがਐΜだことは、お͑した方がいいと思いま
す」
　「はい。でも、່はʜʜ່はݫしくありませΜ。
༏しくࢲをݣؾってくれます」
　「は、それは࣏療の中で、そう思͑るように
なってདྷたと思っています。最初、ͪΌΜと学ߍ
もଔۀして、就৬して、せな݁ࠗをしている長
ঁさΜと、学ߍを辞めてΈのछだったঁ࣍さΜ
は྆極だった。しかし、࣮ࡍは長ঁさΜだけが
ॱௐなわけではない。ՃౡさΜの࣏療期ؒ中に、
ฒ行して່さΜୡも、いろいろなことをりӽ͑
てલにਐもうとしてきた。ͲͪらもՃౡさΜの່
さΜであり、Ͳͪらもಉ͡くりࣺてることので
きない、ՃౡさΜの一部なのではないか。それは
ՃౡさΜࣗの྆໘でもありʜʜ」
　とड़たところで、ՃౡさΜは
　「ʜʜࢲなΜですͶʜʜ」
　とݴ༿を継ぎした。
　「最初ՃౡさΜのޠるॱௐな長ঁさΜと、Έ
のछだったঁ࣍さΜの姿に、ՃౡさΜࣗの৺の
２つの໘がදれているようににはөりました。
コンτϩールのޮくいいࢠの部と、ࣗ༝ຉ์な
ではࠓ、いましΐうか。それがݴͲもの部とࢠ
２人の່さΜは２人ともࢠͲもの部とたくまし
い部を࣋った、ಉ͡ような姿に見͑てきました。
ここ１年でいろいろありましたが、࣏療のਐ展と
ともに２人の່さΜはࣅたようなところを๊͑た
ՃౡさΜの່さΜなΜだと、の中でೝ識が変わ
りましたので、そう͑ているのです。精神科の
療というのはそういう;うに、֎の変Խと中の࣏
変Խが૬ޓに作༻してਐΜでいくことだと思いま
す」
　「ʜʜετンとམͪました」
　「発පのきっかけは、ՃౡさΜが一生໋ݒ४උ
したࣄに思うような評価をಘられなかったこと
でした。ࣗがをそいで作った৫をϤώϣ
が受けऔってくれなかったようなものです。あの
৫を受けऔってもら͑ないと、が྾けるよう
なۤしΈだと思います。発ප໘にはશてが٧
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まっています。ここճの中で、෮৬して生き
りたい、めたくないというՃౡさΜの思いをײ
͡औりました。の中ではそのようにཧղがਐΈ
ました」
　「そうです」
　「だから෮ؼしようと͑ߟている」
　「はい」

　෮৬後も、୭もりखがいないࣄを「ࢲが
அったら୭がするΜだろう」とݴって引き受けよ
うとするなͲ、ついついແཧしがͪだった。そΜ
な時は、がհೖして「ࣗをμϝにする΄Ͳࣗ
を٘ਜ਼にして引き受けなくていい」とݴってく
れた。
　「ごओ人がそうݴってくれてるのは、なΜか
්のクリΤΠςΟϒなӦΈって͡ײですͶ」
　とがײ想をड़ると、ՃౡさΜはの後ԡし
を࠶ೝ識したのか、
　「அりますʂ（をࣄその）ࢲ」　
　と力ڧくݴった。その日、ՃౡさΜのγϟπに
はυクϩϚークがϓリンτされていた。ීஈΤϨ
ΨンτなՃౡさΜにしては、ົにઓతなਤฑ
だった。ஊま͡りに
　「それって意識తʁ」
　とฉくと、
　「い͑、ແ意識です」
　とՃౡさΜはরれসいをした。ແ意識にうまく
いくのが一൪いい。࣏療のੈքよりも࣮生活の中
でがղܾされる方がいい。こころの৫、ؔ
。のは࣮人生で生きଓけるのがいい
　「もういいΜ͡Όないのʁ」
　はそう思った。
　
　本ࣥߘචのྃঝをಘるために、ՃౡさΜにखࢴ
で࿈བྷをとった。ͪΌΜとฦ信もいただいた。

　「時のۤしさはࠓでも֮͑ています。そして
先生がٹってくださったこともれることはでき
ませΜ。初の日、先生がԼさったϝϞॻきをࠓ
でも大にして、につくところషっています。
のੑ֨上、վળされない部はあり、ऑい人ࢲ　
ؒだとࣗݾཧղしています。そΜなࣗとつき

あってຖ日を生きているࢲです。ऑいࣗはվળ
されませΜがʜʜ。

（中ུ）
。ってもよいかもしれませΜݴ༊したʂと࣏はࢲ　
は本だとײせに生きている࣮があって໋、ࠓ
思っています。
　これがࠓのࢲです。
　໋のଓくݶり、Ώっくり生きていこうと思って
います。
　先生のご活༂をおفりいたします」

　ՃౡさΜのతでવとした大人の部と、ࣗ
༝で雑વとしたࢠͲもの部が、２人の່の姿に
Өされてޠられるաఔで、࣍第に大人の部

（）とࢠͲもの部（）が౷合されていった。
ฒ行して現࣮の２人の່もॱௐな部とࠔな部
をࠞ在させながら、લにਐΜでいった。もは
一方がॱௐで一方がࠔを๊͑ているという྆極
な存在ではなく、ࠩは͡ײなくなった。それを
ೝ識することでՃౡさΜもཱࣗしたࣗの人生と
ܾஅをऔりし、現࣮のੈքにっていった。
　という࣏療తඒஊをࣔしたいわけではない。࣮
人生は、そういうわかりすい（ফԽしすい）
臨床తετーリーをはるかに͑ている。

　あれから10年。ࠓճ、ීஈはりಘないその後
のՃౡ家クϩニクルのことをった。ՃౡさΜは
それを「૬変わらͣ」とද現した。は「らし
い」と思った。࣏療のり߳、ײ、૾৮、͵く
もりʜʜ。その重なりは࣏療のӨではなく、リΞ
ルでΞクνュΞルな࣮૾であった。
༊なΜてあるの࣏らないクリーンなり߳の　
だろうかʁそれをཧ想とするの࣏療ࣗ؍体が、
ԿもさཱͣͪڈろうとするʰのԸฦしʱのお
つうではないか。ॻきながらそう思った。
　あれから10年。は、より一層人のࣗવ࣏༊力
というものを信༻するようになった。人ؒにରす
るج本త信༻。ੈքにରするૉな信པ。
ではなく、࣮人生にるこ݁療త࣏༊とは࣏　
とだとは思う。だから௨常、࣏療者は患者の࣏
༊૾をりಘない。
　あれから10年。ՃౡさΜは5人のおଙさΜのお
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ばあͪΌΜになっていた。
らなくていいੈքがޠ༊のその先には、もう࣏　
ある。

ँ辞ɿここではԾ名しかॻけませΜが、Ճౡࢠܙ

さΜにおྱ申し上げます。本ࣥߘචաఔでԿ度も
きの部をご指ఠͮؾをಡΜでいただき、おߘݪ
いただきました。ԿよりもߘとࡌܝのごڐՄを
いただけたことにँײいたします。
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̍ɽମԹ
　ত̔年、�9床のएٱපӃはધग़した。Ҏདྷ、
先ۦと良きݹさのόϥンεをࢫにஈ階త૿床を経
て現在の370床にࢸる。さてこれも良きݹさにؚ
めてよいものか、Ӄは時流に߅いࠓなおϩーς
クのࢴΧルςを؏いている。૿床とࡀ月のֻࢉで
ੵΈ上がるΧルςのஔに後ʑͲれఔۤ࿑するこ
とになるか、開Ӄ初୭が想૾しただろう。ࠓ
それらはӃ長ࣨよりいΧルςݿからҲれग़Μと
している。いよいよ電ࢠΧルς導ೖを、とͪ࣋લ
の重いࠊを上げٞ論を࢝めたものの४උにはまだ
時ؒをཁす見௨し。ࠓ日も໌日も高さを૿す一方
のΧルςのࢁをͲうѻうか、ԼӃのれない
՝となっている。
　ଈ੮の࣮ޮతखཱてとしてਅにݕ౼したのは、
Χルς一の後にஔし一൪෯をՔいでいる体
Թදのอをఘめることであった。Ծに体Թදを
ཧしてもΧルς本文がればஅॻ作成なͲক
དྷのۀ務に支োをきたすことはない、というのが
εリϜΧルςਪਐのओுである。これは֬かに
合ཧతなົҊと思われた。一方、体Թදอ存の
ૌ͑はײইతである。ಛに中ݎҎ上の年代のε
タッϑにとってݕԹ݂ѹଌ定はखてのख࢝め
というつもりがある。そΜなؔわりのߤをࣦう
のはͼないという意見だ。ՌたしてఏҊは度
Ӄ会ٞにࢾられその度に൱ܾ。ࠓ日もզʑはੵ
年のΧルςશทを後生大ࣄにいଓけている。
　話しはる。Ҏલ大学に勤めていたࢲ、ࠒは後
方ࢹత౷ܭௐࠪのతで࿈日ݹいΧルςを܁って
いた。لੈࠓҎ߱のएいυクターには想૾つかな
いかもしれない。時の大学のΧルςݿはখৼり
なਤॻؗなΈのεϖーεにενールॻ୨がे本
もཱͪ、そこにؾのԕくなるఔのの製本ࡁΈΧ
ルςが時ྻܥにฒられていた。大なΧルςの
Ͳのϖーδに୳すใが見つかるかはからない。
できるはͣࡧݕとҧいコンピューターで一ׅࠓࡢ

もなく、そこでࢲがௐࠪの最初のखがかりとした
のが体Թද（大学のΧルςでも後ろをめて
いた）であった。े年ؒ΄とΜͲ変わらないॻ
ࣜの一؏ੑ、月୯Ґのεύンを一ฝに၆ᛌでき
るࢹೝੑの良さなͲ、体Թදのརはগなからͣ
ௐࠪのにཱったものである。このことからする
と、療経աのࡧ引としても体Թදはશくແ༻な
༁ではないという݁論になる。
　ところでݹいΧルςをあれだけ多く一度にಡΈ
ったのは後にも先にもその時ݶり、それࣗ体が
一つの経ݧであった。りつけない作ۀはීஈで
あれば見աごすؾきを生Ή。時ಘた新たな発
見は、体Թදのࡧ引さながらのརศੑともう一つ、
体ԹදがもたらすささかなޮՌであった。ଈͪ、
Χルςをཔりにग़会ったことがなくإもらない
患者のදを思いුかようとする時、意֎なこ
とに、その人のؾをより生ʑしくඬわせるのは
Χルς本文ではなく体Թදの方だったのである。
֬かに体Թදの記ࡌは年ۚのஅॻにはඞཁのແ
いࣄฑばかり。ೋिؒݪҼෆ໌のඍがଓいたこ
と。ཚ高Լする݂ѹ。中్֮੧のҝにਂෆ時
ༀを༻したこと。Χクςリンなるےࣹがೋ
日ຖになされたこと。Ԣな৯ཉ。ศൿと࠲ༀ。
զがࠃ最初期の電ؾけいれΜ療法。ແ月経。ִ。
֎ധ。ࡀ月によるࢴのԫばΈ。しかしこれらはό
ΠタルαΠン（生໋指ඪ）でありσΟςールであ
りϩーσータである。いかに៛ີな記ड़であって
もあくまで࣏療者の思Ҙ変ભのච記であるΧル
ςの中で、体Թදだけは患者その人についての
తな記なのである。ղऍஅをڋΈ時ؒの
にނのཏྻは、それがࣄにʑ記されたࢴܩ
٫って患者の姿に࣮である。時のؒをଧつ体
Թは体のリΞリςΟをৢし、ްにしいࢴ上
の患者の࣮在をཪଧͪする、とݴい͑てもよい。
　ってࠓ、Ӄがෆศをかこͪつつも体Թදの
ऍߨを᪳するというのは、զʑの৺に後غഁ

༊ͱʁ࣏

एٱපӃ　ੴ　　　弘
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のջٙとࣄそのもののࣥணが৯っている
ূしだろうとলする。ख࿅れたいはੑݸをِ
る。ࠩし٧め、Χルς本文は࣏療者ཱてのଞ所
行きをまとう患者が現れるؔݰ、体Թදは家ணの
患者をݺͼग़すউखޱである。ૉの患者がإを
かせる予ஹが、ࢉܭਚくではないະ࿅名Ѫ
ண郷यをݺͼ、զʑは後方の൶をด͡られない
のだ。
　体Թදが医療者のޚணせを୨上げするとまで
ইతな思いೖれのײうと、これはこれでզʑのݴ
おணせになり、ಊʑ८りの༷をఄする。とはݴ
͑緒と合ཧੑがせめぎ合う時、ಘてしてੵΈ重
なるࡀ月は緒の方にݞೖれする。患者とのஸʑ
発ࢭがその年月のだけզʑをආけくײইత、
緒తにするから、ӃはたかがΧルςについて
さ͑合ཧओٛにపしきれないのだ。がࠜਂい
のは、ྦྷʑとੵΈ重なるΧルςがզʑのײইのݪ
Ҽではなく݁Ռであることだ。このような非ޮ
ੑはΧルςのΈならͣӃの療のいൣғにٴ
ͼ、しかも年月とともにؤさを૿しଓけている
はͣだとਪଌされる。クリニΧルύεにはࡌらな
いෆ合ཧੑをਫ໘ԼにࠐΈながらզʑは臨床と
ରቂしている。
　Ӄのݐલは先ۦと良きݹさのόϥンεである。
Χルςにؔしては、さすがにӃもいͣれこれを
શて電ࢠσータにஔき͑ることだろう。しかし
Χルςの行くがͲうなれ、Χルςと一緒に๊͑
ইまでをも一することײΜだѻいい緒ࠐ
はզʑにはこの先もできそうにない。それはఽの
ようにखのಧかないఈにΜでしまっている。医
療における緒తަ流のྙཧత重ཁੑをここでそ
れこそ緒తにڣͿつもりはໟ಄ない。良きݹさ
とはݴっても、࣮の所これは良しѱしではない。
緒は、Կもతとせͣ、ただආけようもなくࣗ
ͣと༙きىこるだけのものである。

̎ɽऴΘΓ͔Β࢝·ΔྍͷऴΘΓ
めて最初のे年はຖ年ҟ動の࿈ଓで࢝をࣄ　
あった。精神科医療における一年はܾしてॆな
時ؒとは͑ݴない。ࣗがདྷ年ここをڈると
かっていれば、年かけて患者とग़会い、る
年はผれの४උという߄ただしさである。初の

日にはもう終のஈऔりにおおよその見をつけ、
終わりからࢉٯしてࠓ日ҝすき療をߏஙする
というΠϝーδが常にڳ中にあった。Ժなผれ
を期して、患者の༰ଶにけるとಉ͡ࡉ৺の意
を患者࣏療者ؔにい、ؔが想定のي道から
ҳれ͵よう৺した。ੑײはڥにॱ応し、経ݧ
はεΩルをそれなりに上させる。終わりから࢝
めて、લਐしつつ退ආする、そΜな臨床εタΠル
がࣗવとについた。それは患者がແにපӃ

（あるいはࢲ）をཱっていくのに一定のݙߩを
Ռたしたと思う。ただしࠓは、この༷な臨床ཧ೦
にજΉあるޡղについて֮ࣗがれたলもある。
疾පが࣏༊すれば࣏療は終わる。このࣗવなసؼ
を、まがいなりにも成ޭ体ݧをಘるに、࣏療を
終͑れば࣏༊、とすりସ͑てしまっていたのであ
る。
　౦ژΦリンピックのཌ年に生まれ、࣍の౦ژの
ཌ年が勤ଓೋे年のઅである。Ӄにෝ任し
たばかりのࠒ、一ճり年長の医師から「ҟ動がແ
いということはだͶ・・」としΈ͡Έしたޱৼり
でᅤかれたことをれない。だがその後にԿとݴ
われたか۩体తにԱ͑ていないのは、それを࣮ײ
をもってௌくにはまだૣすぎたということであろ
う。このࠒその先ഐとಉ͡年ਹになりようく、
一つ所にをஔきଓけるのがͲういったことかࠎ
にᔍΈつつある。
　ண任Ҏདྷͣっとओ࣏医を務めるそのঁੑのΧル
ςは、ೋे年ともなれば౸ఈ一にはऩまらな
いްさとなり、ྫ׳にैいׂ。経աのશ༰をৼ
りฦるにはΧルςݿを๚Ͷなくてはならなくなっ
た。εタッϑಉ࢜のؒで「ʓʓ先生の患者さΜ」
というݴい方をする。もし「ʓʓ先生の患者さΜ
がͶ」「ああ、˘˘さΜͶ」とओ࣏医の名だけで
わるようなら、˘˘さΜとʓʓ先生はもう૬ޓ
にؕっている。そうؔ͵応తなൈきࠩしならײ
いう意ຯにおいて൴ঁはฆれもなく「ࢲの患者さ
Μ」である。
　మの֙も時ؒのલにはແ力なもの。それはඞͣ
いつかࡺͼ৯する。൴ঁとࢲのహもそうで
あった。最初のこそࢲはࢲのηΦリーにԊった
療をاて、上खく一度のγューϒをりっ
たのである。しかしそれからがこれまでとউखが
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ҧった。年ྸだけは中ݎとなったࢲにҟ動の予定
はもうແく、൴ঁもここでの࣏療継ଓをΈ、そ
してཌ年๚れたೋ度のγューϒ。ෆ༻意なա
ۙがいたͣらに൴ঁを༳らさ͵よう৻重にڑを
ଌり、൴ঁにはࣗをด͡るようଅす。退きつつ
ਐΉ常ઓུが予定௨りޭをしたのは、この時
が最後であっただろうか。その後൴ঁはܰなが
らѱੑީ܈をซ発。それが༊͑ଉをつくؒもແ
く࠶೩するපঢ়。ࣣઍ日の体Թදは൴ঁが΄΅
一ϲ月ؒଓくڋ৯を年に一ೋ度ඞͣ܁りฦしてདྷ
たことを記している。体Թදを開くと൴ঁとの
֨ಆの記Աがોる。څ৯のಟຯ、ణ、ඓをし
た。おだて、なだめ、ࣤりもし、൴ঁのΉお
つをٻめചళにり、৯ࣄհॿもした。大࠰܌で
なく生きࢮににؔわるमཏの࿈ଓは、ؔ༩しな
がらಉ時にଞのԿかをする༨༟をしてはくれな
かった。ؔ༩者ではなくࣄ者として൴ঁとのೱ
ີなೋ者ؔにרきࠐまれた、という方が࣮ࡍの
にۙい。ҋӢの意ຯをった。े༨年൘に֮ײ
ない終ᖼ͑まる療の࢝げଓけた終わりからܝ
であった。൴ঁはしͲけなくݾをさらけग़しࢲに
ഭる。ࢲにڐされたのはた͡ろぎだけ。後退る道
はされていなかった。ࢮがೋ人をかつまで、
とએしたつもりはແい。൴ঁを「ࢲの患者さ
Μ」として受けೖれるෲをׅったのがいつだった
かもはっきりしない。ただそれはೋे年をかけて
֬かにىこったのである。
　ઙ学にして一人の患者のे年にる経աを
い௨したઐॻをにしたことがない。৺そう
した本を見つけられないのはવとも思う。֓し
てॻは༏れた年の臨床家によってされるも
のだからである。൴らの見にはં࠳と時ؒがෆ
している。ࢲはまたཧ論にଇった患者࣏療者ؔ
౸の༻年をらない。思うに、Ͳれだけप
にΈ上げた患者࣏療者ؔであっても、たかだ
か年のにその੍ޚをશくࣦうՄੑをሃΜで
いる。࣮ࡍ、൴ঁとࢲのؔは、ࢲが最初に予期
し、意ਤし、ܭըしたものとは大きくҧってし
まった。そもそもࢲなら͟るະのରとのؔ
をͲͪらか一方が支しようと論Μだ所にໃ६
がؚまれていたのかもしれない。患者࣏療者ؔ
と大上ஈに͑ߏてΈても、これが「ؔ」の一ѥ

ಉ๔、༑人らにରすると、ࢠ、であるҎ上、ܕ
ಉ͡く、長い時ؒのにはいつか論ཧのखはਚき、
定まった先の見௨しはཱたなくなる。い͟そう
なった時、զʑには、緒の৮खを৳ばし、ܸ
に࿔され、ಁݞかしにށい、たまさか๚れる
らをຯわうҐのखཱてしかࠍにዝײແき一体ނ
ないのではなかろうか。ؔはϩδックよりもײ
ি動とೃછΉというのが、ࢲの定త݁論で
ある。
　先だって൴ঁの家と話すػ会があった。ࢲは、
ೖӃが長期にٴΜでいること、࣏療者としての
ʑのࣦଶをͼた。ݴい༁ま͡りに、もし時を
って最初からりせるならࠓのࢲはもうগし
ましな࣏療をするでしΐうに、と۪にもつか͵こ
とをड़ると、「օでಉ͡だけࡀを重Ͷたことが
؊৺です。最初にれば、また最初から࢝まるだ
けのことです」とসわれた。

̏ɽඪແ͖࣏༊
　ೖӃしてくるの൴ঁはݹいΞύーτのೋ階で
一人らしをしていた。ೖӃしてからも۩合のい
い日にはࣗ֎ग़֎ധをしてきた。だがこの
े年は༰ଶが思わしくなく一度もؼれないでいる。
અຖにདྷ福し、ҥସ͑をقはԕ方にॅΉ家がࠓ
खい、൴ঁの代わりに部に෩を௨している。
　ճ෮աఔは発පաఔのרきしではないという
指ఠを、൴ঁのような長い経աの患者については
ಛに࣮ײする。ೖӃ初、൴ঁとࢲがཱてたඪ
は、ॅΈ׳れた部にり一人らしを࠶開する
ことであった。しかしӌճに͙࣍ӌճのճ෮աఔ
を୧るに、աぎた時ؒはܠ৭を一変させた。
ඪはපঢ়とはผのཧ༝から࣍第にୡ成がࠔとな
りつつある。ྫ͑ば年月はࠊをਰ͑させ、൴ঁ
はもうΞύーτのݹくٸな階ஈを一人でొること
ができないだろう。࣮はճ෮աఔのΈがרきし
でないのではない。୭も時をרきせないのだ。
୭もઈ͑ͣҧう所とਐΈଓけるよりଞにない
のである。
　しかしણࡉなײのػඍがඞͣ時の流れにい
つくとはݶらない。൴ঁが家をۭけてೋे年、こ
れまで൴ঁが家を引きうとݴいग़したことは一
度もແい。ିをղし退Ӄがۙͮくࠒにվめて
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݅の良い新ډを୳す、このఏҊを൴ঁは受けೖ
れない。なけなしのো年ۚから೧ग़する月ʑ
ສԁもの௧खを൴ঁはԀわない。
　そΜな൴ঁにযりがແいのはෆ思ٞなఔである。
時ؒは൴ঁをண࣮に家からԕくԕくとӡΜで
行くのに、それでもいつか家࠶ͼؼりணくもの
と൴ঁは信͡きっている。ਐΉ道とؐる道、引き
྾かれたೋ本の道をಉ時に行こうとする൴ঁは、
一見するとにؕっている。しかし、൴ঁࣗ
にはೋ本の道が一つに見͑ているのか、いࢠの
যりがશくແい。
ඪのではないのだ。あの࠲らくਤ上のڪ　
家が࣮ࡍにはؼれる所でなくなってきていると、
૱໌な൴ঁはもうཧղしているઅがある。部の
ͲこをؾにೖりԿをջかしく思うか、ॅΈ৺が
Ͳうであるか、൴ঁのޱからௌくことが最ۙ΄と
ΜͲແくなったからである。それに、時ؒという
、࿏が本にあの家までࣗをӡΜでくれるのかߤ
൴ঁは༨りにもٙわͣ֬かめようとしない。ただ
あのతな家がڳのにあるだけでॆなのだ。
家があれば൴ঁはපӃをԾ॓とݺる。家を指
しଓけられる。Ήしろ൴ঁの家はਤの上にある
きではない。࣓ੴがを指そうとೆを指そうと、
それは൴ঁの針࿏の先にࠌવと現れなくてはなら
ないのだ。
がる。ॅΉ見௨しのཱたないΞછしײはײ　
ύーτのग़අを൴ঁの家ୡはまるで੯しΉで
もなく、また൴ঁのؼがࠔとஅしたࢲから
して、ओෆ在の家をこれからもकっていこうとい
つのؒにか願い࢝めている。ࠓ家とࢲのする
支援のযは、൴ঁのؼではなく、ؼらΜとす
る൴ঁのفりとߜられてきている。݃ผを指
す療をஅ೦した日がసだったのだと思う。
あの日、൴ঁとࢲは࣏療のນをด͡るલఏとなる
現ੈతなୡ成ඪをࣦった。見ࣦったのではない。
ফ͑たのだ。ࠓ൴ঁとࢲのؒにあるのは、ࠓこの
ॠؒのႢಹతඪか、҃いはいつかؐるというӬ
ԕのඪかである。
　願いがใわれることが࣏༊であり、࣏༊を指
す行ҝが࣏療であるなら、ࢲが࣏療者でいられる
かͲうかは、൴ঁの願いにࢲがͲうఴうかにか
かっている。ྀߟすきは、൴ঁとࢲの患者࣏療

者ؔがあり;れたただのؔと日ʑझ意ߋ新
を行なっていることである。શての良なؔに
共௨する願いは、そのؔがこれからもଓくこと
であろう。ؔはؔそれࣗ体を願う。ࠑの期に
というඪᒗは、た「療者࣏ؔ患者」、Μではٴ
だのී௨のこのؔをଓける方ศత名でしかな
くなってきている。࣏༊とଧった終をཧ٧め
で指し、ࣗが患者にࣗดすることで成Ռをಘ
ようと論Μできたࢲが、ここにདྷてؔを受け
ೖれ、࣏療者でありଓけるҝに࣏療をଓけている、
というෆ思ٞにզながらڻいている。
　一をってेޠるਅࣅをしたくない。またࢲは
多にӡ໋論者ではあるが、໋॓を༨り信͡ない。
൴ঁとはग़会うくしてग़会ったのではなく、た
またまग़会い成り行きによってؔわり合いがଓい
たのだと思っている。൴ঁについての経ݧがࢲの
臨床のશてをృりସ͑たということもない。ࠓ日
もࢲはੑٸ期࣏療ප౩のප౩医としてࡾϲ月Ҏ
をॲとする療のضৼりを務めている。ಉ͡
のܭ期ප౩の時ੑٸΉ൴ঁがٳのผのප౩でݐ
ਐΈを変͑ることまではできないのだ。ただしࢲ
の想૾力にରしてখさから͵Өڹをもたらしたこ
とはೝめなくてはならない。経ݧはເ想をݬ໓さ
せ新たな想૾をݺͿ。このೋे年にࢲにىきた変
Խは、ࢲが࣏༊としてきた患者のその後に想૾を
८らす時ؒが多গなりと૿͑たことにਚきる。終
は࣏༊ではなく、࣏༊は終わりではない。この
વのことをば意ਤతに見མとしてきたまし
さもखって、ࢲはその後を思う。
　ओ࣏医は࣏ったという。患者はԿも変わらない
とݴう。患者はもう大ৎだとݴう。ओ࣏医はま
だだとݴう。࣏༊を患者と࣏療者のखれと݁ͼ
ଓけるݶり、ओுのରཱはଓくことだろう。ԁຬ
なผれには૬応の४උと֮ޛがඞཁである。たと
͑ผれてからも患者とࢲにはそれͧれのその後が
ଓく。それならばいっそແࡦແ৺に時に任せ、ཧ
೦త患者࣏療者ؔがࣗવ่յしී௨のؔにؐ
るのをもって࣏༊とするのも一ܭと思う。୭かが
࣏療者のؒに࣏༊をܾめるのではなく、患者と࣏
༊をҕͶるのである。
　この؍から͑ݴば、൴ঁの࣏༊はようく
લにഭっている。一方で൵؍తな思いもある。ࠓ
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後ࢲにされた時ؒでͲれఔの࣏༊がՄなのだ
ろう。ೋे年をかけてり合うような、そΜな८
り合わせがߋࠓԿճあるとも思͑ない。長くಉ͡
所でಉ͡ことをଓけていると࣍第に、変わらͣ
ଓけることそれࣗ体に価を見ग़したくはなる。

ಉ時にࣗのͪ࣋時ؒに見合った療のあり方も
なくてはならない。ީ論はこれをແ༻な論͑ߟ
ٞとพΉだろう。しかし͑ߟてΈるといい。࣏༊
とはԿͧ、というओを成ཱさせる度ྔが精神
科医療たる所Ҏなのではないか。
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̍ɽংষ
に見ࢲ、がࢲ、༊といわれれば࣏療の࣏のࢲ　
͑ないものは࣏っている、と思うことで、ѹత
に࣏っているようなものだ。もͪろΜ、見る力
をし、見͑るものにରしては࣏༊のための力を
しよう。しかし、そのࢲのからくりからしたら、
、༊は、あきらめとしく、ۤいものだ。い࣏
、いಀれとしくݴ༊は、あきらめにもならない࣏
。っͺいものかもしれないࢎ
ݸ、に見͑ないੈؒがある。見͑はしないがࢲ　
人の合家の合社会のࣄがある。合
の༁は見͑ないが、ࢲにѱפとઓጔがる。ܰ
く、あるいはڧく。そして、患者が、合にを
ୣわれ、合の生ྶになってしまっておれば、פ
ࢲの८り合わせで、精神科医としてあるはͣのؾ
に、かろう͡て患者が見͑てくる。生ྶにөる
合の中で、その合がよかったり、ѱかったりす
る。そして、その患者の本ੑを͑て、社会త࣏
༊をはるかに͑て、合の生ྶは、合はよく
とも、なおग़աぎたり、りなかったり、ཚれた
り、ཚしたり、生き生きしすぎたり、生ؾをなく
しすぎたりする。その֎れ۩合をੈؒでは、පؾ
患者が࣏っていないとݴうのだろうから、ࢲの
。っていないのかもしれない࣏療では、΄とΜͲ࣏
　けれͲも、౷合ࣦௐ臨床をৼりฦるに、࣏༊
はままある。そう、΄とΜͲが࣏ܽؕ༊である。
　ところが、౷合ࣦௐのچԽしたҨをまと
う࣏ܽؕ༊という見方と、౷合ࣦௐの༳れて
まないຫੑԽという見方の、ͲこがͲうંり合う
のか。また、ੈؒの見方の、ੈؒの意見の、ੈؒ
の合である౷合ࣦௐの社会త࣏༊ݸ人త࣏
༊は、౷合ࣦௐのࣗવ࣏༊とͲうંり合うのか。
　ࣗવ࣏༊はあくまでもࣗવであって、もとより
論͡られない。౷合ࣦௐをલに、පばかりか、
精神医学の論ߟも、چԽ、ҨԽ、あるいはຫ
ੑԽする。あるいは社会Խ、人֨Խする。

　しかし、いまでは౷合ࣦௐが、ܰԽし、非
定ܕԽしているらしい。ところが、そうであれば
なおさら、非定ܰܕԽしたපが、ຫੑԽし、人
֨Խしもするらしい。さらに、部の֦ہ、ࢄ在
のࢄອ、ཁૉのࠞަがىこり、ܰԽと非定ܕԽ
とຫੑԽとが॥しつͮける。
　そして、いまも、පཧの࣏༊ではなく、࣏༊の
පཧを論͡るしかない。

̎ɽࣗવ࣏༊
１）ࣗવ࣏༊は論͡なくてよい
　පはࣗવにおいてとら͑られる。࣏療はපのࣗ
વとઓう。けれͲも࣏療はࣗવの࣏༊をअຐしな
い。࣏療は࣏༊のࣗવを引きग़す。ࣗવ࣏༊は医
学のࠜである。ࣗવ࣏༊はવなので、論͡るඞ
ཁがないかもしれない。
２）ࣗવ࣏༊は論͡ない方がよい
　ࣗવ࣏༊はવなので、論͡ない方がそれらし
い。
༊࣏療はࣗવ࣏、療がੵ極తであれば、વ࣏　
をてにしている。Կもしないのをࣗવのਫ४と
する。࣏療により、さらにੵ極తに上せをૂう。
また、ۮવにࠨӈされるࣗવ療法代ସ療法は、
ඞવతにࣗવ࣏༊のܙΈをٻめている。
　ࠜを୳るのはոしい。ࣗવのࠜを୳るなら、あ
りがたいࣗવ࣏༊による࣏ࠜのݪཧとՄੑをٙ
う、ただのٙりਂいഐではないかと、あるいは、
けっきΐくࣗવ࣏༊にؼґするためにٙってΈて
୳っているഐではないかと、ࣗの௧くもないෲ
を୳られることになりかͶない。
3）ࣗવ࣏༊は論͡るきでない
　ࣗવ࣏༊という医学にとってのࠜの方からݺͼ
֮まされるとき、ࣗવ࣏༊を論͡ようとするかも
しれない。しかし、ࣗવ࣏༊よりもཁૉをڱめ、
વか、あるいۮかح༊にまつわるただの࣏ؕܽ
は、それもありというવのことにしてしまうの

౷߹ࣦௐのࣗવ࣏༊Λ͡Δ͜ͱΛ΄Μͱ͏ʹආ͚͏Δ͔

ఴ記೦පӃ　ԣ　ా　࣏ݠ
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がよかろう。
　ࠜの方まで྾けの見͑てしまっているときに
は、そこからࣗવ࣏༊を論࢝͡めるよりも、ࣗવ
。༊をさらにਂくあがめてしまうのがよかろう࣏
　ࠜແしを͡ײてしまったなら、社会త࣏༊と、
පではないҭͪと人֨のにする。
に༳れるなら、論ͣるよりも支͑よ。ࣗવػة　
ࣗ。༊をࠜにした৳ͼ代が医学にすぎないのだ࣏
વ࣏༊は、医学のܙΈであり、ݶքである。
科学߁݈（̐
ප、ؾう。ճ෮は、පݴについてؾ༊は、ප࣏　
人、පଶ、පঢ়についてݴう。あるいは、ճ෮は、
。うݴについてもر、ར、日常、ະདྷݖ、߁݈
とෆ҆に合わせر科学は、社会の߁݈、学߁݈
て、ࣗવ࣏༊を論͡るかもしれない。खにೖるも
のとして、֤人に平な、元ʑの֤人のݶքにճ
、させؼさせるものとして、తにおいてもճؼ
、させるものとして、あるいはؼにおいてもճݯى
、するものとしてؼのように、୭にも平にճࢮ
論͡るかもしれない。

̏ɽ࣏ܽؕ༊
　)VCFS�(��）は、౷合ࣦௐにかぎらないҨঢ়
ଶを७ਮܽؕとݺͿ。७ਮܽؕは、非Մੑٯの、
非ಛతなҨঢ়܈である。શ精神ΤωルΪー
ਫ४のԼ、ج本తなཉ動生ؾのݮऑをࣔすが、
ෳ雑な࢈ग़ੑ・精神පੑの体ݧදग़のಛのも
はܽした、非ಛతなҨঢ়ଶをදす。
　3ÛNLF�)��$�12）は、精神科医が౷合ࣦௐ患者
をલに͡ײる౷合ࣦௐらしさであるϓϨコック
εײが、چԽした患者に͡ײられなくなること
をड़る。また、Πンεリン・γϣック療法Ϩ
ηルピンによるༀ療法を受けた患者では、ީ
のճ෮にいたっていなくても、ϓϨコックεײが
ऑする、とする。3ÛNLFݮ はそれを、౷合ࣦௐ
աఔのもはすすΜでいないҨঢ়ଶでは、
ީがあっても、ϓϨコックεײが͡ײられなくな
るのではないか、とਪする。そして、3ÛNLF
は、౷合ࣦௐではΤωルΪーݯઘのফ退がىこ
り、౷合ࣦௐաఔがਐ行するが、ΤωルΪーਫ
४のい、ܽؕతな平ߧに行きணくと、それによ
り、౷合ࣦௐաఔのఀࢭと、ҨԽがىこるの

ではないか、と͑ߟる。もは活きた౷合ࣦௐ
ではなくなる。
　また、人のܕと༥௨の८らしようのઙബԽ、௨
ଏԽ、୯ௐԽにより、Ҩは、人֨変Խとしてと
ら͑られる。පは、生活のࠁ印、人֨のࠁ印
をすことになっている。

̐ɽࣾձత࣏༊
　ࣗવ݅、社会݅、社会ࣄはҠろう。ڥ、
文Խ、時代は変わる。පの֓೦も変わるが、පの
受けೖれも変わる。さらにපཧのग़てくる݅は
Ҡろう。දग़ද現ܕが変わる。それにい、ࣗ
વ࣏༊は、もは社会త࣏༊にまつわるࠜでしか
ない。
　3ÛNLF12）は、ঢ়گによるީのදれとফ退に
ついて、はりΤωルΪー論をԾઆに͑ߟる。౷
合ࣦௐにおいて、ΤωルΪーݯઘのফ退がىこ
ると、ӨڹをඃりすいܥでΤωルΪーがݮऑし、
いΤωルΪーਫ४でさしあたりの平ߧをऔり
すが、予උをܽき、݅により平ߧがおͼかさ
れ、ΤωルΪーܽଛによるީがまたදཱつこと
になる、とする。
　3ÛNLF12）は、౷合ࣦௐが長期にٴΜだ患者
では、緒తදग़の੍がありながらも緒ੑが
Έられるようになり、活動ੑのԼがありながら
も応ੑの活動が大きくなり、පత体ݧとࣗզと
のڑががる、とड़る。そうして֤人が、ප
ཧతかつ࣏༊తに、ڑ໘ߏのある社会
をߏ࠶成していることになろう。
　また、පཧのදग़については、時代とともに、
なͥか౷合ࣦௐはܰԽしているらしい。
3ÛNLF14）は、すでにༀ療法の時代のલから、
ுපత姿勢のফࣦ、ਂい退行からۓ、গݮฃのڵ
のվળがىきていた、とする。පがܰԽすると、
පのܰさにより、පは༳動しすくなるかもしれ
ない。
　පに、ث質Ҽ、৺Ҽ、ڥҼがؔ༩する。ࣗવ
がපؾのܕをܾめ、精神は࣮存をදし、৺ཧが
ઃ定とԋग़とখ道۩をܾめる。そうして、人の
૾を社会が見る。また、人はいろいろだから、ප
のग़方が人֨のありようとؔ࿈する。පが人֨の
ॻにもなる。人の適ےॻにもなる。人の発ୡのے
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応のےॻにもなる。
　さらに、පのཁҼがଞのཁҼにൺてѹతで
ないかぎり、あるいは、ଞのཁҼを੍してしま
わないかぎり、ଞのཁҼがපのදग़を大きく変ܗ
することになる。පは、なΜでも৺になる。
社会࣏༊する。ݸ人࣏༊する。
　පに、ث質Ҽ、৺Ҽ、ڥҼがࠞަする。පલ
ੑ֨も人֨もࠞަしつつ、֦ࢄし、ࢄອԽする。
ੈؒతなさま͟まなものもؔ༩し、ੈଏԽする。
　また、҃る社会で、長くその社会に生きてきた、
පؾかܽؕか࣏༊か人֨かతか発ୡか適応かೝ
かわからない人が、社会త変Խにって۷りग़
される。あるいは、҃る精神පӃに、౷合ࣦௐ
とݺばれ、౷合ࣦௐらしい֪をにけた、よ
くわからない૾の、正体のよくわからない人ばか
りが発見される。その精神පӃの社会勢で、ͻ
そかに૾がまたҠり変わる。時にその精神පӃで、
人がحଶなපとଧͪ上げられてΏく。

̑ɽຫੑԽ
　中Ҫ11）は、౷合ࣦௐのຫੑঢ়ଶを、৺の༳
れてまないঢ়ଶ、という。3）4）は、精神
ঢ়によるのか、体ঢ়によるのかもわかりͮら
くなる、という。中Ҫ11）は、౷合ࣦௐのաఔと
して、発පաఔにՃ͑、ղաఔを͑ߟる。ຫੑ
Խを、発පաఔղաఔのਐΉ先ではなく、
ղաఔのͲこかのஈ階にとͲまって༳動するঢ়ଶ、
とཧղしようとする。そして、ຫੑ౷合ࣦௐか
らのճ෮には、౷合ࣦௐঢ়ଶをにղ現の
ղ現がとなるঢ়ଶの、発するঢ়ଶからࢄ
૬変Խがىこる、とする。૬変Խがىこるという
では、ຫੑԽは、පཧのݻ定したঢ়ଶではない。
　3ÛNLF12）は、౷合ࣦௐのԾઆとして、予උ
のগない、とりあ͑ͣの平ߧと、ࡉかな༳動の発
生というΤωルΪー論を͑ߟる。ΤωルΪーԼ
がܽؕをදし、࣏ܽؕ༊をදす。しかし、
3ÛNLF12）のいうように、それがかならͣしもෆ
Մٯとかぎらなくてよい。見かけの定常と予උの
গなさにより、༳動する。ܽؕとຫੑԽがಉ͡Ծ
આにる。
　ຫੑԽにおいても、はりث質Ҽ、৺Ҽ、ڥ
Ҽがࠞަする。ੈଏԽし、ࢄອԽする。

̒ɽඇఆܕԽ
　4DIOFJEFS�,�1�）は、Ҽੑ精神පの࣏༊につい
て、精神医学のஅはݪଇతにঢ়ଶ૾にͮجくも
のであって、経աにͮجくものではないが、しか
し、௨ྫは、྾ප）のঢ়ではෆ良な経աが予
想され、॥පではରにԼの૬期のશな࣏
༊が期待されることになる、とड़る。॥පに
は૬期があり、॥がࢭまらないかぎりは、常に
上ঢかԼ߱の変ભの్上にあることになる。
　非定ܕ精神ප1）2）9）10）18）は、うつපと౷合ࣦ
ௐとの૬中、さらにはそれらとてΜかΜとの૬
中にあるとされる。非定ܕ精神පは、精神පঢ়
をදすが、経աは、ಥ発し、ղしてΏく。精神
පঢ়ଶが、ੑٸに、一աੑに、ૠ話తに、時にप
期తにදれる。Ҽੑの精神පではあるが、発ප
に৺ཧతཁҼも体తཁҼもؔ༩し、脳ҟ常
ൻҟ常のΈられることもある。記ड़精神පཧ
学తにはީのࠞަとしてදされるが、Ήしろ非
定ܕ精神පにこそ、తに、Ҩ、体質、ؾ質、
生学、৺ཧ学のؔ༩が͑ߟられすい。非定ܕ
精神පでは、精神変༰だけでなく、ؾ変༰、さ
らには意識変༰がΈられる。֮ײత、ݬ想త、ເ
。త、ᬦᬡత、退行త、੍తになりすいݬ
人にたる͑ߏになる。ੈؒతでጪґతな神༷体
部のΈをࡉよりもܕのؾになることもある。පݧ
ોらせ、ࡉ部がप期తに࠶ԋされることもある。
のさなかのΠンτϥ・ϑΣετΡϜࡇ、తなࡇॕ
త7）になる。変༰によるࠞཚを生͡る。
　非定ܕ精神පは、॥පのように、Լの૬期
が変సしてΏき、શな࣏༊が期待されるという
では、予後がよく、࣏༊しすいことになる。
しかし、非定ܕ精神පは、なͥかఀ、ຫੑԽし
もする。方Ґのࠞަを生͡る。きの֦ࢄண
を生͡る。౷合ࣦௐにҠ行したわけではなさそ
うで、はりཁૉతで、ಥ発తで、ղతで、し
かし現ۚな֨نで、たりなままである。
　疾患としても、༷ଶとしても、ੈؒతにも、ث
質Ҽ、৺Ҽ、ڥҼがࠞަし、ࢄອԽする。৺ཧ
Խ、生Խもされ、৺ཧ学త௨ଏԽ、生学త௨
ଏԽしすい。
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̓ɽܰԽ
　ܰԽも、ࢄອԽ、ຫੑԽにつながる。うつප
をࢀরすれば、୬ຯと神庭16）は、ैདྷのϝϥンコ
リΞܕうつපにରし、σΟενϛΞܕう
つපが૿Ճしたことをड़る。その変ભの中で、
σΟενϛΞܕは、ຫੑԽしすく、さらに、
Ͳこまでが生き方で、Ͳこからがঢ়経աかෆ
໌となりすい、とする。
　また、ւ17）は、ۙ年、うつපはܰԽしたが、
ճ෮しすくなったとはい͑ͣ、ຫੑԽ、ભԆԽ
しすくなった、とड़る。そして、ຫੑの༷ଶ
はとら͑Ͳころがなく、ճ෮期のපཧが、ͼまΜ
ੑにඈͼࢄったかのようである、という。さらに、
ຫੑԽは、なし่しతで、γック・ϩールのҡ࣋
がةͿまれ、පؾかੑ֨かわからないとݴわれ
すく、生ཧతなものか৺ཧతなものかผࠔで、
ϝリϋリがなくなる、とする。また、ইつきす
さとあてはͣれという、うつපのճ෮期の৺ཧత
՝が、はり常に存在するが、ରؔはൈき
ࠩしならなくなり、思いりؾりとなってい
たපલੑ֨のಉௐੑがۭճりし、ґ存ࣗด、ࣗ
。Ѫతපཧをදしすくなる、とड़るݾ
　౷合ࣦௐはܰԽしているといわれる。ܰ
Խし、༳動しすくなり、ࠞަしすくなる。ܰ
ຫੑԽする。また、༳動、ࠞަし、Ҽੑ精神
පはますます非定ܕԽする。しかし、非定ܕで
あってもຫੑԽしすい。非定ܕຫੑԽする。

̔ɽ֦ࢄɾࢄອɾࠞަ
　පは、ܰԽ、非定ܕԽ、ຫੑԽする。さらに
は、は͡めからපをもすっとばして֦ࢄし、体質、
質、පલੑ֨にって、それを発ୡԽ、適応Խؾ
する。ප発ୡは、生Խ、৺ཧԽし、௨ଏԽし、
Ҽの多ཁҼԽし、しかしࠞަڥ、質Ҽ、৺Ҽث
し、区ผがͲΜͲΜつかなくなり、ࠜのない適応
という社会త࣏༊にුかͼଓけ、༳られଓけ、ຫ
ੑԽ、人֨Խする。
、度は、そうした॥のภ်、่յ、変༰ࠓ　
適応、Լのこだわり、うらΈ、かまわなさ、
ࣥண、ະࣥண、ղがあるだろうか。

̕ɽਫ਼ਆͷࣗવɾਫ਼ਆͷࣾձɾਫ਼ਆͷܽؕ
　先࢙を見せられ、で先ಡΈさせられ、を先
行させ、先औりしてしまう精神は、ࣗવとはいわ
れない。,MBHFT によると精神は生をଛͶるѱຐ
であるという6）8）。精神は、後先のない෮、॥
におͪいりもする。しかし、Ҽੑ精神පの
Ҽにおいて、ҼがҼでしかなければ、精神は
精神を生Ή。つまりٯઆతに、ෆࣗવきわまりな
いҼにおいてのΈ、精神のࣗવさがある。
　しかし、共ಉ体の精神は、代を代ঈする。代
ସ、代ཧ、代行する。ফඅされ、価をಘる。代
をかせ͙。
　そして、そうあるかもしれない࣏༊をࣗવにま
かせるにしても、࣏༊にݺͼ֮まされ、࣏༊を生
かし、࣏༊をݺͼ֮まし、࣏༊を༨し、༨を
し、༨をす精神を、ԿとݺͿか。精神のපと
ͿݺͿのか。代ঈのපとݺͿのか、ܽؕのපとݺ
のか。それとも、༨人の༨生とݺͿのか。精神科
医患者の༨人の༨生とܽؕతにいうのか。

��ɽऴষ
　これからの࣏༊の՝について、精神පཧ論ߟ
なͲまるでいらないことかのようにすっΆりとൈ
いてしま͑ば、そして、これまでったؾになっ
ていたものに、ઙはかながら、なおもなͧら͑て
Έれば、思いුかͿのは、Ͳこかで౷合ࣦௐを
経աしてもう࣏っていること。もう࣏っている人
֨のࠟ。変わった人が雑ളなஅでは౷合ࣦ
ௐといわれていたこと。非定ܕ患者のうるささ。
非定ܕ精神පの、ແのない、なΜでもあり。退行
患者のうらめしさ。ຫੑԽのࠞಱ。かつてのຫੑ
ප౩のࣗดతなຫੑ౷合ࣦௐ患者の੩けさ、
ରに医療者のҟ༷な૽がしさ、おさまりのない、
社会తに生きられるの͟わめき。ҬҠ行とい
うܰຫੑԽ。開์ԽというࢄອԽと、Ͳこかさ
͑ももっとわからなくなったところの開์తด
͡こもり。ݸผԽという非ओ体Խの֦ػ。ࢄ
Խというղ。
　かつてࣗવ࣏༊のࠜを෴うようにදれていたも
のが、いまࠜແしでඬう。֦ࢄ、ࢄອ、ࠞަが、
かつてຫੑප౩でࣗવ࣏༊ののࠜをࣦったよ
うにしてىこったのに฿い、ੈؒతなප౩Ҭ
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で社会ೖӃ社会࣏༊になってஅยతにଶめか
してોれば、それはおそろしいものだろう。でも
おそろしいͲころか、ଶとして、合として、
ղతに、あるいは平੩に、ಷຑతに応して、
୭もޱにしない。ײきはしない。かつてຫੑප
౩のきͼしいੈଏで、ۦけग़しの一精神科医がࣗ
ดతな੩かすぎるຫੑ౷合ࣦௐ者たͪからの
こなしを学Μだように、そこで生きのͼるための
ແҝࣗดతなすを学Ϳことができるだろうか。
それとも、いまでは、ͪΐっとのଶのܰいͶ
上がりで、ۭؾとωタをফඅ生࢈しつͮけるのだ
ろうか。
　ཱࣗにう、ࣗを͑るものの開けで、ࣗ
ดできない。けれͲも、ಠཱをՌたせばよいわけ
ではない。ならば、ཱをཱݽさせても、存在は
༊を࣏͑させてもら͑ない。そこに、社会ཱݽ
て、ݸ人࣏༊を͑て、ࣗવ࣏༊だけがಧく。し
かしながら、いま、それも、あきらめとݴいಀ
れのωタのൽなหに代͑ないといけないのか。
　精神により、時ؒ、ۭؒ、ྺ࢙、ޠを֦ுす
る。しかし、ࣗવの時ۭؒؒには、精神もओ体
もいらないことになっている。ただ֦ࢄする。だ
から、精神は、ໃ६から、なΜにもないところに、
なΜでもありのࢄອな精神පまで作りग़す。පの
༷ଶは、ใによるເػݬにཔる。֦ࢄでஔ
する。しかし、いま時ؒが༩͑られない。ࣗવ
時ؒで記されるؾになって、もは、ࣗવ࣏༊
の時ؒが༩͑られない。
　精神にଆでݺͼ֮まされるようになってし
まった人の、ࣗવ࣏༊による࣏ܽؕ༊は、৺の生
Խおよͼજ在ԽをはさΜで、֎の精神とのᴥᴪ
を、社会త࣏༊と社会ࢀՃとでまぎらわす。
　লないප識を͑ܞ、ࣗশ౷合ࣦௐが行き、
ແとࢮを、人֨が引き受けͣ、にമす。ܰく
͟らしのにりながらも、現生の信号のΈを発
し、ݖརと力により、ただまたݖརと力をফ
අする。
　පはܰԽ、ࢄອԽし、だが࣏療は、有ޮさと
引き͑に、ؾかͣに、か͑って大いなるܽؕ
༊と、生དྷܽؕのあまͶく発ୡো֕をটくՄ࣏
ੑを、いまでもදしてくれている。
　さて、3ÛNLF13）は、ِ౷合ࣦௐは࣏༊Մ

ੑがあるとし、さま͟まな療法はِ౷合ࣦௐに
こそཱつ、という。ِというՄੑと有༻ੑは、
。ອ、ࠞަにもよく合うࢄ、ࢄ֦
　あくまでもࣗવ࣏༊は、社会త࣏༊となり、ප
のཧղからも、患者医療者のଶ度からもすりؾ
͵ける。ࣗવ࣏༊は、౷合ࣦௐ臨床における、
さま͟まなճ෮の๖ժのؾかれなかった、見ա
ごされた、れられたΤピιーυによって֞ؒ見
られるのΈになる。
　精神科医として、あるいはච者として、ແな
ಠനに終わった。なͥそうなら͟るを͑ないのか
というห໌がくるところを、そういうものだろう
といって、また終わらせてしまい、たいΜ申し
༁ない終ষとなった。

）౷合ࣦௐはܰԽしたものであって、精神྾ප
ૣ発ੑஒโのように予後がѱいという意ຯの༻ޠでは
ない、とするきもあるようなので、この部のප名
は、౷合ࣦௐに引継がͣにおく。
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A V T H F X Å I M U F � 7 P S U S Å H F � V O E � A V G T Å U [ F ��

（IFSBVTHFHFCFO�VOE�ÛCFSTFU[U�WPO�WPO�#BFZFS�8��
VOUFS�.JUXJSLVOH�WPO�4FMCBDI�0�$�）�QQ�211�219�
4QSJOHFS�7FSMBH�#FSMJO�)FJEFMCFSH�/FX�:PSL�1967）

（ԣా࣏ݠ༁ɽ౷合ࣦௐ֓೦のໃ६ɽԣా࣏ݠɿ
౷合ࣦௐのわかり方とわからなさとᴷ 3ÛNLF�
)�$�「౷合ࣦௐ֓೦のໃ६」（19�8年）からᴷɽ福
岡行動医誌21ɿ7�－94ɼ2014）

14）3ÛNLF�)�$���ATQFDUT�PG�UIF�TDIJ[PQISFOJB�QSPCMFN��

AEESFTT�EFMJWFSFE�BU� UIF�4DIJ[PQISFOJB�4ZNQPTJPO�
PO�19UI�AQSJM�1963��4FDPOE�1TZDIJBUSJD�$MJOJD�4UBUF�
6OJWFSTJUZ�6USFDIU�（/FUIFSMBOET）��FPMJB�1TZDIJBUS��
/FVSPM��/FVSPDIJS��/FFSM�67�79ô941964�（WPO�#BFZFS�
8��（ÛCFST�）�4FMCBDI�0�$��（.JUXJSLVOH）��ATQFLUF�
EFT� 4DIJ[PQISFOJFQSPCMFNT�� *O�� &JOF� CMÛIFOEF�
1TZDIJBUSJF� JO�(FGBIS��AVTHFXÅIMUF�7PSUSÅHF�VOE�
AVGTÅU[F��（IFSBVTHFHFCFO�VOE�ÛCFSTFU[U�WPO�WPO�
#BFZFS�8��VOUFS�.JUXJSLVOH�WPO�4FMCBDI�0�$�）�
QQ�226ô242�4QSJOHFS�7FSMBH�#FSMJO�)FJEFMCFSH�/FX�
:PSL�1967）（ԣా࣏ݠ༁ɿ౷合ࣦௐのॾࢹɽ
ԣా࣏ݠɿ౷合ࣦௐのɼख元にԿも引き寄せな
かったਗ਼໌なについてᴷ 3ÛNLF�)�$� ԋ「౷合ߨ
ࣦௐのॾࢹ」（1963年）をもとにᴷɽ福岡行動医
誌22ɿ86－107ɼ201�）

1�）4DIOFJEFS�,��,MJOJTDIF�1TZDIPQBUIPMPHJF�� TFDITUF�
WFSCFTTFSUF� AVGMBHF� (FPSH� 5IJFNF� 7FSMBH�
4UVUUHBSU�1962（平Ҫ੩ɼࣛࢠහൣ༁ɿ臨床精神
පཧ学ɽ文ޫಊɼ౦ژɼ19�7）

16）୬ຯ৳ɼ神庭重信ɿうつපの社会文Խతࢼ論ᴷとくに
「σΟενϛΞܕうつප」についてᴷɽ日社精医
会誌13ɿ129－136ɼ200�

17）ւ݈ɿうつපのຫੑ༷ଶからのՄੑについて
ᴷ精神පཧ学తճ෮աఔ論のࢼΈɽ精神神経誌106ɿ
100�－101�ɼ2004（うつපのճ෮աఔ論ɽうつපの৺
ཧᴷࣦわれた൵しΈのにɽQQ�76－109ɼ信ॻɼ
౦ژɼ2008ऩࡌ）

18）ԣా࣏ݠɿ非定ܕ精神පにおけるࡑɼౖりɼؾڰᴷ
の変༰・変༰のɽࢁमɼࢁԼୡٱ編ɿࡑの日本
ɼ2009ࡕ臨床ɽQQ�171－182ɼ元社ɼ大ޠ
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　அは࣏療のためにある。そして࣏療は࣏༊の
ためにある。
　このࢲୡにとっての最後となるಛ集ではஅで
もなく࣏療でもなく、࣏༊を論͡いましΐう。
　一ൠతに医師はまͣஅとࠪݕのޮత॥、
そして݁ࠪݕՌにͮجく࣮֬なஅのもとでのޮ
తな࣏療法બ、その成൱によって࣏療成ޭ
がܾ定、さらにその࣏療方法における࣏療成ޭ
が、そのஅ名におけるその後の࣏療方法બに
ϑΟーυόックされます。つまり、一ൠ医療にお
いては、࣏療成ޭが高い࣏療方法が࣏療બ
も高くなり、ݸผ࣏療成ޭʹඪ४࣏療法બ
ʹ一ൠత疾患࣏療となるわけです。
　そのଞにも、医学ではճ෮࣏༊というݴ
༿があります。「い、この患者さΜはճ෮がૣ
いな͊、ճ෮力がڧいな͊」と。࣏༊にؔしても
ಉ༷に、「この患者さΜのࣗવ࣏༊力はたいした
ものだ」と。しかし、医師が「この患者さΜの࣏
療力は高いな͊、ࣗવ࣏療力もたいしたものだ」
ということはありませΜ。ٯに、「この医師のճ
෮力、このපӃのࣗવ࣏༊力は૬高い」なͲと
もいいませΜ。ճ෮も࣏༊も患者༷ଆのཁҼに
よって支され、࣏療はあくまで࣏療者つまり医
師ଆが࢘るੈքなのです。࣏療ࣨをग़た患者༷は、
そのままճ෮ࣨにてࣗવճ෮力にを任せ、ࣗવ
。༊とોるのを待つのです࣏
、༊をう、といったςーϚは࣏、療ではなく࣏　
ࠓ、がっています。「一体ܨにݴ಄רの中でのࢲ
ճ、元ؾなうͪに精神科医を辞めるにたって、
Ͳのくらいの患者༷がこれまでのࢲの࣏療におい
て࣏༊なさっただろうか、࣏༊なさった、といっ
ていいのだろうか」と。ࣗવに、ࢲの࣏療の࣏療
ではなく、患者༷の࣏༊がςーϚにあがって
きたのです。
　精神科医40年、大な患者༷とのग़会いがあっ
たことでしΐう。大学とؔ࿈පӃ、そして現在の

クリニック。いなことに、υΠπཹ学（୯なる
༡学ですが）時代にあっても、クリニックにてࢲ
の患者༷はલӃ長の൳ޢԼ、ࢲのࠃؼを待ってい
てくださいました。おかげでࠃؼとಉ時に、待ͪ
೩ѱԽされる患者༷がଓ࠶ていたかのように͑ߏ
ग़し、大わらわでର応にわれたことを記Աして
おります。患者༷から「おલだけυΠπでいい思
いをしてきて」、としっฦしをくらったかのよ
うに。
　ともあれ、ࠓճの現医師引退にࡍして、վめ
て患者༷と一緒に、これまでの࣏療期ؒをৼりฦ
ることが多くなりました。そして、10年、20年と
はいわͣ、30年Ҏ上、つまりࢲの研म医、医һ時
代からのおき合いをしていただいている方も݁
しخ、いがたいݴられることで、なΜともډ、ߏ
いのか൵しいのか・・・ӡ໋というかれԑとい
うか・・・ӡ໋共ಉ体・・・一࿇生・・・そΜ
なݴ༿をݴい合いながら患者༷と一緒にۤসいを
しつつ、ࢲの࣏療の非力さをごまかしているঢ়گ
なのです。
　しかし、いなことに、そのようなे年Ҏ上
のӡ໋共ಉ者の方ʑの多くは、ݴうまでもなく、
療者ަ代に࣏ࣗ後はࣗવత終、またはࣗવతࠓ
વにΏっくりҠ行される方ʑばかりです。いͣれ、
からࣗવにれてΏかれگ療ঢ়࣏とともにこのࢲ
るか、または新Ӄ長のもとでࣗવに࣏療者ަ代を
りӽ͑られるか、Ͳͪらかになるでしΐう。こ
の意ຯで、ࢲの人ҝత࣏療からはれられ、すで
にその患者༷ࣗのੈքでࣗવ࣏༊されている、
ともい͑るし、Ήしろ患者༷のࣗવ࣏༊のੈքで
療行ҝからղ์されて༊さ࣏療者ࣗも࣏・ࢲ
れている、つまり患者༷によってࢲという࣏療者
が࣏༊されている、とすらい͑るのかもれませ
Μ。࣏療かられ、࣏༊されている方ʑには࣏療
者がӨにӅれても、またผの࣏療者にަ代しても、
そのࣗવ࣏༊力によって൳ޢされているかぎり҆

ճ෮͔Β࣏༊

福岡・行動医学研究所　松　尾　　　正
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ହのように͡ײます。
　そもそも、࣏療とは医師から患者༷の一方௨
行の行ҝであるのにରし、࣏༊とは医師と患者༷
との共ಉ平行ҝなのかもれませΜͶ。
　அに಄をͻͶり、࣏療方法にあれこれと思Ҋ
し、ࢼしにこのஅでこのༀを・・・なͲと࣏療
者が࣏療をࢪしている患者༷にあって、その࣏療
者が引退を༨ّなくされた合、ผの࣏療者がそ
のような࣏療行ҝを継ঝし、展開させてΏかͶば
なりませΜ。まだまだ࣏༊の共ಉ平は開かれͣ、
に見͑る࣏療方法の新たなબとࢪ行を、հ
したผの࣏療者にୗするしかありませΜ。ר಄ݴ
で記ࡌした人ҝత࣏療者ަ代を༨ّなくされた患
者༷とは、ࢲと患者༷とのそのような࣏療ྺを一
緒にৼりฦりつつ、新たな࣏療者のϝッηーδ
をհঢ়として作成させていただいた࣍第です。
そして、そのようなৼりฦりとকདྷのݴ作り
の共ಉ作ۀには、新たな患者༷を引き受けるより
もᴴかに大なΤωルΪーと集中力がඞཁとされ
たため、ࢲも患者༷も૬、ർ࿑ࠔጩにؕったの
ですが、この最後の共ಉ作ۀそのものが重ཁな最
後の࣏療త共ಉ行ҝであり、新࣏療者のᯰڧな
るՍけڮとなることを、গなくともࣗࢲは信͡
ていたのです。その上で、新たな࣏療者のもとで、
新たな共ಉ࣏༊平ががらΜことを。
するのではな療をある時をもってして࣏　
く、ແݶに開かれたকདྷにって࣏༊Մੑの
道を開く。࣏療をࡧしつつも࣏༊の平がが
るのを待つ。࣏༊平のࣗવ開ࣔ。人ҝ࣏療にࣗ
વ࣏༊をअຐさせないこと。ࣗવな࣏༊ճ෮力を
人తな࣏療行ҝがげないこと。
　体త࣏療の౸ୡはճ෮。つまりճりճって

元に෮することかもしれませΜ。しかし、精神科
がしؾ療の౸ୡはそΜなճ෮ではないような࣏
ます。ճ෮といったݻ定తな౸ୡを精神科医も
患者༷もいつのؒにか௨りաぎ、ೋ人とも元に෮
することはないようなܗで変༰しଓけること・・・
༊しの共ಉ平が開かれଓけること。それはお
そらく、࣏療者と患者༷との࣏療తग़会いがଞの
人ʑとのग़会いとಉ͡ように、ग़会う人を྆方と
も変༰させ、共にผ༷の在り方と導きೖれられ
ること。そうい͑ばੲの大きな本の中に、「ग़
会いの精神医学」という本があったようなؾがし
ます。
精神科医も患者༷も一方తなճ෮ではな、ہ݁　
く、共ಉతな࣏༊を指します。精神科医は࣏し
療するのではなく࣏し༊すのです。そして、精
神科医は࣏すことによってࣗらが患者༷とともに
༊されるのかもしれませΜ。
　そして、体科医がஅし࣏療した݁Ռ、患者
༷がճ෮する、といった療աఔにরらしてい͑
ば、そのճ෮にରஔするܗで精神科医療での࣏༊
が存在するのではなく、精神科医療શ体はそもそ
もは͡めからೋ人の࣏༊であるとい͑るのではな
いでしΐうか。精神科医がஅし࣏療し患者༷が
ճ෮するのではなく、は͡めから精神科医と患者
༷のೋ人で一緒に࣏༊する、࣏༊しあう・・・ࣗ
વにあるがままに・・・元に෮するのではなく、
ೋ人の共ಉ平と変༰しଓけて・・

　அは࣏療のために。
。療はճ෮のために࣏　
　そして精神科医と患者༷は、
　ೋ人して࣏༊を開かΜとする。
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ຢ٢थʰՐՖ （ɦ文य़ळ、201�）
　最ۙにはしいま͡めなখઆ。一੨年の成長
で、いわΏる教ཆখઆ。ςーϚになっているޠ
౻は、平ຌとい͑ば平ຌなものだが、それだけに
ීวతなものであり、共ײした。

Ոͷࠃլໜ໌ʰݹ （ɦ֯新ॻ、2014）
　҆ഒݖの本質とੑݥةをよくまとめた本。ಡ
Έすく、わかりすい。本質とੑݥةはいま
૬ばれており、҆શอো法Ҋも成ཱしてしまっ
たが、それでもಡΜでおく価がある。ώッτ
ϥーそのଞのྺ代࣏家に学Μだ、ࠃຽの᱐さ
れすさとれっΆさとをあてにしたಉ͡「ੈ論
ૢ作ज़」によるくらましはこれからもଓくはͣ
だからだ。ただし、価が高いのは第ࡾষまで。
第࢛ষҎ߱は著者のリϕϥルな社会論が雑ളにड़
られている。લのີ度の高さが؇Μでしまっ
た͡ײでগし೦だ。著者はࣗのཱを第࢛
؇੍ن、にҐஔͮけているが（リόタリΞン）ݶ
論者ではあるものの৺తにはΉしろ第ࡾݶ

（ී௨のリϕϥル）にଐする人ではないかという
印を受けた。

ా߃ହʰΞϝϦΧͷઓ૪ （ɦ1)1 新ॻ、
201�）
　ઓ૪終݁をもたらしたのはι࿈ࢀઓであり、ݪ
രԼではなかったこと、それΏ͑ΞϝリΧࠃຽ
にされている「ૣ期終ઓ・人໋અ論（100
ສ人のΞϝリΧฌの໋をٹった）」はޡりである
ことを論͡た本。大変わかりすく論͡られてお
り、આಘ力もあった。しかしಉ時に、日本のࠃ家
指導部が終ઓのܾஅにあたりいかにࠃ体࣋ޢにこ
だわったかもよくわかった。日本ࠃຽはまさに

「天ߖのࢠ」で、ࠃ体࣋ޢのためにならͲこま
でもઓ૪をଓけるつもりであり、そのための٘ਜ਼
ならいくらでもԀわなかったのだ。ΞϝリΧもそ

のことはよくっていて、日本にઓ૪終݁をഭる
にあたってもࠃ体࣋ޢをอূするかͲうかはয
の一つであった。また天ߖがす͙れた܉人であり、
。っていたこともվめてよくわかった࣋力をࢀ
を指ࣔしてհೖしている。大所においては方ٸ
元としての天ߖの任をまったくにしてい
ない著者の姿勢は、ٙというよりܤに͡ײた。

৭େ٢ʰࣗ༝ຽݖ （ɦؠॻళ、200�）
　「ຽओओٛのݪཧとはԿか。それは多意ࢤを
ଚ重し、すて多ܾにैうということにਚきる
ものではஅ͡てない。ࠃ家の存在よりも、の
法よりも、先に人ຽのج本త人ݖがあり、それは
Կによっても৵すことのできないӬٱのݖརで
あるとೝめることに࢝まる」（10�ʵ106ท）。ここ
にࣗ༝ຽݖの֓೦が一ݴでݴいදされている。そ
れは、ج本త人ݖをࠃ家に༏ӽさせる͑ߟ方であ
る。ࣗ༝ຽݖは、つͶにݖࠃとのઓいであったが、
それはࠓもಉ͡ܗでଓいている。ࣗ༝ຽݖӡ動は
そのઓいとଥڠによって௵͑ڈったが、その一つ
のݪҼは、天ݖ੍ߖ力についての൷のෆపఈに
あった。その݁Ռ、ҏ౻ത文らによって作られた
大日本ఇݑࠃ法は、܅ओに行ݖのΈならཱͣ法
とするものؔػࢍڠ会は୯なるࠃ、まで集中しݖ
であり、ࠃຽのج本త人ݖについては、「法の
すൣғ」という੍のもと「ਉຽとしてのࣗڐ
༝」のΈをٖతにೝめるにすぎͣ、࣮のところ
はそれを一؏してೝめないものであった。大日本
ఇݑࠃ法は、ݖࠃओٛ者ʹ支階ڃによってԡし
つけられたものであった。日本ݑࠃ法はよく「ԡ
しつけݑ法」とݴわれるが、ݖࠃओٛ者ʹچ支
階ڃがԡしつけられたのにすぎない。人ຽにとっ
ては、چ勢力からのղ์を意ຯしていた。
　「ࣗ༝ຽݖのऑはݖࠃとຽݖとのؔをਂ
く۷りԼげ、ීวత、ݪཧతな֬信にまで౸れな
かったというにあった」（230ท）。ݑ法վ正が

����ɹࢲのಡΜͩຊ

なかまクリニック　中　ౢ　　　૱
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話に上るようになったࠓ日、本質తな論は໌
でߏの先人の時代におけるのとまったくಉ࣏͡
あることにڻく。現代に生きるわれわれにとって
のඞಡॻである。

നҪ૱ʰӬଓഊઓʕઓ後ຊͷ֩৺ （ɦଠాग़
൛、2013）
　ോࢁֳの退ਞがࣔしたのは、ࠃຽのཁとถ
のཁのೋ者一をഭられたとき、後者をとらࠃ
͟るを͑ないという日本࣏のߏであった。日
本のઓ後࣏は、ؖࠃ・という共の最લઢ
があったがΏ͑にڐされた「σϞクϥγーごっ
こ」にすぎない。ઓ後日本は、ഊઓを൱ೝしてい
るがΏ͑にݶࡍのないରถैଐをଓけなければな
らͣ、ରถैଐをଓけているݶり、ഊઓを൱ೝし
ଓけることができる。このঢ়گが著者のݴう「Ӭ
ଓഊઓ」である。それはઓ後ϨδーϜのࠜװであ
り、「ઓ後のࠃ体」である。ϩγΞにରし方࢛
ౡをཁٻするためにはαンϑϥンγεコߨ
を൱定・ഁغしなければならないが、日本社会は
それをࢹしようとはしない。ここにもӬଓഊઓ
がある。ݖౘも、ࠨ・リϕϥルも、Ӭଓഊ
ઓのߏにແ֮ࣗにっかり、͑てきた。その
ことが、「ઓ後」という時代をのΜΜだらりと
ଓけさせてきた。しかしいͣれ日本はถࠃから見
์される時がདྷる。そのとき日本社会・ࠃຽは、
Ӭଓഊઓのߏ・本質に൱応なくき合わされる
ことになる。
　໋ͥられた௨りに「َசถӳ」とڣΜだಉ͡ޱ
が「ຽओओٛສࡀ」とএ͑、ΞϝリΧをແ݅に
ࢍするઓ後日本のෆ思ٞさ。そのಾをղく一つ
のݤが、著者の見ग़したこのߏであろう。ಠ
తなߟ。一ಡの価がある。
　しかし、なͥかಡ後ײは良くない。その一つの
ཧ༝は、いかなるΠσΦϩΪーにもΞンΨδΣせ
をとっているように見͑る、著者ڑΈに、ͣ
の評論家త姿勢にあるؾがする。たと͑ば「ࠃ
体」というݴ༿をいながら、天੍ߖについての
൷తߟを行っているわけではなく、それを経
てこのߏを上のようにݺΜでいるわけでもない。
Ήしろ、「ࠃ体とは、一のֵ新をڋ൱すること
に΄かならない」として、このݴ༿の意ຯをݪཧ

のϨϕルに思いりநԽすることによって、上
のような新しい意ຯにつなげているにすぎない。
このลに著者の֓೦のさ、のΜΜだらりとし
た印を͡ײてしまうのだ。

ϩόʔτɾϔΞʰஅ໊αΠίύεʕۙʹͻͦ
Ήҟৗਓ֨ऀͨͪ （ɦૣॻ、2000）
　「αΠコύεは社会のั৯者であり、生֔を௨
͡てଞ人をັし、ૢり、け༰ࣻなくզが道だ
けをいき、৺を引き྾かれた人、期待をଧͪࡅ
かれた人、からになったࡒをあとにのこして
いく」という文ষから本ॻは࢝まる。「良৺とか
ଞ人にରする思いりにまったくܽけている൴ら
は、ࡑѱײも後չの೦もなく社会のൣنを൜し、
人の期待をཪり、ࣗউखに΄しいものをऔり、
を受けた人きなように;るまう。൴らからඃ
たͪは、ڻきとまͲいઈతな思いでࣗする。

ʰあの人たͪはいったいԿ者なのだʁʱh Ͳうして
あΜなことができるのだろうかʁ 」ɦ
　αΠコύεは家庭ڥによるものではない。൴
らの家庭ڥが΄かの൜ࡑ者の家庭ڥとҧうと
いうূڌはまったくない。αΠコύεでない൜ࡑ
者は、家庭ڥの質によって൜ࡑ行ҝにखをછめ
る年ྸがҟなっていた。すなわͪ、もめごとを๊
͑たܙまれない家庭ڥग़の者は1ࡀ�くらい、
ൺֱత҆定した家庭ڥにҭった者は24ࡀくらい
だった。非常にରরతなことに、αΠコύεの
合には家庭ڥの質は初めて൜ࡑを൜す年ྸに
まったくӨڹを༩͑ておらͣ、Ͳͪらの合も14
。くらいだったࡀ
　αΠコύεは生ཧతڪාにܽけ、それにもとͮ
く౻がない。αΠコύεは行動をىこすことの
ੋ非を͑ߟたり、その݁Ռに思いをめ͙らしたり
しない。「りたいؾだからった」というの
が行動のཧ༝をฉかれたときの共௨の͑だ。α
Πコύεのি動తな行ҝは、ᚉᚒをىこした݁Ռ
というよりతをٻした݁Ռであることが多い
が、そのతとは、҆қにຬײշָ҆ూを
खにೖれることだ。αΠコύεは現在にしかࠜを
生しておらͣ、νϟンεと見ればそれに߅しき
れない人たͪなのだと͑ߟれば、൴らの行動動
。けがೲಘできるͮػ
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　΄とΜͲのαΠコύεは、༮いࠒにӕをつく、
人をだます、౪Έ、Ր༡ͼ、学ߍをさ΅る、力、
い͡め、家ग़、ੑతૣख़、動ٮ待なͲ༝ʑしい
行動を見せ࢝める。平ۉして受ܐ者の20ˋ、
重大൜ࡑの�0ˋҎ上がαΠコύεである。
　൴らはࣄ務తに、いともあっさりと、ྫྷ੩に
力をৼるう。നしたٞ論ײతଧܸ、͑き
れないౖりの݁Ռര発して力త行動にग़るのと
は໌らかにҧう。大の合、൴らはಥ「道を
౿Έޡった」のではない。それまでԿ度もӡ良く
දにग़ͣにすΜでいたҟ常な人֨ߏがࣗવの成
り行きで൜ࡑを൜したのだ。
　ࣗをく評価し、ґ存৺がڧく、ओ体ੑにܽ
けている人は、αΠコύεとしくき合うよう
になる。αΠコύεは、体తにも৺ཧతにもऑ
い人、ͲΜなにইついても૬खにしがΈついてい
たいと͡ײるような人をԿのۤもなくར༻する。
߅うことに༿をݴにαΠコύεというڙࢠ　
を͡ײる人もいよう。しかし臨床経ݧௐࠪによ
れば、この人֨োのૉは࣮ࡍにڙࢠ時代に存
在している。൴らは成人してಥԿのલ৮れもな
く現れてくるのではない。
　著者はαΠコύεのಛをநग़し、精神ප質
νΣックリετというものを作成している。それ
はҎԼのようなものである。

ʪײʗର人ؔʫ１）ޱୡ者でൽ૬త　２）ࣗ
　のܽײѱࡑ中৺తでၗຫ　3）良৺のჿݾ
̐）共ײ力のܽ　5）ͣるく、ごまかしがう
まい　̒）ઙいײ（ײにԞ行きがない）

ʪ社会తҟ常ੑʫ１）ি動త　２）行動をコンτ
ϩールすることがۤख　3）ڵฃがないとって
いけない　̐）任ײのܽ　5）༮いࠒの
行動　̒）成人してからの社会త行動
　࣮ূత研究にͮجく、きれいࣄをഉした論ड़に、
。った࣋をײ

ςϦʔɾήΠχʔʢখྛ໌༁ʣh ΤϦοΫ͕ফ
͑ͨᴷ༮ࣇϨΠϓࡴਓَͷཤྺॻ （ɦಙؒॻళ、
1991）
　୲ݕがड़たݴ༿の௨り、ओ人ެの൜人、
νϟールζ・ϋッνϟーは「上に߱りたѱຐの
者」だ。しかし、これだけの大部のੳを経て

も、ෆՄղなが多い。൴のݴ༿によると、「人
をࡴしたいというզຫできないি動」にऻわれて
すのだという。しかも、一度行してもຬすࡴ
るわけではなく、また日が変わるとಉ͡ি動にऻ
われる。本人ࣗ「いつまたԿ時るかわからな
い」という。ܐ務所生活のۤ௧も、その予ײも、
それをࢭめることができない。ී௨の意ຯのࣗݾ
རӹ（ଛಘצ定）ではཧղできない。にΉѱ
ຐが本人の意思をさ͑動かしているように見͑る。
そしてこうした存在が、͑れない人ʑに͑
きれ͵ෆをもたらしている。
　この൜人がなͥਐΜでࣗനしようとしたのかも
ಾである。まさかႄࡑをඃった受ܐ者のಉ、
勤ಉ࡚ٶの意識からではあるまい。ղઆにあるࡑ
༷、動ػにせよ、පؾなのかͲうか（පؾなら一
体Կか）にせよ、その存在の΄とΜͲのଆ໘をಾ
にしたままফ͑ていってしまうのである。

.��&� τʔϚεʢڮߴ༑༁ʣh ιγΦύεͷࠂ
ന （ɦۚ߶ग़൛、2017）
　１）ιγΦύεはಠࣗੑを࣋つ存在であり、そ
こに価がある。۩体తには、ײ（というᇄ雑
）によってࠨӈされることがなく、また人ੈ
քとのؔにおいて、نଇੑをపఈすることがで
きる。それはしばしば、ಠࣗのものの見方をՄ
にし、また社会త成ޭをもたらす。ιγΦύεは
力してී௨の人になることはできないし、また
そのඞཁもない。
　２）ιγΦύεは、共ײײを体ݧతにる
ことはできないが、૬खの応を௨͡て（いわば
行動学తに）学Ϳことができる。それは体ݧతに
ることにྼらͣ有ޮであるばかりか、もっとޮ
Ռతにることさ͑できる。その識をもとに、
ଇੑをపఈして適༻することにより、合に応ن
͡て良な人ؒؔを࣋つことができ、Ѫのؔ
をஙくことさ͑Մである。

　Ҏ上が、ච者がಡΈऔった本ॻのཁである。
　ೣを体ݧతにらない人（࣮ࡍに見たことがな
い人）が、力して「ೣとはԿか」をつかΈऔり、
その݁Ռにࣗらײ動し、「ೣをらなくてもる
ことができる」とࣗຫしているような印を受け
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た。܁りฦし「ࣗはݡい」とड़る。֬かに̞
̦は高いのだろうが、ࣗݾѪతで、ෆث༻であり、
ܾしてݡくはない（໌ݡではない）。著者は上記
のような生き方で、ର人ؔもうまく行っていて、
社会తにも成ޭしているとड़ているが、ओ؍
త・ಠળతなஅという͡ײがした。
　もっとも後者は࣮ࣄかもしれない（長期తにそ
う͑ݴるかはٙだが）。そして֬かに、社会の
指導者層の中には、ࣅたような人ʑが一定いる
のかもしれない。そういう意ຯでは、ڵຯਂい指
ఠだ。

٠ӳതʰͦͯ͠ɺຊͷུୣ͞ΕΔᴷΞϝ
ϦΧֻ͕͚ͨ৽ࣗ༝ओٛͷਖ਼ମ （ɦμΠϠϞン
υ社、2014）
　「ΞϝリΧは1994年から日本にʰ年࣍վֵཁ
ॻʱをૹり、日本の社会経ࡁ体੍をΞϝリΧܕに
変ߋするようにཁٻしてきた。この新ࣗ༝ओٛ・
市ݪཧओٛ（άϩーόリζϜ）のཧ೦をϕーε
として、日本の社会経ࡁをഁյ・ఀさせ、成長
を੍させる。その݁Ռ、発生する༨ۚࢿをւ
֎流ग़させ、ΞϝリΧの࠴ࠃۚ༥市・
市にۚࢿをڅڙさせるわけである」。なる΄Ͳ、
খઘվֵ・Ξϕϊϛクεの本質がわかった。
　ΞϝリΧの日本にରする新ࣗ༝ओٛのཁٻは、
1981年のϨーΨン大౷ྖによる「日ถߏٞڠ」
のఏҊ、そして中ીࠜट૬がこれを受けೖれて྆
࢝が1983年にઃஔした「日ถԁυルҕһ会」にࠃ
まる。それに先ཱつΧーターݖのࠒは「日本ػ
ؔं論」にͮجいて日本にध֦大をཁٻしてい
たΞϝリΧだが、クリンτンݖになってからは、
日本のۚ༥ݯࢿをいかにしてΞϝリΧにٵい上げ
るかがର日ઓུの中৺になって「日本ࡒ論」が
಄し、ۚ༥੍نの؇がཁٻされるようになっ
た。ڮ本ݖにおけるࡒ݈શԽࡦによって࢝
まったσϑϨは、খઘݖにおいてੵ極తにσϑ
Ϩࡦがとられることによって本֨Խしたが、こ
れは༣ຽӦԽをは͡めとしてۚ༥੍نの؇を
ੵ極తに行うものであり、それを௨͡て日本ࠃຽ
の༬ஷۚがにٵऩされ、ΞϝリΧ࠴ࠃに大ྔ
にࢿされた。2013年4月Ҏདྷの日ۜによる「ҟ
力のڠの「論ࡒ日本」、元のۚ༥؇」も࣍

一にすぎない。日ۜが࠴ࠃをങい上げ、大ྔの
ߪの࠴ࠃを流すと、その΄とΜͲがΞϝリΧۚࢿ
ೖにあてられ、あるいはニューϤークでϔッδ
ϑΝンυがۚࢿػとしてӡ༻しているのだ。そ
れはΞϝリΧのྔత؇ॖখのิとしてもػ
している。݁ہ、日本ࠃຽの༬ஷۚが、ެ共ࢿ
を௨͡てࠃຽのためにわれる代わりに、Ξϝリ
Χによってར༻されている。もͪろΜ、日本のڠ
力を௨͡てである。著者は、ژ大学教授・౻Ҫ
૱氏がఏএする、ࠃᯰڧԽࡦを֨ࠎとする有
ޮधཁىשࡦ（ੵ極తࡒࡦ）を支࣋してい
る。
　現在の経ࡁࡦの本質を、論ཧతに、わかり
すく、大に論ड़したॻである。

٠ӳതʰ৽ࣗ༝ओٛͷࣗ໓ɹຊɾΞϝϦΧɾ
ࠃؖ （ɦ文य़新ॻ、201�）
　新ࣗ༝ओٛとは、99ˋのࠃຽのを１ˋの༟
層・大ۀاにҠసしようとするֵ໋ӡ動である。
それはऩӹࢸ上ओٛであり、社会ࢿ本（Πンϑϥ
ετϥクνϟー）にはࢿしないので、経ࡁは成
長しない。現在のੈքの大きな流れは、࣏経ࡁ
のج本ཧ೦において、新ࣗ༝ओٛࢿܕ本ओٛと福
ઈしڋ本ओٛに大ผされる。ಠはલ者をࢿܕࢱ
後者をબΜだ。
　ถࠃはڠをഁյしࣜג会社Խしようとしてい
る。そうなるとຽはౕとなり、ऩӹは૿͑て
もຽの所ಘは૿Ճせͣ、ࢿ本家のにճる。
　日本ではかつてా中֯ӫの時代、ੵ極తなࡒ
ࡦによるެ共ࢿ・ध֦大が行われ、いͪૣ
くੴ༉ػةからした。ถࠃでもクリンτンの時
代には、ಉ༷のࡦが行われ、経ࡁが成長した。
著者がΉのはこうしたࡦの෮活による、֨ࠩ
のগない҆定した「一ԯ૯中流」社会のߏ࠶ஙで
ある。

٠ӳതɾҴଜެ ʮhΏ͏ͪΐϚωʔʯͲ͜
ফ͔͑ͨᴷʠ֨ࠩʡΛੜΜͩ༣ຽӦԽͷਅ
࣮ （ɦ࠼流社、2016）
　٠ӳത氏の著ॻの中で最も؆ܿでわかりす
い本。༣ຽӦԽは新ࣗ༝ओٛというΠσΦϩ
Ϊーの۩体Խであり、そのతは、ࡒ༥ࢿの
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࠴ࠃࠃをചらせ、かわりにถ࠴ࠃである日本ݯࡒ
をങわせてถࠃのࣈをϑΝΠφンεすることで
ある。そして࣍にདྷるのは、ಉ͡తでのڠղ
体である。後のҴଜެ氏の୲部はͻͲく、
まとまりない文ষである。લの٠ӳത氏の記
ड़の֨ௐ高さをᆝଛしている。ಡ者としてはલ
だけಡめばいいと思う。

ঢ়記ߦಙळਫʰஹຽઌੜɾொຽઌੜ （ɦؠ文
（1960、ݿ
ஹຽとの、生き生きした師ఋؔߐಙळਫと中　
めたとקಙに「य़ᢐ」というխ号をஹຽが。
ころ、「生ਙだᐒᐓをΉ。ޤ;ผにબΉ所あれ」
とرし、それではと正ରの意ຯの「ळਫ」を
。っている（38ท）ࡌめたというҳ話がק
　ஹຽ先生は、ຽݖにはӳのຽݖのような「Լ
からਐΜでऔるもの」としてのպ෮తຽݖと、大
日本ఇݑࠃ法におけるような「上からܙΜで༩͑
るもの」としてのԸࣀతຽݖとがあり、લ者でな
くてはବだとड़ている（18ท）が、重ཁな論
である。

Ԭຊໜथʰڟѱ൜ߋͦ͜ऀࡑਖ਼͠·͢ （ɦ新ை新
ॻ、2014）
　h লͤ͞Δͱ൜ऀࡑʹͳΓ·͢ （ɦ新ை新ॻ、
2013）のଓ編。Ҩ作となったʰいいࢠにҭてると
൜ࡑ者になります （ɦ新ை新ॻ、2016）を合わせ
たࡾ部作の一つ。
　人はද໘తなলではઈରに変わることはでき
ͣ、本Ի、とくにڙࢠのࠒにٮ待され、あるいは
受けೖれられなかった体ݧを୭かに受༰してもら
うことによってのΈ変わる（本の意ຯでলし、
またߋ生する）ことができるという、著者の体ݧ
にͮجく信೦をड़た本。論ࢫは໌շでಡΈす
い。ର極として「লしている受ܐ者」ඒୡ大
をあげ、なͥඒୡのようなলではμϝなのかを
ৄしく論͡ている。多、著者が本ॻで一൪力を
ೖれている部である。ೲಘする部も多かった
が、ಉ時に（すでにಡΜだことはあったが。h ঁ
ڧ高生αϠΧが学Μだ「１ສ人に１人」のษࢠ
法 （ɦখ学ؗ文2016、ݿ）は良い本でした。）ඒୡ
の著ॻをもっとಡΈたくなった。

　著者は、Ծऍ์を͑߇た༏良受ܐ者をϗーϜε
ςΠさせることもఏҊしている。しかし受ܐ者の
中には、αΠコύεのように、ઈରにলできな
い者、పఈతにपғをだますことのできる者もい
るのだ。著者のੑળઆにはついていけないところ
もあった。
　ҏ౻ॏฏʰѪ͔ͣࡋ （ɦᴈ໌ॻ、1982）と
。の本であるࢫたझࣅ

ੴඈਔɾڮߴय़ʰѪ͕Ҿ͖྾͔Εͨͱ͖ʕ
ϧϙɾ݁ࠗࠩผ （ɦղ์ग़൛社、1996）
　部མとはԿだろう。それは、ྺ࢙のある時
期にݖ力者がົに২͑けた支のߏなので
はないだろうか。ࠩผするଆも、Ճ者でありな
がら、࣮は支されているのだ。ഁஊにされたあ
るঁੑの、ň૬खのが、h すΈませΜ、なΜで
。もࠩผがあるΜでしΐうかʱってฉくΜですよࠓ

（中ུ）h 、はなΜでࠩผするΜでしΐうʱなΜてࢲ
ࠩผしている人ؒがݴいग़すΜだから、まったく
ͲうかしていますよͶ」というݴ༿が、そのこと
をޠっていて、印తだった。Ͳの࣮ྫでも、最
初はؾにしないように、合によってはཧղ者で
あるかのようにっていながら、݁ࠗが現࣮の
になるにつれ、動༳し、ಀげてしまう。そして、
૬खを్方もなくইつけ、ࣗࣗもෆ本意なબ
をしていながら、そのཧ༝をだれもまともにޠ
ることができないのだ。

ݠʰෛ͚ͳ͍ࡶஊྗ （ɦኍࡁಊ新ॻ、2016）
、ຯありそうなςーϚをΈつけڵから૬खが؍　
それについて一つ質し、あとは૬खにらせれ
ばよいという方法。会話ज़の本の中で、ࢲにはこ
の本が一൪しっくりきた。一つの学とも͑ݴ、

「あっ、そうか」というͮؾきにつながった。Կ
もಛผなことをするඞཁはない。ී௨でいいΜだ。
༨ܭな力がൈけた͡ײがした。雑ஊがۤखなࢲで
もす͙に࣮行できそうなؾがした。

ւ༤Ұʰઓ૪͢Δࠃͷͭ͘ΓํᴷʮઓલʯΛ͘
Γฦ͞ͳ͍ͨΊʹ （ɦ࠼流社、2017）
　現在の共法とಉ͡ように、「ී௨の人にはؔ
法が成ཱする࣋ҡ࣏҆Έでࠐない」という৮れ
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にࢸったいきさつ、それがいかに֦ுされ、初
はແؔと思われていた人ʑまで引きࠐΉ、ݖ力
に合の良いとして活༻されたかを、ྺ࢙上の
ग़དྷࣄにԊいつつ۩体తに生き生きとड़ている。
またൿີอޢ法なͲそのଞの法੍、ࢹΧϝϥ
の日常Խ౪ௌの合法Խ、ࠪՄࢹԽ導ೖとಉ時
にমけଠりతに導ೖされたࣗट・ࠂ発のྭ（૬
法औ引の導ೖなͲとあい࢘をଅਐする）ࢹޓ
まって、法と生活ڥの྆໘からઓ૪に合の
良いੈの中が࣍第࣍第にܗ作られてきていること
が、ܥ౷తに良くཧղできた。
　খࢠ氏のコϥϜもとても良く、৺にった。

ੁʰຊձٞͷڀݚ （ɦැ܂社新ॻ、2016）
　評者が日本会ٞにؔする本をಡΉのは、これで
ͷؼʰຊձٞʵઓલճ߂խ࡚ࢁ。だࡾ
೦ （ɦ集ӳ社新ॻ、2016）、੨ཧʰຊձٞͷਖ਼
ମ （ɦ平ຌ社新ॻ、2016）、そして本ॻ。Ͳれも良
ॻだ。しかし、その中で、本ॻはܼग़している。
それは、本ॻが、日本会ٞの「ࠜ」、いわば日本
会ٞの೦にഭっているからだ。ࢲは本ॻをಡΜ
で初めて、なͥ一見名もないような集ஂが、ࠃ
を動かし、ࠃのࠜ本をも変͑るような力を࣋つに
ったのか、そしてそれが、中৺人たͪ（それࢸ
が୭なのかも、Ϛεコϛを見ているݶりでははっ
きりしないのだが）が、ある೦を๊きଓけつつ、
見͑にくいところでӡ動をଓけてきた成Ռである
ことが、֞ؒ見͑たؾがした。日本会ٞのఈにあ
る、ڪろしい΄Ͳ人ؒతなもの（それをཧղする
のもまた༰қではないが）が見͑る、そういった
本である。それを発見した؟ܛと、それをፘりग़
しཪけるためにった著者のਏ๊ڧい力にܟ
意をදしたい。

ล࣏ʰઓ後࢙࣏ͷதͷఱ੍ߖ （ɦ੨ॻళ、
1990）
　ઓ後す͙から代ସわりۙล（1990ࠒ）までの、
࣏にとっての天੍ߖの意ຯについてੳした本。
天ߖは、ઓ後しばらく（1960年代から1970年代ま
で）は΄とΜͲれられていたのに、代ସわりが
ࠩしഭると、ಥવ社会のલܠをめるにࢸった。
　著者は、このೋつはともにڻくき現だとい

い、天੍ߖの意ຯをめ͙る社会ཧ論は、このೋつ
をともにઆ໌しうるものでなくてはならないとい
う。そしてそれは、現代日本の支ߏの一部と
してՌたしているׂをཧղすることによってՄ
になるという。
　天੍ߖの意ຯは、終ઓから1960年ࠒまでの第一
期、1960年代から1970年代までの第ೋ期、それҎ
߱の第ࡾ期にかれるという。ত天ߖはઓ後も、
天ߖであることにはෆຬで、あくまで大日本
ఇݑࠃ法Լとಉ༷「౷ݖ࣏の૯Ꮅ者」であること
をٻرし、をٻめ、最後まで࣏にؔわろう
としていた。現にϚッΧーαーのԭೄྖ継ଓ
のرද໌（1947）૿ݪ（1973）なͲ
に見られる௨り、Өڹ力を行し、あるいはしよ
うとした࣮ࣄがある。第一期は、支層がこれに
తҐஔͮけの෮活にめてい࣏のߖ応し、天ݺ
た。これにରし第ೋ期になると、高度成長にい
のׂをՌたす「ओ܅」ຽ支のためのࠃがۀا
ようになったために、支層はࠃຽౘ勢力と
のຎࡲのݪҼになりうるࠃ家ΠσΦϩΪーをલܠ
にग़すことをආけるようになり、それとともに天
は΄とΜͲれられた存在となった。ところがߖ
第ࡾ期になると、ۀاならͼにΞϝリΧの力の後
退とともに、࠶ͼࠃ家ΠσΦϩΪーの意識త高༲
のඞཁੑが生͡、それとともに天੍ߖの意ٛが࠶
ͼ支層によってڧௐされつつある。
　さま͟まなΤピιーυを௨͡てত天ߖの上記
のような一؏した姿勢がわかり、ڵຯਂかった。
また、1990年発ץの本ॻを௨͡、ࠓ後天੍ߖがͲ
のような意ຯを࣋ってくることになるのか、͑ߟ
されられた。

த࣐ߒʰࣗຽౘ࣏ͷม༰ （ɦ/), ग़൛、
2014）
　üü年体੍Ҏ後のࣗຽౘのྺ࢙が、ӈとリϕϥ
ル、ۙ代త৫ౘ（૯ެࡋબ੍・খબڍ区
੍の導ೖをࢤ）と日本త多元ओٛ（ൊ・中
બڍ区੍のҡ࣋をࢤ）のϔήϞニー૪いのྺ࢙
であったことがよくわかった。ແౘ層のとりこ
Έという՝のため、ࠓはそれͧれのલ者が༏Ґ
にあるようだ。しかしࠓ後はͲうなるのだろう。
もはそれは「ࣗຽౘのྺ࢙」というܗではޠれ
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なくなるのであろうが。

Ҵ֞͑Έࢠʰࠢͷୀࣾ （ɦ౦༸経ࡁ新ใ社、2016）
　ே日新ฉの記者だった著者が、退社しては͡め
てؾがいたことをॻき௲った本。人がいかに会
社にґ存しているか、また社会がいかに「会社に
所ଐしていること」をج本に成りཱっているか、
辞めてΈるとよくわかるそうです。そのことを、

「*�BN�OPU�A#& ͡Όなく�*�BN�A#&�だった」と
ද現しているのが໘നかった。

ࡁܦʵʮվֵʯʹጪ͔Εͨྗݖͱࢢʑ࣮ʰࠤ
ֶऀͷ૾ （ɦߨஊ社、2013）
　中平ଂの一代記であるが、それを௨͡て新ࣗ
༝ओٛがͲういうものであるかがわってくる本
である。「からຽ」「ࣗ༝なڝ૪」というのが、
一見ࢸ極؍٬తなݪଇで、طಘݖをղ体してखを
げる人に平にརӹをղ์するように見͑ながڍ
ら、࣮はಛ定の勢力に合法తにརӹをҠసするし
くΈであることがよくわかった。またそれがφΦ
ϛ・クϥΠンのいうࣄࢂศࢿܕ本ओٛであるこ
ともよくわかった。ײతにならͣམͪணいたච
கがઆಘ力を高めている。あとがきにあるҎԼの
記ड़がಛに印にった。「h 平ʱh ެ正ʱと
いった֓೦をແࢹし、h ޮʱのΈをࣜܗ論ཧత
なΈのなかで論͡るようになったことで、こ
の学（経ࡁ学）はʰ価அからのࣗ༝ʱをඪ
ᒗできるようになった。けれͲも、それは見せか
けにすぎないのではないか。そうӉ（弘文）は
指ఠした。h 価அからのࣗ༝ʱは、h ޮੑの
Έをٻし、ެ正・平ੑをແࢹするʱというଶ
度のද໌に΄かならないからだ」（Q�319）「ॻい
ているうͪに、ࢲは一代記ではなく、h あるものʱ
をද現しようとしていると͡ײるようになった」

（Q�322）。

ୌҰኍʰࢠͲͷͨΊͷਫ਼ਆҩֶ （ɦ医学ॻӃ、
2017）
　著者の信೦をはっきりҡ࣋し、それをਵ所にਤ
ࣔしてઆ໌しつつ、ଞの論者の見ղもհして、
ಐ精神医学શൠについてわかりすくόϥンεࣇ
良くղઆしている。ࠓࡢはりの発ୡোについ

ても、人ؒの発ୡの࣋つೋつの૬の一つ、つまり
（ೝ識力）のおくれとしての精神とฒ
Ϳコϛュニέーγϣン力のおくれとしてとら͑、
ことさらに脳のҟ常として疾患Խすることを൷
している。このಉ意したし、論ཧతにཧして
ॻかれていると͡ײた。ಛに、ࠓࡢのそうした
ڊ」。したײ一ൠを൷する、ҎԼのൺᄻに共
人ϑΝンとࡕ神ϑΝンがいる。྆者の脳に໌നな
ͪがいがೝめられる。ʜʜ一方にはتͼの動
応、ଞ方にはౖりの動応がྭىされる。しか
しこれをもって（྆者がそれͧれのϑΝンである
のはʦ引༻者மʧ）この脳のͪがいにىҼすると
い͑るだろうか」（178ท）

୩मࡾʰࢻਓ͕ಡΈղࣗ͘ຽౘݑ๏Ҋͷେࣄͳ
ϙΠϯτ （ɦϙΤϜピーε、2016）
法Ҋのද現がݑで、ࣗຽౘੑײ人が、ࣗのࢻ　
意ຯするところをಡΈऔり、ղき໌かす。ࣗຽౘ
家をஔࠃ人のかわりにݸでい͑ばݴ法Ҋは、一ݑ
こうとするものである。日本ݑࠃ法の成ཱ初か
ら、日本の支層の中には大日本ఇݑࠃ法のճ
思想త、ࠓࡢ。くあったڧする勢力がࠜࢤをؼ
な໘での中৺తな支ஂ࣋体である日本会ٞの後ԡ
しを受けつつ、それをいよいよ現࣮のものとする
ためにࣗຽౘが作ったҊがこれである。
　「ެ共のརӹにしないݶり」をૠೖしたり、

とするなͲ、一見する「力しつつڠຽとࠃはࠃ」
ともっともにも見͑るम正が多い。しかしそれが
いかにݑ法のج本思想であるཱݑओٛにし、ݸ
人のج本త人ݖを੍ݶし、ࠃ家のݸ人にରする༏
ӽを意ຯするものであるかを、ࢻ人ならではのݴ
༿にରするහײさを生かしつつղき໌かしていく。
ද໘తにಡΉとうっかりೲಘしてしまいがͪにな
るところに意をけさせる。だまされて、かけ
が͑のないݖརをࣗらࣦってはならない。ݑ法が
こそͥͻಡΈたい一ࠓにさらされつつあるݥة
である。

લتฏʰ໘ैෲഎ （ɦຖ日新ฉग़൛、2018）
　元文部࣍。༑・Ճܭで҆ഒݖにෆར
なূݴをし、そのためその後人ܸ֨߈学ߍでの
հೖを受け、2018年લのϚε࣏ԋにؔしてߨ
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コϛをわした人。このؒおよͼ྅時代の౻
が、体ݧを経てಘた人生؍をަ͑て、正にॻか
れている。「৫の中でࣄをするうͪに、その
৫の論ཧにશにಉԽしていく人ؒがग़てきて
しまう。その方がָなのだ。༩͑られた৬務とࣗ
らの৺との౻を経ݧせͣにࡁΉからだ」とい
うはしがきの文ষが印త。શ体として໘നかっ
たが、しかしࢲは「໘ैෲഎ」という姿勢がݏい
なので、ಡΈ終わるとす͙に中ݹにग़してしまっ
た。

খޱग़ʰใࢀ （ɦߨஊ社現代新ॻ、2016）
　ࣗຽౘのωッτઓུをけෛい、ຽओౘにݖ
をୣわれてから࠶ͼୣؐするまでの̐年ؒのυϥ
Ϛをॻき௲ったϊンϑΟクγϣン。最初は著者が
ചりࠐΜだらしいが、ຽओౘにݖ力をୣわれて思
うようにςϨビに࿐ग़することもままならなく
なったࣗຽౘࣥ行部は、著者のϨクνϟーをฉい
てただͪにωッτの重ཁੑをೝ識し、ઐ会ٞを
ཱͪ上げた。ຖिͲのΩーϫーυが上Ґにあるか、
またそれがͲのఔ度࣋ଓੑがあるかをੳし、そ
れをもとにຖिΠϝーδઓུを࿅るのだ。̐年後
のؐୣݖはその݁Ռでもあるという。ωッτで
上ҐのΩーϫーυΠϝーδを意ਤతにڧௐし、
࿐ग़させることで人ؾを高める。そういうことが
Մだということは、現代の人ʑが、શࠃຽϨϕ
ルで一ؾに、؆୯にૢ作されうるということを意

ຯしている。「人ؾのあるはこうだ」とࣔす
ことで、人の৺はそͪらの方に動いてしまう。
それは、人ʑがいかにෆ҆で、ཱݽをڪれている
かということをࣔしている。そしてそれをར༻し
た大ऺૢॎज़は、その後ますますચ࿅され、日常
తにわれていることだろう。ڪろしいことだ。

ү෦ྋʰϧϙ࡚ （ɦαΠκー、2017）
　࡚市ೆ部、ؖࠃ・ே人が多くॅډするࡩ本
の人༷ؒのルϙルターδュ。࡚は部の
ニュータン（ൺֱత高ڃなॅ֗）とೆ部の雑
とか（な人ʑが多いࠔ者ශॅډ人ࠃ֎）Ҭډ
ら成るಠಛの市だ。ශࠔの中、ߥΜだ家の元で
まれない༮গ期をաごしたए者たͪが、ϥッϓܙ
ϛューδックεέーτϘーυを௨͡てಠࣗのΞ
ンμーΧルνϟーをܗ成し、ΞΠσンςΟςΟー
をஙいていくというޠ。もͪろΜこうして成ޭ
する者はわͣかであろう。それがこのҬを代ද
しているとは思わないが、しかしͲのようなڥ
であれ、人はࠔをܗに変͑ていく力を࣋ってい
ることをվめて͡ײさせてくれた。ࢲはҎલ、大
ϲ࡚のΧϥΦέεφックからָしそうなだז・ࡕ
Έがฉこ͑てくるのをฉいて、人はͲΜなڥ
にあってもそれͧれにָしΜでいるのだという
たりલのことを͡ײたことがあったが、それとࣅ
たようなײ想を࣋った。
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。年は松尾正先生からこのおをきましたࠓ　
　Ҏલもॻきましたが、ࢲはϓϩ؍ٿઓが一൪
のझຯなのですが、మ道時ࠁදもڙࢠのࠒから
大きでした。ただ最ۙは時ࠁදを見ることもগ
なくなっていましたが、先日ަ௨ެ社発行の「時
දত38年12月号」をೖखしました。これを見ࠁ
ていると時が経つのもれます。そこでࠓճはಡ
ॻになるかʁですが、この��年લの時ࠁදについ
てॻいてΈます。
　大きさは #̒で現在の時ࠁදより一ճりখܕで
す。දࢴはΧϥーでٸ行「せっつ」のࣸਅです。

「せっつ」は౦ژと大ࡕのؒをっていた電ंの
ී௨ٸ行です。ࣸਅはࠓでもそう৭あせͣ、印刷
ٕज़は高いようです。
　༰でࠓとҟなるのは、新װઢがແいことです。
౦ւ道新װઢの開௨はত39年10月ですから、そ
の１年લで౦ւ道本ઢのಛٸ、ٸ行の最期で
す。౦ژӺの౦ւ道本ઢԼりを見ると、大ࡕまで
行く࠲੮ಛٸがே7時発の「第一こだま」をൽ
りに̔本。その΄とΜͲは৯ಊं、ビュッϑΣ、
展ंです。࠲੮ٸ行は̒本、ଞに࠲੮でも
行のٸ行が２本あります。ٸ行はビュッϑΣが
いています。またओとして九州まで行く৸ಛٸ
が16時3�発の「さくら」から19時発の「はͿ
さ」まで̐本、ޕલ中からޕ後のૣい時ؒなͲに
は九州行き৸ٸ行が5本。これらの৸ྻंに
は৯ಊंが΄とΜͲいています。さらににな
ると大ࡕ方໘かう৸ٸ行が９本ӡసされて
います。もͪろΜ౦ւ道本ઢですから、௨勤༻の
ී௨電ंも多くӡసされています。そこにさらに
これだけののྻंをӡసするのですから、時
の౦ւ道本ઢのࠞ雑は大変なものだったと思いま
す。
　またྻंのӡస時ؒの長さは現在では͑ߟられ
ない΄Ͳで、ٸ行「高ઍึ」は14時��に౦ژӺ
をग़発し、終ணӺのࣛࣇౡ（現在のࣛࣇౡ中

央）にはཌ日の19時43に౸ணし、なΜと29時ؒ
ۙくֻかっています。現在ならϤーϩッύにඈ行
でԟ෮ग़དྷそうです。このྻंは日๛本ઢ経༝ػ
でಛに時ؒがֻかるのですが、ࣛࣇౡ本ઢ経༝の

「ໄౡ」でも26時ؒ33ֻかっています。「ໄౡ」
はത多からࣛࣇౡを̒時ؒでっていますか
ら、現在の4ഒの時ؒです。時の日本はかっ
たのです。しかし現在の新װઢの౦ژ新大ؒࡕの
本を͑ると「のͧΈ」、「ͻかり」、「こだま」
合わせて100本Ҏ上有りますから、༌ૹ力はおそ
らく現在の10の1ҎԼでしΐう。
　また長ڑのಷ行ྻंもあͪこͪをっていま
す。౦ւ道本ઢも౦ژ発名ݹ行き、大֞行き、
ඣ࿏行き、大ࡕ行きී௨なͲがっています。ࣛ
発ീ代行き、ௗࡕ発ௗ行き、大ژౡ本ઢもࣇ
発人٢行き、ࣛࣇౡ行き、ߓ࢘発ࣛࣇౡ行き、
行き、長࡚行きもあります。ߓ࢘発は行
です。123ྻंはௗを９時12にग़発し、ࣛࣇ
ౡに19時32に౸ணします。ࣛࣇౡに行くのに10
時ؒです。時のཱྀ行は時ؒがないとग़དྷないな
と௧ײします。
　またࠓではෆ思ٞと思われるӡ行をしているྻ
ंも多くあります。੨発ԞӋ本ઢ経༝のಛٸ

「നௗ」は新ׁࢁを௨って大ࡕにかいます
が、なͥか上発大ࡕ行きという「നௗ」もあり、
ߐで࿈݁されます。σΟーθルಛٸですが、
14྆編成で৯ಊंが２྆という大編成です。なͥ
࿈݁するのか時はࣄがあったのでしΐうが、
「しΜ͡」ٸとなってはりませΜ。上り४ࠓ

（࣡道ބの「しΜ͡」でしΐう）はത多を̒時40
にग़発して、ࣛࣇౡ本ઢ、ࢁཅ本ઢを経༝して
Լؔでׂされ、一方はখ܊（現在の新ޱࢁ）か
らޱࢁઢを経༝、もう一方はࢁӄ本ઢ経༝でਐΈ、
またӹాで一緒になります。それからࢁӄ本ઢを
ってถࢠからはഢඋઢにೖりますが、新見で४
「しらぎり」ٸが࿈݁され、४「たいしΌく」ٸ

͜のҰؒɿࢲのಡॻମ͔ݧΒ

ాϝϞリーϝンタルクリニック　ా　　ণ　࢙
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がされます。岡ࢁからӉઢにೖってӉに
19時30に౸ணしますが、岡ࢁではௗऔからདྷた
४ٸ「ٰ࠭」が࿈݁されています。時ࠁදを見て
いてもԿがͲうなったからなくなります。なͥ
こΜなෳ雑なྻंӡ行を行っていたのでしΐう
かʁまたٸ行「ϑΣニックε」はࣛࣇౡ発࡚ٶ
行きで九州を΄΅一पしています。このようなྻ
ंに࢝発Ӻから終ணӺまでる人はまͣいなかっ
たでしΐう。またത多発ࣛࣇౡ、۽本行きとい
うٸ行があり、ࣛࣇౡにはখ経༝で日๛本ઢ
をります。また۽本行きはผでผれて、๛ං
本ઢ経༝で۽本に行きます。そのٸ行の名લはな
Μと「ͻかり」です。新װઢでるまでは「ͻか
り」はこΜなຯなٸ行でした。そもそも४ࣗٸ
体 +3 からなくなり、ٸ行も΄΅なくなってしま
いました。
　さらに九州の࿏ઢਤを見ると現在にൺるとと
ても多くの࿏ઢがあります。ஜ๛区にはの
の༷にઢ࿏が௨っています。ଞにもࠤլと高の
ؒのࠤլઢ、Ԇ岡と高ઍึؒの高ઍึઢ、๛後
からං後খࠃのݪٶઢなͲもあります。これを見
ると時はྻंで৭ʑなところまで行けたのだな
と思います。またٯに現在のࣰ܀ઢはまだ開௨し
ていませΜ。ւ道もࢁの࿏ઢがっています
が、その多くは現在ഇࢭされています。意֎に౦
पลの࿏ઢは大きくは変わっていませΜ。もͪژ
ろΜށ大ڮ੨വτンωルはແくて、Ӊ高࿈བྷ
ધ、੨വ࿈བྷધです。
のϜーンϥΠτがۭߤమҎ֎ではۭ࿏は日本ࠃ　

あり、Ӌా発ਂ１時40でҏ୮を経༝して福岡
ணがૣே5時です。ӡはׂ引されて8400ԁで、
本۽もあれば大変ศརだと思います。また大ࠓ
ؒにϔリコϓターがඈΜでいます。Ѩોผに
寄って、4�でணいています。݁ߏศརなようで
す。また福岡から౦ژはδΣッτػなら1時ؒ1�
でࠓより時ؒです。でも行のδΣッτػは
１日3ศしかඈΜでいませΜ。ػछも120人Ґの
ϘーΠンά727かコンϕΞ880でしΐうから、શ体
の定һはࠓの�0の１くらいでしΐう。ྉۚはย
道13000ԁです。もしී௨ٸ行でത多౦ژを行け
ば、ӡはं݊が2010ԁでී௨ٸ行݊が300ԁ
なので、2310ԁでۭߤӡはమ道の̒ഒです。
　֬かに現在はศརになりました。しかしこの時
したࣄදを見ているとੲϒルτϨの৯ಊंで৯ࠁ
りしながら౦ژに行っていたことを思いग़します。
あのࠒは৭ʑなྻंं྆があって、Ͳのྻंに
るかબͿのがָしΈでした。最ۙの新װઢでは
ं྆はΈなಉ͡で、৯ಊंもビュッϑΣもແくて、
ຯؾないݶりです。మ道のཱྀはศརになりました
が、ָしΈはগなくなりました。
　さて最ۙの教授બを見ていると、ԕ方の大学か
ら新教授がબばれることが多くなったؾがします。
Ҏલのようなަ௨ࣄであれば、ԕ方からの教授
就任にはೋのを౿Ή先生もおられたでしΐうが、
のようにަ௨がศརになれば、日本中Ͳこでもࠓ
؆୯にෝ任できます。ަ௨ࣄの変Խは精神科の
ੈքにも大きなӨڹを༩͑ているようです。
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ॹݴ
　精神ঢ়学のಠࣗの՝とは「人のこころがわ
かる方法論の୳ٻである」として、これまでڧௐ
してきたのは࣍のである。１ɽ成Ҽ論からಠཱ
したঢ়論とは「Ͳのように」という؍から৺
ཧతঢ়ଶ૾の現૾をٻめること、ཁはੈքの中
でোを受けた人ؒがอ࣋しているՄੑを௨͡
て生きる姿શ体をͲのようにという؍からோめ
ること、２ɽঢ়学を௨͡てٻめるものはさらに
この姿の時ؒ経աとともに生͡る変Խの༷ଶであ
り、ඪはここでも「Ͳのように」という人ؒの
生きる姿の変Խのあり༷を໌らかにすること、3ɽ
ここにはج本తに「なͥ」といういはなく、生
きる姿をそのようなものとして指ࣔするまでのこ
と、この32�、30、31）である。「৺が現の意ຯで
ある（$BSVT�$��(�）」3）とすれば、現をଊ͑るこ
とができれば意ຯはࣗͣからࣔされる。৺とは

「現そのものが学ཧ（(PFUIF+�8�）」7）であるよ
うなೝ識ྖҬ4）であり、この「७ਮঢ়学（٢
૿）」40）のೝ識ྖҬこそ精神පཧ学がચ࿅すき

「७ਮ精神පཧ学（+BO[BSJL8�）」8）のྖҬとして
きた。
　「生の学త人ؒ学 -FCFOTQIJMPTPQIJF」22、27、28）

のܥේ（(PFUIF�$BSVT�#BDIPGFO�+�+��/JFU[TDIF�
F�8��,MBHFT�-�）を評価してきたのは、ঢ়学の
ԣஅ໘తあるいはॎஅ໘త຺བྷでの現記ࡌに適
した֓೦にある。つまり精神ප૾も ,MBHFT
のいう &T（生໋ੑ）とࣗզ（生໋に᮪ೖした精

神）とから成る人֨のߏのөとΈるݸ人త見
ղの現れではあるが、現࣮త、แׅతそして開์
తなප૾ن定の方法と͑ߟたからである。本ߘは、
そのようにしてن定されたප૾が一ൠੑをͪ࣋ಘ
るか、そのを൴の生の学త人ؒ学の精神ঢ়
学の寄༩という؍から૬ରԽするࢼΈである。
そのために࣍の論にԊってݕ౼する。１ɽ
,MBHFT の生໋論త人ؒ؍とੈք؍の֓２、؍ɽ
൴の生学者としての寄༩、3ɽੑ֨学の࢝者
あるいはද現学者としての൴の寄༩、̐� 精神
ঢ়学にରする ,MBHFT の寄༩、その̐である。
それは൴の著作のࠜఈにある、一方で生の本質お
よͼݸ人తあるいはӉతなॾ生໋ܗଶにؔする
ಎと、ଞ方で人ྨの本質およͼ生໋と精神との
ಉ時త୲いखとしての人ྨのಛघҐஔにؔするಎ
。に΄かならない౼ݕ࠶との

̍ɽ,MBHFT-� ͷੜ໋తਓؒ؍ͱੈք؍ͷ֓؍
　このようなแׅతにରする経ݧతཁとݪ
ཧతཁとの方には「生໋ੑの中֩層にまでಁ
పする人ؒのੑ 8FTFO のੳ（,MBHFT）」14）に
よってのΈ応͑ಘると思われるために、ච者らは
,MBHFT の生໋論త人ؒ؍とੈք؍とによって໌
らかにしてきた。൴の֓೦を作ਤしたもの

（ਤ１）をࣗ著のਵ所でࣔしてきた21、22、26、31）。ඞ
ཁෆՄܽな֓೦につき、ཁతに࠶આしておく。
,MBHFT の生໋論త人ؒ؍とੈք؍によれば、人
֨には、ੈք、現࣮時ۭの変Խとともに変わる部

ʮੜのֶతਓֶؒʯʢϧʔτϰΟώɾΫϥʔήεʣの精神ঢ়ֶのد༩ʹ͍ͭͯ

ࢠ　ܚ　　ݹ　療法学科ۀอ݈医療学部　作ݪ大学খాࢱ医療福ࡍࠃ

ʦ࣍ʧ
緒ݴ
１ɽ,MBHFT�-� の生໋論త人ؒ؍とੈք؍の֓؍
２ɽ,MBHFT の生学者としての寄༩
3ɽੑ֨学の࢝者あるいはද現学者としての ,MBHFT の寄༩
̐ɽ精神医学のಠࣗの՝である「精神ঢ়学」にରする ,MBHFT の寄༩
݁論
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と、その変Խに߅し、それをԿか変わらない
ものにしようとするೋつのಇきが、時にڠௐతに、
しかしج本తにはવରཱするものとしてඋわっ
ているとしてલ者を「生໋ -FCFO」とݺͼ、後
者を「ࣗզ *DI」、つまり生໋に᮪ೖした「精神
(FJTU」とݺͿ。人ؒは、まͣ生きて「体ݧ
&SMFCFO」し、その上でஅし行動しているので
あって、そのٯではなく、அも行ҝもしていな
い、ࣗզとはແؔな人ؒの生、体ݧաఔは存在
する。たと͑ば、ਭ中も体ݧաఔはಇいており、
生໋త࣮ࣄはؒҧいなくࣗզのಇきに先行してい
る。ࣗզは生໋にґ存しているのである。
　生໋としての人ؒは、現࣮というશ体の部で
あり、そのݶりでશ体6）の࣋つੑ質を共有してい
る。現࣮とはׂෆՄな時ۭతશ一ੑであり、
現࣮の時ؒとۭؒはけることはできない。時ؒ
とۭؒとは一つの現࣮の極ੑతԽの現れであり、
極ੑԽとは、一つのものがԽする合、一方
がなければଞ方も成ཱしないという࿈ؔにおかれ
たԽのあり方であり、ແ論、時ؒのないۭؒも
ۭؒのない時ؒもありಘない。極ੑԽこそશ体
のॾ部の࿈ؔのج本తあり方であって、このશ
体の中でのॾ部の࿈ؔのありようをߏ32）とݺ

Ϳ。現࣮は一つのશ体として૬ޓ࿈ؔతなॾ部
からなり、ߏを有し、それは།一一ճݶりのも
のとして、ઈ͑ؒない、しかしリζϜతな変Խの
中にஔかれ生成発展するաఔである。,MBHFT の
人ؒ学によれば、ਤ１にࣔすように、人ؒの「生
໋」は「৺ 4FFMF」と「体 -FJC」の極ੑ࿈ؔ
にある体ݧաఔである。現࣮が体ݧաఔと体ݧ
༰に極ੑతにԽしており、元དྷ一つのものとし
て部の࿈ؔをಉ時体ಘしてؚΜでいるというࣄ
࣮にͮجいて、ݸ体生໋である人ؒは現࣮を現࣮
としてೝする。৺త体ݧաఔは「؍ಘ
4DIBVFO（共ײతೝ）」と「ܗਪਐ」に、
体త体ݧաఔは「֮ײ」と「ӡ動ਪਐ」に極ੑ
Խしている。
　「生໋」にରቂして、それࣗ体は非時ۭతで質
を࣋たないۭڏな一༷ੑ、つまりແであるところ
の「精神」は、生໋としての人ؒの体と݁ͼつ
くことによって現体としての「ࣗզ」になる。
ࣗզは生໋をલఏにして、生໋なしではࣗզはಇ
かͣ、それも体の֮੧ঢ়ଶにおいて初めて作༻
Մになるにաぎない。ࣗզࣗ体の作༻はཧղ

（Ѳ）作༻としてのஅと、意ࢤ行ҝとして現
れるが、その作༻はすて現࣮తಇきとしてࣔ

固有運動

造形
“織り成す”

意志能作 把握能作

観得
(Schauen)

感覚 肉体

心情

精神
形
而
上
学
の
領
域

生
理
学
の
領
域

（精神）

（生命）

エス Es

自我

肉体 心情

ᅗ1 肉体、心情および精神の３つとしての人間性情およびそれらの摂受極と実施極(Klages,L.12)による)ਤ̍　体、৺およͼ精神の3つとしての人ؒੑおよͼそれらのઁ受極と࣮ࢪ極
　　　（,MBHFT-�12）による）
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される。அとは、それࣗ体はཧղ作༻とはҟ質
で体ಘされるよりない現࣮を、ཧղՄなものに
しようとする意ࢤであり、それは体ಘの࣮、意
ຯ୯Ґを֓೦Խしෆ変なものとしてݻ定するもの
である。しかし֓೦の࣮は体ಘされていないݶ
り、ୡෆである。ࣗզࣗ体は体ݧෆである。
　Ҏ上、人֨における生໋త体ߏݧとࣗզ作༻
のಛ質をରൺさせてまとめると、生໋త体ߏݧ
は、現࣮それࣗ体の一部であり、質తにಉ質のも
のとして現࣮のॾಛ質を体ಘする。それは時ۭత
࿈ଓੑ、変Խੑ、શ体ੑとߏ࿈ؔ、質ੑ（動
తݗ引をう意ຯੑ）、།一ੑと一ճੑなͲであ
る。それにରしてࣗզは、現࣮త作༻として現
࣮にಇきかけ、現࣮をཧղՄ、ར༻Մなもの
と変Խさせようとする。ࣗզの作༻はஅと意
され、現࣮を変Խしない存在ش行ҝを௨͡て発ࢤ
తなものとしてରԽし、࿈ؔをୣってཁૉとし
てཱݽさせる。現࣮の生ىをҼՌとしてઆ໌す
る。ࣗݾಉ一త෮が࣮現されることになる。

̎ɽ,MBHFT ͷੜֶऀͱͯ͠ͷد༩
　Ҏ上のղઆをૅجにして論２にೖりたい。

「生໋とはෆஅのߋ新がՄなܗଶである」、「生
໋は体ݧである」12、14）として、ͲΜな有ػ体、Ͳ
Μなݻ有ੑにとっても生໋は体ݧであることは
,MBHFT の֬信であった。൴は২動の֎త
な生໋活動を学ͼって、これを部生໋のද現
と؍ようとした。「,MBHFT は生中৺の思想家で
あったので、生学もまた（ࣗવ）科学の一部
であるとともにࣕܗ上学తのݯઘとして、こ
れに൴が多大のؔ৺を๊いたのはવの成り行き
であった」と ,MBHFT 会所ଐのΦϥンμの生ڠ
学者݉学者の 8JFSTNB�7FSTDIB⒎FMUF� は論文

ʰ生学者としての,MBHFTʱ39）の಄でड़ている。
　,MBHFT はそのओ著ʰ৺のఢର者としての精
神ʱ14）の中で、ݻ有ੑ（有ػ体）について、い
くつものষをॻき上げたが、そのલにపఈして生
学の見をௐ上げ、২の৺をॻき上げるた
めだけでもزඦもの著作のӾཡにか月をかけた
という。またखࢴ໘ஊによって、著名な生学
者ୡと࿈བྷもし、生学者 6FYLÛMM�+��W�38）の研究
所で多くの時ؒをׂいてݘの܇࿅を見学したと

もいう。
つまり生の一ൠతಛ、（体ػ有）有ੑݻ　
としてڍげられるのはӫཆと生৩である。Ͳのよ
うなݻ有ੑも֎部からఏڙされる質をબし
ࣗにݻ有の質にり変͑て、成長にཱてる。
なおগなくとも２つのଐੑ、それはあらΏる生໋
活動はリζϜత（生৩はその適なྫ）であるこ
と1�）、あらΏるݻ有ੑはܗݪ質からなっており、
しかもこのܗݪ質はઈ͑ͣ動いていることである。
,MBHFT はあらΏるྖҬで「現学」૯論を୳ٻ
したので、ܗݪ質において現するものは一体Կ
か、ෆஅの生ىとしてද現されるものはԿか、と
いうにऔりΜだ。そうしてあらΏるݻ有ੑ
をแׅする一ൠతද現、「生໋は体ݧである」
にୡした。つまりࡉ๔はܗݪ質の生ىとして、ܾ
して੩ࢭすることのない体ݧの流れのද現とΈた
のである。
　しかしこういうಠஅతなද現でຬできるはͣ
がないので、体ݧの໌ྎな定ٛをԼした。体ݧの
最も重ཁなඪ識を ,MBHFT はผ（ͿΜつ）と
いう。それはあらΏる体ݧաఔにおいて体ݧする
ものと体ݧされるものとがೝ識されることをいう。
体ݧするものを ,MBHFT は৺とݺͼ、体ݧされ
るものは体ݧ༰という一ൠత༻ޠでݺΜでいる。
ASJTUPUFMFT1）はすでに「人ؒは৭を見るが、ࣗ
の見ることを見ない。Իをௌくが、ࣗのௌくこ
とをௌかない」とड़たが、それはײについて
もಉ༷であって、人はౖܹࢍՎを͡ײるが、
のܗない。これはあらΏる͡ײաఔそのものをײ
体ݧաఔに௨͡るࣄで、動২およͼ୯ࡉ๔生
の体ݧաఔは、その体ݧ༰が人ؒには΄とΜͲ、
あるいはશく体ݧできないఔ、人ؒのそれとҟ
なるものの、これについてもはりଥするとし
ている。
　このようにͲΜなݻ有ੑにも৺があり、そ
の৺は体ݧのՄࠜڌであり、さらにෆஅにਪҠ
ަସしていくॾʑの体ݧのݻ有、ಛతな流れで
あるが、このような体ݧは、すでにड़たように
リζϜత変Ҡにஔかれている。なお ,MBHFT によ
ればͲΜな体ݧաఔにおいても、ผの૬にい
༥ଈの૬が先行するのであって、そのݻ、ࡍ有ੑ
の৺は、その体ݧするものとશに一つになり、
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それにશくୣわれてしまうという。先にొした
生学者の 8JFSTNB�7FSTDIB⒎FMU39）は、「この༥
ଈ૬は২においては動におけるよりも重ཁで
あリ、また人ؒのײにおいてその֮ײ体ݧにお
けるよりも重ཁであると思う」とड़ている。

「それΏ͑զʑが見るものを見ることからかつ
方が、զʑのײするものをײաఔからかつ
よりも༰қである」とݴもしている。
　Ҏ上ड़てきたݻ有ੑ（有ػ体 � ২、動、
人ؒ）のಛを ,MBHFT のݴ༿14）をरい上げてվ
めてまとめてΈる。
有ੑݻ　 �「֎部の生ىは部の生ىを引きى
こし、これはさらにݻ有ӡ動を引きىこす」。
　২ �「थはଠཅもۭも見ͣ、ধが෩にそよ
͙のもௌかないが、h ۙʱとʰԕʱとも極めてよ
くௐし、໋が௨っているので、これにൺれば、
୯にੈքの֮にすぎない存在は体ݧの૫せރれ
たᕓになってしまう」。
　動 �「動のಛは৮するۙڥにରし
作༻する天ොであり、২のಛはਁಁするڥ
ࣗ体を変Խさせる天ොである。৮とਁಁは共に
神ൿであって、一はܗ体ੑ、ଞは生ىの神ൿであ
る」。
　人ؒʀ「શき؍ಘ者は৺のੑ者である。動
は人ؒの中にある動もؚめて生ける体の動
ੑ者であり、২は動と人ؒの中にある২も
ؚめて、体のੑ者である」。
　ͪなΈに動の体࣠がਫ平なのにରして、人ؒ
の体࣠は২のそれとಉ༷にਨにཱつことをߟ
͑るならば、人ؒは動よりも২తであるとい
͑る。人ؒはその࣮ࣄをっていて、ّࡇ、神話、
においてࣗをになͧら͑ることがよくあっࢻ
た。そのײքは最も高度に発ୡした動のそれ
にରしてもൺֱにならないఔくなった。動の
ਪਐは現લしているもの、現લしಘるものにけ
られているのにରして、人ؒはԕがײされる。
つまりԕは人ؒのಌጦをௌき֮ࢹによってຬたす
ことはあるものの、ԕをつかΉことはできない。
২はԕが॓っているので、ԕ受༰ੑがある。こ
の২の؍ಘは人ؒではײとなった。人ؒに
とってԕは、その部にあるだけではなく、その
֎にもӉの現としてある。人ؒの৺はこの

ԕのײにશくೖしてしまうことがあり、その
ؒ、人ؒのਪਐは、それҎ֎のときには動とಉ
ってはいるものの、しばらくする。これ༷࣋
が ,MBHFT のද現「શき؍ಘ者は৺のੑ者で
ある」の意ຯである。൴ࣗこそશき؍ಘ者に΄
かならなかったので、その最も重ཁな発見をなし
ಘた。それが「ॾܗの現࣮」である。

̏ɽੑֶ֨ͷ͋ऀ࢝Δ͍දऀֶݱͱͯ͠ͷ
,MBHFT ͷد༩

　৺ཧ学者、ಛにච৺ཧ学者の一人/JFEFSIÖ⒎FS�
&��W�33）はϤーϩッύでは大多の学者にとって
ࣗは࣮にるには「良質すぎる」とࣗෛして
いるので、࣮生活をޠらͣ、ただ存在ばかりを論
͡ていると൷した。౦ΞδΞ人は人生の現࣮に
応༻しಘないような学にはؔ৺を๊かͣ、「ཧ
論と࣮」とのܺؒはなく、「ڃな࣮」に๊
くϤーϩッύ教ཆ人たͪのܰพに共ײしないとड़
、そこでྫ֎తに།一のۙ代Ϥーϩッύ、υΠ
πのࣕܗ上学者、学者をհするとして、
,MBHFT をڍげる。൴は存在をޠらͣ、現࣮の本
質をೝ識し、そしてこのೝ識から２つの科学の
者となったという。つまりそれがੑ֨学とද現࢝
学である。࣮ࡍの現࣮の中で、そしてこの現࣮で
の経ݧにڌってこの科学のૅجཧ論をしたと
,MBHFT を評価した。それは ,MBHFT の成ॻʰੑ֨
学のૅجʱ12）、h ද現学のૅجཧ論ʱ16）、h 意識の本
質についてʱ11）そしてओ著ʰ৺のఢର者として
の精神ʱ14）として࣮݁している。
　,MBHFT にとって「ੑ֨」は「ݸ人త৺のਅ
に識ผతなੑݸ」であり、したがって「ੑ֨ �
人֨（ݸ人ੑ）」である。精神医学者であり
,MBHFT の༑人でもあった 1SJO[IPSO)�34）は「人
֨」のޠをز֦大して༻いたが、,MBHFT は「ੑ
֨」のޠに終࢝した。൴の著ॻʰੑ֨学のૅجʱ
の中でॾଐੑ（ྔతଐੑ、方ଐੑ、ൺྫଐੑ、
ஙのଐੑ）のྨを行ったが、これは૬学ߏ

（ද現学）、ಛにච学10）の࣮で最もよく࣮ূさ
れた。,MBHFT のॾ発見を成就させた緒は൴の
৺の受༰、受తଆ໘にଐする؍ಘのੑをࣗ
֮ す る 力 ྔ で あ っ た。 こ の よ う な ࣗ ֮ は
/JFU[TDIF17） (PFUIF�、7）がっていたことで、
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ଞ֮を経て初めてՄとなる。൴は (PFUIF の
「人ؒはଞ人をっているఔ度だけࣗࣗを
っているにաぎない」22）をで行った。ࣗの
ಘ力で現࣮の本質を発見したことによっ؍大なڊ
て؍ಘのੑを見ग़したのである。ײޒのそれͧ
れのઁ受աఔにおいても、生ىする「؍ಘ」28）に
は行ҝはなく、体ݧされるものであるので、精神
の֓೦తଊにରして「؍ಘత体ݧ」ともݺΜで
いる。
　精神はいつもରతなԿかでなければѲしな
いのにରして、৺は؍ಘաఔにおいて非ରత
なԿかを、ԿかѲෆՄなものを体ݧする。ର
తなるものは「ॾ」であり、精神の୲いखと
してのࣗզ者としての人ؒがॾを作りग़すので、

「ॾとはੈքにӨされたॾզである」という
ことになる。৺が体ݧする非ରతなるものは
৮れることのできない「ܗ（EBT�#JME）」である。
,MBHFT は「ײޒにࠩしࠐΉܗ、それがੈքの
意（こころ）であり、その֎にはない」と݁論す
る。かくして現࣮とは「ॾܗの現࣮」である。

「現のഎ後を୳してはならない。現そのもの
が学ཧなのだから」7）という (PFUIF の正しさを
ೝ識する。ੑ֨学者 ,MBHFT の (PFUIF にり、
/JFU[TDIF からもされた「૬学」がそれで
ある。このޠは ,MBHFT では最ٛに人ؒੑの

「現学 &STDIFJOVOHTLVOEF」とղさなければな
ら な い。)FHFM(�8�F�（h 精 神 現  学 ）ɦ 
)VTTFSM&�（h 現学のཧ೦ ）ɦのいう現学
1IÅOPNFOPMPHJF の意ຯではなく、ࠓ日「ӡ動૬
学 #FXFHVOHTQIZTJPHOPNJL」あるいは「ද現
学 AVTESVDLTLVOEF」とݴい͑られている本དྷ
の意ຯにおいてである。この意ຯでの現学の学
త体ܥの成は ,MBHFT によるもの16）である。
　これがੑ֨学とಉ時に ,MBHFT によってϤー
ϩッύで࢝されたද現学のલఏであった。この
લఏをච学に応༻し、科学としての価を֫ಘ
した。ͪなΈに +BTQFST,� は ,MBHFT のද現学η
ϛφーにࢀՃしていた。+BTQFST は著ॻ9）の中

（278ท）で、,MBHFT のղऍをશくັతな
の現લ（文ܳࢻಛに）ͼ、൴のݺಘ力と؍
Խは、おそらく൴の著作中のෆٺのものとΈなし
ている。

̐ɽਫ਼ਆҩֶͷಠࣗͷ՝Ͱ͋Δʮਫ਼ਆঢ়ֶʯ
ʹର͢Δ,MBHFT ͷد༩�

　論１から論3までを௨͡て、,MBHFT のੈ
ք؍およͼ人ؒ؍を֓؍してきた。そこでは人֨

（人ؒというੑ֨）は、現࣮քのԽした一部と
してのݸ体生໋と、現࣮をಛ質とするࣗզとか
らなるという ,MBHFT の人ؒ؍をఄࣔし、生໋త
体ಘ（؍ಘ）աఔとࣗզのཧղ（Ѳ）作༻とを
ೝ識のج൫としてࣔしてきた。
　ච者は精神ঢ়とはԿか、精神ঢ়（現）の
ಛ質にଈした精神ঢ়学のあり方とはԿか、とい
ういに͑るために現ࣗ体をऔりѻう現学
త؍の重ཁੑをڧௐしてきた。ผ著のਵ所で精
神ঢ়学が現࣮తなるものであるためにはશ体論
తߏੳతなものでなければならないことを、
現の体ಘతೝ識を指ࣔతに֓೦Խする精神ঢ়
学の།一のあり方としてࣔしてもきた。これまで
,MBHFT のੑ֨学を方法論తૅجにして精神ঢ়
学֤論としてきたཧ༝はそこにある。論̐では
それらをվめて၆ᛌすることで ,MBHFT の精神
ঢ়学૯論の寄༩についての論ٴをࢼΈたい。
　4DIOFJEFS�,� の臨床精神医学体ܥྨ36）の意
ຯでの非疾පੑの৺తো（৺తࢿ質のҟ常ภ်
つまりෆߧۉ）についてච者は精神ঢ়学֤論と
して、පؾではなくੈք（ڱくはੈؒ）で生きる
ことあるいは୯に生きることにओ؍తあるいは٬
ている人ؒの姿（人֨త͡ײをࠔతに著しい؍
神経త応తঢ়ଶ૾）をରにして、,MBHFT
のੑ֨学（人ؒの৺ཧ学）の精神පཧ学（োの
人ؒ学）の応༻Մੑを評価してきた。「,MBHFT
のੑ֨学からΈたҟ常人֨」24）、「神経の精神ප
ཧ学にରする ,MBHFT の寄༩」26）というࣗ著論文
がそれである。લ者のҟ常人֨（ૉੑのো）
についてのච者のখ論では、1928年に雑誌「%FS�
/FSWFOBS[U」の中で「いわΏる精神ප質につい
ての֮ॻ」13）という ,MBHFT ࣗが論文をެදし
ていることからそれをखֻかりにした。൴はその
中 で1923年  時 έ ル ン 大 学 教 授 で あ っ た
4DIOFJEFS の著ॻʰ精神ප質人֨ʱ3�）がͲの学
にもؚまれない時流にらない༏れたത学であり、
を作ることは࣮臨床上有ޮであることをೝܕྨ
めながらも、10ྨܕを൷తに展して、ੑ֨学
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తにࠜڌのある精神ප質֓೦を ,MBHFT は発۷し
ている。ͪなΈにこの論文にରして、4DIOFJEFS
ࣗが後に論36）もしている。
　ཁは ,MBHFT の人ؒ学ではࣗٗݾᛋ（ࣗ意識の
ইつきをආけ、ࣗݾෆશײをӅณするために、ࣗ
がそうであるものをそうでないとし、そうでな
いものをそうであるとແ意識のཫに思うࣗࡨݾ
֮）が精神ප質の中֩（4DIOFJEFS のྨܕではࣗ
ཉ者、いわΏるώεςリー人֨者）を意ຯࣔݦݾ
しているといってよい。精神ප質の「ප」の֓೦
について、ϗϞ・αピΤンεのܥ౷発生తなපの
֓೦、その意ຯはྺ࢙త人ྨશ体の୧りつつある

「文໌」の時代తਪҠとともにਐ展する、.PSFM�
#��A�24）とはҟなった意ຯでの「変質」の֓೦を
ࣔࠦしているように思われる。「生໋త人ؒ」か
ら「ࣗզత人ؒ」の変質26）という意ຯである。
൴のҟ常人֨論からの応༻編（֤論）として൜ࡑ
者ੑ֨のج൫となる৺ࣦ（�4DIOFJEFS のྨ
ではੑܽ者ܕ 4FFMFOMPTFO）のをච者は
औり上げもした。ཁは、൜ࡑ者の意識のあらΏる
ੑ質は௨常Ҏ上にܹしくෆ۶な意ࢤあるいは意ཉ
をͪ࣋ながら、৺あるݙの力にܽけていると
いう、一つのࠜからのࢬかれとい͑ると݁論ͮ
けられた。

　後者の生の学త人ؒ学にরらした「神経」
についてのࣗ著論文の中で、ྺ࢙の先ୡが名け
てきたಛघ神経ߏػは、精神පཧ学తには生໋
ੑのো、つまり生໋తܗ力のຑᙺ（体
と৺との一体ੑのஎ؇、৺にとってそのނ郷
のࣦ、成力のݯのׇރ）からটདྷする体ݧ非
力（ڧഭ）、ද現非力（స、ղ）、ࣗݾ
࣮現のো、つまり人֨の多໘త重層తߏ成のަ
代ࡨ૰と౷合のμΠφϛζϜの౷合、తҟ
（ґ存、うつ）、ରଞ者ؔのোڪ）
ා、৺ؾ）、あるいはそれらのෳ合ܕ（人
、せʑ）とΈなしたきた。ಛに ,MBHFT
のࣗٗݾᛋの৺ཧ学が神経の精神පཧ学にՌた
すׂをච者は高く評価した。神経がもたらす
ものは、現࣮とのશ人֨త৮を੍ݶし、人֨౷
のՄੑをୣい、人֨と生活をٔըԽ（Ծ想࣏
Խ）し、֚ܗԽすること、つまり成ख़ࢭとまと
めることができた。
　疾පੑの৺తো、ಛに精神医学ಠࣗのྖҬで
あるҼੑ精神ީ2、23܈�）では、࣮臨床上は、
精神医学のରのੑ質が現学త࿈ଓੑと変Խੑ
を有していることから、ঢ়学のԣஅ໘తおよͼ
ॎஅ໘త຺བྷでの࿈ଓత変Խの精神පཧ学がඞཁ
である。それを「経աの精神පཧ学」30、31）と໋名

＜生命学的症状の次元＞

・感情推進面（気分－行為面）の症状；生命的症状（千谷）、力動的症状(Janzarik, W.)。

・超個人性、身体近縁性から、疾病性、病勢の直接的反映とみなしうるもの。

・疾病論的観点からも最も注目されるべき症状。

・比較的純粋な現れが躁うつ病圏の症状。

＜意識学的症状の次元＞

・構造依存的症状（Janzarik）に相当。

・統合失調症圏の特徴的症状が含まれる。

・生命学的次元の変化が優勢化するにつれて、内容の断片化。病勢が穏やかな折にむしろ意識内容は脈絡をもつものになる。

・自我意識障害の段階を特徴づける指標的症状の系列として、ドイツ語圏の自己関係づけ、妄想知覚、言語性幻覚、光景的

幻視（知覚における意味意識の実体化の系列）。フランス語圏の妄想病の区別では、各段階は復権妄想病、解釈妄想病、

急性幻覚性精神病、急性錯乱性精神病に照応。

＜性格学的症状の次元＞

・異常体験反応（心因反応）、神経症性特殊症状。

・内因性精神病の経過中に転換、解離症状が生じることがある。

・人格的まとまりをもって、直面した社会生活での状況に反応するため、病勢の軽い時期に多く認められる。

・この次元だけが前景に立つ場合もあるが、その重症度と生命学的次元の変化は必ずしも相関しない。

・統合失調症圏の病像よりも躁うつ病圏の病像で問題になる。

表1  内因性(≉発性)精神ೃ群の状学的ḟ元の䠏系ิ

この表は筆者の文献23の中で筆者が作成。病勢の強さ（急性態）の徴標として挙げられるのは、特に睡眠短縮あるいは睡眠喪失
などの睡眠変化が目立つこと、それ以外では表現における緊張性、激情性。

ද̍　Ҽੑ（ಛ発ੑ）精神ީ܈のঢ়学త࣍元の3ྻܥ
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してきた。経աの精神පཧ学にけても、生໋と
ࣗզとから成るとする ,MBHFT の人֨֓೦にґڌ
して、それにͮجき、ࣗզతػো（ࣗզ意識
োの࣍元）とײਪਐ（緒行ҝ）ো（生໋
学త࣍元）との２つのଆ໘、それにࣗզ応తଆ
໘（ੑ֨学త࣍元）をՃ͑たঢ়学త3࣍元をઃ
定することによってॎஅ໘でのߏੳ2、21、23、2�）

をࢼΈてきた。ද1にఏࣔすようにච者らのঢ়
学త3࣍元ઃ定による長期経ա研究を௨して、
Ҽੑ精神පのঢ়学のԣஅతあるいはॎஅత຺བྷ
での「経ա（変Խするもの）の精神පཧ学」のࢼ
Έを発දあるいは論文Խしてきた18ʵ21、29、37）。ࠓ後
もࢿྉのੵを௨͡て、経աの精神පཧ学
,MBHFT の人ؒ学がͲのように寄༩できるか、あ
るいは൷త展もؚめて、その展開Մੑをݕ
ূしていくことがඞཁであろう。

݁
を༻いたが、人ؒの精神ޠճ、人ؒ学というࠓ　
と生໋との྆໘をࢹにೖれて、人ؒの現࣮を学
తにೝ識する体ܥ（(PFUIF�$BSVT を経て ,MBHFT
にいたる生の学త人ؒ学のܥේ）の意ຯにおい
てであった。このような人ؒ学をૅجにして、վ
めて本དྷの人ؒのありようを人֨のج本తありよ
うの中にまでってٴすることをࢼΈた。精神
ප૾も ,MBHFT のいう &T（生໋ੑ）とࣗզ（生໋
に᮪ೖした精神）とから成る人֨のߏのөと
Έるԋ者らのݸ人త見ղが、࣮臨床にরらすこ
とで、一ൠੑをͪ࣋うることを論ड़した。その݁
Ռ、現࣮త、แׅతそして開์తなප૾ن定の方
法の一つとΈなすことができた。
　これまで৮れることのগなかった ,MBHFT の生
学者としてのଆ໘をৄड़し、ੑ֨学者およͼද
現学者としてのଆ໘はこれまでのࣗ著をུड़する
ことで、精神ঢ়学૯論にରする൴の寄༩につい
て論ٴした。その最も重ཁな寄༩は、存在をޠら
ͣ、現の中に現するもの（ੑ）を؍ಘする
աఔと変Ҡする生໋が֎部に現れग़るような部
を֎部に見ग़すことのできる؟（ܗ؍ಘ؟）と
の重ཁੑとを論͡た、ੑ研究にあるとまとめら
れた。

　本ߘのཁࢫについては日本精神පཧ学会第41ճ大会
（2018年）において発දした。
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ᴷ ��ήーς年ؑɼ13ɿ1��ô17�ɼ1971ɽ

̒）$POSBE�,�� ��(BO[IFJUTQTZDIPMPHJF��FPSUTDIS��/FVSPM��
1TZDIJBU��1���131ô162�1942�

̓）(PFUIF　ӳೋɼؔೇ生༁）�ɿΤッηΠ࡚ؠ��8�（+�
ᝯݴとলɽ「ήーςશ集」第13רɽைग़൛社ɼ౦ژɼ
1980ɽ

̔）+BO[BSJL�8�� ��4USVLUVSEZOBNJTDIF�(SVOEMBHFO�EFS�
1TZDIJBUSJF��&OLF�4UVUUHBSUܚݹҪ一正ɼؠ）��1988
ૅج力動తߏ༁ɿ精神医学の࣏ɼଜউࢠ ��学थॻ
Ӄɼ౦ژɼ1996）ɽ

９）+BTQFST�,�� ��AMMHFNFJOF�1TZDIPQBUIPMPHJF��7��AVGM��
4QSJOHFS�#FSMJO�19�9�

10）,MBHFT�-����1SPCMFN�EFS�(SBQIPMPHJF��#BSUI�-FJC[JH�
1910�

11）,MBHFT�-�� ��7PN�8FTFO�EFT�#FXV�UTFJOT��#BSUI�
-FJC[JH�1921（平ᖒ৳一  ・መ༁ɿルーτϰΟώࠀ٢૿
クϥーήε　意識の本質について ��うͿすなॻӃɼ౦
著第̐൛վగ൛の༁ʧ）ɽݪɼ2010ʦ19��年のژ

12）,MBHFT�-�� ��%JF�(SVOEMBHFO�EFS�$IBSBLUFSLVOEF��
#PVWJFS�#POO�#FSMJO�1926（ా๛࣏༁ɿੑ֨学のج
ૅɽうͿすなॻӃɼ౦ژɼ1991）ɽ

13）,MBHFT  � - � � � � #FNFSLVOHFO� [VS� TPHFOOBUFO�
1TZDIPQBUIJF��/FSWFOBS[U�1��201ô206�1928�

14）,MBHFT�-�� ��%FS�(FJTU� BMT�8JEFSTBDIFS�EFS�4FFMF��
#PVWJFS�#POO�1929ô1932（ઍ୩ࣣɼࠀ٢૿መɼ平
ᖒ৳一༁ɿ৺のఢର者としての精神 ��શ3̐ר本 ��
うͿすなॻӃɼ౦ژɼ2008ʦ19�4年のݪ著第3൛の
༁ʧ）ɽ
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1�）,MBHFT� -�� �� 7PN�8FTFO� EFS� 3IZUINVT�� /JFMT�
,BNQNBOO�)FJEFMCFSH�1933（平ᖒ৳一ɼࠀ٢૿መ
༁ɿリζϜの本質についてɽうͿすなॻӃɼ౦ژɼ
2011）ɽ

16）,MBHFT� -�� �� (SVOEMBHVOH�EFS�8JTTFOTDIBGU� WPN�
AVTESVDL��#PVWJFS�#POO�193�（ઍ୩ࣣ༁ɿද現学
のૅجཧ論 ��Ⴛॻɼ౦ژɼ1964）ɽ

17）,MBHFT�-�� ��%JF�QTZDIPMPHJTDIFO�&SSVOHFOTDIBGUFO�
/JFU[TDIFT���3��AVq��#PVWJFS�#POO�19�8（ࣲాऩ一ɼ
平ᖒ৳一ɼࠀ٢૿መ༁ɿニーνΣの৺ཧ学తۀɽう
ͿすなॻӃɼ౦ژɼ2014）ɽ

ߏɿຫੑԽප૾における࿀Ѫໝ想ओのࢠܚݹ（18
ੳᴷӄੑߏと؍೦動ੑໝ想作ۀとの૬ޓ࿈ؔにつ
いてᴷɽ臨床精神පཧɼ19ɿ147ô162ɼ1998�

かɿ精神྾පの΄ࢠࢤɼ平ᖒ৳一ɼՃໜొࢠܚݹ（19
ॎஅత研究からΈたೝো（#4A#4）ɽ精神医学研
究ɼ11ɿ172ô18�ɼ1998��

力動論の精神පཧ学૯論の寄༩　第ߏɿࢠܚݹ（20
２部ߏ�力動論からΈた精神྾පީ܈のॾਫ४
ᴷஅ学త、ঢ়学తそして精神පཧ学తਫ४での精
神྾ප ��臨床精神පཧɼ22ɿ147ô162ɼ2001ɽ

力動論の精神පཧ学૯論の寄༩　第ߏɿࢠܚݹ（21
3部　精神ঢ়܈のঢ়ߏ成論త؍からのߏ力動
論ᴷ #JSOCBVN�,��ઍ୩ࣣɼ+BO[BSJL�8� のߏ
ੳのࢹᴷɽ臨床精神පཧɼ22ɿ201ô218ɼ2001ɽ

ᴷ精神医学から人ؒߟɿ精神医学త人ؒ学論ࢠܚݹ（22
を見るとはԿを意ຯするかᴷɽ福岡行動医誌ɼ1�ɿ
60ô74ɼ2008ɽ

の精神පཧ学におけるҼੑɽݍޠɿυΠπࢠܚݹ（23
臨床精神医学ɼ40ɿ1013ô1020ɼ2011ɽ

ɿ,MBHFTࢠܚݹ（24�-� のੑ֨学からΈたҟ常人֨ᴷ人
֨の精神පཧ学のચ࿅のためにᴷɽ福岡行動医誌ɼ19�
ɿ98ô107ɼ2012ɽ

ɿ୯一精神පɽ�4DIJ[PQISFOJB�FSPOUJFSɼࢠܚݹ（�2
12ɿ21�ô221ɼ2012�

ɿ神経の精神පཧ学にରするࢠܚݹ（26 ,MBHFT�-� の
寄༩ᴷ生の学からΈた神経の人ؒ学ᴷɽ福岡行動
医誌ɼ20ɿ89ô96ɼ2013ɽ

ɿ生の学者ࢠܚݹ（27 ,MBHFT-� の現代త意ٛᴷ「৺
のఢର者としての精神」の意ຯについてᴷɽ福岡行

動医誌ɼ21ɿ�0ô�7ɼ2014ɽ
ܗとしての৺学ᴷೝ識ૅجɿ精神පཧ学のࢠܚݹ（28

成のための؍ಘաఔについてᴷɽ福岡行動医誌ɼ22ɿ
�7ô63ɼ201��

29）,PKP�,��*XBJ�,��)PX�EPFT�DISPOJpDBUPJO�PDDVS �5IF�
QTZDIPQBUIPMPHZ� PG� DMBTTJD� EFGFDU� TDIJ[PQISFOJD�
TZOESPNFT��+��5PLZP�8PN��.FE��6OJW��86（&YUSB1）��
&10�&14�2016��

Ϡεύーε・γュ）「ܥ精神医学の3体」ɿࢠܚݹ（30
φΠμー）をอ࣋するཧ༝ ��臨床精神医学ɼ46ɿ711ô
717ɼ2017�

ɽ最新精神医学ɼߟ࠶ɿ精神医学の方法論ࢠܚݹ（31
23ɿ391ô397ɼ2018��

32）,SVFHFS�F���%FS�4USVLUVSCFHSJ⒎�JO�EFS�1TZDIPMPHJF��
2��AVq��+FOB�-FJQ[JH�1923�

33）/JFEFSIÖ⒎FS�&��W�（ઙۍ༁）ɿੑ֨学の࢝者ク
ϥーήεɽཧ想ɼ12月号　47�号ɿ61ô67ɼ1972�

34）1SJO[IPSO�)���#JMEOFSFJ�EFS�(FJTUFTLSBOLIFJUFO��&JO�
#FJUSBH�[VS�1TZDIPMHJF�VOE�1TZDIPQBUIPMPHJF�EFS�
(FTUBMUVOH��4QSJOHFS�#FSMJO�1922�

3�）4DIOFJEFS�,���%JF�QTZDIPQBUIJTDIFO�1FSTÖOMJDILFJUFO��
%FVUJDLF�8JFO・ɼර࡚బ༁ɿクルτ᪺ࠀాݒ）�1923
γュφΠσル　精神ප質人֨ ��Έすͣॻɼ౦ژɼ
19�4ʦ1949年のݪ著第９൛の༁ʧ）ɽ

36）4DIOFJEFS�,���,MJOJTDIF�1TZDIPQBUIPMPHJF��(FPSH�
5IJFNF�4UVUUHBSU�19�0（平Ҫ੩ɼࣛࢠහൣ༁ɿ
臨床精神පཧ学ɽ౦ژɼ文ޫಊɼ197�ʦ1962年のݪ著
第̒൛の༁ʧ）ɽ

37）ग़༰ࢠɼݹࢠܚɿੑٸ精神පで࢝まった3�年経ա
のঁੑྫʕප૾変Խのॎஅతߏੳ ��౦ঁ医大誌ɼ
86（臨時૿１ץ号）ɿ&109�&119ɼ2016ɽ

38）6FYLÛMM�+�W��,SJT[BU�(���4USFJG[ÛHF�EVSDI�EJF�6NXFMU�
WPO�5JFSFO�VOE�.FOTDIFO��#FEFVUVOHTMFISF��FJTDIFS�
FSBOLGVSU�1934�1940（日高හོɼాอ之༁ɿ生
から見たੈքɽ思ࡧ社ɼ౦ژɼ1973）ɽ

39）8JFSTNB�7FSTDIB⒎FMU�F�（ా๛࣏༁）ɿ生学者と
してのクϥーήε �� ཧ想ɼ12月号　47�号ɿ�0ô60ɼ
1972�

መɿ精神医学における७ਮঢ়学のׂᴷ方法ࠀ٢૿（40
論のఏএᴷ ��౦ঁ医大誌ɼ�8ɿ12�6ô1269ɼ1988ɽ
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̍ɽ੩ऐΛௌ͘
　精神科臨床では日常のஊ話とはҟなるਂ層のޠ
りにग़会う。ؾڰとはまさにࢻతޠݴとのग़会い
である。またຫੑ期の精神ප患者のಛҟなපいの
体ݧはࢻతޠݴを生Έग़す。「ؼりにあらΏるこ
とを͑ߟて໘にԡしつͿされて໘に一体Խす
る」、「こうしてお話ししているのが୭のޱがしΌ
っているのか」。このような非日常తޠݴの
রࢀ論をޠݴをਂめるために、ϋΠσΨーのߟ
してΈたい。ࢻతޠݴはまさにਂ層のޠりであり、
༿であり、神གであった。そのようݴには神のݹ
なݴ༿をͲうとら͑たらよいのか、൴の「ݴ༿
の్上」１）をࢀরしߟしてΈた。
　この中で、൴は、�19�0年のߨԋ「ݴ༿」で、ޠ
るとはͲういうことかをいかけている。そして、
݁論を先にݴうと、「ݴ༿がޠる」がその͑で
ある。これはϋΠσΨーࣗが͡ײたことをݴ༿
にしたものであろう。൴のߨԋはまさにݴ༿が
ޠ、られたものの中にޠ。っているからであるޠ
るというಇきがしっかりとकられっているとし、
७ਮにޠられたものとはࢻであり、良くग़དྷたࢻ
を究໌することで、ޠるということが໌らかに
なっていくとしている。そして、ήΦルク・τ
ϥークルのࢻをڍげ論͡ている。

「ౙの༦」

ઇが૭ลにམͪ、
༦の長くなりわたり、
ੈの人多くに৯い
家うͪよくઃ͑てありたり。

さすらいをଓける人のいくたりかは
খ҉きখܘを౿Έて家のޱށにདྷる。
ዳΈのथはԫۚなしՖ開く
大のਗ਼ႏなるथӷによりて。

さすらい人੩かににೖる
௧ΈはෑډをੴとԽしたり。
Ԛれなき໌るΈにًくは
の上なるύンとಒञ。

　ϋΠσΨーはݴう。Կઍ年とଓいて支తで
あったݴ༿についての͑ߟかたによると、ݴ༿は
人ؒのతな೦の動きと、そういう৺の動きを
支しているੈքの見方を、人ؒがද現したもの
というものである。この͑ߟをଧͪഁるく、ݴ
༿はその本質にଈしてΈると、ද現でも人ؒの活
動でもない。ݴ༿そのものがޠるのである、とݴ
い、ݴ༿そのものがޠりだしているのをࢻの中に
ΈてΈようとϋΠσΨーはݴう。

るಇきは区ޠるのである。このޠ༿がݴ　 ʖ ผに౸དྷ
するように໋͡、この区 ʖ ผの方ではੈքとࣄから
ࣗੑをऩし、྆者を७ਮແ雑なີなؒฑたらしめ
るのである。
。るのであるޠ༿がݴ　
　人ؒはݴ༿に応するときにのΈޠることになる。
この応とはௌくことである。そして、ௌくこととは、
੩ऐのԼす໋ྩ指ਤにࣖをけてैうときにのΈ、
ௌくことになるのである。

　ここで区 ʖ ผ、ੈք、ࣄといったことをཧ
ղするためにϋΠσΨーがτϥークルのࢻの一અ
をղઆした部をとりあげる。

　ύンとಒञは天とのՌ࣮であり、ࢮすきもの
神తなるものからଃられたものである。ύンとಒ
ञは（天とと神とࢮすきもの）࢛者の合一という
७ਮ୯一なࣄଶにͮجき、ݾれのपลにこの࢛者を݁
集させるのである。

を区ࣄ༿はੈքとݴ　 ʖ ผするものとしてཱ

ϋΠσΨʔʮݴ༿の్্ʯΛಡΉ

大月クリニック　大　月　߁　ٛ
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ͪ現われੈքとࣄをݺͼ寄せる。第一ࢻઅのઇ、
、૭、৯、家うͪは、ࢻのݴ༿として名指し
ͼग़すことでこれらを現લさせる。߱ઇは人ؒݺ
を༠って、ԫࠚからがて҉いとҠっていく
天とつれてΏく。൩のڹきは、人ؒがࢮす
き者であることを֮ࣗさせ、զʑを神తなものの
લと࿈れてΏく。家と৯はࢮすきものをこ
の大と݁ͼつける。名指されたさま͟まなࣄ
は、ݺͼかけられたことによって、そこに、天
と、ࢮすきものと神తなものを݁集させる。
この࢛者࿈ؔをϋΠσΨーはੈքという。この第
一ࢻઅでࣄはࣄとしてੈքをݺͼग़し、その
ੈքの中にࣄはཹまる。ࣄをݺͼग़すことで
ੈքがݺͼग़され、ࣄとੈքの区 ʖ ผとして
のݴ༿がある。
　この࢛者࿈ؔのੈքは質తࣗવ؍のԞにある
೦ੈքとも؍。郷であるݪతੈքである。৺のࢻ
の区ࣄいうる。そこにおけるੈքとݴ ʖ ผと
してのݴ༿の現れ。そこにࢻがある。しかし、そ
のࢻతੈքは現࣮からԕい؍೦తなものにすぎな
いのだろうか。われわれがॅΜでいると思ってい
る質తੈքはࢠが流動しているだけのੈքで
ある。ਫణがණઇの݁থとなりۭからい߱りて
くる。そのような質現を名ͮけたとき、ޠݴ
త࿈ؔののにΈࠐまれ、そこに؍೦のੈք
ががる。ઇと名ͮけるとઇについてのޠ、ઇ
༡ͼの思いग़、ઇのՎなͲが思いग़され緒が動
く。୯なるࢠのӡ動するੈքは؍೦にཪଧͪさ
れஆかいੈքとなる。質త科学తには動આの
ੈքにॅΜでいるが、日常త֮ײでは天動આのੈ
քにॅΜでいる。われわれは生活ੈքにॅΜでお
り、そこでの؍೦ੈքにॅΜでいる。われわれは
ࢠのΉきग़しのੈքではなくްく؍೦にแまれ
たੈքにॅΜでいる。そのような؍೦ੈքを神と
人、天との࢛元のੈքとϋΠσΨーはද現した。
　そしてੈքとࣄの区ʵผであるݴ༿は੩ऐに
ࣖをけるときにのΈௌくことができる。その੩
ऐとは「Ͳのようなӡ動よりも動きにॆͪຬͪて
おり、Ͳのような活動よりも精ؾにҲれている」
ものであるとϋΠσΨーはݴう。そのとき、੩ऐ
とはԿであるのか。ϋΠσΨーはそれに応͑るた
めに̓年をཁした。

̎ɽݴ༿༗ͷՈͰ͋Δ
　ϋΠσΨーはさらにݴ༿についての思ࡧをଓけ
19�7年に「ݴ༿の道」というߨԋを行った。そ
こでϋΠσΨーは、

、られたことのないものをޠ人こそがいまだかつてࢻ　
をしており、Έͣݧ༿までもたらしてΏくという経ݴ
からがݴ༿についてಘた経ݧを、ݴ༿にまでもたらさ
͟るをಘない

　というڥにまでୡすることができるのですと
い、γュςϑΝン・ήΦルήの൩年の、΄とΜݴ
ͲՎといってもよいような、७ਮなࢻの中のͻと
つ、h ޠ

㆓ㆨㆰ

（ɦ%BT�8PSU）というࢻをհしている。

ޠ　
㆓ㆨㆰ

　

ԕくはろかなൿ　ເにのΈ見るものを
くにのࡍまで　ࢲはもたらしてきた

そして͡っと待ͪଓけた　ૼいただくӡ໋のঁ神が
おのがઘの中にものの名を見ग़してくれるまでᴷ

そこで　ࢲはそのものを๊きしめることができた
かたく　つよく
いま　それは　このさいはてのくにに　Ֆと開き
ޫりًいているʜ

ただ一度だけ　ࢲはշいཱྀ࿏をྃ͑　りணいたこと
がある
ΏたかでՄ࿁な一ᰒのๅचをたͣさ͑て

ঁ神はઘで長らくし　がてࢲにこうࠂげたɿ
「それで　このਂいਫఈには　Կもっておりませ͵」

　すると　このचはわがঠ中よりりམͪ
のくには　ೋ度とこのๅをಘることとてࢲ　
なかったʜ

そこで　ࢲは൵しくもఘめを学ͼऔったɿ

ޠ　
㆓ㆨㆰ

のܽけるところ　ものあるくもなし。
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　そして、かつて「ώューϚニζϜにؔするॻ
؆」でड़た一۟「ݴ༿は有の家である」にݺ応
し࣍のようにड़る。

　最後の一۟「ޠのܽけるところ　ものあるくもな
し」の中には、Կといっても、࣍のような発ݴがؚま
れています、すなわͪɿԿらかの有るものの有は、ޠ

㆓ㆨㆰ

のなかにॅΈついている、と。それނɿݴ༿は有の家
である」（%JF�TQSBDIF�JTU�EBT�)BVT�EFT�4FJOT）、という
໋が成りཱつわけです。こう͑ߟਐΜでくると、զʑ
はかつてड़たことのある「ݴ༿は有の家である」と
いう思ߟの໋にରし、ࢻの作の中から、最ળのయ
ޠを見つけग़したかのようにも思われますᴷʜڌ

㆓ㆨㆰ

に
よっては͡めて、あるԿらかのものが、ࠓ現に有るよ
うなものとしてཱͪ現れてくることができる、つまり、
人は経ࢻલに有るようになる、このことを؟としてݫ
したのです。Կらかのものを、その有においてอͪݧ
支͑ているのは、ޠ

㆓ㆨㆰ

であることを、ޠ
㆓ㆨㆰ

がΈͣからࢻ人
にかって֬したのです。

　੩ऐにࣖをけるときௌこ͑るݴ༿、そのݴ༿
のݯとなる੩ऐとはԿか。ޠ

㆓ㆨㆰ

の中にॅΈついてい
るԿらかの有るものとはԿか。「੩ऐ」ならͼに

「Կらかの有るもの」はݴ༿ҎલのԿものかを指
しࣔしている。ޠ

㆓ㆨㆰ

によってཱͪ現われることので
きるԿらかの有るものがある。それは「Ͳのよう
なӡ動よりも動きにॆͪຬͪており、Ͳのような
活動よりも精ؾにҲれている」੩ऐであり、そこ
にこそ、そのԿらかの有るものはある。ࢻには、
ΏたかでՄ࿁な一ᰒのๅचにਫఈから名をरいあ
げることができなかったときೋ度とこのๅをಘる
ことはなかったとある。ここでいう一ᰒのๅचと
はࢻ人の৺がײ受した「あるඒしい͡ײ」として
とら͑たものである。Կらかの有るものである。
Կか現࣮のๅがあるわけではない。「有る」を
のあるなしのϨϕルでଊ͑るとσΧルτのջٙ
Ҏલの「有」にってしまう。そこに見͑る有る
ものは֮ݬかもしれない。「֬かに有るのはߟࠓ
͑ているࢲだ」というσΧルτの「有る」のϨϕ
ルは֬อしたい。͑ߟていることを͡ײとること。
それが有るということである。σΧルτの「͑ߟ
ていること」とಉ͡く、「੩ऐ」、「Կらかの有る

もの」はݴ༿にすくいとることができなくともײ
͡とることのできるものである。
༿は人ؒのతな೦の動きと、そういうݴ」　
৺の動きを支しているੈքの見方を、人ؒがද
現したものというものである」というԿઍ年དྷの
たことはそのまま͡ײ方は৺に͑ߟ༿にରするݴ
༿にできるというલఏにある。しかし、ϋΠσݴ
Ψーはݴ༿がޠる、ݴ༿をݴ༿としてݴ༿にもた
らすとݴい、৺の動きはݴ༿がޠるというかたͪ
でද現されるとओுする。
　ਅౙのਂにຬ月のもとで੨നくরらしग़され
るઇをΈたときのײ動はす͙にはݴ༿にදせない。
༷ʑなݴ༿をࢼしてΈてもうまくද現できない。
そのままなΜとなく引っかかるͪ࣋ؾをかか͑て
いると、あるときಥવうまくද現できるݴ༿がු
かΜでくる。まさにݴ༿がޠったかのようである。
ᐌくݴいいもののද現はうまくݴいදすことが
できͣにいる期ؒがあり、そして、ಥવ、ݴ༿が
あらわれてくるものだ。す͙れたࢻのݴ༿、ਂく
ることであらわޠ༿がݴ༿はݴられた思想の͑ߟ
れでてくる。そして、そのݴ༿がなければ๐ລの
ようにফ͑ڈってしまう୶くもろいものだ。その
୶くもろいものの有をอ࣋するにはݴ༿にॅまわ
Ͷばならない。ݴ༿は有の家である。そして、こ
のԿらかの有るものとۙͮくためにϋΠσΨー
はࢻ作と思ߟのۙさについてߟをすすめていく。

̏ɽ࡞ࢻͱߟࢥͷۙ͞ͱԿ͔
औっ͡ײることについてϋΠσΨーのޠ༿がݴ　
たものは思ߟならͼにࢻ作のۙさである。そのۙ
さに、ݴ༿がޠることとはԿか見ग़すखがかりを
ಘようと܁りฦし܁りฦしࢻ作と思ߟのۙྡؔ
についてޠる。

活動であるのか、そߟ作が本དྷతにはͻとつの思ࢻ　
れとも、思ߟが本དྷはͻとつのࢻ作という作ۀである
のか、す͙にはܾめることができませΜ。そして、こ
のೋつの活動の本དྷのؔをن定しているのはԿか、
また、զʑがࠓあまりਂくもͣ͑ߟに本དྷతなものと
、っているのか࣋をݯΜでいるのが、いったいԿॲにࠜݺ
ґવとしてҋにแまれたままになっております。とこ
ろが、ᴷզʑがࢻ作と思ߟを思いුかようとする度
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ごとに、その度、たったͻとつのཁૉがわれわれに
ഭってくることになります。すなわͪ、ݴうというಇ
き（EBT�4BHFO）です。զʑがそのにͮؾいていよ
うといまいと、そうなのです。
　それだけではありませΜɿࢻ作と思ߟはݴうという
ཁૉの中で動いているのΈならͣ、ࢻ作と思ߟは、ಉ
時に、྆者に共௨のݴうという活動を、ݴ༿について
のさま͟まな経ݧにෛうているのです。

うとݴ」たった一つのཁૉが͙ܨをߟ作と思ࢻ　
いうಇき（EBT�4BHFO）」であり、そのݴうとい
う活動はさま͟まなݴ༿についての経ݧにෛうて
いるとϋΠσΨーはいう。ϋΠσΨーは学者で
ある。ΪリγϟҎདྷの学の流れの中にいる。ύ
ルϝニσεのॻをಡΉとき໘で動くものがあ
る。そこから新たな学のݴ༿が生まれる。ϋΠ
σΨーはݴう。

　思Ҙとか思ߟとかは、有というߞにを作るもの
なのです。øÿþü年に、ニΠνΣはこうॻいていますɿ

ʰզʑの思ߟは、Նの༦のഴാのように、力ڧく߳る
きだ。ɦ 日、はたしてԿ人が、こういう߳りにରすࠓ
る֮ײをもͪつͮけているでしΐうか。

　思Ҙとか思ߟは有というߞにを作ることで
あるとは、思ߟを܁りฦすことで有がߞされそこ
からݴ༿がժ生͑てくるということだ。それはࢻ
作においてもಉ͡ことである。そこにϋΠσΨー
はۙさを͡ײたのであろう。ࢻのݴ༿、思想のݴ
༿は有のߞからݴ༿としてժ生͑てくるものだ。
そのݴ༿にࣖをけることが੩ऐをௌくことであ
り、Կかあるものを有にもたらすということであ
る。このことを౿ま͑ると、ݴうというಇき（EBT�
4BHFO）とは༷ʑなݴ༿の経ݧが有のߞをߞし
そこから新たなݴ༿がժ生͑てくるということで
ある。

̐ɽݴ
㆓ㆨ

ʢEJF�4BHFʣ
　われわれはݴ༿についてϋΠσΨーの思ߟの後
をって͑ߟଓけてきたのであるが、ݴ༿は大き
くೋつあることを؊に͡なければならない。そ
れはࢻ思想のݴ༿とྔܭのݴ༿である。それは

ಉ͡ݴ༿でも༻い方によってこのೋつのݴ༿に
かれてくるということである。このҧいを໌らか
にすることでϋΠσΨーは現代文໌のࠜ本にかか
わるಎをこのߨԋの中で行っている。われわれ
がਁりきっているྔܭのݴ༿のもたらすࡂにؾ
ͮくことで、ࢻのݴ༿のಎをਂめてΈたい。

というものは、ܾ定తに、しかもߟ日における思ࠓ　
ྫ֎をڐさない΄Ͳపఈతに、ྔܭ活動とԽしている
ものですから、思ߟするとはいっても、खۙにあるさ
ま͟まな力を動һし、「ؔ৺・ڵຯ」を発動して、Ͳう
すればզʑのੈքとはແԑのӉۭؒの中で人ؒがॱ
応してΏけるか、というをࢉ定するのです。こう
いう思ߟというものは、大としてのこのٿを、ま
さに์غしようとするものにଞなりませΜ。思ߟはい
まྔܭ活動とԽしてしまったのですから、この思ߟは、
ጪかれたように度をӹʑ高めて、Ӊۭؒの
とかうのです。こういう思ߟは、ສࣄをແにい
ることもできるような力のര発となってしまいまし
た。このような思ߟからでてくる最後のものは、ഁյ
ฌثをػさせるためのٕज़తなग़དྷࣄにすぎなくな
り、۟ڍのՌは、ؾڰが支してແ意ຯな҉い݁に
ؕってしまうでしΐう。

　ੈلҎ上Ҏલにこれ΄ͲਂいಎをϋΠσ
Ψーは行った。経ࡁ学社会学をもͪいるのでも
なく、ただ、ݴ༿をつきつめることで現代になり
ようく໌らかになりつつあることをಎ見した。
そして、現代ࣦわれつつあるࢻのݴ༿こそがٹい
のわͣかなともしͼであるという。そしてήΦル
ήのࢻをಡΈղくことで、さらにࢻのݴ༿をਂく
୳ٻしてΏく。先に引༻したޠ」ࢻ

㆓ㆨㆰ

」でࣦわれた
ๅचについてつぎのようにड़る。

　ๅचは֬かにզʑのલからをӅして、ܰʑにはઆ
き໌かせない、まさにڻくきྖҬにೖりࠐΜでしま
います。そういうわけですから、ήΦルήというࢻ人
はʰՎʱというࢻのલॻきでड़ているように、思
をଓけ、Ҏલにもまして、思いをਂめているわけなの
です。このࢻ人はҎલとはҟなった方で、ݴ

㆓ㆨ

のಇき
をʕߏ成してΏくのです。
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　ๅच、それはޠ
㆓ㆨㆰ

になり͑なかったԿらかのある
ものなのだが、それがڻくきྖҬにೖりࠐΜで
しまった。そのڻくきྖҬをήΦルήはݴ

㆓ㆨ

とい
う。そして、このࢻ人の予ײするޠ

㆓ㆨㆰ

のෆ思ٞさに
ついてඪのないࢻをॻく。

いかにکΈなくܰかな᪐Իが
ԕきঁのおՀのԂの
ਅ中を๓ってさすら͑る

いかなる֮めのݺͼかけを
നۚの֯థもつָ人は
ݴ
㆓ㆨ

のまͲろめるൟΈにਧきೖれる

いか΄Ͳͻめかなଉਧが
༕यの೦いڈりら͵
৺の中にそとͼೖる

ݴ　
㆓ㆨ

（EJF�4BHF）がこのࢻの名であってもよ
かったとϋΠσΨーはݴう。ݴ༿になり͑なかっ
たๅचがりΏくところ、それはすなわͪޠ

㆓ㆨㆰ

が
ってくるところ、すなわͪ、ݴ

㆓ㆨ

である。それを
ͼかけをݺう。֮めのݴくきྖҬであるとڻ
ݴ
㆓ㆨ

とਧきೖれ、ͻめかなଉਧが৺の中にͼ
ೖるのである。それがおそらくࢻ作と思ߟのۙさ
なのであろう。そのۙさについてϋΠσΨーはݴ
う。

ݴもそれͧれߟ作も思ࢻ　
㆓ㆨ

の方です。そして、ࢻ作
と思ߟとを૬ޓにۙྡؔにҐஔͮけるۙさのことを、
զʑはݴ

㆓ㆨ

（EJF�4BHF）とݺͼます。このݴ
㆓ㆨ

の中にݴ༿
の本質がજΜでいるのではないか、とզʑは想૾した
のです。ݴう（4BHFO）とはࣔすことであります、すな
わͪɿ現れさせること、զʑがੈքとݺΜでいるもの
をఏࣔすることとしての、開いてޫをあてるとಉ時に
Ӆして開์することであります。をؒെして໌るく
しながらӅしಗうような、つまり、ϰΣΠルをඃせる
ようなܗでのੈքのఏࣔこそ、ݴうというಇきの中に
ਅにӬଓతにあるものなのです。

ݴもߟ作も思ࢻ」　
㆓ㆨ

の方です」という。ݴ
㆓ㆨ

はᄻ
͑ようのないඒしいݴ༿を現લさせ、ࢸ高の͑ߟ

を݁集する。そしてそれは「ࢻ作と思ߟはݴうと
いうཁૉの中で動いているのΈならͣ、ࢻ作と思
、うという活動をݴは、ಉ時に、྆者に共௨のߟ
にෛうているのでݧ༿についてのさま͟まな経ݴ
す」とݴうようにࢻ作と思ߟがݴ

㆓ㆨ

の中で動いてい
る。そして、ݴ

㆓ㆨ

はݴ༿についてのさま͟まな経ݧ
にෛうている。ここで「ݴ

㆓ㆨ

」と「ݴうという活
動」をಉ͡ような意ຯでっているがυΠπޠで
は EJF�4BHF と EBT�4BHFO であり後者は動ࢺの名
Խである。%JF�4BHFࢺ が活動するものとして EBT�
4BHFO を͑ߟたい。
༿は現れては੩ऐݴにおいてߟ作あるいは思ࢻ　
とফ͑てΏくその܁りฦしのなかでなにものか
がᦦき੩ऐからࢻのݴ༿あるいは思想のݴ༿が
ฦってくる。そこにࢻ作と思ߟのۙさがある。な
にものかのᦦくྖҬがݴ

㆓ㆨ

である。ݴ༿になるҎલ
のある͡ײが͟わめき、あるかたͪをなしたとき
͑ߟ༿となり現れग़る。そのྖҬはわれわれのݴ
想૾のٴばないものを生ΈだすԿものかをそな
͑ている。そうでなければࢻ作思ߟに行き٧っ
たときにこうからಥવરいてくることはあり͑
ない。

ݴはいͣれもߟ作と思ࢻ　
㆓ㆨ

のಇき方であり、しかも、
ܼग़してす͙れた方なのです。ࢻ作と思ߟというೋ
༷のݴ

㆓ㆨ

のಇきの方は、ۙいがނにۙྡのؒฑである
とすれば、このۙさそのものがݴ

㆓ㆨ

のಇき方の中で支
తな力をৼっているに૬ҧありませΜ。そうなると、
ۙさとݴ

㆓ㆨ

とは࣮はಉ͡ものということになりましΐう。

ݴはともにߟ作と思ࢻ　
㆓ㆨ

のಇき方であるならば、
そこでಇいているԿものかがある。そしてۙさが
ݴ
㆓ㆨ

のಇき方の中で支తな力をৼっているならば、
ۙさとはそのԿものかである。ただ、ϋΠσΨー
はۙさには࢛元の૬ରする方であるというݴい
方もする。

　天と、神と人という࢛つのੈքྖҬを動かして道
をつけ、ޓいにҕͶ合わせ、そのྖҬがޓいにԕく
れているにも߆らͣۙͮけているもの、それがۙさそ
のものなのであります。このۙさとは、ޓいに૬ରし
ଶを動かして道を༩͑るものなのでࣄい合っている
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す。

　ೋे年લにこのॻをಡΜだとき、かなり後期
ϋΠσΨーは神ൿతだと思った。しかし、その後、
ΞΠψのΠϜを研究するなかで、ϋΠσΨーのݴ
うことが生き生きとଊ͑られるようになった。Ξ
Πψの人ʑは人にされるҎલは、天との
ؒで神తੈքと現ੈをަࡨさせ、神གϢーΧϥを
࿕ʑとۛ͡ていた。そして、日常తなग़དྷࣄをՎ
にしてՎいながらาき、ࣄをしていた。ֵۀ࢈
໋Ҏલのࢿ本ओٛγεςϜがੈքを෴いつくすҎ
લの時代、ಛに、ΞΠψຽのようにङྌ࠾औの
生活をૹっていた人ʑは、まさに、天とと神ʑ
とࢮすき者たͪのੈքに生きていた。そこにお
けるੈքとࣄの区ʵผは神གを౸དྷさせた。ま
た、日常でのՎが生まれていた。神གでは、ޠり
खはղঢ়ଶとなり、ዝࠍとགいつͮけるのであ
る。གいखとௌく者は神གのੈքで༡ͼགྷる。ま
さに、ࢿ本ओٛγεςϜをണぎऔったあとには࢛
者の合一するੈքがあらわれる。そこには、神ག
があり、ग़དྷࣄのՎがあり、ݴ༿がޠるというこ
とが生き生きと生ىしている。
　このΞΠψのૠ話はたまたまϋΠσΨーの࢛元
が۩現Խされていたことをあらわすのであり、ϋ
ΠσΨーの意ਤするࣹఔはさらにਂԕである。天
とは૬ରし生໋が॥する。神と人は精神に
ӽతなものとࢮをݺͼىこす。その࢛者がき合
うところに有がある。
　ϋΠσΨーはόーσン州ϝεΩルώのখさなொ
で生まれた。そこはγュϰΝルπϰΝルτ（ࠇい
）とྡしの΄とΜͲは林とԂにおお
われている。ॅຽの΄とΜͲはΧτリック教ెで
あり、は教会の時ܭとのੈ話をしていた。
ここでҭったϋΠσΨーはのຽといってもよい
であろう。そこでҭまれた中֩となるੈքが天と
、神と人の࢛者のき合うものであるのはटߠ
できる。Χτリックの神学ߍで学ΜだϋΠσΨー
に神తなもののੑࢤがあるのは൱めない。現
学とをったϋΠσΨーは「有」をいٻ
め、天と、神と人の࢛者࿈ؔのੈքと行きつ
いた。
　この࢛者࿈ؔのੈքはશく現࣮れした֓೦の

ように思われそうであるが、ϋΠσΨーが͑ߟൈ
いた現代文໌をస෴しうる͑ߟൈかれたものであ
る。現代は天とはΞεϑΝルτとコンクリーτ
でஅされ天とのࣗવの॥はด͟され生き
は生存できない、しかし、人ؒはそこにڊ大なอ
ҭثを市としてݐし生活している。人ؒはࣗ
વの生ଶܥからִઈされて生きている。その行く
先はϋΠσΨーのݴうようにӉۭؒでの生活と
なる。そして、ٿにࣅたを୳すこととなる。
そして、ニーνΣがݴったように神はࢮΜだ。論
ཧと質のੵΈ重Ͷですてはཧղできりだせ
ると現代の人ؒは思っている。
　しかし、গし͑ߟると、શࣣेࡾஹのࡉ๔を
౷一しௐをอつことが人でՄだろうか。人
を͑たஐがಇかなければෆՄであることは
໌നである。しかもҼՌで動いていると思われ
るこのੈքも、それはݬ想であることがࣔされつ
つある。ྔࢠ力学ではϕルのෆࣜがఏग़され、
࣮在論のഁについてཧ学者のਗ਼ਫ໌は࣍のよ
うにड़ている２）。

・ϕルのෆࣜは࣮在論のഁとྔࢠ論の本質を、最
も໌֬に͙͑りग़した。

・人ྨは、ࣗવ現を૬खにするݶり、ݹయతੈք؍
（࣮在論）からのܾผがඞਢであるというিܸత࣮ࣄ
をಥきつけられた。

・一見すると（ѱい意ຯでの）学తな໋にすぎな
いようにも見͑た໋が、࣮ݧで定できるように
なった。

・最もਂԕな発見ともݴわれる。

　あまりられていないことであるが、ૉ࣮在
論はྔࢠϨϕルでは成ཱしないということである。
論ཧと質ののલのੈքはԾのものであり、
さらに大なஐをඞཁとするということだ。り
ௗの方୳༿ૉのޫ合成なͲにはྔࢠ力学
がそのままإをग़している。ૉ࣮在論のੈքは
࣮は݀だらけであり、質と論ཧですてઆ໌で
きるというૉ࣮在論はഁしている。それを
͑るஐとき合わͶばならない。神と人とのか
い合いが࠶ͼొするϋΠσΨーの࢛者࿈ؔのੈ
քはそのようなஐをもࣹఔにೖれたਂなもので
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ある。
　天と、神と人のかい合う࢛者࿈ؔのੈքと
ݴ
㆓ㆨ

とのؔ࿈はͲうなのだろう。

い合せつつ、一つのۙさいにޓつのੈքྖҬを࢛　
にอっている道をきつつ動くものが、࣮は、ݴ

㆓ㆨ

の中
に॓っているとすれば、このݴ

㆓ㆨ

こそが、զʑが「有る」
（JTU）というখさなޠでݺͼ、このޠによってݴ

㆓ㆨ

をい
つつޠろうとしていることを、ڐしていることになる
のです。この「有る」を思ࡧしうることを開ࣔしたり、
ಉ時にൿಗしたりするのは、このݴ

㆓ㆨ

なのです。

　有をݴ༿にもたらすڻくきྖҬがݴ
㆓ㆨ

である。
ྫ͑ば、思想の流れの中にをஔくならば、先人
の著ॻのݴ༿の経ݧにਁり思ߟすることで、ؠの
ׂれにਫのしΈとおるように、ݴ༿を͡ײとり、
思いがΈあがってくるのを待つ。そうすること
で、ݴ

㆓ㆨ

がख़成し、新たな思想が生まれてくる。そ
こにはԕいաڈからのڊ大なݴ

㆓ㆨ

の流れがある。そ
して、そのݴ

㆓ㆨ

の流れのԞに「有る」とはԿかとい
ういがある。
ݴ人においてはࢻ　

㆓ㆨ

はͲのようにಇくのだろう。
上に引༻した文ষの「࢛つのੈքྖҬをޓいに
い合わせつつ、一つのۙさにอっている道をき
つつ動くものが、࣮は、ݴ

㆓ㆨ

の中に॓っている」と
いうݴ༿からするとݴ

㆓ㆨ

は࢛元をかい合わせつつ
݁集させる動くものである。それはτϥークルの
こさせる。先に引༻したϋΠσΨーのىを思いࢻ
文ষを;たたͼとりあげたい。

　ύンとಒञは天とのՌ࣮であり、ࢮすきもの
神తなるものからଃられたものである。ύンとಒ
ञは（天とと神とࢮすきもの）࢛者の合一という
७ਮ୯一なࣄଶにͮجき、ݾれのपลにこの࢛者を݁
集させるのである。

　ここではύンとಒञであるが、ઇ、、৯
なͲすてのݴ༿は࢛者を݁集させる。そのよう
に݁集と動くものがݴ

㆓ㆨ

である。ਅ中の੨നい
月のޫのઇにরりか͑るܠをΈてݴ༿がුかͿ
とき、のͲもとまでݴ༿がでてきてもそれがはっ
きりしたかたͪをなさないならば、もͲかしさと

ともに݁集しݴ༿と݁ͼ合わせられない͡ײが
ݴる動きがとして͡ײる。このとき、この

㆓ㆨ

で
あろう。そのようなことが܁りฦされ、そして、
これだと思͑るݴ༿と͡ײがってくる。そこで
݁集されたものが有であり、それがݴ༿によりอ
たれる。ݴ༿は有の家である。
ݴ　

㆓ㆨ

と有がݴ༿のӄから現れてきた。そして、
øĀüĀ年のߨԋ「ݴ༿の道」で生ىとのかかわり
とਂԽする。

̑ɽݴ
㆓ㆨ

ͱੜىʢ&SFJHOJTʣ
　19�7年のݴ༿の本質から19�9年のݴ༿の道
ݴるؒにࢸ

㆓ㆨ

の意ຯ合いが変わり、生ىがՃわるこ
ととなった。

ݴられたޠうという活動は、かつてݴ༿のݴ　
㆓ㆨ

。およ
ͼいままでまだޱにされたことのないݴ

㆓ㆨ

から生まれて
くるもので、こういうݴ

㆓ㆨ

こそ、ݴ༿というものの྾き
開きのུ֓ਤ（AVTSJ�）というج本తなߏਤの۱ʑに
までਁಁしているわけなのです。

　かつてޠられたݴ
㆓ㆨ

、いままでまだޱにされたこ
とのないݴ

㆓ㆨ

とはݴ༿の経ݧのڊ大な集ੵからৢ成
されたものである。そこからݴうという活動が生
まれる。そして、ݴ

㆓ㆨ

はݴ༿というものの྾開の֓
ུਤの۱ʑにまでਁಁしている、としている。ݴ
༿はそのݴ༿の経ݧでಘられたすてのものの活
動があり、それらがなす྾開のུ֓ਤの۱ʑにま
でݴ

㆓ㆨ

はਁಁしている。ここでͪΐっとؾになるの
が、ݴ

㆓ㆨ

が۱ʑにまでਁಁしているのだが、そのഔ
質はԿなのだろう。かつてޠられたݴ

㆓ㆨ

、いままで
ݴにされたことのないޱ

㆓ㆨ

はそのഔ質によってอた
れているものである。そのഔ質はϕルάιンの࣋
ଓにあたるものだ。そして、ݴ༿の経ݧでಘられ
るすてのものを؍೦と名ͮけたい。もͪろΜ、
。Ҏ֎からಘられるものもあるݧ༿の経ݴ೦には؍
༿ݴ。༿にすることができない体ٕ法のコπݴ
にし͑ないෳ雑なײ。それらの؍೦が࣋ଓの中
でඬっている。ݴ

㆓ㆨ

はそれらすてにਁಁしঢ়に
༿ݴ人のࢻ。がっているというΠϝーδがある
からこのことをΈていたい。
　「ଠཅがւに༥ける」というϥンϘーのݴ༿。

p0�3�0�3_᭶ᗣ⩏.indd   �9 2019/01/2�   12:02:22



80

ஶݪ

7PM�2�　/P�1　2018　福岡行動医誌

ଠཅというݴ༿にؔ࿈する༷ʑなものにݴ
㆓ㆨ

はਁಁ
し、ւというݴ༿にؔ࿈する༷ʑなものにはり
ݴ
㆓ㆨ

はਁಁし、それら݁ͼあわないと思われたೋつ
が༥けあうことでなΠϝーδとײ動を生Ήࣄ
݅となる。ݴ༿が生まれる。
　さらに۩体తにௗの合は、「ௗ」はӋばたき、
Ӌがあり、ཛを࢈Έ、ཽڪのࢠଙである、また、
ௗのࣸਅ、ௗにؔ࿈するॻの経ݧ、ௗそのもの
の体ݧなͲあらΏるௗにؔ࿈する؍೦が໘にอ
たれている。それらをঢ়に؏くものがݴ

㆓ㆨ

である。
　また、ࣖのཱった、ໟの;さ;さした、しっΆ
のؙまった、日本࢈ݪのݘということまではでて
くるがその名がग़てこない時、それらの؍೦を؏
くݴ

㆓ㆨ

をڽ集しळాݘというݴ༿をߜりग़す。ݴ༿
は྾き開きのུ֓ਤをなすঢ়にがった؍೦の
集まりをڽ集することでཱͪ現れる。
　ϋΠσΨーは؍೦というݴ༿は؆୯にはわな
い。؍೦はわかっているようでいてきわめてあい
まいなݴ༿であるからだ。しかし、ここではϋΠ
σΨーのとら͑がたい文ষをなΜとかٟいऔるた
めにͪΐっと௨ଏతなݹいݴ༿にもཔりたい。؍
೦はݴ༿になるҎલのԿ者かであり、ݴ༿になっ
たあともݴ༿にషりついているものだ。ϓϥτン
のΠσΞҎདྷ؍೦は現࣮にରཱするものとして
༷ʑなわれ方をしてきて、その意ຯも༷ʑなも
のとなっている。ここではݴ༿になるҎલのもの、
ϕルάιンが一ൠ؍೦といい記Աのԁਲ਼の中をຒ
め、ԁਲ਼の先にڽ集してݴ༿となるもの、Ҫ
ढ़彦がコτόといったݴ༿Ҏલのものとಉのも
の、すなわͪ、経ݧでಘられ໘にอたれるす
てのものを؍೦としたい。ݴ

㆓ㆨ

は、ϋΠσΨーによ
ると、ݴ༿の経ݧからಘられる؍೦であり、それ
らはঢ়にܨがっている。
ݴ」　

㆓ㆨ

は࢛元をかい合わせつつ݁集させる動く
ものである」と19�7年のݴ༿の本質ではݴってい
た。それが19�9年のݴ༿の道では、ݴ

㆓ㆨ

はݴ༿と
いうものの྾き開きのུ֓ਤとなっている。そこ
に݁集させる動きはない。ུ֓ਤと݁集させる動
きをこの時では、けている。それでは݁集さ
せる動きにあたるものはԿだろう。ϋΠσΨーは
。っているݴのように࣍

ݴ　
㆓ㆨ

のࣔすというಇきの中で動いているものはݻ有の
ੑ質をおのがものとすることである。（%BT�3FHFOEF�
JN�;FJHFO�EFS�4BHF�JTU�EBT�&JHOFO）ʜこのݻ有のੑ質
を発شすることを生ىすること（EBT�&JHOFO）とݺͿ
ことにいたしましΐう。ʜ生ىはݴ

㆓ㆨ

のߏਤである྾開
のུ֓ਤをڽ集させ、そのߏਤを܁りげ、ࣔす活動
を多༷なܗで࣮現する৫にまで作り上げます。ʜࢮ
すきものであるզʑ人ؒは生֔を௨͡て、この生ى
の中に生きଓけるのであります。

ݴ　
㆓ㆨ

の中で動くものが生ىである。྾開のུ֓ਤ
をڽ集させ、ࣔす活動を多༷なܗで࣮現する৫
にまで作り上げるのが生ىである。これはすなわ
༿でஔきなおすと、໘をただݴ೦という؍、ͪ
ようঢ়に݁ͼつく؍೦を意ຯのあるݴ༿にまで
࿅り上げるものが生ىであるということである。
それがͲうして、「人ؒはこの生ىの中を生きଓ
けるのである」ということになるのだろうか。ϋ
ΠσΨーは࣍のようにも生ىをݴっている。

　生ىというものは、本དྷのੑݸを発شさせᴷอ࣋し
ᴷݾがもとに引きつけておくことにより、さま͟まな
あらΏるؔをଋͶるؔそのものであるからです。
ʜզʑはݴ

㆓ㆨ

のために༻いられているものなのでありま
すから、զʑがそういうものとして生ىにؼଐし、生
方に応͡て、զʑののなかにΈೖれられているى
。がܾまってくるわけなのであります༿にରするؔݴ

ݴ　
㆓ㆨ

はݴ༿の経ݧの集ੵから生まれるものである
から、人ؒಉ࢜ののؔ、ॻなͲを௨して
のݴ༿のؔなͲによって生まれるとい͑る。す
なわͪ、ݸ人にݴ

㆓ㆨ

はݶ定されͣ、人と人のؒにͲ
こまでもがっているものである。ϋΠσΨーの
ように学をする者は学のݴ

㆓ㆨ

の流れにいる。
学のݴ

㆓ㆨ

の流れに༻いられ学者として生きてΏく。
そこで学を学ͼ͑ߟද現してΏくときに生ىに
はあらΏるものを݁ͼ合わせىଐしている。生ؼ
それらのؔをଋͶ、本དྷのੑݸを発شさせᴷอ
がもとに引きつけて新たに学を生Έだݾしᴷ࣋
していく。まさしく生ىのなかにΈೖれられ
学のݴ༿をぎだしてΏく。
　現࣮と؍೦のؔをཪฦしてΈると、われわれ
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のੈք、体は؍೦によってཪଧͪされている。
ある意ຯ、؍೦のՀཟに現࣮がுりついていると
もい͑る。؍೦はपりのঢ়گから、ଞ者のݴ༿か
ら、৺のঢ়ଶから࣍ʑときىこりଓけている。
それらはؔ࿈しܨがりաڈから現在、そして、
ະདྷと؍೦の大Հཟをܗ成している。そして、
すての؍೦はঢ়に݁ͼいている。そのなか
にわれわれはΈೖれられている。

̒ɽϔϨϯɾέϥʔͱݴ༿ͷ֫ಘ
・てΈたい。ϔϨン͑ߟ೦についてもう一度؍　
έϥーの 8A5&3 をਫという意ຯだとཧղした
໘は有名である。ย方のखにਫの流れを受け、
もうย方のखの平にαリϰΝンが 8A5&3 と指
でॻきࠐΜだ。そのときҴ࠺のようにϔϨンをଧ
つものがありそのॠؒ 8A5&3 がਫを指すこと
がわかった。その໘ҎલにもਫをҿΉとき、খ
にखをೖれるときなͲਫに৮れるときにはඞͣ
αリϰΝンがखのͻらに 8A5&3 とॻいていた。
そのときには 8A5&3 がਫを指すとはཧղでき
なかった。ҿΈਫ、إをચうਫ、খを流れるਫ、
खに流れམͪるਫそれらを؏くਫという؍೦が
8A5&3 という文ࣈと݁ͼつくときিܸが؏い
た。そのときのことをϔϨンは࣍のようにࣗに
ॻいている。

は動きもせཱͣったままで、શの意を先生ࢲ　
の指のӡ動にそそいでいました。ところがಥવࢲは、
Կかしられていたものを思いग़すような、あるいは
よΈが͑ってこようとする思想のおののきといった一
छの神ൿな֮ࣗを͡ײました。このとき初めてࢲは
8ôAô5ô&ô3 はいまࣗのยखの上を流れている;し
ぎなྫྷたいの名であることをりました。この生き
た一ݴがࢲのࠢをめ͟まし、それにޫとرとتͼと
を༩͑、ࢲのࠢを開์することになったのです。

　それからपりのなͲを指すݴ༿をखにॻ
いて΄しいとཔΈつͮけ、࣍ʑとݴ༿を֫ಘして
いった。8A5&3 がਫの名を指すとわかったこ
の一ࣄだけで、すてのखに৮れるものには名が
あるとཧղした。これは、͡ײとして؍೦はܗ成
されていたがそれにݴ༿が༩͑られていなかった

ことをࣔす。ϔϨンはख୳りとৼりで日常生活
はૹっていた。ਫをҿΈ、إをચい、খにखを
ೖれていた。͡ײとしてਫの؍೦を݁集していた。
そうでなければࠞཚの中にげग़され日常生活は
ૹれない。その؍೦が 8A5&3 というݴ༿と݁
ͼつくところが؊ཁである。؍೦とݴ༿が݁ͼつ
くとき؍೦をૢれるようになる。すなわͪ思ߟが
Մとなる。さらに想૾することもできてくる。
そして、その؍೦を共有しているଞ者がおりݴ༿
でその؍೦をりとりすることができるようにな
る。ਫという؍೦はϔϨンの中にもあり、αリ
ϰΝンの中にもありそれがݴ༿でつながるのであ
る。؍೦はݴ༿をհしてͲこまでもがっている。
ϔϨンはその後大学ଔۀするのであるが、ݴ༿か
らಘた大な識とަ༑ؔ、師ఋؔなͲから
の生きた識、それらがϔϨンを؍೦のւに生か
すこととなった。ਫの؍೦と 8A5&3 が݁ͼつ
くことで大なੈքをखにೖれることとなった。
がり、人と人をհし、ॻをհܨ೦は؍༿とݴ　
し、Πンターωッτをհしがりܨがりݴ༿と؍
೦の大なੈքをܗ成している。その中をわれわ
れが生きている。その大なੈքはわれわれの生
活にいࠁʑと変Խしଓけている。われわれはそ
の؍೦とݴ༿のੈքにབྷめとられつつも新たな؍
೦とݴ༿を生Έग़している。ϔϨンはݴ༿を֫ಘ
することでこの大なੈքに生きるようになった。
ϔϨンのࣗঀʠ5IF�TUPSZ�PG�NZ� MJGFʡはその
ようなϔϨンのੈքを؍೦とݴ༿でඳきग़してい
る。ݴ

㆓ㆨ

はこの大なੈքのഎܠとなり࣮質となっ
ている。
　「ಥવࢲは、Կかしられていたものを思いग़
すような、あるいはよΈが͑ってこようとする思
想のおののきといった一छの神ൿな֮ࣗを͡ײま
した」。ਫの؍೦になりかけのմがਫというݴ༿
と݁集し、ਫというݴ༿とਫとして໌֬Խした
ݴ೦が݁ͼついた。このとき؍

㆓ㆨ

の྾き開きのུ֓
ਤが݁集しݴ༿となった。そこに生ىが動いてい
る。生ىそのものをϔϨンは͡ײऔったのである。
に行きたり͑が見つからない時に、ಥવ、
͑が৺の中に݁থするように現れる時、はり
神ൿな֮ࣗを͡ײる。そこにも生ىがある。それ
がͲういうものなのかを指しࣔすことはできない

p0�3�0�3_᭶ᗣ⩏.indd   �1 2019/01/2�   12:02:23



82

ஶݪ

7PM�2�　/P�1　2018　福岡行動医誌

が͡ײることはできる。なにかしらの大きなஐの
ಇく͡ײである。
　生ىはいつでもͲこにでも動いている。ただ、
それを͡ײることのできるのは、ݴ

㆓ㆨ

がݴ༿と݁
集するとき、学ののղがුかΜだとき、ܳ
ज़作にうたれるときなͲݶられている。大ن
なݴ

㆓ㆨ

が݁集するとき、生ىが͡ײとられる。
　ϔϨンの中で生ىが大きく動きݴ༿と؍೦が݁
ͼつくとき神ൿな͡ײにܸたれ、その後、࣍ʑと
ͼとなっت༿が༩͑られるとき、大きなݴ೦に؍
た。もっとしたඬう؍೦がݴ

㆓ㆨ

と編成されੈք
がஙかれていくことのتͼである。
　ී௨のڙࢠは生ҭաఔでݴ༿と؍೦はಉ時に֫
ಘされていく。ंؿのܕを指しࣔされてಉ時に

「Ωγϟ」というݴ༿を༩͑られる。それからؿ
ंというݴ༿の༷ʑな経ݧをしてΏきݴ

㆓ㆨ

がܗ成さ
れ て Ώ く。 ϔ Ϩ ン は  ࡀ に な っ て 初 め て
8A5&3 というݴ༿を֫ಘし、それまでにৼ
りखৼりで໘のཉٻなͲを͑、؍೦がܗ成さ
れていた。؍೦が先にܗ成されていてそこにݴ༿
がܨがるというશくಛҟな体ݧをした。そこには
が、அ層にԽੴがΉきग़しに೦のؔ؍༿とݴ
なっているようにはっきりとあらわされている。
さらに֮ࢹとௌ֮がෆࣗ༝であるため、ݴ

㆓ㆨ

に生き
ることがより໌に体現されている。ʠ5IF�TUPSZ�
PG�NZ� MJGFʡには൴ঁのݴ

㆓ㆨ

がΈごとにද現されて
いる。
ݴ　

㆓ㆨ

がݴ༿についての経ݧからಘられるすての
೦に؍༿はݴ、೦の༷体であるとするならば؍
よる྾開のུ֓ਤであり、そこにݴ

㆓ㆨ

が۱ʑにまで
ਁಁしていることがはっきりとΈてとれる。そし
て生ىはそれら؍೦の༷体がڽ集しݴ༿を生成
していることもΈてとれる。われわれは؍೦の
༷体にབྷめとられており、それが生ىによりݻ有
のੑ質をおのがものとするようにࣔされることで、
༿でかたͲられた現࣮が現れる。われわれはそݴ
のなかを生きている。

̓ɽϰΟϧϔϧϜɾϑΥϯɾϑϯϘϧτ͔Βͷܒ
ࣔ

　ϋΠσΨーはϰΟルϔルϜ・ϑΥン・ϑンϘル
τについて「ݹ代ΪリγΞに࢝まり、多༷な道ఔ

を౿Μで行われてきたݴ༿のߟは、ϰΟルϔル
Ϝ・ϑΥン・ϑンϘルτのݴ༿にରするਂいল
において最高にୡしたのです。そのলの中で
もځ極తなものは、δϟϫౡにおけるΧϰΟޠに
ؔする研究にせられた長編のংઆであります」
とड़、そのংઆ「人ؒのߏޠݴの૬ҧੑと人
ྨの精神త展開にٴ΅すそのӨڹについて」から、
最大のࣔܒを受けたと思われる一અを引༻し「ݴ
༿の్上」の最後に記している。

ޠݴ、のԻを変Խさせることなく、ましてޠݴ　
のࣜܗさま͟まなنଇを変͑ることもせͣに、時が、
ཧ೦を展開させ、思ߟ力を߉め、さらに、ײ受の
力をਂめていって、そのޠݴがかつて所࣋していなかっ
たものをそのޠݴにもたらすことがԟʑにしてあるも
のである。そのときには、ಉ͡ثであっても新しい意
ຯがられ、ಉ͡しであってもいままでとはҟなっ
たものが༩͑られ、ಉ一のޠの݁合のنଇにैっては
いても、ैདྷとはҧったஈ階でのཧ೦のาΈがࣔされ
ることになる。これこそ、あるຽの文ච活動

（-JUUFSBUVS）のෆஅの成Ռであり、このような活動の
なかでも、とりわけ著しいӨڹを༩͑るのは、文ܳと
学である。

　ここでޠݴといっているものは、ϑンϘルτが
ຽの生きたޠݴすなわͪ日常తにわれている
学のରとしたことから、ຽのޠݴだけをޠݴ
೦の༷体の流れを指す、すなわ؍༿とݴ大なڊ
ݴ、ͪ

㆓ㆨ

の流れを指している。そしてݴ
㆓ㆨ

のなかで
「ཧ೦を展開させ、思ߟ力を߉め、さらに、ײ
受の力をਂめて」いくものは「時」であると
ڊ೦の؍体はಉ͡であってもࣗޠݴ。っているݴ
大な༷体がຽの文ච活動によりख़成しཧ೦を
展開させ、思ߟ力を߉め、ײ受の力をਂめ新
たなものをもたらしていく。このϑンϘルτの一
અからࣔܒをうけ、ݴ

㆓ㆨ

がϋΠσΨーの中でྺ࢙を
͑たڊ大なものにらΜだと思われる。そして、
生ىにより、ݴ

㆓ㆨ

がݻ有のੑ質をもつものとなり生
きた生活を࠼っていく。
　最後にあたり、ここまでのશ体の流れをৼりか
͑ってΈたい。ϋΠσΨーはݴ༿そのものがޠり
だしているところをࢻの中で୳しٻめてΈようと
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ήΦルク・τϥークルの「ౙの༦」をಡΈࠐΈ、
「人ؒはݴ༿に応するときにのΈޠる。ݴ༿が
༿がݴ」、で「༿ݴ」るのである」とøĀü÷年のޠ
る」というςーθをࣔした。そして、øĀüþ年にޠ

ࢻでγュςϑΝン・ήΦルήの「༿の本質ݴ」
ޠ」

㆓ㆨㆰ

」の「ޠ
㆓ㆨㆰ

のܽけるところ　ものあるくもな
し」から「ݴ༿は有の家である」とのҎલのςー
θとの݁ͼつきをしめし、名のない、「ݴ

㆓ㆨ

」と
も名ͮけてもよいࢻから「ݴ

㆓ㆨ

」という、ݴ༿にな
るҎલのԿものかを֓೦Խした。さらに、øĀüĀ年
のߨԋ「ݴ༿の道」で、ݴ

㆓ㆨ

は྾開のུ֓ਤの
۱ʑにまでਁಁし、それが生ىによりڽ集しݴ༿
となるとした。また、ΪリγΞҎདྷ最高のޠݴ学
者ϑンϘルτの一અからࣔܒを受け、ݴ

㆓ㆨ

がݸ人を
͑たຽの文ܳと学の流れを大きくؚΉもの
であり、その流れの中にわれわれはஔかれており、

生ىによりݴ
㆓ㆨ

は現࣮Խしそこに生き生きと活動し
ているとした。
　われわれはݴ

㆓ㆨ

と生ىの中におり、そこで精神科
臨床を行っている。臨床のにおいてྔܭのݴ༿
をฉきけ、૬खのݴ

㆓ㆨ

からのޠりにࣖをけ、わ
れわれࣗのݴ

㆓ㆨ

からޠりかけることを教͑られる。
　そして、ϋΠσΨーはݴう、「われわれがޠっ
ているとき、常にいつもಉ͡度合いで、共にޠっ
ているものは一体Կか」と。

ݙจߟࢀ
１）)FJEFHHFS�.ɿ6OUFS�XFHT� [VS�4QSBDIF�7FSMBH�

(ÛOUIFS�/FTLF�1qÛOHFO�19�9（ϋΠσッΨーશ集、
第12ݴר༿の్上、ُ݈ࢁ㖊、ϔルϜーτ・άϩε
༁、文社、౦1996、ژ）

２）ਗ਼ਫ໌ɿ新൛ྔࢠ論のૅج、౦ژ、αΠΤンε社、
2003
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̍ɽᐆດކͱͨ͠ਫ਼ਆՊྟচ
　%4. શの現代、精神科臨床はࠞಱとしたঢ়
ଶである。それというのも、精神医学においてそ
のରとなるき生学త࣮体がいまだに໌らか
にならͣ、たと͑ث質精神පであっても脳Ͳの
ようなӨڹで精神ঢ়が現れるのかはෆ໌である
からである。極な話、ຑਲでさ͑もԿނຑਲが
かかるのかはいまだにෆ໌である。そのように
%4. という疾පྨのରであるであろう生
学త࣮体すなわͪ脳があまりにもෳ雑ણࡉである
ためにその࣮ଶはࠓだ定かならͣ、そしてその疾
患のපҼも 154% Ҏ֎はいまだにෆ໌であるこ
とはΞϥン・Ϡンάの指ఠするとおりである１）。
そのようなঢ়گにରしクϨϖリンによるපঢ়とస
をとることをܭからの疾පྨをもとにして౷ؼ
ओతとしてつくられたものが %4. である。こ
れまた、Ξϥン・Ϡンάの指ఠするところである
１）。このように現代の精神医学臨床で༻いられて
いる̨̢̙の疾පྨが極めてᐆດކとしてい
ることをはっきりと֮ࣗするとき、あらためて疾
පྨとはԿかがとなる。%4. という疾ප
ྨはੈք中あらΏるところで༻できることが
められるように、౷合ࣦௐうつපなͲのٻ
ようなੈք中でීวతにೝめられる疾පをରと
する。したがって %4. ᶛでは文Խ݁合ީ܈は
அ߲にೖっていない。さらにかつてશを
人の໘にਂくؔ༩する神経はෆ҆োݸったތ
৺త֎ইおよͼετϨεҼؔ࿈、ഭੑোڧ、
ো、ղੑো、体ঢ়なͲにղされ
அ߲によってஅされうるものとされීวԽさ
れている。かつてݸ人のແ意識の力動ؔからの
ঢ়とされたものがٯにঢ়からྨされるもの
となった。そして、ݸ人の精神誌はؓࢹされ、
疾පだけがීวతにあるものとされる。ۙ年の精

神医学教科ॻは %4. ྨにͮجくものが多く、
研म医なͲはそれにそってஅし、そのஅにج
ͮいて精神科ༀ療法ϚニュΞルをඥղきॲ方す
る。それは一見すると極めて科のஅ࣏療とࣅ
ているが、科疾患はපҼが໌らかであることか
らॲ方ༀがܾまるのにରし、精神科ではපҼが໌
らかでないままにༀ療法がおこなわれるところ
が大きくҟなる。その݁Ռ、まったく࣏療がޭ
しないことも૿͑てきた。そこでىきてきた
を؇するものは、年医師が経ݧによってཱ֬
してきたॲ方がそのපӃなり医ہなりの࣏療文Խ
としてঝされ、それにもとͮいて࣏療がおこな
われていることであろう。それにしても̨̢̙が
ོとなるにつれ、精神科のஅ࣏療はきわめて
平൘Խし、ϚニュΞルԽされ、ແຯס૩な༷૬を
ఄしている。
　そうではあるが、%4. அ࣏療ϚニュΞルは
あるఔ度ػしている。それは、精神ༀはঢ়
にରし༻いられるからである。疾පにରしてༀが
われるのは科でΈられるようにපҼがわかっ
ていることからそのපҼにରしてޮՌのあるༀ
がબされる合である。精神科ྖҬではපҼが
ෆ໌であるためにঢ়にରしてༀがબされる。
がײௌがあればリεϖリυンであるとかうつݬ
あれば 443* であるとかという;うにॲ方される。
%4. அではঢ়からප名がܾまるため、%4.
でප名がܾまったならば、࣏療ϚニュΞルでは
%4. にཏྻされているঢ়にରしてޮՌのある
ༀがࣗ動తにબされている。そうであるから、
一見ප名にରしてༀがબされているように見͑
るが、その࣮はঢ়にରしてༀબしている
のである。݁4%、ہ. அ࣏療ϚニュΞルでも
あるఔ度࣏療ޮՌは期待できる。研म医はそのよ
うにして࣏療しあるఔ度のޮՌをもたらし、われ

ߟ࠶܈ਓީݸ
─ϠοϓจԽ精神ҩֶのճؼ─

大月クリニック　大　月　߁　ٛ
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われ経ݧの長い精神科医はපҼෆ໌の疾පにରし
ঢ়ܰݮするతでༀ療法を行っているだけな
のである。そして、ප名らしきものはあとからつ
いてくる。ある意ຯ中ੈの࿉ۚज़師ຐঁのϨϕ
ルで臨床を行っているともい͑る。̨̢̙にରし
てかなりਏޱにड़てきたが、%4. の体ࡋがな
ければ疾පの౷ܭもとれͣ、精神医学は科学తで
あるかのような体ࡋもとることができないであろ
う。精神පというࠞಱにඓをつけたのが %4.
であるともい͑る。それ΄Ͳ精神医学はᐆດކ
としているのである。
　いまだにࠞಱとしている精神පであるが %4.
とはશくҟなったΞϓϩーνがݹくからおこなわ
れてきていた。それは臨床経ݧにもとͮく疾患の
ಉ定のྺ࢙である。యܕతなものは౷合ࣦௐで
ある。ϞϨルがૣ発ੑஒโと名ͮけ、Χールό
Ϝがయؾڰܕと名ͮけ、ϔッΧーがഁӝපと名ͮ
け、クϨϖリンがそれらをまとめ上げૣ発ੑஒโ
とし、ϒϩΠϥーが౷合ࣦௐと名ͮけた２）。そ
こに行くまでのաఔでز多の臨床家がそれらのප
名を༻しなΜらかのख応͑を͡ײそのੵΈ重Ͷ
の݁Ռ、౷合ࣦௐという疾患୯Ґができてきた。
そこにはそのප名をう࣏療文Խがありප名と࣏
療࣮ફの૬ޓ作༻から、౷合ࣦௐという疾患୯
Ґは在るという࣮ࣄが生まれた。そこから࿈なる
療文Խの流れが現代の精神科臨床のをかた࣏
ͪͮくっている。そのようにして精神疾患ප名は
生まれ͑られてきたのだが %4. はその流れを
அし、疾患୯Ґをもう一度όϥόϥにし、࠶౷
合したものである。それΏ͑現代の精神科臨床に
はաڈから͑られた࣏療文Խの流れと人తに
合成された %4. とがある。そして %4. அと
療とが༏Ґになってきている現࣏精神ༀによる
在、もう一度、࣏療文Խの流れにճؼし、࣮ײと
中のある精神医学をऔりす意ຯで中Ҫのݸ人
ީ܈からϠッϓの文Խ精神医学と行してΈ
たい。

̎ɽԿނɺࠓɺݸਓީ܈ͳͷ͔ʁ
療文Խ論࣏」が、その著ٱは中Ҫ܈人ީݸ　
ᴷ精神医学తߏ࠶ஙのࢼΈᴷ」3）でఏএした֓೦
である。精神疾患をීวީ܈、文Խ݁合ީ܈、

は܈にけ、ීวީ܈人ީݸ %4. அに
のってくるような生学తපҼをӅし࣋っている
であろう疾患܈である。代දతには౷合ࣦௐ、
うつපなͲである。文Խ݁合ީ܈はΞΠψの
ΠϜ、ϚϨーγΞのϥターなͲຽ文Խにಛ有の
ީ܈である。ීวީ܈と文Խ݁合ީ܈は精
神医学࢙においてクϨϖリンをݯ流とし、文Խ݁
合ީ܈はクϨϖリンがδϟϫのϘΠςンσΟン
ク精神පӃでϥターなͲのδϟϫの文Խಛ有の
まる。その後、Ԥの২ຽ࢝をったことに܈ީ
ࡦとಉしௐࠪされ֤での文Խ݁合ީ܈
がใࠂされてきた。それらにରしݸ人ީ܈は中
ҪがϠッϓの「$PNQBSBUJWF�1TZDIJBUSZ4）」（ൺֱ
精神医学）」とΤϥンϕルδΣの「Τϥンϕル
δΣ著作集ᶗ、ᶘ、ᶙ」5）「ແ意識の発見」̒）をج
に発想したものである。ݸ人ީ܈の最初の記ड़
のある中Ҫの「࣏療文Խ論ʕ精神医学తߏ࠶ஙの
をيがある。そのيΈʕ」にその発想のࢼ
ってΈたい。
　クϨϖリンに࢝まる精神医学のྺ࢙には、初、
ීวީ܈と文Խ݁合ީ܈だけがあった。ൺֱ
文Խ精神医学者であるϠッϓもまたయܕత・ීว
తީ܈と非యܕత文Խ݁合ީ܈との２大ผを
ঝ ೝ し て い る。 Ϡ ッ ϓ は ൺ ֱ 精 神 医 学 の
EZTDSBTJBம）（ݸ人とքのෆௐ）としてのපい
のষでਤ１をࣔし、EZTDSBTJB には生৺ཧ学త
な部とύーιφル（৺ཧʕ社会ʕ文Խత）な部
とがありਤのࠨからӈҠ行するにつれ生৺
ཧ学తな部はݮগし、ύーιφル（৺ཧᴷ社会
ᴷ文Խత）な部は૿Ճするとした。ここに初め
てύーιφルというݴ༿がग़てくる。ύーιφル
とは৺ཧと社会と文Խの݁ͼついたものとしてい
る。また、Ϡッϓは EZTDSBTJB からのճ෮աఔの
ਤ２において、生ཧ৺ཧతපいʹීวత疾患とし、
ύーιφルなපいʹ文Խґ存తީ܈としている。
ここにύーιφルなපいが文Խ݁合ީ܈と一体
Խしていることが現れている。ීวީ܈、文Խ
݁合ީݸ、܈人ީࡾ܈つのΞεϖクτのยྡྷ
があらわれている。ここで重ཁなことはීวత疾
患は生ཧ৺ཧ学తපいであること、ύーιφルな
පいは文Խとີなؔにあることである。中Ҫ
の࣏療文Խ論はそこから࣍とҠり 「hݸ人ީ
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。かってʱというষになるという֓೦に「܈
　そこでは中Ҫとಉ͡ಸ良ຍで生まれた天ཧ教
教中ࢁϛΩのපをたͲる。文Խ݁合ީ܈と
しての神ֻかりである。それを中ҪはΤϥンϕル
δΣの「のපい」をआり、फ教తのපい
としている。ಸ良ຍの一֯でށߐから໌࣏の
ࠞཚ期を生きた中ࢁϛΩが時代のӨڹを受けなが
ら、όリンτのいうۤࠔの「一人աఔ」を経て天
ཧ教をग़するޠをඳきग़している。ここに初
めて中Ҫなりのफ教తのපいが現れているの
であるが、そのくだりを引༻したい。

　平ຌな්と見͑た中ࢁϛΩは、ۤがݶքを͑
た時、変する。ਔԦཱͪになって「われは天ཧԦ໋
なるͧ」とએݴする。ここからすてが࢝まるのだが、
これは発පであろうか。ある意ຯではそうかもしれな
いが、ಉ時にղফ（すなわͪղܾ &SMÖTVOH）ではない
か。൴ঁの記でએݴのをಡΉと、҉ᓔなӢが一度
にਧきわれて、໌ るい天が؟લに開けた印を࣋つ。
όリンτ流に͑ݴば、一人աఔが終わってೋ人աఔが
まるసճである。όリンτにあってはผだった࢝
とපいとは、ここでは౷合されて「のපい」
となっている。

　中Ҫは中ࢁϛΩが天ཧ教を࢝したから�00
ϝーτルれたで生まれҭった。൴は「おϛΩ
ംさΜ」の話をฉいてҭͪ、その一ଳにཪに
よるೃછΈがあると記している。ಉ͡ಸ良ຍに
生まれҭった者の中でԿނ「おϛΩംさΜ」だけ
が開となれたのかというٙを๊きଓけたであ
ろう。そのٙがΤϥンϕルδΣののපいと

のྨੑࣅにͮؾいたときղফされた。のපい
が科学తを͑てफ教にまでӽڥしうること
を見いだし、そこにݸ人ީ܈の発想の๖ժが
ある。
　その文຺から、中ࢁϛΩのྫから引きଓいてΤ
ϥンϕルδΣの科学త「のපい」がڍげられ
ている。ΤϥンϕルδΣはϑΣώφー、ϑϩΠτ、
Ϣンάをのපいであるとしている。「の
පい」は中Ҫのཁによると、うつ৺ؾঢ়
が先行し、「පい」を௨աして、Կか新しいもの
をつかΜだという͡ײとそれをੈにࠂしたいと
いう৺の動きと、֬信にຬͪた֎త人֨という
人֨変༰をདྷたすաఔである。「௨常科学者」が

「のපい」を経աして「ύϥμΠϜをつくる
科学者」となる。なΜらかのܗの意識ࠞをい、
աڈと現在とະདྷが一のԼに見͑る、その中で

「思いがけないものの݁合」がىこる。
　そして「h ༯精のපいʱと神話࢈生ػ」のষ
がつͮく。あるঁ学生になな༯精が๚れて、
ର話するというྫである。ΤϥンϕルδΣの

「精神療法のݐ࠶のためには、ࠓれられている、
ແ意識の࣋つ神話࢈生ػにしなければなら
ない」とݴっていることに;れている。
　そしてҎ上のことを͑ߟあわせ「ݸ人ީ܈」
֓೦導ೖのࢼΈがなされる。

　これらの「පい」（फ教త「のපい」、科学త「
のපい」、「༯精のපい」）は文Խ݁合ީ܈であろう
か、あるいはීวީ܈にೖるのであろうか。いͣれ
のことばでもあるఔ度はࣄଶをޠりうると思う。しか
しޠりつくせはしない、とも思う。ʜࢲはここで、「ී
วީ܈」と「文Խ݁合ީ܈」のଞに「ύーεφル
なපい」、すなわͪ「ݸ人ީ܈」をあ͑てथてようと
思う。「ݸ人ީ܈」の代දతな一ྫは「のපい」
である。ʜすでに「思य़期ػة」「ྫ֎ঢ়ଶ」なͲのݹ
యతな名শがあって、これらは༻ྫにすれば࣮は「ݸ
人ީ܈」のために४උされた༰ثである。

　精神医学は精神をରとしている。科なͲの
そのଞのॾ科は体をରとしている。体であ
れば生学తΞϓϩーνでその疾පにରॲできる。
体は人ؒであればಉ͡ߏ成を࣋っていることか

ਤ̍　5XP�BQQSPBDIFT�UP�BCOPSNBMJUZ��
CJPQTZDIPMPHJDBM�BOE�QFSTPOBM

　　　（:BQ�1��.��19744）より）
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らશੈքの人ྨにରしීวతにஅ࣏療ができる。
しかし、精神は体をج൫とするが体そのもの
ではない。生学తපҼが見つかればͪにੈք
人ྨにஅ࣏療をීวԽできるのであるが、それ
は精神医学においてはいまだにできていない。そ
うなるように力しているのが現ঢ়である。精神
医学は精神という体をج൫とするあるもの

4 4 4 4

をର
とするがΏ͑にීวԽができていない。生学
త精神医学は精神と体とのؔが໌らかになる
にはこれからもきわめて長い時ؒがかかることを
していない。ྫ͑るならばύιコンը໘のਤྀߟ
を見ग़すためにύιコン本体をいくらղして
いってもそのਤの現れることはղ໌できないこと
にࣅている。記Աഔ体の中までって行ってもそ
こにはը໘上のਤをࣔすものはない。ιϑτΣ
ΞはϋーυΣΞをج൫としているがそれらは
まったくҧうϨϕルのものだということをೝ識し
なければならない。精神をそのままιϑτΣΞ
にྨࣅのものとすることはまったくできないが
体と精神のؔがϋーυΣΞとιϑτΣΞの
るであ͑ݴにώンτをಘることができるとはؔ
ろう。精神に人ྨ共௨のܗはないであろうことは、
生໋にۙいҥ৯ॅについては共௨があってもそ
の文Խతද現ܗଶは༷ʑであり、ݴ༿が共௨して
いないことからもい͑るであろう。もͪろΜνϣ

ϜεΩーの生成文法は、શての人ؒのޠݴに「ී
วతなಛੑがある」というԾઆをجにしたޠݴ学
であり、そのීวతಛੑは人ؒが࣋って生まれた、
すなわͪ生ಘతな、そして生学తなಛである
とするޠݴ生ಘઆをএ͑、ޠݴを人ؒの生学త
なثとଊ͑たものであることからޠݴのج本త
ಛはྨࣅしているとしている。しかし、それら
のޠݴのද現ܕはࠃຽのҧいでશくҟなる。
精神は生学తج൫かられる΄Ͳࣗ༝に変Խす
る。このようにීวతなかたͪをもたない精神を
૬खにして疾පྨをつくることࣗ体が極めてࠔ
なことである。
　αリϰΝンは精神についてᇥۂにではあるが、
。（のようにද現している̓࣍

　人ؒは動ではないが、動として生まれる。この
動がϗϞ・αピΤンεというछをߏ成するただの動
にならないで人ؒにసするのは、大ྔの文Խをಉ
Խし、文Խの一部とԽすることによってである。こ
こで文Խとは、このੈքにおける人తなものすて
である。

　αリϰΝンは「精神医学はର人ؔ論である」̔）

の中で、人ؒは授ೕを࢝めた時から人ؒ૬ؔޓ
によりѪ信号のりとりが࢝まり、֫ޠݴಘ、

ਤ̎　4DIFNB�GPS�DPNQBSBUJWF�QTZDIJBUSZ（:BQ�1��.��19744）より）
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༮গ期のΪϟンά集ஂܗ成、લ思य़期なͲを経て
ର人ؔを௨して精神が発ୡしてΏくとしている。
精神とはԿかというはあまりに大きい。ここ
では発ҭにいର人ؔをとおしޠݴをは͡めと
する文ԽをಉԽした݁Ռできてくるものとするに
とͲめたい。ただ、精神をこのようなものである
とするならば、ݸ人の精神誌をਂく۷りىこすこ
とが精神のҟ常をཧղするためにٻめられること
が໌らかである。ここにݸ人ީ܈がうͪथてら
れるࠜڌがある。中Ҫのݸ人ީ܈のݯにはα
リϰΝンの発生学త精神医学がある。
　さらに、中ҪはΤϥンϕルδΣの「ແ意識の発
見」ならͼに「ΤϥンϕルδΣ著作集ᶗ、ᶘ、
ᶙ」の༁をとおして力動精神医学によるݸ人の
໘ਂくの୳ٻ、のපい、神話࢈生ػな
Ͳに৮れ、さらにࣗの「༸精神医学എ࢙ܠ」９）

で正౷精神医学と力動精神医学の流れを研究しݸ
人ީ܈の֓೦まであと一าのところまできてい
た。そこから一าਐめ、中ࢁϛΩのපを経て、

「फ教తのපい」、「科学తのපい」から
。は発想されたものであろう܈人ީݸ
　中ࢁϛΩのපが重ཁであるのは、ݸ人の໘
における؍೦の大ֻかりなΈ͑は精神の生
学తج൫からԕいところで行われ、そのとき໌ら
かな精神త変ௐが؍され、人֨の変༰もೝめら
れるからである。生学తج൫からԕ͟かる΄Ͳ
精神のපいのීวੑはബれ、ݸ人ީ܈の৭合い
をೱくしてΏく。「科学తのපい」もそれま
での科学研究の大きな流れにをਁし、そこから
それまで有りಘなかった新たな科学త、科学
త؍೦のڽ集体をりあげるのだが、科学త؍೦
の大෯なΈ͑をཁする。それは「फ教త
のපい」にもൺする精神の大ࣄであり精神తප
いの༷૬をఄする。しかもそれはその科学者だけ
にىきることであり、きわめてݸ人ީ܈తであ
る。
　このようなݸ人の精神誌にਂくࠜࠩす精神ީ
はීวީ܈にରするような̨̢̙அ࣏療Ϛ
ニュΞルではରॲできない。ݸ人ީ܈にରॲし
うる࣏療文Խをඞཁとする。かつては力動精神医
学がその一部を୲っていたが、有ؓ階ڃのফ໓、
ༀ療法のོ、̨̢̙அのまりなͲからそ

の姿はফ͑つつある。ݸ人にਂくかかわる精神
ީは̨̢̙のから࿙れग़しҲれている。ݸ人
ީ܈をっていくためにここで文Խ݁合ީ܈
のফ᧙について͑ߟたい。

̏ɽจԽ݁߹ީ܈ͷফ᧙
　中Ҫは「ࡾつのީ܈（ීวީ܈、文Խ݁合
ީݸ、܈人ީ܈）はそれͧれ一つの ૬

㇢ㇻ㈜ㇰ㈊

（見
方）であるともい͑る。ಉ一ྫを、Ͳの૬から
見てもあるఔ度は記ड़できるというわけだ。しか
し、また、いͣれによってもશには記ड़できな
い」としている。この中で文Խ݁合ީ܈につい
てøĀĀ÷年のؠಉ時代ϥΠϒϥリーの記に࣍の
ように記している。

　ϚーϑΟの「ൺֱ文Խ精神医学」は、文Խ݁合ީ
とは、࣮は文Խ変༰の一աఔにおいて発生する、そ܈
の意ຯでは΄とΜͲීวީ܈であることを、چΦϥ
ンμྖ౦Πンυすなわͪ現ΠンυωγΞの文ॻにあ
たって໌らかにしたものである。わが「ΠϜ」も、ま
たΞΠψຽにಛ有なものではશવない。そのことは
高ാ彦先生のʰΠϜʱᴷ೦ながら非ചであるᴷ
にরらしても໌らかである。とくにऄڪාと݁ͼつい
て生͡るこのύニックোは、ϝΩγコの「εετ」、
ΠンυωγΞの「ϥタϋ」とಉ͡ものの変छであるが、
ΞΠψຽにݶらͣ、γϟϞ（ϠϚτ人）あるいはே
ຽにも発生していることが໌らかにされたのであ
る。

　ここでは文Խ݁合ީ܈がීวީ܈にきわめ
てۙいものであるとされている。しかし、ΞΠψ
のΠϜをৄࡉにΈてΏくと、ΞΠψの文Խの中に
こしコンτϩールىきすいঁੑ、ղを引きڻ
するّࣜ行ҝ、ऄにؔするڪろしいଏ信、ΠϜを
導く者なͲのෳ合తな文Խஔがあったものが、
人にಉԽされるときのڧいετϨεとෳ合త文
Խஔのഁյがあり、ڻきすいঁੑがऄのܹ
を受けたときそれに引きଓくղをコンτϩール
できͣ意識のղ体を引きىこし、一見、非定ܕ
精神ප૾をࣔす。これはΠンυωγΞのϥターに
もい͑ることであり、ΠϜ、ϥターなͲの文Խ݁
合ީ܈は文Խత݅がಉ͡であればੈք中Ͳこ
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ででも発生するՄੑがある。それが生学తج
൫にۙいීวީ܈ということはできͣ、文Խ݁
合という୯७なਤࣜにもらないものであるとཧ
ղすきである。
、がり、ੈք中ܨքはΠンターωッτでੈ、ࠓ　
よ΄ͲのൿڥでないかぎりͲこでも24時ؒҎ
に行くことができる。このようにີۓにܨがった
ੈքでは文Խಛҟੑは༹ղしてしまっている。そ
の意ຯでも文Խಛҟతな文Խ݁合ީ܈はফ᧙し
ている。
　しかし、ϔルϚン医療人ྨ学ø÷）には文Խ݁合
のようにॻかれている。「h࣍について܈ީ 文Խʱ
はܾしてۉ一でないう͑に、あるಛ定の時ؒ・
所・社会ڥというコンςクετにおいてこうし
たঢ়がىこるがあるために、これをʰコン
ςクετ݁合োʱとশしてもよいだろう」。こ
のようにϔルϚンも指ఠしているように文Խを文
຺のଋと͑ߟると文຺݁合ީ܈としての文Խ݁
合ީ܈はࠓも݈在である。
　Ϡッϓも指ఠしているがΞンάϩαクιン社会
での「ϗϞηクγュΞル・ύニック」は20ੈل中
後期には、「ന人உੑはஉらしくあれ」というڧ
い文຺からඞવతに導きग़されるϗϞがタϒーで
あるというແݴのཁからのҳのڪාからの
ものであった。それがಉੑࠗがڐされる州もग़て
きた現在、ϗϞがタϒーという文຺がফ͑、ಉ時
に「ϗϞηクγュΞル・ύニック」はফ໓した。
それとର応するとされた日本のΠンηετ（ۙ
૬ڪ（ාもੑにؔするൣنの่れから現在はফ
໓している。
　Ҏ上のように文Խ݁合ީ܈とされてきたもの
はৄࡉにΈてΏくと文Խ変༰にう非定ܕ精神ප
とΈ͑るもの、ڧい社会త文຺からのҳのڪ
ාから発するもの、ΤクκςΟックな文Խがอ
たれていてそこでの文Խஔによって発生するも
のなͲछʑのものがある。そこにありଓけるもの
は、文Խを文຺のଋとΈるならば、文຺のଋにғ
まれたݸ人の精神誌である。
　先にαリϰΝンの文Խの定ٛを引༻した。「人
ؒがϗϞαピΤンεになるのは大ྔの文ԽをಉԽ
し、文Խの一部とԽすることによってである。
ここで文Խとは、このੈքにおける人తなもの

すてである」というものである。「それと文Խ
とは文຺のଋである」という定ٛとはͲこで重な
り合うのだろう。人、ྫ͑ばസは、Ҷをચう
Ԑがその文Խをਅࣅすることで継ঝしてきたよう
に、そのい方を༮いࠒ、から教͑られて初め
て͑るようになる。そのい方はओにݴ༿に
よって͑られる。文຺によって͑られるとい
͑る。സは製作者がおり、その人はその師ঊから
学Ϳことで製作できるようなった。そこには作り
方という文຺の授がある。人は文຺のଋと
してある。੍度しきたり、གྷりの流ّ、ྉཧの
でܗ方なͲ΄とΜͲの文Խతなことは文຺の
͑られる。文Խのجఈをなすとい͑る人であ
るޠݴもそれが活動するときは文຺となっている。
そしてまわりのものすては文຺のଋとして現ग़
している。人の一部とԽするとき文຺のଋ
に一体Խしている。文Խ݁合ީ܈を引きىこし
たڧいޠも人であり文຺である。その文຺
に一体Խし文Խ݁合ީ܈がग़現する。
　文Խ݁合ީ܈がݬであり、文Խを文຺のଋと
とら͑るとき、先の精神ީをࡾつのΞεϖクτ
から見るというありかたはͲうなるのであろうか。
そのことのώンτとなりうるものがϠッϓにある。
ϠッϓにはࡾつのΞεϖクτから精神ީをΈる
という方法論はなかった。そのかわり、すての
精神ީは、生৺ཧ学తපいからύーιφルな
පい（Ϡッϓはݸ人ީ܈をこのようにද現して
いた）にࢸるまでのεϖクτルにおいて、文Խの
ؔ༩をಀれ͑ないとし、すてを文Խ݁合ީ܈
としてΈなしていた。そして生৺ཧ学తଆ໘が
গするにつれύーιφルత（৺ཧʵ社会ʵ文Խݮ
త）ଆ໘が૿Ճしていくとしている。ύーιφル
త（৺ཧʵ社会ʵ文Խత）であるとはݸ人の精神
誌が文຺のଋに一体Խしていることをいう。
　先にࣔしたਤ１は中Ҫのීวީ܈、文Խ݁合
ީݸ、܈人ީ܈のࡾつのΞεϖクτのܕݪと
なったՄੑがある。ここで文Խを文຺のଋとߟ
͑るとすての精神疾患は生学తཁҼと文຺の
ଋとݸ人の精神誌の中にあり、ීวީ܈からݸ
人ީ܈とҠ行するにつれ生学తཁҼはബれ、
文຺とݸ人の精神誌のӨڹは૿͑ていくことにな
る。७ਮなීวީ܈は文຺とݸ人の精神誌のӨ
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を΄とΜͲ受けͣ、生学తཁҼからのΈとなڹ
り、७ਮなݸ人ީ܈は文຺のଋとݸ人の精神誌
そのものである。
　名だたる文Խ݁合ީ܈がফ᧙した現在、Ϡッ
ϓのਤݪճؼし、すての精神疾患は生学
తཁҼと文຺のଋとݸ人の精神誌との݁ͼつきが
あり、ීวީ܈からݸ人ީ܈のεϖクτル
においてલ者から後者にかって生学తཁҼは
ऑまり、文຺のଋと一体Խしたݸ人の精神࢙はڧ
まっていく。そのように精神疾患をΈるときͲの
ようなものがあらわれるのであろうか。

̐ɽϠοϓͷճؼͱݸਓީ܈
　中ࢁϛΩのපはಸ良ຍという誌తӉと
と家と信者なͲすܠの時代എ࣏から໌ށߐ
ての文຺のབྷΈが൴ঁの一人աఔをแΈ天ཧ教が
生成したことを生き生きとද現している。そして
文຺の中のݸ人の精神誌というϠッϓの文Խ精神
医学を体現している。もͪろΜ中ࢁϛΩの生֔と
天ཧ教の成ཱは多くの研究がなされそれをもとに
൴ঁの精神誌と文຺がޠられうるのはવである。
しかし、中Ҫは思य़期ػة、ྫ֎ঢ়ଶなͲもݸ人
ީ܈であるとしている。फ教తのපいと思
य़期ػةはͲのようにして一つのΈにऩまり
うるのであろう。
　ここで࠶ͼݸ人ީ܈とはԿかをいしたい。
ϛΩのࢁげられるものが、中ڍとして܈人ީݸ
फ教తのපい、教生にまでࢸらなかった
ྫ、ϑϩΠτ、Ϣンά、ϑΣώφー、Οー
φーなͲの科学తのපい、ྫ֎ঢ়ଶでύϊϥ
Ϛ現のىきるྫ、༯精のපい、思य़期গ年ά
ルーϓの中の思य़期ػةと集ஂ力動による࣏༊、
力動精神医学におけるϑϩΠτのྫ、まだまだ
あるがこれらに共௨するものとはԿであろう。一
つには生学తཁҼのرബさである。生学తཁ
Ҽがڧければڧい΄Ͳීวੑが૿し、ݸผੑがݮ
ऑする。ݸ人ީ܈はݸผੑがきわめてڧいもの
である。ೋつに、発したものをऔりרくগ
のख़者がいること。ख़者によるީの発見と
くख़ר༊の寄༩が重ཁである。発者をऔり࣏
者の集ஂ力動のؔ༩。ここには識としてっ
ていることҎ上に動తؔ༩がٻめられる。力動

の本体は集ஂత動のؔわり合いである。ϑؔ
ϩΠτがஉとのؔわりから、そのӡ໋も変సし
ていったことがड़られているがこれは発者と
のؔわりにおいてपりの者たͪも動のਂいとこ
ろでӨڹをඃることをࣔࠦしている。ࡾつにό
リンτのݴう一人աఔを経ること。फ教తの
පいにおける中ࢁϛΩの新たなफ教をすると
きの部での؍೦の発߬、ならͼに科学తの
පいにおけるύϥμΠϜをసさせる΄Ͳの発見
にいたる部での؍೦の発߬。また、༯精のපい
における༮গ期のおՀ話でग़会った༯精の؍೦が
。集しղしಠりาきするという一人աఔがあるڽ
そこにはαリϰΝンのいうύϥタクγε期（ࣗด
存していが想తଞ者とのର人ؔݬ期）のޠݴ
るともい͑る̔）。そこにࢸるには一人աఔが重ཁ
である。
　Ҏ上のことを見すと１ɽ生学తཁҼがرബ
であること、２ɽख़者が発をり࣏༊にؔ༩
しख़者の集ஂ力動が重ཁなׂをはたす、3ɽ
一人աఔによる؍೦のख़成期ؒがあること、これ
らのࡾཁҼがநग़される。
　これをϠッϓの文Խ精神医学త؍からとら͑
るとͲうなるだろう。生学తཁҼがرബである
ことはϠッϓのύーιφルなපいにつながる。ख़
者の集ஂ力動の中でとら͑るには発者をแΉ
文຺のଋをѲすることがٻめられる。一人աఔ
にରしてはݸ人の精神誌を記ड़することがඞཁで
ある。ݸ人をแΉ文຺の流れと精神誌の記ड़がٻ
められている。このϠッϓの文Խ精神医学を日常
臨床にࠐͪ࣋ΜでΈたい。
　これらࡾཁҼをもつݸ人ީ܈は中ࢁϛΩしか
り、༯精のපいしかり、思य़期ػةしかり、ྫ֎
ঢ়ଶしかり、Ͳれも医療現にはあまり姿を現さ
ないものたͪである。そこに医療がؔ༩するܺؒ
はあるのだろうか。ؔ༩するとするならͲのよう
なܗであろうか。ख़者の集ஂ力動という؍か
らまͣりࠐΜでΈたい。中Ҫは「ݸ人ީ܈」
はख़しているか、ख़者をհした（ٛ）
ख़者によってೝ識され࣏療されるとしているか
らである。ここでख़者をۙ者༑人にݶ定す
るとݸ人ީ܈もその࣏療も成りཱたなくなる。
それはݸ人ީ܈が医療現には姿を現さなくな
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るからである。中Ҫは発した一人のগ年と൴を
औりרくগ年܈の集ஂ力動をඳき、そのような集
ஂ力動の変Խが࣏༊とかわせる力を࣋つこと
をྫとしてڍげている。ख़者のখ集ஂにおけ
る発者の精神誌とそれをԣஅする文຺の変Խを
中৺からগしれたগ年がௐとなることで文
຺変をおこし࣏༊とけていった。そのよう
な࣏療を医療現にࠐͪ࣋Ήことができるのであ
ろうか。医療と݁ͼつきうる合とはͲのような
ものであろう。
　中Ҫのհするؠଜঢのωύールでの体ݧがࣔ
ࠦを༩͑てくれる。ݸ人ީ܈と医療のڮしを
する重ཁな部であるので、࣏療文Խ論からその
まま引༻したい。
　

　精神科医という৬ۀ集ஂで流しているখ話があ
る。एい時の΄うがஅがうまく、中年になるとஅ
のれຯがわるくなり、代わって患者の生活が見͑ग़す。
さらに年にۙͮくと、அはશくといってよいఔつ
かなくなり、その代わり、患者のঢ়گと人となりが見
͑てくる、い、அもつかͣ、人ฑもঢ়گもそう
からない（定ࣜԽできないという意ຯである）のにԿ
となく࣏療ができる、とさ͑いう。これは、ࣗᅑでも、
෩でもありうるが、おそらく࣮ࣄである。एい時は、
ීวީ܈しか見͑ͣ、中年になるとঢ়گʕすなわͪ
文Խґ存ੑがΈ͑てདྷて、さらにਐΉとݸ人ީ܈と
して見͑るというؚがある。
療者としてۙͮく時࣏人ࠃ֎たことが、ҟ文Խにࣅ　
にもىこるらしい。ྫは精神医学ではないが、ωύー
ルのࢁଜでे年医療にたってきたؠଜঢ・元神ށ
大学教授の話である（࣍ਤ）。

ωύールにおける̞氏医療のஈ階
ۙҩֶʹΑΔ֎དྷऀͷҩྍ

医療、ثػଜঢの౷するۙ代త医学ਞ、医療ؠ
ΠσΦϩΪーによる、ʬએʭ医療。εピーΧー
でଜ人を集める。গの患者が、は͡めはしͿし
Ϳ、࣍いで、わΜさとΤックεઢをかけにくる。

ˣ
υクターは、݁֩患者がઈతに多いのをる。
ଜ人は「Τックεઢ」をかければපؾが࣏ると
思っている。υクターのઈ

˰

֎དྷυΫλʔͷΠχγΤʔγϣϯମݧ
υクターはそのࠃの研म医をつれて指導中、ەࡉ
ੑཀྵにかかる

ˣ
υクターのࠔ、ଞにυクターはいないし、医療
ྉもないࡐ

ˣ
ଜ長にあう、ଜ長はځのυクターに「Ξϓϊ・
ϚンνΣ」（）の待۰を༩͑、

ˣ
υクターは「日本の医学ത࢜」の໘ࢠをࣺててढ
ज़医（;だΜはຽ）の࣏療を受けてʕ࣏るʂ

ˣ
υクターの開؟˰

։؟ͱड༰
ढ医とଜ長にଜのප人を教͑られる。൴らはଜの
すΈͣΈまで、Կ代Ҏલまで、֤家の疾පঢ়گを
っている

ฏߦʢۀڞʣҩྍ
υクターはढ医にΈͪͼかれて、「ଜのප人」が

ʬΈ͑ʭは͡め、ͲこからͲう࣏療していったら
よいかというઓུがཱͪは͡める。ݧࢼతに医療
をする。ढ医はढ医で࣏療している

ˣ
υΫλʔͱढҩͷۙ

ढ医はυクターにප人を教͑、ප人はढ医のհ
と臨੮によって҆৺する。ढ医はυクターからগ
しͣつ医療識を学ͼは͡める

ˣ
ྍ࣏ྗڠ

ढ医の࣏療にυクターがٕज़తにڠ力し、そのଞ
にॿݴॿ力をする。ढ医の࣏療力があがる。υ
クターもڠ力者・ิॿ者となって࣏療ޮՌがに
Έ͑て上がる ˰

૬ޓͷ༑తʮͱ༥߹ʯ
ଜの݁֩はݮりは͡める。υクターは、݁֩ࣇݽ
をཆࢠにとりは͡める

　精神科医の患者のঢ়گと人となりがΈ͑てく
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るということがݸ人ީ܈としてΈ͑てくるとい
うことだとは、経ݧをੵΉ΄Ͳに療している
Ҭの文຺をࣩする΄Ͳに文຺の流れの中に患者
の精神誌がුかΜでくるということである。さら
にؠଜのྫࣄはωύールの元のढ医は患者の
代先からのࣄঢ়گをࣩしておりそのढ医と
っていったことݮ力することで元ຽの݁֩がڠ
をࣔしている。ある意ຯ、ढ医はଜຽをݸ人ީ
と重なࢹଜのؠがࢹとしてΈており、その܈
ることでଜຽの҆৺ײと࣏療の道ےが見͑てきた
とい͑る。
　Ξーαー・クϥΠンϚンはのྫࣄでढ医は
すてのଜຽを࣏༊させることができたのにରし、
༸医はまったく࣏療できなかったことをड़て
いる。なͥढ医は࣏すことができるのかがٙで
あるとしているøø）。その͑がؠଜのྫࣄにある。
ଜを流れる文຺のଋをࣩするものがढ医である。
人の精神誌もりਚくしている。そこでのଜຽݸ
の変ௐはその中でཧղされղき΄͙される。そこ
に༸医がීวީ܈としてのࢹをՃ͑ること
でଜຽの݁֩はݮগする。ݸ人ީ܈はख़者に
よって࣏༊されるという中Ҫの見ཱては、ढ医と
༸医のڠಉによってୡ成されるということで医
療とがっていく。
　方のখ市で精神科クリニックを長年ӦΜで
いるとそこにॅΉ人ʑのࣄঢ়گをࣩするよ
うになりདྷӃする患者の文຺がखにとるようにわ
かってくる。ωύールのढ医とࣅたཱと
なる。文຺にแまれたݸ人の精神誌があらわれて
くる。ݸ人ީ܈としてΈ͑てくる。患者をแΉ
খさな力動ؔのย۱にೖりࠐΈ力動ؔをௐ
しながら患者をてΏく。ここにݸ人ީ܈に医
療がはいりࠐΉܺؒがある。

̑ɽ࣮ྟচͱݸਓީ܈
人ݸでの精神科臨床ではい時ؒでのࡍ࣮　
の精神誌と文຺をѲしなければならない。そし
て精神科医はொのढ医として੍ٖख़者となって
ؔ༩する。そのようなΞϓϩーνでݸ人ީ܈が
ුきग़てくることをࣔしたい。࣍にあげるのは一
度だけので終ྃしたྫである。
ྫ１ɽ8��/��23ࡀ、உੑ　「精神がおかしくなっ

たので」というཧ༝で受。正月໌けૣʑの１月
̔日に受した。࣍のようにޠった。「ϥーϝン
のόΠτ先でೋつԼの後ഐにݏなことをݴわれ
མͪࠐΜだ。元ؾをग़そうと思うがؾがམͪࠐ
Ή。の良かった後ഐもいるがそのࢠにもࣄを
辞めれとݴわれؾがߋにམͪࠐΜだ。όΠτ先
の人ؒؔにもετϨεを͡ײる。ࣄ中Ͳうし
ていいかύニックになりࣗࣗがݏになる。12
月Լ०に市ཱපӃのϝンタルέΞ科を受したが、
その時はগしؤுれそうだったのでฉかれたこと
にରしてӕをついてしまったҝ、ಛにॲ方ༀはແ
かった。12月28日よりࣄに行きたくないと思っ
たがٳめͣ、31日よりٳΜでいる。ࡢ日からগし
がよく話ができるঢ়ଶになっている。話がでؾ
きなくて、ϝールもできなくて、༑ୡԿ人ݮった
Μだろう。༡Ϳことになっていたのに行けなく
て」。最初話をฉいているとಉ྅とのؔの
ԽからετϨεを受けうつతになっているのか
と思った。そのϥーϝンはࢲもԿճか行ったこ
とがあり、ബいεーϓと、٬があまりできない
ए者たͪがಇいていた。経Ӧతにかなりݫしくै
もしそうであった。たしかに、そこһのؔۀ
でಇくことはετϨεがかかりそうであった。し
かし、大学ଔۀ後なͥϥーϝンでΞルόΠτを
しているのかෆ思ٞに思い、経ྺをฉいていくと、
市のਐ学ߍをଔۀ後̨市のཱࢲ大学をଔۀしό
Πτしながら市所を受けたがམͪたことがわ
かった。ਐ学ߍから 4 市のࢲ大にਐ学したので
あるが、ެ務һݧࢼに一ճで受かるにはしいϨ
ϕルであると思われた。意識のද໘には現在勤め
ているΞルόΠτ先のことばかりが話にの΅る
が、࣮は、就৬がผの文຺として流れており
αリϰΝンのいうところのબత非意のঢ়ଶに
その文຺はؕっていると思われた。ެ務һになり
たいのであろうが、࣮力తにかなりࠔであり、
ΞルόΠτと༡ͼにಀආしている姿がුきग़てき
た。そこから、ࠓ、一൪重ཁなことはެ務һݧࢼ
にけてษڧすることであり、ಉ時に、ଞの就৬
先もࡧすることであろうとڧくࠂした。は͡
めはոᨆなදさ͑ුかていたがঃʑに本の
意識がくようになり、「就活しなければ
ならないのにできない、যりがࠜ本にある」とݴ
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うようになり、就৬が話となっていった。
受はその一ճだけであった。
　ྫ１ɽは %4. அ࣏療では適応োあるい
はうつපΤピιーυのප名となり、それにう
うつঢ়ଶにରして߅うつࡎが༩されることとな
るであろう。しかし、Ϡッϓの文Խ精神医学の؍
からは、ެ務һݧࢼにࣦഊしΞルόΠτに集中
していたのだが、৺のਂ層では就৬について
していてそのことについてબత非意のঢ়
ଶであり、その文຺を۷りग़すことでযりのݪҼ
に意が行きるようになり、ྫྷ੩ににऔり
めるようになり、៰れた文຺をղき΄͙すこと
でྫྷ੩になっていけるようになったとい͑る。
%4. では見͑なかった৺のあり༷がϠッϓの文
Խ精神医学త؍からは͑るようになる。؆୯
な精神誌にೋつの文຺がབྷΉݸ人ީ܈としてと
ら͑ることがՄである。生学తཁҼかられ
る΄Ͳ文຺と精神誌からΈ͑てくるものが大きく
なる。
　さらに文຺が៰れたྫについてߟをすすめ
たい。これはՇとݼをแΉ文຺がͿつかり合い、
ෆ思ٞなࣄଶがཧղՄとなったྫである。
ྫ２ɽ:��A�　77９。ੑঁࡀ月に່ೋ人とདྷӃ
時࣍のようにޠった。「ࠓ年5月に݈ࢪઃにೖ
所した。はúú年લにüýࡀでくなった。ཆࢠ
で࣮家のࣉを継いでくれていた。ଉࢠがそのࣉを
さらに継いでくれた。ଉࢠ්とஉばかりのଙ3
人と本人でらしていた。一൪上のଙは市ਐ学
にೖらないことがあるとؾ、の２年であるがߍ
れる。ଉࢠのॅ৬がࢭめようとして階ஈの5ஈ
のところからಥきམとされた。Կもれたまま
だった。Շもそれを見ていたがۦけ寄ること
もせͣ、ってΈていた。それを見ていてつらく
なった。3月ࠒに家をग़てۙくに一人でらす࣍
ঁのところに行った。２か月່のところにいてか
ら݈ࢪઃにೖった。̔月から体がこわい。ۙ
くの科でణを受けたがよくならなかった。め
まいはࣖඓ科で良ੑ಄Ґᚶᏹとݴわれた。ࠓは
体ௐがよくないので、また、ঁ࣍の家でらして
いる。ڈ年、ೕがΜがΈつかりखज़した」。
　が終わってからޢ師が年લにそのおՇ
さΜが受したことを思いग़した。その時のΧル

ςをऔりग़してΈた。
ྫ3ɽ:��)�　44ੑঁࡀ。ྫ２:��A� の受し
た3年લのΧルςからの記ࡌ。その年の̓月ùĀ日
受。はॅ৬。中２のଉࢠ、খ̒のଉࢠ、ࣗด
のখ２のଉࢠとݼとでらしている。「よく
れない。ͪ࣋ؾがෆ҆定。行動するにも時ؒがか
かる」とのことでདྷӃ。࣍のようにޠった。「も
ともとҖѹతなଶ度のだったが、̒月ùú日ࠓま
で見たこともないఔ大をだし、Ҝࢠςーϒル
をյした。その後からͣっとۓுしている͡ײで
ಥવྦがग़たり、家ࣄをするؾ力がなくなった。
そのれている姿を中２の長உがビσΦでࡱӨし
ていた。その後から長உはਕを࣋ったり、นに
݀をあけたり、クϩーθッτをこわしたりするよ
うになった。ࣗでもΠϥΠϥをおさ͑られない
とٽくこともある。ਫӭをؤுっており̓月のશ
大会にग़をܾめた。はれたその日からࠃ
ΩϟンピンάΧーでͲこかでかけ̓月19日から
家にっている。がいる時、ڙࢠがれたと
き、टのうしろがくなる͡ײがし、า行時ӈଆ
に引っுられる͡ײがする。ԣになるとάルάル
ճるᚶᏹがग़現する。にࡴされるのではという
ڥの家庭ࠓにݼ。ා৺もありも৸られないڪ
はڙࢠたͪにもよくない、第3者にೖってもらっ
た方がよいとݴわれもಉ意しࠗௐఀになる予
定。ݼがのことを精神తにおかしいと思い、
の༑人である精神科の . 医師に૬ஊしたが、
්げΜかのԆ長ではとݴわれた」。が本人にର
し力తでありそれをࢭめようと長உがビσΦで
とったり、ࢭめられないࣗにいらだͪนに݀を
あけたりの力をৼるうようになったと͑ߟられ
た。もっとҎલからのもあると思われた。ॅ
৬の࠺はݴう。「２年લの౦日本大ࡂがあった
とき、ຖ日100ճँることを１年らされた。
そのころผډの話がでた。ٛはが20ࡀのとき
にくなった。੩かな人だった」。長年にわたる
৺ཧత体త家庭力があり、൴ঁが3人のࢠ
たͪのために͑てきたことがわかった。このڙ
ことがΧルςからわかって後、ݼであるྫ２ɽ
:��A� が１िؒ後に່２人と受した。ଉࢠのॅ
৬の力のをͲう思っているかをฉくために、
ଙの力のݪҼはԿであると思うかをਘͶた。そ
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うするとՇのଙにରするଶ度がだというばか
りでଉࢠの力についてはશくޠらなかった。一
緒についてきた່ೋ人もそのことには一;れな
かった。すてをՇとଙのせいにしていた。
のྫ２およͼՇのྫ3をݼ　 %4. அする
とはりうつපΤピιーυとなるであろう。そし
てうつঢ়ଶにରし߅うつࡎのॲ方ということに
なる。それもܰ度のうつපであるとΈなされる。
しかし、Ϡッϓの文Խ精神医学のࢹからは文຺
とݸ人の৺ੑがුかΜでくる。
　ӃՇが3年લに受し、ࠓճݼが受した。
のॅ৬に力తにࢠの話からはଙが一方తにଉݼ
なり階ஈからಥきམとし、ଉࢠがそのままうつͿ
せにれたままでおり、Շはۦけ寄ろうともしな
かった。Շはおかしいという話であった。ଙも本
にࠔったࢠだということだった。そこにはଉࢠ
であるॅ৬のՇにରする力の話はまったくな
かった。階ஈからಥきམとされうつͿせにれて
いるॅ৬に୭もۙ寄ろうとしないෆ思ٞなޫܠが
そこにあった。それが、3年લにՇが受したと
きのΧルςを開くと、ॅ৬のՇにରするܹしい
力がありࠗの話まででていたことがわかった。
そのような力を;るっていたॅ৬がଉࢠにෛけ、
ͲうすることもできͣうつͿせにれたままいた
ことがわかった。ଉࢠの΄うがڧくなってしまっ
たのだ。このݖ力のަ代の໘がॅ৬のうつͿせ
のときのޫܠであった。そして、ݼもখݼもՇと
ଙだけがѱ者であるとݴいுっていた。ՇのͲう
しようもなくݽಠでつらいཱであることがුき
ூりになった。それは、Շの文຺とݼの文຺がͿ
つかり合いਅ࣮が࿐になったことで໌らかにされ
たことである。この家のࠜਂいはશһの文
຺がབྷまりあうかたͪでଓいている。その៰れを
ղすことは中のである。දには現れてこ
ないが最もとなるݸ人ީ܈はॅ৬である。
ଙはとॅ৬とのؒڱでۤしている。そして
本に重なのはݼであるՄੑがある。ଞ者を
にؕれてࣗらの正常ʁをอつタΠϓであるかؾڰ
もしれない。Շはこの家の中でなΜとかまとも
であることをอとうとしてԡしつͿされかけてい
る存在であろう。පΜだ家の力動体੍のなかで
が現れてくる。Ϡッϓの文Խ精܈人ީݸʑのݸ

神医学తରॲとしては、受しているॅ৬の
にରし、ॅ৬についてまったくؔ༩していないと
していることはҟ常であることをつめてΏき、ॅ
৬にはないのかを֬かめてもらう作ۀ、Շに
ରするҟ常な見方について、せめて現࣮ײをとり
もͲすことをࢼΈる、ଙの行動はಥ発తなҟ常行
動ということでとら͑てよいのか、ԿかݪҼとな
ることがあるのではないのかといかけていくこ
となͲが࣏療のとっかかりとなるであろう。ここ
でもはりݸ人ީ܈としてΈることでશくҧう
。৭がΈ͑てくるܠ
　上記3ྫはきわめてݸ人ީ܈త৭࠼のڧい
ものであるが、日常臨床ではීวީ܈とݸ人
も༩͑あうީڹいにӨޓ、のೖりࠞ͡った܈ީ
が΄とΜͲである。そのようなྫを一つڍげてΈ
たい。
ྫ̐ɽ,��4�　813。ੑঁࡀ月に100Ωϩくらい
れた中市にॅΉ່と受。本人は࢈چの
のொでͻとりでらしている。લ年の12月にؒࢁ
がくなり、49日ごろまではしっかりしていた
が、その後、ঃʑにௐࢠがѱくなった。２月ࠒか
ら家のपりのਫがؾになるようになった。ઇとӍ
のせいでंݿにਫがೖり、家の中にもਫがೖるの
ではないかと৺するようになった。家がਫにਁ
かると大なものがすてμϝになると৺し、
動ዲ、体の͑がでる。意ཉԼもͻͲく家ࣄも
できなくなってきた。家から֎もग़たくないঢ়
ଶである。Կをݴっても家がਫにਁかったらͲう
しようと͑ߟてしまい;さぎࠐΜでいる。
　本ྫは %4. ではໝ想ੑো、あるいはうつ
පΤピιーυなͲとなるのであろうか。ݻڧなਫ
にରする思いはໝ想とݴってよくීวީ܈に
Έೖれられそうである。それとಉ時にがく
なってからのことであり、৺Ҽがあり、一人ら
しのෆ҆なͲのཁҼもڧく、ݸ人ީ܈のも
൱定できない。ೋつの中ؒくらいにҐஔするよう
である。
　ここでもう一度Ϡッϓのਤ１ɽ（5XP�BQQSPBDIFT�
UP�BCOPSNBMJUZ��CJPQTZDIPMPHJDBM�BOE�QFSTPOBM）
を見てΈよう。ࠨ行く΄Ͳ生৺ཧతがڧ
くӈ行く΄Ͳݸ人త（৺ཧᴷ社会ᴷ文Խత）ଆ
໘がڧくなる。それは %:4$3A4*Aம）の中の
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ൺである。すなわͪࠨに行く΄Ͳݸ人とքと
のؒのෆௐの中は生৺ཧతがڧく、ӈ
に行く΄Ͳݸ人ᴷքのෆௐの中はύーιφ
ルత（৺ཧᴷ社会ᴷ文Խత）となる。中Ҫの༻ޠ
では精神తපいはࠨに行く΄Ͳීวީ܈の
がڧくӈに行く΄Ͳݸ人ީ܈のがڧまると
いうことである。ྫ１ɽ２ɽ3ɽはਤのӈい
きྫ̐ɽはਤの中ؒあたりにあるとい͑る。す
ての精神疾患はࠨからӈのීวީ܈からݸ
人ީ܈とࢸるεϖクτϥϜのؒにある。
%4. はεϖクτϥϜのӈにあるものもڧ引に生
学తཁҼからとら͑ようとするためにஅが平
൘Խしてしまう。Ϡッϓのਤにैいීวީ܈の
療࣏をԘ梅しながらஅの܈人ީݸと
することが精神科臨床の෯をげる。

̒ɽΤϥϯϕϧδΣͷٯཧ
　ここでීวީ܈をগしཧしてΈたい。ੈք
中にීวతにಉ͡くらいの֬で発するものを
ීวީ܈とするならばؒҧうՄੑがある。適
応োはීวީ܈としてとら͑られるが、ۀا
での上࢘、ಉ྅との人ؒؔの、ύϫϋϥの
がجఈにあり、そのঢ়گԼではͲこでもىこ
りうるという意ຯでීวతなのであり、生学త
ཁҼがڧいからͲこでもಉ͡ような֬で発す
るわけではない。適応োはঢ়ىگҼੑという意
ຯでݸ人ީ܈である。ීวީ܈を生学తཁ
Ҽがڧいものとݶ定しなければࠞཚしてしまう。
Ҽੑ精神පとされる౷合ࣦௐ、うつපなͲ
は生学తཁҼがかなりڧくそこにঢ়گҼがわͣ
かにؔ༩していると͑ߟてよいだろう。Ϡッϓの
εϖクτϥϜのਤのࠨは生学తཁҼだけから
なるものとし、ӈਐΉにつれঢ়گҼがڧまり、
ӈはύーιφルなものとなる。これをࠨをී
วީ܈としӈにਐΉにつれてঢ়گҼと一人աఔ
がڧまり生学తཁҼがऑまり、ӈではݸ人
೦の生成を؍人のݸとگとなる。そこにはঢ়܈ީ
ሃΉ精神誌だけがある。このようなことを౿ま͑
るとΤϥンϕルδΣのٯཧがղけてくる。Τϥン
ϕルδΣのٯཬとは、࣍のようなものである。

　一元ੑをٻめる科学者にとって、人ؒの৺のೝ識に

ೋつの૬༰れ͟るۙ法がಉ時に存在しうるというこ
とはিܸతなことである。われわれは新しい力動精神
医学のॾ体ܥのཱࣗੑをりڈって科学の一元ੑとい
うݪଇをकりൈくきなのだろうかʁそれともこれら
の体ܥ（およͼࠓ後もͻきつͮき生͡るかもしれない
ॾ体ܥ）を存ଓさせて、一元科学というཧ想なͲはු
ੈれの高وなເとΈなすきなのだろうかʁ

　中Ҫはඪ४Խ指ܕ・ۙ代医学ܕ精神医学（こ
れを %4. ある精神医学ࠓ精神医学とする）にܕ
はऩᏑしうるかというにஔき͑て͑ߟてい
る。%4. 精神医学はてΜかΜ中ಟੑ精神පܕ
のように生学తཁҼが໌らかとなったもの౷
合ࣦௐうつපのように精神ༀのޮՌから神
経ୡ質のؔ༩であると想定されるもの、すな
わͪϠッϓのਤでࠨଆによるものと適応ো
体ද現ੑোなͲۙなঢ়گҼからग़དྷするもの、
Ϡッϓのਤではӈଆによるものとを、ಉྻにྻڍ
しஅ࣏療を記ड़している。しかし、現代科学に
ऩᏑする医学とはࢠ生学でઆ໌Մなものま
でにݶられている。ঢ়گҼから発するものにつ
いてはࢠのϨϕルでもղ໌できない。ྔࢠཧ
学者̙BWJE�#PIN は「思ߟաఔとྔࢠաఔはྨ
ࢠしている」としているøù）。おそらく、৺はྔࣅ
Ϩϕルにまでࢸって初めてղ໌されるものであろ
う。その意ຯで医学を一元తに౷一しようという
科学のࢼΈはࢠ生学のྖҬまでしかࢸってい
ないことからも精神医学を一元తに౷一すること
はまだまだできない。
ݸは生学తཁҼかられた文຺と܈人ީݸ　
人の精神誌のである。%4. 精神医学のؔ༩
できない部である。現代の精神医学をঢ়߲
のબと精神ༀの適༻というࡧയとしたঢ়گか
らોらせるためにはݸ人ީ܈をऔりࠐΜだ精神
医学、Ϡッϓの文Խ精神医学のճؼこそが、ࠓ、
。められているٻ

ம）EZTDSBTJB は本དྷഇޠでありѱӷ質といった意ຯ合い
であった。Ϡッϓは本文中で EZTDSBTJB をݸ人とք
とのෆௐと定ٛしている。中Ҫはഁஅと༁している
が本論文では EZTDSBTJB をݸ人とքのෆௐという
意ຯでෆௐと༁した。ݪ文は࣍のように定ٛしてい
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る。5IF�NPTU�CBTJD�NFBOJOH� PG� JMMOFTT� JT� UIBU� PG�
EZTDSBTJB��B�TUBUF�PG�JNCBMBODF�PS�EJTIBSNPOZ�BSJTJOH�
GSPN�B�EJTUVSCBODF�PG�QSF�FYJTUJOH�EZOBNJD�GPSDFT�JO�
B�TUBCMF�pFME�ɿපの最もج本తな意ຯはσΟεクϥγ
ΞであるɿσΟεクϥγΞとは定常ঢ়ଶにあるそれま
での力動తな力の動༳にىҼするෆߧۉあるいはෆௐ
ঢ়ଶである。

ݙจߟࢀ
１）:PVOH�A��5IF�)BSNPOZ�PG� *MMVTJPOT ᴷ *OWFOUJOH�

1PTU� 5SBVNBUJD� 4USFTT� %JTPSEFS ᴷ� 1SJODFUPO�
6OJWFSTJUZ�1SFTT�/FX�+FSTFZ�199�（̨̥̩̙の医療
人ྨ学、中Ҫ、大月、Լଞ༁、Έすͣॻ、౦ژ、
2001）

２）4IPSUFS�&� ��A�)JTUPSJDBM�%JDUJPOBSZ�PG�1TZDIJBUSZ�
0YGPSE�6OJWFSTJUZ�1SFTT�200�（精神医学ྺࣄ࢙య、
（2016、ژ༁、Έすͣॻ、౦、大લ、ޱߐ

3）中Ҫٱɿ࣏療文Խ論ᴷ精神医学తߏ࠶ஙのࢼΈᴷ、
1990、ژॻళ、౦ؠ

̐）:BQ�1��.����$PNQBSBUJWF�1TZDIJBUSZ ᴷ B�UIFPSFUJDBM�
GSBNFXPSL ᴷ �6OJWFSTJUZ�PG�5PSPOUP�1SFTT�5PSPOUP�
BOE�#V⒎BMP�1974

5）&MMFOCFSHFS�)��F���ΤϥンϕルδΣ著作集ᶗ、ᶘ、ᶙ、
中Ҫٱ編༁、Έすͣॻ、౦1999、ژʙ2000

̒）&MMFOCFSHFS  � )� � F � � � � 5IF� %JTDPWFSZ� PG� 5IF�

6ODPOTDJPVT ᴷ 5IF�)JTUPSZ� BOE� &WPMVUJPO� PG�
%ZOBNJD�1TZDIJBUSZ�#BTJD�#PPLT�*OD��1970（ແ意識
の発見ᴷ力動精神医学発ୡ࢙、ଜ、中Ҫ༁、弘文
ಊ、౦1980、ژ）

̓）4VMMJWBO� )�� 4�� �� $MJOJDBM� 4UVEJFT� JO� 1TZDIJBUSZ�
/PSUPO�/��:��19�6（精神医学の臨床研究、中Ҫ、ࢁ
（1983、ژଞ༁、Έすͣॻ、౦ޱ

̔）4VMMJWBO� )�� 4�� �� 5IF� *OUFSQFSTPOBM� 5IFPSZ� PG�
1TZDIJBUSZ�8��8��/PSUPO�ˍ�$PNQBOZ�*OD��19�3（精
神医学はର人ؔ論である、中Ҫ、࡚ٶଞ༁、Έすͣ
ॻ、౦1990、ژ）

９）中Ҫٱɿ第3ষ、Ԥ精神医学എ࢙ܠ、྾පと人
ྨ、౦ژ大学ग़൛会、౦1982、ژ

ø÷）)FMNBO�$��(�� ��$VMUVSF�)FBMUI� BOE� *MMOFTT� GJGUI�
FEJUJPO�$3$�1SFTT�2007�（ϔルϚン医療人ྨ学�第5
൛、௰、ࢁڇଞ༁、ۚ߶ग़൛、౦2018、ژ）

øø）,MFJONBO�A����1BUJFOU�BOE�)FBMFST�JO�UIF�$POUFYU�PG�
$VMUVSF�AO�&YQMPSBUJPO�PG�UIF�#PSEFSMBOE�CFUXFFO�
AOUISPQPMPHZ�.FEJDJOF�BOE�1TZDIJBUSZ�#FSLFMFZ�
6OJWFSTJUZ�PG�$BMJGPSOJB�1SFTT�1980（臨床人ྨ学ᴷ文
Խの中のප者と࣏療者ᴷ、大ڮ、ԕࢁଞ༁、弘文ಊ、
౦1992、ژ）

øù）#PIN�%����2VBOUVN�5IFPSZ�1SFOUJDF�)BMM�*OD��19�1
�（1964、ژ論、高林、Ҫ上ଞ༁、Έすͣॻ、౦ࢠྔ）
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ᶗɹ͡Ίʹ
後28年ؒ精神科医としてಇいてきۀは大学ଔࢲ　
たが、2017年２月にٸなҟ動があり、݈をओな
ઃに所長としてෝ任した。それにࢪとするۀࣄ
って、精神科医としてのࣄはすて中அし、
ཧ者としてのࣄが中৺となった。医師として
のࣄは、݈人ؒυックのࡍにඞཁとなる
。務のΈとなったۀ
　िに２ճఔ度、ޕલ日をかけて、20ʵ30人の
受者の体を行う。それは長年精神科医を
してきたࢲにとって、大いにށいを͡ײるۀ務
であった。精神科だからといって体をແࢹして
きたわけではないが、݈とはい͑科医でもな
いのに体ののΈをతとしたを、「
科医のようなإをして」ଓけることにҧײが
あった。
　しかしࢲなりに࠶学शをし、ۀ務にも׳れ
てくるにつけ、গし༨༟ができてきた。「科医」
というΞΠσンςΟςΟは࣋てないが、「݈医」
というΞΠσンςΟςΟを࣋つことができるよう
になってきた。
　その先、;と受者たͪの体がؾになるよ
うになった。׳れないۀ務を࢛ۤീۤしなが
らっているときに͡ײていた、൴らの体ੑに
ついてݴ༿にできるようなؾがしてきた。記ड़の
ᯤのようなものがཱͪこめてきた。
　ある日、ॻいてΈようと思いཱͪ、൴らの体
ੑについてのϝϞをॻき௲ってΈた。3時ؒ΄Ͳ
かかったが、֓Ͷॻきれたؾがした。その後も
গしͣつ記しながら、研究会で発දするかͲう
かを͑ߟた。ったが、「݈߁அにってくる
体」というタΠτルがුかΜだことで記ड़のਊ
の部がܾまり、発දしようというؾにもなれた。

記できることがもっとないかとさ͙ったところ、
Ҷͮるࣜにいくつかの記ड़を引きग़すことができ
た。しかしこの作ۀにはタΠϜリϛッτがあった。
記ड़することࣗ体がతとなってしまい、リΞル
な受者の体ੑとのର応ؔにしい、ݴ༿だ
けの論ཧで৳ͼていこうとする記ड़になる。その
ような記ड़はできるݶりऔりআいて、গしཧし
てここにఏࣔする。

ᶘɹഎܠ
　ۀ務の֓ཁをあらか͡めࣔしておこう。
　はࣨݸになっているࣨで行われ、հॿ
者はおらͣ、医師と受者のΈで行われる。受
者はશһ、あらか͡めݕҥ（ϙリΤεςル製。
କ上ҥとύンπ）にணସ͑ている。医師はϫΠ
γϟπの上にコーτܕനҥ（αックεΧϥー）を
ண༻している。
　まͣ医師が待合にいる受者をݺͼೖれる。受
者が੮にணくと、医師が受者の氏名を֬ೝす
る。࣍に、؟ᛐ݁ບとલᰍ部のࢹ、ڳ部（ෲଆ、
എଆ）のௌをする。࣍に、ϕッυにԣթしても
らい、ෲ部৮。੮にって、݁Ռ、৺電ਤ、
部Ϩンτήン݁Ռのઆ໌をする１。ଓいて、受ڳ
者からの質を受ける。ϑΝΠルをし、それ
をしてもらう所を教ࣔして終ྃ。௨常3ʵ̐
で終ྃする２。

ᶙɹ記ड़
１　ೖࣨ
　待合にෝいて൪号をݺͿと、ݺばれた体はお
もΉろに動き࢝める。意֎にのろのろしている。

「はい、ࢲです」というϝッηーδがあいまいで
ある。Ώっくりཱͪ上がってくる3。

அʹͬͯ͘Δମ߁݈

Ѫਔ会૯合݈߁ηンター　ਿ　林　　　ູ

１　人ؒυックの合、݂ӷࠪݕなͲのଞの݁ࠪݕՌのઆ໌も行う。
２　人ؒυックの合は̓ʵ̔。
3　༵日はૣい。また、ळになったらૣくなった。Նのせいだったのかもしれない。
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　ࣨにೖった体に、࠲るようにですす
めてもཱったままでいることが多い。「よろしく
お願いします」とّにѫࡰされることも多い。
こͪらが࠲るのにあわせて࠲る体が多い̐。
　ようく࠲った体は、લにあるڳ部Ϩンτ
ήンը૾をࢹする。こͪらからは氏名の֬ೝを
するが、それにはそͧろにฦࣄし、Ϩンτήンը
૾にをୣわれている。
　また、名લの֬ೝのࡍ、多くの体はগしౖっ
ているように見͑る。
　ϝΨωをかけている体にはϝΨωを֎しても
らうが、この動作はྫ֎なくૉૣい。᪳なくૣ
い。

２　݁ບࢹ
　݁ບࢹでは、こͪらの྆指で૬खの྆Լ؟
ᛐをԡしԼげཪฦして݁ບを࿐ग़させる。非常に
খさい部なのできࠐまないとよく見͑ない。
そのためڑۙࢸでのいきなりのର໘となる。多
くの૬खはをそらすが、中には、ぎΎっとᛀΜ
できたり、うっとりと見つめられたりもする。
あߏがることが݁ؾをタッνする時、੩電إ　
る。੩電ؾ予にまͣݞをさわる合もある。そ
のようなεςッϓがೖるとなおさら、Ωεをする
લのようなׄになる。

3　લᰍ部৮、ࢹ
にൺإ。に、टにさっと৮れて、टをோめる࣍　
、टはແඋであることにͮؾく。またऐしげ
だ。टはいつもإのӨにӅれている。ϝΨωを֎
してもらった人には、またかけてもらう。これも
ࣗવでૉૣい動作であり、ΦーτϝーγϣンԽし
ている。そのܺにこͪらはௌثを४උする。

部ௌڳ　̐
B）உੑの合
　Ψόッとݕҥをまくしあげる人が多いが、ஏ
ͣかしそうにগしだけしかあげない人、ࣗらあ
げようとしない人もいる。あげようとしない人に

は、ҥの上からௌする。
　உੑのલڳ部はまͣもって、い。そして平た
い。それに、֯ばっている。ௌثをあてるため
にۙͮくと、さらにく͡ײられ、ѹされる。
ҥをまくしあげているせいかڳをそらしている。
྆ගがݞまであがり྆ݓもࠎのあたりまであ
がっているので、Τϔン、とҖுっているような
ϙーζになる。إは神ົなදがΩーϓされてい
る。Җுりつつ神ົ、という姿勢におかしΈがඬ
う。
　ௌثを௨して、৺Իがฉこ͑てくる。このԻ
はなΜだろう。ࢲはいったいԿをௌいているのだ
ろう、といつも思う。എଆのௌにҠる。૬खに
ճసҜࢠ上でճసしてもらい、こͪらもগしԣ
にճるというڠಉత動作がεϜーζに作動する。
എ中はٵݺԻのௌऔに集中する。ߢڳをຬたすೖ
りΜだߏにਧくؾ流にࣖをける。ࢲはॠ時
์৺する。ؾ流Իには人を์৺させる力があるよ
うに思う。
　എ中も大だが、なͥかこのとき、多くのஉੑ
体は、྆લをࣗの଼྆にஔいて、લϙー
ζをとる。一ଉつくઓ࢜のように。உのഎ中はؤ
ৎで༤หであり、見ࠍれてしまう。
C）ঁੑの合
、をあてる。それでも৺Իثҥの上からௌݕ　
をثԻはेฉこ͑る。ೕの;もとにௌٵݺ
ԡしけることになるので、「ࣦྱします」とい
う͡ײで会ऍするように、ௌثをগしͪ࣋上げ
てその人に見せてから࢝める。ঁੑはඞͣとݴっ
ていい΄Ͳ、ڳをுらない。体の࣠はすらっと
ਨに৳ͼている。टからݞにかけてؙいۂઢが
あり、さらにೕにけてのؙいۂઢがある。い
くつかのؙΈをଳͼたものが࣠にそって࿈なって
いる。そういうෳ合తなߏであり、ྫ͑るな
ら一のͿͲうである。എ中にճっても、それは
変わらない。よく見るといろいろなؙΈがӅれて
いる。എ中からଆෲ部、ࠊ、ᢈ部にࢸるまで、ڥ
քஈࠩなく、ણࡉなؙΈの࿈がܗ成されてい
る。はりզをれて見ೖってしまいそうになる。

̐　このタΠϛンάが開࢝のّࣜなのだろう。かつてっていた֎དྷ療ではݺͼࠐΉためにをかけた時でΞΠコンタ
クτがしっかりあって、開࢝のّࣜがなされていたことにͮؾく。
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　ঁੑのഎ中にかかるをこのঢ়گで見ると、そ
れは୯なる༰、ඒ༰の۩ではない。そのもの
が、うごめくような、ଧつような、ٵݺしてい
るような、ࠓにも動きग़しそうなԒかしさを์っ
ていることにͮؾく。
D）ٵݺ合わせ
　記ड़をきっかけとして思いついたことだが、എ
中をௌする時、受者のٵݺにこͪらのٵݺを
γンクϩさせてΈた。すると、こͪらのۓுײが
ॊらぎ、こͪらの動きのリζϜと流れがよくなっ
たように͡ײた。受者とともにसにって༳ら
れているような֮ײが生まれた。それは࣍の
にもつながるリζϜとなり、流れになった。その
流れに༠われるように、後の݁Ռઆ໌でのコϛュ
ニέーγϣンがεϜーζになったようにも͡ײる。
ͼ寄せていݺを合わせることがෆ思ٞな力をٵݺ
るとに思͑る。

5　ෲ部ௌ
　ϕッυにԣթしてもらってෲ部を৮する。受
者にとっては最大のΞクγϣンをしていただく
ことになる。まͣखにしているϙέッτςΟッ
γュなͲをͲこにஔくか、Ͳのようにしてϕッυ
に上がるか、಄のҐஔはͲうか、正しい体Ґに
なっているか、なͲ、ॠ時にしていろいろなこと
を͑ߟることになる。こͪらからԿもݴわなくて
もݕҥをڳまでたくし上げる体もあるが、ख
をͲこに࣋って行っていいかわからͣ所在ແげに
ඬわせる体も多い。إにはࠓまでになかったෆ
҆が΄のかにුかͿ。ۓுしているが、Ͳこに力
をいれていいかわからͣとまͲっている෩である。
ேからઈ৯をڧいられているので、ௌثをて
るとܹしいԻがࣖにඈͼࠐΜでくることが多い。
৺ԻٵݺԻはࣖをࡁましてฉくඞཁがあるが、
Իでそれをすると大Իྔにऻܸされることにな
るので、ฉき方をりସ͑なければならない。ٯ
にશくԻがしないこともগなくない。その時はࣖ
をます。それでもԿもௌこ͑ない、ただਂւの
のようなԿかを͡ײる。ଞにも、いろいろな
ຯわいのあるԻがϝϩσΟーとともにฉこ͑てདྷ

ることがある。৺ԻはリζϜԻであり、ٵݺԻは
ࣗવքにภ在するؾ流Իであるが、Իは動の
鳴きにࣅている。

̒　ෲ部৮
　৮というが、ൽෘのද໘をでるというわけ
ではなく、ෲ部શ体をखでそれなりのڧさでѹഭ
しながらܰくまさ͙る。それによって変なものが
৮れないか、௧Έはないかを֬ೝする。受者の
応は大きく２つにれる。１つはෲےのۓுが
高まるタΠϓである。くす͙ったい、とݴってস
いग़す合もある。いͣれにしても、こͪらのख
の動きをͶฦすようにෲےがڧくޚしてしま
うため、Կもわからない。
　もう１つは、ෲےがわらかいままで、こͪら
のखがすっとおෲのਂいところまでೖっていける
タΠϓである。खは૬खのおෲをӭ͙ようにして
部を୳ることができる。ௌの時のように、わ
れをれてೖするということはない5。
　学生の時に学Μだように、ࠨखを૬खのӈݞに
ఴ͑ながら、ෲ部をまさ͙られている૬खの༷ࢠ
をうかがいながらの作ۀとなる。こͪらの意を
適度にࢄさせながら、શ体తな印のなかでҟ
変がුかͼ上がるかͲうかをΩϟッνしようとす
る。

̓　Ҝࢠにる
　ϕッυからىき上がり、εリッύをはいてҜࢠ
にってもらう。体ૢબखのようにෲےの動を
Ґになる体もあれば、Ώる࠲って一ॠにして
Ώると体をىこす体もある。ҜࢠにもͲるよう
にさりげなく指ࣔしているにもかかわらͣ、ϕッ
υに࠲ったまま࣍の指ࣔを待つ体もগなくない。
こういう༷ࢠを見ると、ああ、さっきの৮で์
৺していたΜだな、と͡ײる。
　こͪらはすでにҜࢠに࠲っている。ӈखঠに２
ඵ΄Ͳ、৮したײ৮がっている。

̔　݁Ռઆ໌
　૬खがҜࢠにったら、ύιコンը໘݁ࠪݕ

。ௌ֮は、体の「われ」をୣうことに長けているが、৮֮は「われ」をおͼかすことなく体にᔍΈೖる֮ࢹ　5
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Ռ༻ࢴをࣔしながら݁Ռઆ໌をする。ޠݴతり
とりがओになる。一௨りઆ໌したあと、「Կか
。になることはありますか」とうؾ
　多くの人は、「い͑、ಛに」と͑る。さま͟
まなニュΞンεをまとわせながら。時にはここͧ
とばかり日ؾࠒになっている݈߁について૬ஊさ
れる。Ͳのような૬ஊでも、こͪらは΄っとする。
૬ੑޓのある会話が࢝まることによっては͡めて、
よそよそしいؔが่れてしΈのؒฑが生まれ
る。

９　終ྃ
　終ྃをࠂげ、࣍の行動の指ࣔをしながらϑΝΠ
ルをखす。こͪらのଶ度は変わる。ܾまり文۟
をࣄ務తにࠂげる。૬खの応もૣい。こͪ
らのଶ度変Խを先औりするように、εΠッνが
られる。࣍のҠ動にけて、こͪらのݴ༿をฉき
࿙らさないように意を集中させる。そこにある
体はもう࣍の行き先にかっており、その後ろ
姿に話しかけているように͡ײられる。時をおか
ͣ、退ࣨされる。こͪらはύιコンのೖ力
に集中する。こͪらの体も終ྃをࠂげたॠؒか
ら࣍のにかっているようだ。֎見తにର໘
していても体のϨϕルでは「後ろ姿Ͳうし」に
なっていたと͑ߟるとしっくりくる。

10　ิҨ
B）ਲい
　ù÷人からú÷人くらいを࿈ଓしてするので、
最初は体にਲうような֮ײがあった。高༲ײに
แまれた。׳れるにつれ、それはݮऑした。
C）Ξンέーτ
　受後のΞンέーτに「がお͟なりなؾが
する」というײ想があった。खૣくਐめることを
ؾの時ؒがかったことににするあまり、ؾ
ͮいた。΄Μのඵだが、ௌの時にฉきೖるʻ
ؒ合いʼを意識して作るようにした。そこからݺ
のෆຬの合わせに発展した。それҎ߱、ٵ
。想はग़ていないײ
D）ੑࠩ
　していると、ੑࠩということをڧく意識す
る。社会త文ԽతϨϕルのੑࠩにはさま͟まなվ

変がՃ͑られてきたが、体（体）Ϩϕルでの
ੑࠩはݫવとして存在することを見せつけられる。
E）༵日の体
　は͡めて༵日にしたところ、平日とのҧ
いを͡ײた。༵日の体は平日の体よりも、
ී௨でࣗવな͡ײであった。とઆ໌がするす
るとਐΜだ。༵日の体にはܜいがある。精神
科で֎དྷ療していた時もಉ͡ような֮ײがあっ
たことを思いग़した。
F）ଉ
　;としたタΠϛンάで、「;っ」とか「はっ」
というଉが࿙れる体がある。意ਤせ͟る体の
いたͣらであるが、それがそののงғؾを大き
く変͑てくれる。こͪらの体はそういうものに
かならͣ応している。ଉにはଉで応している。
２人のଉが変Խすることがงғؾを変͑るのだろ
う。
　をう合もあるし、ඓଉがߥい人もいるが、
多くの体はଉなͲしていないかのようである。
;としたଉ࿙れは、ଉをしていることを思いग़し
てくれるػ会でもある。

11　記ड़の
　ओޠをした。「こͪら」「૬ख」「体」「人」
をओにい、「ࢲ」「受者」はできるݶりわな
いようにした。また、「ここͧとばかり」「ぎΎっ
と」なͲ、受者の行動にਵするॾ印をでき
るݶりΈೖれた。多ྫのݸʑのݸผੑをでき
るだけरいながら、かつ、共௨ੑを௫Μでいくこ
とを指した。
　ൺᄻతද現をあるఔ度औりೖれた。大仰なもの
は͑߇、ࣗの体֮ײにいͪばΜϑΟッτする
と思われるද現をબするようにした。

ᶚɹߟ
　Ҏ上の記ड़にؔ࿈して、記ड़の中に৫りࠐめな
かったいくつかの؍を、அยతなものにとͲま
るがఏࣔする。

と受ݕ　１
　ҎԼศٓのために、පؾをૣ期発見するために
年に１ճఔ度ॾࠪݕとを受けることをݕ、
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すでに֬ೝされているපؾの࣏療のために定期త
にපӃ受することを受と定ٛする。
　受にってくる体もまた、は͡めはݕに
ってくる体と大ࠩはないように思͑る。しか
し、受を継ଓしている体は、受ࣗ体がルー
νーンとԽした新しい体となる。ݕにって
くる体の中で、すでにපؾを࣋っていて࣏療を
継ଓしている体がいるが、これらの体は、࣏
療を受けていない体とくらてશ体తにリϥッ
クεしており、受行動にशख़している。शいࣄ
に定期తに௨っている体のようにこなれている。

２　ΏるΈ
　中でも、精神科の࣏療を受けている体はཱ
つ。௨常のしいؔҎ上に力がൈけている。力
をൈいているというより力がೖらないという印
でもある。ඍかにではあるがഁ໓ײがある。それ
はͲこかで一度「յれた」ことのある人にಛ有の

「ΏるΈ」である（かつて౷合ࣦௐの؍அ
でϓϨコックεײというものがあったが、それに
を長くしてきࣄている）。精神科医としてのࣅ
たࢲには一ॠにしてわかり、ջかしいͪ࣋ؾにな
る。
　この「ΏるΈ」は、පؾ生活ڥのせいだけ
でなく、࣏療ޮՌそのものでもあるようだ。体
疾患の大පを患ってそこからճ෮した体にも、
。後のおさΜにも、ಉ༷の「ΏるΈ」がある࢈

「ΏるΈ」はいͣれ「しなり」（しなかさ）を引
き寄せるだろうか、「たるΈ」にٵい寄せられる
だろうか。

3　৬छとҬ
　εーύーళһの体は૬खのڍાにଈ࠲に応
するॠ発力を͡ײる。体のτリΨーが૬खにஔ
かれているようだ。
　学ߍの先生たͪの体は意֎にී௨。ӡ動ྔは
๛なはͣだが、体ੑとしてはࣄ務৬త体で
ある。
　経Ӧ者の体は、うてくる体である。っ
ていても、「܅はͲうなΜだ」といかけてくる
งғؾがある。ୋ༲に͑ߏていてもܺがない体
でもある。

　Լொ৭のڧい A Ҭにग़ுすることがある。
その݈所にくる体は、生動のようなෆఢ
さがある。医師受者ؔをܰʑとりӽ͑、ૉ
の体としてରቂする。΄のかな༠がඬいすら
する。ؾが合うと、本ؾで「会͑てよかった」と
いうද໌がなされる。ؾが合わないと、「なΜ
こいつ」というଶ度が࿐ࠎにग़る。良くもѱくも

「࿐ࠎ」తであり、ෆఢに͑ߏている。5 Ҭで
の݈でいつも見られるような、体と「われ」
とのղがなく、「われ」が৮֮తにഭってくる。

̐　ൽෘについて
　体を見ているとき、はൽෘを見ているはͣ
だが、࣮ࡍにはൽෘは見͑ていない。ൽෘのલ໘
に、ܗଶ質ײӡ動ੑがせりग़しており、ൽෘ
はその中でͻっそりとしている。ただし、Կらか
のҟ変（খさなࢠࠇでもよい）があればそれがখ
さなものでもす͙にをͻく。一度εϙッτϥΠ
τをཋͼるともう元にはれない。
　ҟ変としてよく見かけるものに、Ξτピーがあ
る。長い患いのྺ࢙を想い、Ͷぎらいたいͪ࣋ؾ
になる。とಉ時に、あるछのඒ意識がܹされる。
　まだらঢ়の৭ૉணのある体、大きなൗが
ありそこからೱްなໟが生͑ている体、ໟਂ
い体、खज़ࠟのある体。
　ൽෘのҟ変は体にさま͟まな০త༷をࠁ
Μでいる。それがまさに体であることをま͟ま
͟と見せつける。ࢲは見て見͵ৼりをするが、そ
の༷の࣋つڧ度にࢲの体はくらくらする。

ᶛɹ͓ΘΓʹ
　受者の体ੑをײするためには、こͪらの
体のコンσΟγϣンが大きくӨڹする。こͪら
の体がർれていると、ײ力はԼする。ർれ
ていなくても、ٱしͿりのだと最初の人は
のリζϜがつかない。そういうときも体ੑ
についてのײ力はಷる。
ௐすぎても、૬खのに、こͪらの体がٯ　
体ੑをΩϟッνしͮらい。ͪΐっとしたΤΞϙ
έッτのような時ؒが๚れることが؊ཁとなる。
　また記ड़にもཁ意である。一度記ड़してしま
うと、ࠓ度は࣮ફの中でそれを֬࠶ೝしようとし
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てしまう。するとまた、શくผの体ੑが現れる。
この記ड़とߟも、まとめをॻいてด͡ようとす
ればする΄Ͳ新たな展開が生まれてしまう。
、定されたものでありنは医療੍度によってݕ　
໘における受者と医師のৼるいは大い
に੍度Խされたものである。੍度Խされているか
らこそ、初ର໘の૬खに２、3でഽを࿐ग़し
ଁの༷ࢠを୳られるという、௨常ではタϒーとさ
れる体৮がࣥり行われる。医師は૬खの体
を「Ϟϊ」としてѻうことが௨ྫだが、それは
体にࣦྱだとࢲは͡ײてしまう。ࢲはग़会った
体たͪの༷ࢠを記ड़したが、さま͟まな༷ࢠの
こうଆにはओ人をࣦった体たͪがဣΜでいる。
それらにはओ体というྩ࢘ౝがなく、体が体
そのものの意によって動いている。Կを͑ߟて
いるのかはશくわからない。それらはগしෆؾຯ
でগしջかしい。

　最後につい最ۙ発見したことを記す。;と思い
ついて、ࢲがౖりを͡ײる人を受者として
している໘を想૾してΈたところ、ౖりがう
そのようにফ͑て、さしいͪ࣋ؾになれた。ౖ
りのײはঃʑにബれていくことはあっても、৺
ཧతなૢ作によってこΜなにも؆୯にফ͑ること
はなかったのでわれながらڻいた。この現には
さま͟まなཁҼがབྷΜでいると思われ、それらを
ղき΄͙すにはまた時ؒをཁするが、ௌ৮
を、૬खをϞϊѻいせͣ、૬खの体とࣗの
体とのަײのとして行うことが医師のײコン
τϩールに大きなӨڹを༩͑ていることを࣮ײで
きたことはうれしい発見である。

　ˎ本ߘは、2017ɽ10ɽ7ɽ第94ճ臨床࣮ફの現学研究会
ˏ౦ژ大学で発දした時に༻したϨδュϝߘݪにए
。のम正をՃ͑たものであるׯ
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ᶗɽ͡Ίʹ
　精神医学における臨床の学の୳究のために、
)FOSJDVT�$PSOFMJVT�3ÛNLF（1893ʵ1967） の ল
、存在論తであることについて、ܕ本、元」
それらのݺͼ֮ますੈքについて、人の૾のؐ元
と変ܗについての֮ॻ ABOUFLFOJOHFO�PWFS�IFU�
JOTUJODU�EF�BSDIFUZQVT�EF�FYJTUFOUJBM� PWFS�EF�
XFSFMEFO� EJF� [JK� PQSPFQFO� PWFS� SFEVDUJF� FO�
NJTWPSNJOH�WBO�IFU�NFOTCFFME」3）をऔり上げる。
その 3ÛNLF のলは、19�8年の 3ÛNLF の著ॻ

「新・精神医学の研究とٛߨ」にऩࡌされている。
ただし、3ÛNLF1）は、19�4年のϢτϨώτ大学
ཱ記೦ࣜయの学長ߨԋで、現学から生学と
ཱͪೖる方について、本と元ܕと存在論తで
あることをؔ࿈ͮける力をした、とड़ている
ので、もうগしલの論ߟのようである。そのল
は、1967年 WPO�#BFZFS�8� の ख で、4FMCBDI�
0�$� のڠ力のもと、υΠπޠに༁され、「ߨԋ・
論文બ集　ػةにՖ開く精神医学」にऩࡌされた7）。
ߘの第ೋষにおいて、その 3ÛNLF のলを、
υΠπޠ༁「*OTUJOLU�ASDIFUZQVT�&YJTUFOUJBM��
&JOF�#FUSBDIUVOH」7）をجにհする。
　その 3ÛNLF のলでは、存在論がऔり上げら
れている。だが、൩年に 3ÛNLF6）は、֎ޠࠃᨅ
なしに現学ޠの会話をशうことがなかった、と
ड़ている。さらにߘච者は、৺ཧ学も学も
学Μでおらͣ、現存在ੳにもෆҊである。
、Έは、ແ、ແஏ、ແ、ແ、ແผࢼのߘ
ແమ๒のᨱりを໔れない。
　しかし、3ÛNLF は、精神科臨床の՝をड़
ている。ߘච者はະख़な者であるが、精神科臨
床の՝をආけることのできない臨床のెとして、
ߘにおいて臨床の学の方法論త୳究にऔりΉ。
　

ᶘɽ3ÛNLF�)�$�ʮຊɺܕݩɺଘࡏతͰ͋Δ
͜ ͱɽ Ұ ল  ʯʢ���� ʣ ༁ɹ(��WBO�EFS�
-FFVX ͷͨΊʹ

ং
　一つ

0 0

ʤ༁ɿݪ文ࣼ体によるڧௐをにてද
す。ҎԼಉ༷ʥのදの中に、それͧれまったく
ผの方法で学తにѲされる、そこまでҟなる
思想ੈքにࠜ͟す֓೦をฒてஔくのが、方法త
۪行ではない、と。それらの֓೦をޓいにൺֱす
るのは、Ήしろ開໌よりもࠞཚに寄༩、しないは
ͣだ、ᴷなͥなら、開໌がԼのࢲのతなのだ
からᴷ、と。一方、それらの֓೦はだが、正しい
方法తཧ༝により、本དྷൺֱෆなのだ。その後
者の見方につまりはࣗࢲも長いこといていた。
にもࠔけれͲも、すてのそれらの、ࠓがࢲ　
かかわらͣ、そのࢼΈをあ͑て行うのは、ࢲの臨
床తࣄの見ղとؔする。臨床家としてࢲは、
まったくҟなるྖҬ上でなされ、まったくҟなる
方法でものにされる、臨床తࣄにؔする発見を
ར༻できるようにするඞཁੑのલにཱつ。ࢲはこ
こで、よりৄしく、ࢲの臨床తࣄの֩とΈなす
ものをઆ໌しようとは思わ͵。それはࢲはผのと
ころで行った。ここでݴうにるのは、臨床家の
՝は、۩体తな人を、臨床家がその人をલにす
るままに、できるかぎりਂくٴͿまでཧղするこ
とである、ということだ。それは本དྷతに臨床家
にとり価のあるのΈならͣ、۩体తなݸผతな
人を୳究するのを務とする୭にとっても価が
ある。意ਂさとฒΜで、学త࣮さとฒΜで、
臨 床 家 は、 ҃ る 最 適 な 方 法 త ແ  ண

ʤ6OCFLÛNNFSUIFJUʥをඞཁとする。ࢲは、まさ
にその上ड़の方法తແணにより、それらの価
について正しく評価される、多の重ཁな臨床త

ྟচֶెΑݟΑɺಁ過ͱྗͱࣹΛ
─ Rümke, H.C.「本能、元型、存在論的であること．一省察」（1958年）

からの精神科臨床の方法論的探究─

ఴ記೦පӃ　ԣ　ా　࣏ݠ
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現࣮ঢ়گをڍげることができよう。臨床精神科医
は、৺ཧ学తにॆหޢされ͑͵ߏ想から大きな
有༻ੑを引きग़した。だが、上にڍげた֓೦をฒ
てஔくことの任をෛいうるのには、さらにผ
のཧ༝がある。者がશにੈքにཱつこと

ʤEBT�*O�EFS�8FMU�4UFIFOʥと、本にͮجくのΈ
の、元ܕにͮجくのΈの、存在論తであることに
者の方Ґけとのؒには、໌らくのΈのͮج
かなؔ࿈がある。ٯに、そのཧ論త方Ґけは、
者のੈքにཱつことにӨڹする。そのこと
はい平を࣋つ成ख़した研究者にとって価は
なくても、ʕະख़な、よりएい研究者にとっては、
そこに大きなݥةがӅれている。そのݥةは、人
を変ܗされたܗに見ることであり、たしかに想૾
上のことではない。そうした一໘తなݬӨは人の
。తにಇくࢭ療上にも્࣏

本
はॆຬさせる本の定ٛをらない。そࢲ　
のため、人においてޮ力のある本のは非常に
ҟなってڍげられる。「本ʤ*OTUJOLUʥ」と「生
ಘతཉ動ʤBOHFCPSFOFS�5SJFCʥ」のज़ޠはฒΜ
で༻いられる。ここですての本を論究す
るのがࢲの意ਤではܾしてない。ࢲがこの論ड़で
ࢼ Έ る こ と に ؔ し て は、WPO�.POBLPX と
.BD%PVHBMM による本学આについてのいくらか
と、FSFVE の学આについてのいくらかを、FSFVE
のཉ動学આであるかぎりでड़ることで、まった
くりる。
　7PO�.POBLPX は、ҎԼの本を区した。

̰）一ൠによくられるࣗݾอ存の本。この
本は力と力૿大をؚΉ。

̱）生৩本（ੑ）、ݴ༿の最もい意ຯでの
ੑি動

̲）社会త、集ஂత本
̳）ੈք本、Ӊతないしはफ教త本。こ

の本は、ݸ体のそこから発生したສにର
するؔにけられている。

　 最 高 に 意 ຯ ๛ か な 見 ࣄ な  り 方 で、WPO�
.POBLPX は人の発ୡを記ड़する。
　.BD%PVHBMM は、もっとはるかに大きなの本
およͼ生ಘతཉ動を区する。それは18よりগ

なくはない。
１ɽӤ୳しとӤอ存
２ɽ҃るछの有質（ෆշ）のڋ൱とճආ
3ɽٻѪする、ݴい寄る、つがう
̐ɽಀ（ڪාのཉ動力）
5ɽະのঢ়گࣄの୳究（ح৺のཉ動

力）
̒ɽࢠにӤをる、อޢする、৸所を༩͑る。

のཉ動
̓ɽಉ๔との共ಉ体と、ݽಠなときの社会ཉٻ
̔ɽࣗがಉ๔にରして上にあるとࣔす、ಉ๔

を導く、ಉ๔にউつ、ಉ๔から区ผされる
（ओுのཉ動ݾࣗ）

９ɽৡาすることとैうこと、۶する（ै
ཉ動）

10ɽそれらにౖる、あるいは力でোにଧͪࠀ
つ、߅をഁる（ౖりのཉ動力）

11ɽզʑの意ਤがرなくં࠳させられたとき、
ଞの人たͪのॿけをݺͿ（ٹॿ୳究のཉ動
力）

12ɽॅډ家۩を作りग़す（ি動のཉ動
力）

13ɽ有༻でັ力తに思われるものすてをಘる、
所有する、कる（所有意ࢤのཉ動力）

14ɽಉ๔のখさなܽؕをস͑る
1�ɽշくないものをऔりআく、あるいはෆ༇շ

をݺͼىこすࣄをࣺてڈる
16ɽർれたらԣになる、ٳΉ、る
17ɽ常に新しい所を୳すこと
18ɽ७ਮに体తなٸةにཱつ୯७なཉ動の

（ഉᔔ、ٵݺ、くしΌΈ、֏）܈
　.BD%PVHBMM の指ఠするには、そのは最終
తではない。そこに一つのඪのもとに࣋ってこ
られたいくつかのཉ動は、本དྷはҟなるというこ
とがありうる。҃るछの人ʑでは、एׯのཉ動を
ܽくかもしれない。いくつかのཉ動が、一つの上
Ґのཉ動力にؔするॾ区として一緒にଐさない
かと、論૪されるかもしれない。໌らかなのは、
そこで、すての人ؒత人֨とその行動を、本
తॾ作༻の一ྻܥからઆ໌することのࢼΈられる
ことだ。
　զʑはそれに FSFVE のཉ動ਤࣜをରஔさせる。
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そのཉ動ਤࣜは、人にؔする FSFVE のશઆ໌の
。成しているܗ൫をج
　１ɽ生ཉ動あるいはࣗݾཉ動
　　̖ɽੑతཉ動（ੑѪ）
　　　̰）੍され͵ੑతཉ動
　　　̱）੍され、ঢ՚されるཉ動
　　̗ɽࣗݾอ存のཉ動

２ɽࢮのཉ動。このཉ動は、有ػతな生を生໋
のないঢ়ଶにす໋を࣋つ。

　この本のྻڍに、ࢲはࠓさらに、いくつかの
本定ٛをけՃ͑たい。
　7PO�.POBLPX はड़る。「本は、生ؾにࠜ
͟したજ在త、もしくはՄతな、生きている有
体のཉ動力である。そのཉ動力は、֎受༰ੑػ
とともに受༰ੑを、ݸ体の生のؔ৺にཱつ合
成ともたらすのにけられている。」
　.BD%PVHBMM の 定 ٛ が、WBO�8JNFSTNB�
(SFJEBOVT によって、いくらか֦大されてड़る
には、「本は生ಘతੑ質であり、そのੑ質が有
かせるよؾ体を、ରの҃る定められた質にػ
うける（有ػ体の意を、ରの҃る定めら
れた質にける）。そのੑ質はさらに、҃る緒
త֮を、そのରにؔして発生させ、行動する
ことのྭىを引きىこす。そのྭىは、のର
にかう、҃るಛ有のৼいの中で、そのද現
を見ग़す。」7BO�8JNFSTNB�(SFJEBOVT はけՃ
͑る。「そのੑ質はまた、有ػ体がରについて
定められた質を୳すܕ、そして、それとؔする
緒、それとともにまた、それにଐする行動をಘ
ようとするܕをࣔしうる。ついに有ػ体はまた、
緒と、行動することのি動とを、ෆ適なର
にରして、いそれͲころかまったくରなし
に、生かしうる。」
　FSFVE はཉ動を、「体部にࠜ͟し、৺にୡ
するܹ」の৺ཧ学త代ཧ人、「৺తなものに、
体తなものとのؔ࿈のためにෛわされている、
҃るਹのࣄཁٻ」として記ड़する。
　それら力動త体ܥすての中で、人ؒత生を定
め、そしてઆ໌するཉ動力が記ड़される。Ͳれ΄
Ͳڧ力な学తݐがそのૅج上にݐてられ、
Ͳのようなடংがࠞಱとした多の࣮ࣄにそれを
௨͡てもたらされ、いかに最࣍の有ػ体と人と

のؒの平行ؔが見͑るようになったかを、զʑ
はܾしてれるきでない。FSFVE の精神ੳは、
ٙいなく最も上がったཉ動৺ཧ学だが、それは
ᴷこれはここでڧௐしてݴわれるきであるᴷ、
しかし།一のཉ動৺ཧ学ではない。ࢲが FSFVE
のج本ਤࣜを、ଞの著者たͪのج本ਤࣜとൺֱす
るなら、ࢲのಀれ͑͵݁論は、FSFVE 流学આݐ
のཉ動৺ཧ学తج൫はڱすぎるということだ。

元ܕ
がここで、$��(��+VOHࢲ　 によって൴のશ著作に
わたってͪりばめられたすての記ड़、時には元
はそれで多くࢲ、現しようと思͑ば࠶の定ٛもܕ
のทをいっͺいにせͶばなら͵。それはしかしඞ
ཁではない。おそらく重ཁであるのは、それらの
記ड़が上Լでかなりҟなるのを֬ೝすることだ。
そのಡ者の໌らかに͡ײるのは、+VOH が一度も
はっきりさせていないことだ。それͲころか
+VOH は、本དྷత定ٛが༩͑られうるものでない
のをڧௐする。だが、それらの記ड़すてに໌֬
な一ઢが௨っている。ࢲはࠓまたもう一度、
+VOH が元ܕについてड़ているશՕ所をௐは
しなかったが、だがࢲは「ল #FUSBDIUVOHFO」
という本を༻いた。その中には、+VOH のすて
の本質తཧ論が体ܥతな࿈ؔの中で࠶現されてい
る。ᴷその本は、ࢲが୭にでもߪಡをすすめうる
が、とりわけすでに $�(��+VOH のݪ著に಄した
ಡ者にだ。ࢲはまͣ元ܕの記ड़を1936年からऔり
ग़す。その記ड़は最も໌֬なものの一つである。

「大きなޡりであるのは、新生ࣇの৺が、まった
くԿもそこにないかのような意ຯで、ന൘ʤUBCVMB�
SBTBʥであるとΈなすことだ。ڙࢠが、ࠩҟԽさ
れた、Ҩによってあらか͡めܾめられた、そし
てそれをめ͙ってݸผԽされもした脳をたͣさ͑、
このੈにってくるというでは、ڙࢠは、֎か
らくるܹ֮ײにෆಛ定の༻意をஔくのではなく、
ಛ定の༻意を、たすく౷֮のಠࣗの（ݸผの）
બとܗを引きىこすものにରして、ஔきもす
るのである。それらの༻意は、ূ໌ՄにҨさ
れる本であり、そしてさらに、家తに݅ͮ
けられたલఏだ。後者は、౷֮についての、本
にͮૅجけられた、先天తでかつࣜܗԽされたલ
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ఏである。それらの存在が、ڙࢠとເを見る人の
ੈքに人ܕの印をԡす。それらが元ܕだ。元ܕは、
それͧれのۭ想活動に、その定められたي道を指
ਤし、そのり方で、খࣇతເのۭ想࢈にも、
౷合ࣦௐのໝ想にも、ڻくき神話学తなྨ
ൺを࢈生する。元ܕが、最終తにまた、だが͡ݮ
られたྔで、正常者たͪ神経者たͪのເの中
に見ग़されるのとಉ͡だ。それはすなわͪ、Ҩ
されたදにではなく、ҨされたදՄੑと
ؔわる。」
　ಉ年のϰΥータンʤ8PUBOʀ༁ɿήルϚン神
話ओ神ʥ研究で、զʑはಡΉ。「元ܕは、ਫは
࠶、っているが、しかし定まら͵長い時の後にڈ
ͼਫを見つけうるՏ床のようなものだ。一つの元
まれࠐΈࠁは、そこを生のਫが長く流れ、ਂくܕ
た、一つのݹいの流れのようななにかだ。そし
て、ਫが長くその方をอてばอつ΄Ͳ、ਫが
かれૣかれ、࠶ͼそこにճؼするのが֬からしく
なる。」ؾかれるであろうが、元ܕはは͡めՏ
床であり、しかし後にはՏ床を流れているਫでも
ある。
　1942年、զʑはಡΉ。「元ܕは、ਅに受けऔ
られておかͶばなら͵৺త生໋力であった、ない
しはある。」
　1942年、+VOH はҎԼのようにも記した。「ݪ初
の૾（元ܕ）は、ݻ有で、ແ݅で、する精
神の力の一つのද現である。そのݪ初૾は、生໋
తաఔの౷合するද現だ。」
　元ܕの、զʑが精神とݺͿものとの、そのؔ࿈
は、ಉ༷に、1942年ग़൛された現代࢙の論文の中
でもද現された。「ཉ動は、されたなにかで
はなく、࣮ࡍతにされ͑͵。ཉ動は、いつも
精神తなࢹの元ܕత༰をたͣさ͑ている。そ
れにより、ཉ動は、一方でࠜͮڌけられ、一方で
༿では、ཉ動は、いつもかつݴされる。ผのݶ੍
ආけがたく、ੈք؍のようななにかとରになる。
そのੈք؍はまた、ଠݹతで、ෆ໌ྎで、もうろ
うとしているかもしれない。ཉ動は҃る者に͑ߟ
させ、そしてࣗ発తにそれが͑ߟられͶば、ڧഭ
思ߟが生まれる。そのため、৺ཧ学తなものと精
神తなものという৺の྆極は、ղফෆにޓいに
݁ͼつけられている。それをめ͙っては、精神も

ཉ動ྖҬからりされるとۭసにॲせられる௨
り、一方తなཉ動ղ์もない。」
　またಉ年に発ݴがग़ている。「一ॠたりとも、
元ܕが最終తに໌らかにされ、それで࢝がつけ
られうるというݬ想を๊くのはڐされ͵。」そし
てさらに、「元ܕはつまり、ᴷܾしてれるき
でないことだがᴷ、それͧれのもとで໌らかにな
る一つの৺తثだ。」
　զʑが元ܕをれるなら、҃る「ແඋな、ա
によってはもは方Ґけられ͵意識」が発生ڈ
する。「その意識は、ٹいなくあらΏる҉ࣔに
する」（1939）。
　それらの引༻により、ࢲの͑ߟでは、$��(��
+VOH が元ܕを正しくແணなり方で記ड़する、
ᴷ +VOH が、ಉ時にผの໘をরらしग़すのに
ා͡せͣ、そしてզʑに終わりにެવと、元ܕを
આ໌することはݬ想だとड़るのがॆにࣔされ
ている。いったΜ元ܕが +VOH では΄とΜͲ本
とಉ一だとすると、ならば本は৺తな૾とಉ༷
であり、ならばそのత૾のاʤ&OUXVSGʥに
ؔするૉҼと、つまりなにかをදするというҨ
తՄੑとಉ༷であり、ならば本は精神の
త力のද現である。ݴわれることになるのが、
そうした多ٛੑは学తにແ任だ、യવとして
いる、ࢉܭできない、ָޘ文学త文学としてさ͑
หޢされ͑͵、ということである。しかしながら
るそのり方ޠについてܕに思われるのは、元ࢲ
は一つの道であり、そこで、よりਂく一人の人の
৺త生活にೖりࠐめるということである。元ܕの
はແ੍ݶである。それらは、すてをく、ࢲ
が .BD%PVHBMM の18の本を記ड़したようには、
記ड़され͑͵。զʑは、、、ࢠ、உ、ঁを、
͑きれ͵ܗで見ग़す。զʑは、見ら͵動、
զʑօのる動、動のܗの人、神ʑとѱຐ、
ຐज़師、そしてまた、、ޫ、݂、ࢁʑ、、ւ、
ʑ、Ֆʑを見ग़す。もしࢲがそれを正しくཧղ
しているなら、తղऍのきっかけとなるもの
すてが元ܕతࢹをࣔしうる。神話学において、
すては元ܕత意ຯをੵΈ上げられている。元ܕ
は、あらΏる人ؒੑの࢈ࡒである。
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存在論తであること
　զʑは、)FJEFHHFS のݪ文をڌり所にする。

「存在ʤ&YJTUFO[ʥのいは、いつも存在するこ
とʤEBT�&YJTUJFSFOʥそれࣗ体によってのΈ、७
ਮなものにಧけられる。それによって導いている
ཧղʤ7FSTUÅOEOJTʥそのものを、զʑは、存在
తなものʤEBT�&YJTUFOUJFMMFʥとݺͿ。存在の
い は、 現 存 在ʤ%BTFJOʥ の 一 つ の 存 在 త な

ʤPOUJTDIʥh ࣄ ฑʤAOHFMFHFOIFJUʥɦ だ。 存 在
ʤ&YJTUFO[ʥ の 存 在 論 త な ߏ ʤPOUPMPHJTDIF�
4USVLUVSʥのཧ論తಁ໌ੑを、そのためにはඞཁ
とせ͵。存在の存在論తߏについてのいは、
存在のߏ成するもののղを指す。そのॾߏ
の࿈ؔを、զʑは、存在論ੑ

0 0 0 0

ʤExistentialitätʥと
ݺ Ϳ。 そ の  ੳ は、 存 在 త な も のʤFJO�
&YJTUFOUJFMMFʥのੑ質ではなく、存在論తである

0 0 0 0 0 0 0

ʤexistentialʥཧղすることʤ7FSTUFIFOʥのੑ質
を࣋つ。そしてさらに、それを、その存在論ੑを、
զʑはしかし、存在するʤFYJTUJFSFOʥ在るもの

ʤEBT�4FJFOEFʥの存在体੍ʤ4FJOTWFSGBTTVOHʥ
としてཧղするʤWFSTUFIFOʥ」（存在と時ؒ 4FJO�
VOE�;FJU�12ทҎԼ）。
　さらにզʑはそこでಡΉ。「現存在のੳから
発生するすてのղऍは、現存在の存在ߏ

ʤ&YJTUFO[TUSVLUVSʥにをけてಘられている。
そのղऍが存在論ੑからࣗらを定めるので、զʑ
は、現存在の存在ੑ質ʤ4FJOTDIBSBLUFSFʥを存

0

在論తであること
0 0 0 0 0 0 0 0

ʤExistentialienʥとݺͿ」（上記
引༻44ท）。
　存在論తであることʤ&YJTUFOUJBMʥというݴ༿
は、つまり )FJEFHHFS では、֬かにྠֲͮけら
れた意ຯを࣋つ。)FJEFHHFS により、ൣྫతな
り方で研究された存在論తであることは、ݣؾい

ʤ4PSHFʥ の 存 在 論 త で あ る こ と だ。-��
#JOTXBOHFS は、ݣؾいとฒΜで、とりわけѪを
存在論తであることとして、よりৄしく記ड़した。
在るものとしての人のاするʤFOUXFSGFOʥੈ
քのಛతなॾಛੑは、ॾʑの存在論తであるこ
とに͑られもするにͪがいない。それらのಛੑ
はٙいなく、「存在する在るものの存在体੍」に
ଐする。存在論తであることはただ、在るものࣗ
体からग़発するとき、७ਮに記ड़されうる。もͪ

ろΜ人ؒతな精神は、人ؒతな精神が存在論తで
あることをただ一つのݴ༿によって指ࣔするとき
には、நԽする。存在論తであることは、存在
論తであることというそのݴ༿において٬体Խさ
れるときには、その存在తʤFYJTUFOUJFMMʥ༰を
औりڈられている。そしてࢲが )FJEFHHFS を正
しくཧղしているなら、それは本དྷతにもは
まったく存在論తであることではない。ࢲは、存
在論తであることを存在ʤ4FJOʥからら

ʤLFOOFOʥͶばなら͵。その、ࢲのࣗの存在か
らの識ʤ,FOOUOJTʥはしかし、҃るత経ݧ
Ҏ֎、Կも意ຯし͑ない。そのత経ݧにおいて、
になにかが、在るものにより、そしてまたそれࢲ
とともに存在により、༩͑られる。それとともに
しかし、存在論తであることは、一つの学త֓
೦であるのをࢭめ、一つの৺ཧ学తなものと変
Խする。われうるのが、存在論తであることは
一つの経ݧՄななにか҃るであるのか、それ
とも、զʑが存在学による方Ґけを௨͡て、
そしてཧ論తなผを௨͡て、存在論తであるこ
とのようななにかを経ݧするのか、ということだ。
զʑはݣؾいを経ݧするが、だがզʑはݣؾいと
いう存在論తであることを経ݧしない。զʑがੈ
քをاするということを、զʑは経ݧしない。
だ が、 現 存 在  ੳ は զ ʑ に、 ੈ ք  ا

ʤ8FMUFOUXÛSGFʥをることを教͑るʤLFOOFO�
MFISFOʥ。զʑが意識において、そのݣؾいす
てについて経ݧするのなら、それによってಉ時に、
存在論ੑが、体ݧすることとして༩͑られてあり
うる。だが、そのࡍ、զʑがผのݯઘから存在論
ੑについてるようなʤXÛ�UFʥことでもなけれ
ば、զʑのܾして࣋つはͣのない҃る非త体
の໌ূからݧにؔわることになる。ແഔհの体ݧ
は、ࢲはܾして、ॾʑの存在論తであることから
存在とୡし͑ない。この࣮ࣄは、すての、ॻ
かれる存在論తであることੈքاでは、に
ཹめておかͶばなら͵。ࢲのそこで思うのは、と
りわけ -��#JOTXBOHFS の記ड़するੈքا、ഁ྾
するまでにΤωルΪーのࠐめられたੈք、ѹഭと
িಥのੈք、ᴷݥةなしには一าも౿Έग़せない、
ᴷ時ؒ体ݧがഭの印を୲う、ᴷۭؒੑがおそろ
しい੍ڧを;るうように見͑る、だ。զʑはまた、
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#JOTXBOHFS の、࣋ଓ中அのたͼにਂいڻዼがݺ
ͼىこされるところで、࣋ଓにಉௐさせられてい
るੈքاを思いग़す。#JOTXBOHFS は、その൴
の現存在ੳを一つの経ݧతな学とݺΜだ。ࢲ
は定まった֬信を࣋つが、#JOTXBOHFS はその
でޡっている。ᴷ )FJEFHHFS のཱ٭からは、
それはؒҧいなく経ݧత方法ではなく、一つの
学తࢹのૅج上のղऍだ。#JOTXBOHFS はそこ
で、؆ུԽの道とาをਐめている。存在論తで
あることを、臨床త・精神医学తにར༻Մにす
るためにඞཁな一าである。

本、元ܕ、存在論తであることにより
こされるੈքىͼݺ

　զʑがなによりग़会い
0 0 0

において、ଞの者ଞの
をるʤLFOOFOMFSOFOʥというのがਅである
ならば、ࢲがग़会いにおいて、本元ܕ存在
論తであることをもって経ݧし、体ݧしているも
のについてのੳは、ࢲをそれらの֓ૅج೦、そ
れらの֓೦のࠩҟそれらの֓೦のؔ࿈とۙͮ
ける。ࢲのલにුかͼ上がるॾੈքの記ड़が、ࢲ
が本、元ܕ、存在論తであることにग़会うとき
には、きわめてओ؍తに終わるしかないのはೝめ
よう。そのཧ༝からࢲはこの論文のදのԼに

「一ল &JOF�#FUSBDIUVOH」のݴ༿をஔきもした。
だがそれでも、զʑが、ࡾつのまったくҟなるੈ
քの中で動くのは見ޡれない。
　本およͼཉ動のੈք。それはಉ質のੈքでは
な い。.POBLPX 流 本  学 આ の ੈ ք は、
.BD%PVHBMM のそれとҟなるものであり、FSFVE
のそれとҟなるものだ。だがそれでも、そのす
ては、元ܕ存在論తであることのੈքよりは、
かぎりなくͣっとۙくにฒΜであるੈքである。
ཉ動およͼ本のੈքにある人ʑは、օޓいにࣅ
ており、まͣはಉ͡ޠݴを話す。それはզʑの
るʤLFOOFOʥように、動Ѫ家たͪ、動た
ͪのѪ家たͪのੈքである。そのੈքは、なに
か見׳れたものをͪ࣋、そしてすてのੈքのෳ
雑さにあっても、けれͲもまた、なにか୯७なも
のを࣋つ。そのੈքの人はແअؾだが、だがそれ
はまさにؐ元された人だ。ࢲは、ຶ๘の、ٜ௩、
ॻോ、ᥨ๘、ԏ、ݘԐを思いग़す。た

しかにզʑはϥΠΦンދの໓させる力をっ
ているʤLFOOFOʥが、だがࢲがそれでも見るଞ
ないのは、そのੈքは༑తでԹかなੈքである
ことであり、それが݈߁తなੈքで、またʕそれ
がさ΄Ͳᅑসతにฉこ͑͵としてʕ、֮͑のૣい
ੈքであることだ。զʑは、いかに動たͪがそ
れでも人ؒたͪにࣅうるかを見て、そのたͼにڻ
き、 時 に ま さ し く ײ 動 す る。 そ れ が、
.BD%PVHBMM をҒ大な代ද者とするਅの本৺ཧ
学のੈքだ。7PO�.POBLPX のੈքはいくらかҟ
なり、動たͪのੈքよりも、Ήしろ力にຬͪた
有ػ体のੈքである。.POBLPX のΉݴ༿では、

「人というڊ大ܗݪ質ʤEBT�3JFTFOQSPUPQMBTNB�
.FOTDIʥ」は、大きな҉ࣔతな力を発ࢄする。そ
の༻ޠは、.POBLPX によってෳ雑Խされ、また
いくらか߽ᇋだとはい͑、ਅの本ੈքにおける
୯७なものだ。それは໌るいੈք、のないੈ
քだが、生学తな道ಙ意識ʤ(FXJTTFOʥを࣋
つ人ؒは、そこでしかし、まったくのແअؾでは
ない。そのੈքでも人は、Ӊత本のೝ識のた
めؐ元がଞの著者の合とಉ͡ԕさにはਐま͵と
はい͑、ؐ元された人である。
　FSFVE のੈքは、ҟなった、ෳ雑Խされてӄ
Өͮけられたものだが、だがそれでもはりまた、
FSFVE がཉ動৺ཧ学者とはかぎら͵としても、そ
うまったくผではない。人は FSFVE のੈքでも、
ಉ༷に本ੈքにおけるؐ元された人である。
　FSFVE のཉ動のੈքをड़るのはしい。ࢲは、
極度に精ີでॆにΈ上げられた߯మߏを
見る。そのੈքには、あらΏるѪにもかかわらͣ、
な に か ې ཉ త な も の が あ る。  త 意 識

ʤ;JFMCFXV�UʥがあらΏる質త、ओ؍త体ݧから
ಡΈऔられる。そのېཉから、現࣮の༩͑られた
ঢ়ଶの๛かさにもかかわらͣ、大きな؆Խが発
生する。ӄӨは見͑なくなっている。
　「神ʑを変͑られないなら、້քを動かそう。」
その、FSFVE の৯いつきでݺͼग़されたݴ༿を、
FSFVE はඪޠとして、൴のເղऍの上にਾ͑た。
ޠがは͡めてそれをಡΜだとき、そのඪࢲ、はࢲ
がࢲになした印をいまでもとてもよく思いग़す。
FSFVE が、້、ࠈを作動させるかもしれ͵。
FSFVE、͡ײはまだएく、大きなཉをࢲ がզʑ
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に人の৺のࠈから࿐ग़させるかもしれ͵もの、
おそらくগしਂࡑくもあるح৺を͡ײた。ࢲは
ここでまったくにݴおうと思うが、人の৺の
్້のをるという、ࢲのுりつめた期待はࣦ
させられた。FSFVE は、࣮ࡍ、్້のを作
動させたか。FSFVE が人ؒੑを、ಸམにかって、
ෆ҆にؕれるਂΈにかって見させたなら、
FSFVE のࣄの中で、人ؒੑのすてのۤが
見͑るようになるか。ળとѱのؒの人ؒੑの֨ಆ
における人ؒੑのઈ͑͟るసམとམは、神をめ
͙る人ؒੑのۤは、人ؒੑのউརとઈ͑ͣ܁り
ฦすഊは、人ؒੑの後չ、人ؒੑの高ຫ、人ؒ
ੑの൰しさとѪのなさは、見͑るようになるか。
それについてࢲは、FSFVE のࣄの中にを
見つけられない。్້のは、ࡑなしに、ࡑա
なしに、思いුかられうるか。ࢲの思うのは、
部のしつけのԼのաͪによる్້のではڙࢠ
なく、༮ࣇのࡑѱײによる్້のではない。
FSFVE の人は、ແअؾな人だ。FSFVE のࡑաは、
ᴷそれを )FZFSNBO によるݴ༿の変ܗをもって
աだ。だが୭も、それΏࡑ部ڙࢠ、うきᴷݴ
͑それらのཉ動ߏの研究がڙࢠたͪでさして重
ཁでないとは思うまい。ڙࢠはそこで、すての
生にରするܾ定のԼされうる、極めてݥةなを
動く。そのڙࢠがແইでそのݥةなҬを௨って
こなければ、発ୡ上、時に非常に重大なり方で、
そのใいがくる。ࢲは֬信するが、ੑ֨োの、
ӄҤの、ᙲのいくつかのྫ、いくつかのࠗҽՒ
がᴷそれらগしのোしかڍげ͵がᴷ、োの҃
る本質తな部で、ૣ期のখࣇ期にؼせられる
きものであり、そして時に࣏༊され͑もし、時に
それも、あらΏるれられたݥةとෛইのの
いかけられる࣏療を௨͡てのΈ࣏༊されうる。し
たがってզʑのتΜでおらͶばなら͵のは、
FSFVE によって見ग़されたものをとͲめ、げ
ることに、その生の՝を見る人ʑの܈のあるこ
と、そして、体と৺をもってして、FSFVE の
見ղにͮجく࣏療に、そのੈքاの中でそれに
より発生しうる

0 0

Ήࠐにもかかわらͣ、ଧͪߗ
人ʑの܈のあることだ。その人ʑのੈքاのڱ
まったため、その人ʑが、一本のݤをもは一本
のஉࠜと区ผできなくても、その人ʑを༰ࣻする

のは、զʑの人ؒతٛ務だ。人を৺తに࣏療しよ
うと思う֤人は、そのੈքを一度ཱྀしておらͶば
なら͵。そしてその者が、そのੈքから、そこで
集め͑たすてのๅをたͣさ͑、࠶ͼղ์される
のがうまくいくなら、その者は、それからもまだ
またさらにଞのॾੈքをさまよう༐ؾを࣋つのを
લఏとして、非常に価ある࣏療者になりうる。
్້のとࠈを、その者は、本৺ཧ学のੈք
のではらʤLFOOFOMFSOFOʥない。いかにし
てその者は、それをもできるようにすきだろう
か。神をらʤLFOOFOʥ͵者はࠈをらͣ、
ࠈをら͵者は人をらない。
　元ܕとの、ないしは研究者たͪとのग़会いにお
いて、そのྖҬにまったくҧったੈքが生͡る。
たしかにզʑは、そこでも動たͪを見る。だが、
それはそれから、もは動Ѫ家の見׳れた動
たͪではない。それらの動は、ൿີにຬͪて
զʑをࢹڽし、それらの動は、ఈれͣ、ઍ
年དྷの意ຯをࠐめられている。そこで、すてが
զʑにとって新しい意ຯをಘるが、だがଠݹにࠜ
͟した意ຯだ。෩ܠはもは見׳れた෩ܠではな
く、ʑは൵ܶతな姿になり、༠い、発し、ڴ
すܗがුかͼ上がり、ຐज़師、ຐঁ、༓ྶత現ग़
となる。それらのཁૉはもは、家తੈքの中
でզʑօのためにあるものではない。Ր、、ਫ、
ۭは、զʑのશ存在を؏く神ൿతな力になる。
զʑを引きけるもの、զʑのుきؾを࠵すもの、
զʑのཉするもの、զʑのಀげるもの、զʑのམ
ͪணかͣいٻめることでるʤXJTTFOʥもの、
զʑのकりたいと思うものとզʑのӅれておきた
いところ、することとզʑをۦりཱてるも
の、զʑに力とखを৳ばさせる、あるいは
とۦりཱてるもの、զʑが天をڪれ͵思い上が
りで͑てすること、զʑのѱとզʑのѪ、
զʑのࡑとզʑの良৺のましさ、զʑのܹ、
զʑのଚܟとզʑの߄ڪతෆ҆、ᴷそれらすて
が、そのੈքにおいてզʑのલに、ѹతなの、
力のこもった૾でཱͪ上がる。それはもは、い
つも܁りฦしそのੈքが思いग़されようとも、本
とのग़会いがこͪらとݺͼىこすੈքではな
い。それは、໌ྎでແअؾな FSFVE のੈքでは
ない。そこでզʑは、時にまったくཧղでき͵ݴ
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ͼかけられ、そこでզʑは、ຑᙺさݺでなにかޠ
せられ、ݻڧにされる。そこでൿີがമ࿐され、
զʑのݸ人తな存在ʤ4FJOʥのൿີだけではなく
なる。そこでզʑはతに、すての人のにい
つの時代にも生きていたものが、զʑࣗのに
もまた姿をදすのにؾく。
　そこでࠈがզʑのલでに見͑るようになる
が、だがまた、ড়Խのࢁも天もに見͑るように
なる。ࠈ、ড়Խのࢁ、天は、にってきて、
にΈ͑るようになった。そのੈքは、本のബ
҉いੈքではない。それはز໌るくなっており、
๛かな、ઍͻだのӄӨのついたੈքだが、だが
ఈれͣ、最も大きな部がཧղෆだ。精神の
ޫがそのੈքのബҋをଧͪഁったところに、その
ੈքのॅ人がۭ想の神話のࠃࢁを見る。元ܕは、
精神のޫの中では本の૾だ。そのੈքはશで
はない。それは、発生したままのੈքであり、動
きの中のੈքであり、ࠞಱの動きではなく、Ռて
のないւの動き、ٵݺと৺ഥの動き、大きなత
ͼग़されたݺを௨してܕ動の動きだ。その、元ײ
ੈքは࣋ଓする生成のੈքであるので、୭もその
ੈքのの見͑͵予ݴ者ではいられない。ただ初
学者だけが最終生成のそばでཱͪࢭまる。した
がって、そのੈքはまた、ཉ動およͼ本のੈք
΄Ͳ、ີに人が܈がってはいない。だが、まった
くそのੈքに;けった人ʑが存在する。
　そのੈքから存在論తであることのੈքに౿Έ
ೖる者は、一൪࢝めに、そのੈքのདੑと、その
ੈքのණのようなྫྷたさに見われる。存在論త
であることのੈքは、ਫথのようにಁ໌なੈքで
ある。զʑはそこで、まったく非質తなࡐ質に
よる、ͽΜとுりつめた、またたくࢳからなる、
非常にزԿ学తなܗを見る。そのੈքは、質
を、૾を、生成を、ӡ動を、らʤLFOOFOʥ͵。
本質తにたしかにӡ動である、ӽすることʤEBT�
5SBOT[FOEJFSFOʥさ͑も、そこではಉ時に੩ࢭ
である。成ることʤ8FSEFOʥ、在ることʤ4FJOʥ、
ӽすることʤ5SBOT[FOEJFSFOʥは、一ॠのう
ͪに重なる。そのੈքの中でॾੈքはاされ、
そのੈքの中でզʑはたしかに一つのੈքの中に
共にあるが、だがޓいを見͵。そのੈքには、存
在するʤWPSIBOEFOʥࣄはなく、生学者が

るʤLFOOFOʥような本དྷతな生はない。一つの
道が、そのੈքから日常のզʑの見׳れたੈք
と導くか。ࢲはそのような道を見ない。શにԕ
くに、զʑは「ੈ人ʤ.BOʥ」の܈れを見る。そ
こで人ʑは、そこから人ʑが֎と生Έग़された
ੈքをまだ見うるだろうか。୭もそのੈքを見る

0 0

ことはでき͵が、だがօの中に、࣮存在のੈք
の郷यがまͲろΉ。日常のݣؾいの中で、Ѫの中
で、共ಉ体のੈքの中で、ෆ҆の中で、࣮存在の
、いݣؾ、成ཁૉのなにかが࿐になる。すなわͪߏ
Ѫ、ෆ҆、ੈքのاすることをՄにする存在
のॾ༷ࣜだ。日常のੈքにおいて、それについて、
いたるところにࠟが見つかり、時になにかが存
在の本質からಥഁしてくる。
　日常のੈքでଞの人ʑとࣄの本質についてな
にかが人に৮れる、そのいたるところで、人はそ
の人のݯىのࠃを思いग़さされる。存在のੈքの
໌ྎさを思いग़させられ、しかしまた、ෆ҆と、
ཧղでき͵ແも思いग़させられ、それらೋつのੈ
քのؒ、日常ੈքと存在論తであることのੈքの
ؒに、はり一つの道が存在せͶばなら͵が、だ
がその道をࣔしうる୭も存在せ͵。存在論తであ
ることのੈքの人ʑは、質でなく、生でなく、
७ਮな精神である。そのੈքからདྷた人ʑ、成ख़
し人ؒతな人ʑは、なにか記ड़でき͵ものに、人
にまつわるݴいදせ͵ものにରする人ʑのҞܟに、
ೝ識ՄなままとͲまる。ແはその人ʑにとって
一つのࣄだʤ༁ɿないしは「その人ʑにとっ
てࣄはແい」ʥ。その人ʑが、ଞのօとともに一
つのことを͡ײるのは、その人ʑがӉの元ܕత
な૾の୲いखであることによってではなく、その
人ʑの存在ʤ&YJTUFO[ʥがଞの者たͪの存在にお
いて࣋つことにされている、その人ʑのること

ʤ8JTTFOʥを௨͡てである。その人ʑは、ແのൿ
ີについてなにか体ݧし、精神のޫを見た。成ख़
せͣにそのੈքからาΈग़てきた者は、その者が
本のࠃを౷࣏するにはڱすぎる生のاによっ
てಛͮけられるのではなく、そのࠃに生きる
人ʑの精神によってಛͮけられるのではなく、
ະख़な者がそこからいかにもれ上がってって
くる元ܕのࠃの、もつれさせるものബ҉いもの
によってಛͮけられるのではない。そうではな
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くて、ະख़な者は、本のԹかさにແ֮ײであり、
元ܕత作༻のܶతな力にແ֮ײであり、それにՃ
͑て、精神のັにམͪてཹまるܐと、֓೦を
もって༡Ϳܐにॲせられている。զʑはその者に
、୰するが、最高度にしい֓೦をもってしてのײ
その者の名人ܳのख作ۀすることのΏ͑にであり、
非質తな存在論తであることをもってしての、
その者のܳۂすることのΏ͑にであり、զʑが、
ʕそれはその者のӡ໋のൽだʕ、非質తなも
のがその者の༡Μでいるखの中で一つの存在する

ʤWPSIBOEFOʀ༁ɿख元にあるʥࣄになるの
を見るまでである。

ؐ元と変ܗについて、そして本、元ܕ、
存在論తであることのؒの࿈ؔについて

つの֓೦は、そࡾの֬信によれば、すてのࢲ　
れらޓいにಠཱして、れて༻いられるときには、
ؐ元と行きணく。だが、それらࡾつの֓೦のそ
れͧれが、人をまったくҧったり方でؐ元する。
ؐ元のはまた、΄とΜͲあらΏる、おそらく
௨りにあらΏる学において、一ൠతな動ٛࣈ
だ。人を一つのݪଇから導きग़すというࠀしが
たいがある。質ओٛのນ開けにおいて、ؐ
元は最もԕくにਐΜだ。ڵຯਂいのは、લੈلの
学は、いつも܁りฦし、ؐ元をऔりԼげͶばな
らなかったことだ。生を७ਮのԽ学తॾաఔにؼ
し、৺ཧ学తなものを生Խ学తなものから導きう
ると͑ߟられた時代に、生໋తなものの中に、
શにはཧԽ学తॾաఔから導きग़し͑͵なにか
の見られた一つの時代がଓいた。すての৺ཧ学
は本དྷతに生学だという %POEFST の発ݴは、
もはશൠతなࢍ成をಘられ͵。精神と৺はಉ͡
ではないという͑ߟは、࠶ͼหޢ者をಘる。ࢲは
そこで、0SUFHB�:�(BTTFU のӽした論文「生໋
ੑ、৺、精神 7JUBMJUÅU�4FFMF�(FJTU」を思いग़す。
が「精神」と「存在ʤ4FJOʥ」は非常にۙくؔࢲ
わりを࣋つということからग़発するなら、ࢲはଈ
、おう。すなわͪ、本ੑは生໋ੑにଐしݴに࠲
元ܕは৺にଐし、存在ʤ&YJTUFO[ʥは精神にଐし、
そのによってಉ時に、一つのもののؐ元のࢼ
Έのたͼにଞのものࣦܽの生͡るのを҉ࣔする。
それをもって、だがもͪろΜ、それらࡾつの֓೦

が、それらのࣔすॾ現࣮の中で、なにもޓいにؔ
わりがないとはݴわれていない。すなわͪ見ޡれ
͵のは、それらすてࡾつは、গなくとも一部は、
なにか一つの、ないしはಉ͡現࣮について、すな
わͪ人について、ݴいදしていることだ。それが
正しければ、臨床家がそれらの֓೦の૬ޓのؔ࿈
の୳究にありଓけるのを、臨床家にͣېることは
でき͵。
　ଞの྆者の֓೦と元ܕとのؔは、元ܕの֓೦
ࣗ体の中で༩͑られている。だが、Ͳこに本と
存在論తであることとのؒのؔがあるか。ݸ人
తにࢲは思うが、そのؔは、;つうೝめられる
よりもはるかにۙしい。つまり、本によってᴷ
ࠓはࢲ .BD%PVHBMM の18の本を೦಄においてい
るᴷ、たしかにബ҉いྠֲのੈքとはい͑、ੈք
のاされるのを൱定できようか。だが、そのੈ
քは、存在論ੑのੈքとはまったくҟなってߏ
を༩͑られてないか。ࢲのすすΜでೝめるつもり
なのが、զʑは、その本によってاされたੈ
ք、およͼそこに所ଐするੈք存在ʤEBT�*O�
EFS�8FMU�4FJOʥを、人ؒ学త؍から、ܽؕత
なੈքとݺばͶばなら͵ことだ。それは精神のޫ
のًか͵ੈքだ。ࢲのཱてることにくもしれ
͵໋は、গなくとも本とಉ͡くらいの多さの
存在論తであることが存在することであり、それ
ͧれの存在論తであることが、ࣗ体の本૬ؔؔ
�存在ʤEBT、ࡍつということだ。本は࣮࣋を
4FJOʥのߏ成ཁૉであり、存在のՄੑを意ຯす
る。だから、非常にあり͑そうなՄੑは、ؐ元
なしのશな人ؒత存在が生学తな存在として
Ѳされうるとでもᴷࢲにはԕくにあることだが
ᴷ、Ծ定され͵かぎり、本よりも多くの存在論
తであることが存在することだ。それによって、
զʑはしかし、まったくղかれておら͵のલ
にཱつ。つまり、人のに非生学తな質のόω

ʤ5SJFCGFEFSʥがあるのか、それとも、զʑが精
神とݺͿものが生学త力に方Ґと৭だけを༩͑
るのか。だが、それよりもおそらくもっとݴわれ
ようことは、本は存在するが、存在論తである
ことは存在せ͵、あるいは、存在論తであること
は、୯に精神のޫの中だけで本だ、ということ
である。それにରし、それがଞ方で、શには本
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らしくなくなるのは、精神が本にର߅してཱ
ͪ上がりうると͑ߟられるときである。そのঢ়گ
は、それこそまた精神తなόωを指しࣔす。Ͳこ
からそのόωがࣗ体のΤωルΪーをټΉのかは、
。શに҉ҋにある
　人は、そのࣗらの動ҼʤAOUSJFCFʥにରして
かいうる。໌らかなのは、その動Ҽは、そཱͪ
の人ؒత意ຯを存在論ੑを௨͡てอͪ、それがと
りわけࡨの研究のࡍにࣔされることだ。୭も൱
定せ͵であろうことは、զʑにࡨについて、4��
FSFVE が、FSFVE Ҏલのすての研究者をͻっ
くるめてよりも多く教͑たことだ。それにともな
い見ޡれ͵のは、WPO�(FCTBUUFM による研究、&��
4USBVT による研究を௨͡て、なによりしかしま
た .��#PTT による研究を௨͡て、ࡨの上に新
しいޫの߱りたことだ。#PTT のࣄの中で、Ճ
͑て໌֬にに見͑るようになるのは、࣮ࡍ、本
学આと存在論ੑの学આが、࣮り๛かにޓいに݁
ͼつきうることだ。
　人のղऍに༻いられるؐ元を、զʑは、本学
આにؔわるൣғで、人の生学త有ػ体のؐ元
として記ड़しうる。だが、存在論తであることの
学આの中にあるؐ元はগなくともまったくಉ͡く
らいにڧく、そこで人はその生໋ੑとその本を
られる。$��(��+VOHڈશにऔり の学આは、ܾし
て、ないしは΄とΜͲؐ元せ͵が、だが人をա大
にしそうである。
　ٙいなく、Ͳのࡾつの֓೦も、人の૾が།一に
してॾ֓೦のうͪの一つのޫの中に見られるཱݽ
なら、人の૾をΏがませる。本৺ཧ学において、
そして FSFVE の৺ཧ学の一部において、人の
大きさはখさいものからઆ໌される。+VOH では、
それはしばしばٯだ。人のখささがその人の大き
さからղऍされる。本৺ཧ学のཱࣗしておら͵
後継たͪにとってのݥةは、したがって精神తශ
であり、$��(��+VOHࠔ のະख़な後継たͪにとって
のݥةは高ຫである。人ؒ૾はͲͪらのྫでも変
される。存在論తであることについての学આのܗ
ఋたͪの代දする人ؒ૾は、非質తで、かつ
られていڈをஔく生学తな人のੑ質がऔりૅج
る。その人ؒ૾は、一つの७ਮに精神తな૾であ
る。ٯઆతにݴうと、その૾においては、人は

に見͑ない。それにより、ະख़でཱࣗしておら͵
後継は、ࣗらがಉ͡り方で変ܗされるݥة、人
とのਅ࣮のग़会いをҳするݥة、そしてその者の
精神๛かな༡ͼの中でݽಠになるݥةとೖりࠐ
Ή。
　多くの人たͪは、本と存在論తであることと
いう֓೦はཱ྆しないと͑ߟる。現学者たͪは、
৺ཧ学者たͪ生学者たͪとはରরతに、存在
するࣄをޠらないという見かけをᴷ時に大仰さ
のなくもなしにᴷ、ݺͼىこす。そのରরはత֬
ではない。本も元ܕも存在するࣄにはଐさͣ、
まったく֬かに、それらは元དྷそのようなものと
しては͑ߟられていない。動ੑを指ࣔするݴ༿
は、ܾして存在するࣄを指ࣔしない。生学者
の話す生は、存在するࣄではない。生の౷࣏す
る本は、本తに応するとલఏされるੈքと
共に一つのものとして、҃る定められた、動かさ
れて在ることʤFJO�(FUSJFCFOTFJOʥを指しࣔす。
本の中で、ଞの者もしくはଞのは、いつも一
緒にલఏされている。୯された本は͑ߟられ
͵（そのために、なによりそれが非常に໌֬にද
現されている WPO�.POBLPX による本定ٛ、あ
るいはまたଞの本定ٛをࢀর）。すてのその
定 ٛ は、 ੈ ք の 中 の、 共 に 在 る こ とʤFJO�
.JUFJOBOEFSTFJOʥをલఏとする存在を指しࣔす。
それがཧղされれば、本と存在論తであること
のؒのߔは、よりখさなਂさになる。多くの人た
ͪが、本というݴ༿がなにかݴいදし͑͵もの
を指しࣔすことをれ、それで࣮ࡍ、その֓೦を
存在するࣄをѻうようにѻうとしても、それが
ͪΐうͲまた、存在論తであることの学આのఋ
たͪにとって、ಉ͡ようなり方でその者たͪࣗ
のྖҬ部で思いҧいすることのࠂܯになれ
ばよかろう。本৺ཧ学者たͪはしかし、本が
存在するࣄでないことについてࣗたͪばかり
にห໌を༩͑͵かぎり、いつもあらためて存在論
者たͪから学ͼうる。
　७ਮに学తな研究者は、ӈࠨを見ること
なしに、ࣗの本ੑ、ࣗの元ܕత૾ݪ、ࣗ
の存在論ੑを受け、引きଓき人を研究せͶばなら
͵。それらのྖҬすてにおいて、いまだ大きな
લਐが待たれる。もしまさにまったくҒ大な研
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究者が、ଞのྖҬの発見を௨͡てண想を༩͑られ、
ࣗらのྖҬで、よりਂいೝ識と新しい発見にࢸる
のがਅ࣮でもありうるとき、その学者のૉࡐと
ਂくೖりࠐもうとする学者のߏに、ともかく、
るʤEBT�%FOLFOʥという一つの͑ߟ

0 0 0

方法に学者
の部Խされ͵意をඅすことが、ଐしている。
臨床త研究者はしかし、ᴷそしてࢲは大学පӃに
所ଐするが、࣏療もまたᴷ、۩体తな人とする
臨床ैࣄ者は、Ͳのଞの学のߏともまったく
ҟなる学తߏをඞཁとするࣄの方法を࣋つ。
臨床ैࣄ者は、ࣗのલにするその一人の۩体త
な人に、あれこれのり方でଛইをՃ͑たくなけ
れば、ܾして一໘తであることがڐされ͵であろ
う。そのࣄଶは、臨床家にとって、この論文の࢝
めにڍげた方法తແணの༠Ҽとなる。本、元
いにޓ存在論తであることが、方法తなで、ܕ
一つにまとめられ͵のがまたਅ࣮であろうとも、
それでも臨床家は、そのࡾつの֓೦を臨床家に
とって༻いうるようにするղܾを見ग़すのをڧい
られよう。そのࡍ、臨床家は、そのࡾつの方法の
成Ռを、臨床తに༻いうる一つのߏ想とஔき
͑Ͷばならなくなろう。なͥなら、臨床家はࡾつ
の֓೦すてをඞཁとする

0 0

からだ。元ܕは、ࢲの
��$。によれば、臨床家にとって中৺にある͑ߟ
(��+VOH が、元ܕは本త・生学తかつ精神త
つというとき、たしかに࣋をࢹ $��(��+VOH は
正しい。だが臨床家は、元ܕとのΈંり合うので
はない。元ܕのෆ֬定ੑは見ޡれͣ、࣮な研究
者にとって、શにはຬさせられない。࣮な
研究者が、だが一ൠత本学આのല大な࣮ࣄૉࡐ
 FSFVE 流精神ੳのཉ動৺ཧ学తな部のࣄ
࣮ૉࡐをແࢹするなら、その研究者のࣄの中の
なにかもҳする。元ܕ学આの݁ؼとしてࢲのなく
てࠔるものは、ࢲがಉ༷に本৺ཧ学においてな
くてࠔるものでもある。それは、人֨を中৺にஔ
くことだ。その人ؒ学తଆ໘は、存在論ੑの現
学を௨͡てྀސされͶばならない。だが、存在論
తであることについての学આは、いまだ長く、本
学આ $��(��+VOH の学આのようにはࣗ体のೝ
識の๛かさを指しࣔし͑͵のが࣮ࣄである。໌ら
かなのは、୭しも、ࣗの患者たͪを࣏療しよう
とする者は、その࣏療を力動త৺ཧ学にͮجかせ

Ͷばなら͵ことであり、存在論తであることにつ
いての学આのような学આは、ཧ論త寄༩を۩体త
な人の力動త発ୡ࢙にはڅڙしないことだ。

ᶙɽਫ਼ਆՊྟচͷֶͷํ๏త୳ڀ
１ɽ臨床の学の՝
　3ÛNLF は、精神医学の臨床家の՝を、一人
を、その人をલにするままに、できるかぎりਂく
Ϳまでཧղすることである、とする。そのためٴ
の臨床の学の՝として、ҟなるྖҬ、ҟなる方
法でものにされる臨床のࣄの発見をར༻できる
ようにするඞཁੑをड़る。
　3ÛNLF は、人を৺తに࣏療しようと思う者は、
ࣗら一度、৺తにاされたੈքをཱྀすることが
ඞཁである、とड़る。ただし、そのੈքのๅを
ಘて、そのੈքをれ、ってくることができな
ければならない、とする。さらに、ผのੈքをさ
まよう༐ؾを、なお࣋つことができなければなら
ない、とする。
　また、3ÛNLF は、臨床家は、ࣗがੈքに
ཱͪ、そしてࣗがੈքにཱつことに本元
存在論తであることが࿈ؔする中で、本ܕ
元ܕ存在論తであることによって人をؐ元し変
しなࢭ療を્࣏Өが、人のݬして見る一໘తなܗ
いようにするඞཁがある、という。いͣれのؐ元
も一つのؐ元のΈではࣦܽを生Μでしまう、とす
る。一໘తであることがࣗのલにする人にଛই
をՃ͑てしまうことになる、とする。そこで
3ÛNLF は、本元ܕ存在論తであることが、
一人のことをそれͧれ部తにදすのなら、臨床
家がそれらの֓೦の૬ޓのؔ࿈の୳究にありଓけ
るのはආけられない、とड़る。
　ところが、さらに 3ÛNLF は、臨床の学の方法
に、意ਂさと学త࣮さとともに、最適な方
法తແண・方法తかまわなさがඞཁになる、と
する。本と元ܕと存在論తであることのੈքの
૬ޓのؔ࿈の୳究には、学త୳究であるにもか
かわらͣ、ආけがたく方法తແணがついてまわ
ることになる。
　3ÛNLF によると、ະख़な研究者は、҃るੈք
の҃るؐ元で、人を変ܗしてしまう、という。ま
た、初学者は、҃るੈքの҃る最終生成のそば
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でཱͪࢭまってしまう、という。ところが、それ
だけにとͲまらͣ、୭にとっても、人を見ること
にؔして、その先にも、正౷ੑ֬定ཱ֬が४
උされているわけではない。あるいは、臨床経ݧ
が、力質をอূしてくれるわけでもない。
3ÛNLF によると、経ݧをੵΉと、ੈքのؔ࿈が
新たにݺͼىこされることになる。方法తかまわ
なさがඞཁになる。その方法తかまわなさにこそ
成長成ख़がいる。しかし、かまわなさである。
かまわなさで௨りաぎ、かまわなさで先を待た͟
るを͑ない臨床త経ݧを生͡てしまう。

２ɽൺֱࠩҟ
１）ର
　ੈքا・Մੑのاը・Ҋのげかけを
ࣹして、存在するࣄ上にさま͟まなੈքがөり、
૾を݁Ϳ。だがͲこに૾を݁Ϳか。
　өるということにをければ、のද໘かੈ
քのද໘か。өすということにをస͡れば、ө
૾の໌るΈか҉ນか。ࢹるということにをҠせ
ば、かບか脳か৺か、ࢹかযかࢹઢかࢹ
か࠲ࢹかࢹքか。見͑るということにをҠせ
ば、ڥかೱ୶か、ܗか৭か໌҉か、໘かԞ行か、
ҟ質ੑかಉ質ੑか。一つのੈքに֤ੈքがөると
したら、のੈքかදのੈքか、؍٬తੈքか
ओ؍తੈքか৺のੈքかతੈքか。しかし、い
ͣれにしても、見たものは、そこに在るようにର
Խされる。
　さらに、いͣれにしても、それは経ݧతである
だけのੈքではない。తに見る力が人にあろう
とも、తに見せつける力が者にあろうとも、
本体者本体が見͑るものではない。өるのは
ੈքのそれである。あるいは、見る力をൈいても、
げかけをめても、見せてくる力をআいても、
ͼかけてくるのが෬せられても、そこに在るもݺ
のは、者本体にはならͣ、そこに在るものは、
ੈքのԿかとして見͑てくる。
　ただし、その見方見せ方見͑方が、たと͑
ば本元ܕ存在論తであることであったとし
ても、そこに在るものが者本体にならないと
ここでࠓड़ているのは、ؐ元による変ܗにまつ
わることではない。ここでड़ているのは、変ܗ

のલの、見ること見せてくること見͑ること
のࣹとಁաによるղऍにؔすることである。
　見方見せ方見͑方が、૾をそこでࣹさせ
ながら、さらにそこをಁաしてΏく。それにより、
見方見せ方見͑方の行方を、ಁ໌の、ແいも
のにして、見方見せ方見͑方のࣹとಁաを
ղऍしなおさなければならない。本にしろ、元
にしろ、存在論తであることにしろ、それらをܕ
せるؒの在りようにけてղऍをさかの΅らな
ければならない。
　見方見せ方見͑方が૾をಁաしたら、その
者のଆཪଆが見͑てくるわけではない。
見方見せ方見͑方の行方は、Մੑاը
ະདྷなͲとઞられる。しかし、者が、見るこ
と見せてくること見͑ることを͑て、在る
ものとして、ӽすることになる。（ද１）
　さて、臨床తにରをとら͑、ղऍをさかの΅
る。本元ܕ存在論తであることについて、
定ٛඪޠはあっても、ղऍをさかの΅り、本質
をड़ることはしい。本、元ܕ、存在論తで
あることが、それらすてをුかばせるؒの在り
ようにせられ、さらに、本、元ܕ、存在論త
であることで৭めきもするղऍにせられ、ൺֱ
され、ಛ質がѲされる。（ද２）
２）ྃղ
　૾ରと、存在ӽとのؒに、ղऍのྖҬ
がೖら͟るを͑ない。そうでなければతに見る
ことが在ることになりはしない。そのΉにま
れ͵ղऍに、ྫ͑ば本元ܕ存在論తである
ことがり、ないしはそのղऍをಁかせ、本
元ܕ存在論తであることの৭がつく。そして、
ղऍのྖҬに、ੈքで見てきたかのような精神
৺存在の༰がってくる。ղऍతྃղがݺͼ
֮まされる。見方はࣗ༝にΈ͑て、ղऍがؒにೖ
るෆࣗ༝さがある。見方によってෆࣗ༝にΈ͑て、
ղऍతࣗ༝ならある。
3）ӽ
　ղऍのこうは、ྃղෆ、ղऍෆである。
ӽしている。しかし、なにかわってくるとし
たら、ݺͼかけとしてわってくる。人は、わか
らない、あるはͣのないことにݺͼ֮まされかͶ
ない。けれͲも、人は、ූஸによるݺͼ֮まし、
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力によるݺͼ֮まし、ඞཁによるݺͼ֮まし、༻
法によるݺͼ֮まし、ཉによるݺͼ֮まし、ੈ
ք؍ओ؍のݺͼ֮まし、ؐ元のखがかりのݺͼ
֮まし、ܹ応のݺͼ֮ましなͲとして、ղऍ
をはさΈ、ݺͼ֮ましをྃղし、ࣄをରԽす
る。

3ɽ౷合
１）一つのߏ想
　3ÛNLF は、ؐ元はあらΏる学で一ൠతであ
る、とड़る。学తに、人についても、一つの
、ଇによって導きग़そうとする、という。しかしݪ
ؐ元された人にはࣦܽを生͡、ݪଇを一つにして
も、人は一つにはならない。学త成Ռも、ؐ元
を中৺にஔくか、人֨を中৺にஔくかでҟなって
くる。
　3ÛNLF は、本、元ܕ、存在論తであること
が方法తに一つにまとめられなくても、臨床家は
つの֓೦をඞཁとし、༻いる、とする。そこでࡾ
臨床研究者は、臨床の学という一つのߏ想をもた
Ͷばならなくなる。
２）一つのੈք
　3ÛNLF は、人はग़会いにおいて、ଞのଞ
の者をる、とड़る。そこで研究者は、ग़会い
において、本元ܕ存在論తであることに
よって経ݧ、体ݧしているものをੳし研究する

ことになる、という。७ਮに学తな研究者は、
ࣗの本ੑ、ࣗの元ܕత૾ݪ、ࣗの存在論
ੑを受けて、人を୳究しなければならない、とす
る。すると、研究者は、さま͟まなੈքを๚れた
りってきたりしながら、ࣗとして一つのੈք
にあることになる。ところがさらに 3ÛNLF は、
臨床త研究者は、ࣗのલにする人にؔわる、と
する。すると、臨床研究者は、ࣗとして、一人
のଞの者をલにするという、一つのੈքにあるこ
とになる。
3）一人
　臨床として、人を୯にରとするだけでなく、
人を୯にؐ元するだけでなく、人をલにするまま
にろうとする。そうであれば、臨床の学の方法
論త୳究をさらに行わͶばならなくなる。臨床家
は、人をલにする臨床の経ݧ体ݧを重Ͷ、ੳ
するだけではなく、人をલにする体ݧについて、
体ߏݧ成త、体ݧ生成తに方法論త୳究を行わな
ければならなくなる。
　経ݧの学と体ߏݧ成の学のؒには、経ݧをいく
らओ؍తにしようとも、あるいは経ݧをいくら٬
、元のࠩҟがある。あるいは࣍、తにしようとも؍
いかにೝ識๛かに、ੑײ๛かに、記ड़๛かに経ݧ
しようとも、臨床の経ݧと方法論త୳究の学とで
は࣍元のࠩҟがある。ӽతな୳究もඞཁになる。

 本能 元型 存在論的であること 

力 

生ᚓ的欲動 人にຠ力 

生 生気 ₯在的 可能的 

有機体 内部 欲動力 暗示的 

ὀ意 ⾪動 

身体内部から心に達する 

心が身体との㐃㛵でせồされる 

心理学的なもの 

㑇ఏ的本能 家族的前成 欲動 

Ἑ床をὶれる水のような元型 

心的生命力 精神の力 生命的過⛬ 

ᙉ㏕ᛮ⪃ 

存在 ၥい 

存在することそれ自体 

自身の存在からの知識 内的⤒㦂 

存在によりえられる 

精神が生物学的力に方位とⰍのみ

をえるか䚸精神の光の中で存在

論的であることが本能であるか 

型 

本能的作用の系ิ 

እཷᐜ性 内ཷᐜ性 

定䜑られた質 

不㐺切なᑐ象にもᑐ象なしにも 

心的な像 

≉定 ᕪ␗化 ಶู化 前提 ㌶道 

Ἑ床のような元型 

心的ჾᐁ 

存在論性 現存在の存在性質 存

在する在るもの存在体ไ 存在の

存在論的ᵓ㐀 

気㐵い 愛 不安 人の投企する

世界のㅖ≉性 

超越 

ಶ体の生 㛵心 ྜ成 

緒的知覚 ⯙い 表現 

緒 ⾜動 人格 

精神的なもの 

子供 ክ 空想 ዶ想 神⤒ 

ᕝのὶれのような元型 

投企 表象 㐀 精神 表現 ⤫ྜ 

生成・存在・超越が一▐で重␚ 

純粋なもの 理解すること 存在の

ၥい 理論 

 

表 1 世界の力とᑕと透過による㐃㛵 

ද̍　ੈքの力とࣹとಁաによる࿈ؔ
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 本能 元型 存在論的であること 

生 有機体 力動的体系 心的生命力 持続 生成 現存在 知ったような生はない 

死 

死の欲動 有機的な生を生命の

ない状態に戻す 

滅亡させる力を知っている 危険 

切り離し 空転 

無防備 失方位 暗示 

現存在 

非生 

宇宙 世界本能 宇宙的・宗教的本能 神話 元型的像の担い手 日常世界に痕跡 突破 

世界 

知る世界 動物の愛好家の世界 

見慣れたもの 単純なもの 無邪

気 友好的で温かな世界 健康

的  覚えが早い  家族的世界 

似ることに感動 人が並ぶ 似た

動物 力に満ちた有機体 

精神の光の輝かない世界  

太古的 不明瞭 もうろう 

陰影 底知れなさ 理解不能 

空想 神話 国 

発生 動き 生成 果てのない海

の動き 呼吸と心拍の動き 内的

感動 

裸性 氷のような冷たさ 

水晶のように透明 

またたく糸の幾何学的形象 

非物質 非像 非生成 非運動 

非知 静止 成ること・在ること・

超越することが重なる 

純粋な精神 

精神 元型を介する 本能の像 精神のバネ 

未熟な 

研究者 

狭すぎる生の投企 

精神盲 

精神的貧困 

最終生成物のそばで立ち止まる

目の見えない予言者 

もつれ 薄暗さ 膨れ上がり 

高慢 

本能の温かさに無感覚 

元型的作用の劇的な力に無感覚 

精神の魅惑に落ちて留まる 概

念で遊ぶ 名人芸 曲芸 事物化 

変形 出会いを逸する 精神の遊

びの中の孤独 

人の像 
人の大きさを小さいもので説明 人の小ささを大きさから解釈 非物質的 非生物学的 

純粋に精神的な像 映らない人 

還元 
生命性 

無邪気 生物学的有機体 

心 

ほとんど還元しないが人を過大に 

精神 

生命性と本能を取り去る 

出会い 
皆 互い 似る 同じ言語 友好

的 温か 

密に群がらない 

元型の世界に耽る人々 

一つの世界に共にあって互いを

見ない 郷愁のまどろみ 

見知らぬ 

もの 

知っているもの 

小児期早期の忘れられた危険と

負傷の跡 

秘密 凝視 底知れなさ 意味 太

古  悲劇  誘い  挑発  脅し  魔 

幽霊  神秘  理解できない言語 

呼びかけ 

記述できない 言い表せない 

畏敬 認識 

無 
忘れられた 持続する生成 予言者でいられな

い 

不安 理解できない無 

無は一つの事物 無の秘密 

一 
他の者や物が一緒に前提 

世界とともに一つ 

宇宙の元型的な像の担い手 自身の存在 他者の存在 知るこ

と 

内 
共に在ること すべての人の内 いつの時代にも 互いを見ないが一つの世界の中

に共にある 

悪 
無邪気 薄暗い 生物学的な道

徳意識 

立ち上がり 動因 倒錯の意味 

罪 発達 禁欲 子供部屋 天 地獄 浄化 存在様式として露になる 痕跡 

非事物性 
能動性 生 動かされて在ること 

言い表しえない 

表象ではなく表象可能性 象徴 事物的でない 

臨床家 

一般的本能学説の事実素材 

欲動心理学的事実素材 

人格を中心におく 

中心点 

本能的・生物学的かつ精神的 

不確定性 不満足 

人格を中心におく 

人間学的側面 

存在論性の現象学 

一人の力動的発達史の理論には

ならない 

 
表 2 馴染みのないものと探究者による一つの世界の循環 

ද̎　ೃછΈのないものと୳究者による一つのੈքの॥
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̐）わからないもの
　3ÛNLF は、本も元ܕも存在論తであること
も、存在するࣄではなく、ݴいදし͑͵ものを
指しࣔす、とする。さらに、人は、らないこと、
わからないことにग़会う。人は、らないこと、
わからないことをલに、一つにͶฦされること
になる。体ݧతにも、体ߏݧ成తにも、ただ一つ
のわからないग़会いとしてͶฦされる。

̐ɽ౷合ࣦௐ
　3ÛNLF は、元ܕは臨床家にとって中৺にあ
る、とする。さらに、3ÛNLF6）は、ਅの౷合ࣦௐ
をࣔすものをड़るときに、+VOH による元ܕ
తੈքのཚが重ཁなީである、とする。しか
しながら、そのج४はしばしば信༻されていない、
ともड़る。
　౷合ࣦௐをલにして、本తに退行し、ཱͪ
は、ೃછΈのない見ܕまるだけではない。元ࢭ
ら͵ものをもදし、そのことで౷合ࣦௐをもද
す。3ÛNLF は、人は、元ܕతに見ら͵ものに
ͼかけられ、存在論తに、見ら͵もののҞݺ
Ϳことができる、とする。（ද２）ٴೝ識に、ܟ
　生は、ཧੑとग़会う。そして、ཧੑをࣦうと
されるݹདྷతな精神පがදれる。しかし、౷合ࣦ
ௐは、ཧੑのಠりཱͪしようとする時代のපで
あった。ੑと共ಉ体がཧੑを༻いて人をして
いたものが、ཧੑのཧٕज़社会がࣗݾ任にお
いて、そのままཧੑを֤ݸ体にうようになった。
その、ཧੑの時代のපとして、౷合ࣦௐがදれ
た。また、౷合ࣦௐは、ཧੑのಠりཱͪしよう
とする੨年期のපであった。ところが、20ੈلの
౷合ࣦௐは、ཧੑにରし、ੑを՝とした。
ੑにより、ແをった。ੑによって、ೃછ
Έのない、わからないものにग़会った。精神医学
は、ੑを༻いた。精神医療は、ཧੑを、തѪに
よってৼるった。そのؒܺで、天ੑの元ܕతなも
のτリックεターがときにදれた。
　3ÛNLF2）4）は、౷合ࣦௐにおいて、౷合ࣦௐ
のප者をલに、ೃછΈのない、見ら͵、わか
らないものにग़会わ͟るを͑なかった。そして、
౷合ࣦௐに、ੑを͑ग़るਅੑをることに
なった。一方、ِੑは、࣏療の有ޮさにؔして重

ཁとなった。3ÛNLF は、一人の力動త発ୡ࢙の
ཧ論に存在論は寄༩せͣ、࣏療は力動త৺ཧ学に
。くことになる、とするͮج

5ɽجఈの学
　精神科臨床の学の方法論త୳究は、౷合ࣦௐ
のجఈからݺͼ֮まされることになる。֓೦の
では、3ÛNLF4）によると、౷合ࣦௐ֓೦につい
てのいは、疾ප୯Ґかީ܈か、ج本ঢ়を࣋
つか࣋たないか、ث質ੑ疾患か৺Ҽతঢ়ଶか、࣏
༊するかしないか、正常とҠ行するかしないか、
Ҩ発生తにܾ定されるかされないか、ಾはܕに
よるか༰によるか、精神පཧ学త記ड़がにཱ
つかཱたないか、ϞσルがあるかないかなͲでໃ
६をはらΈ、ਅのໃ६にग़会͑ば、ໃ६の߲྆を
せるجఈにまで論をਂめ͟るを͑ない、という。
また、臨床のでは、3ÛNLF によると、౷合ࣦ
ௐ臨床は、ૄִされながらもわるϓϨコック
ε4（2ײ）、思いがけないおͲろきでありながらな
Μでもないճ෮6）、োされたੑながらも
まっとうなੑ6）なͲをり、はりໃ६を
せるجఈにまでٴば͟るを͑ない、という。
　ଞの人をલにした臨床家のݺͼ֮ましは、は
͡めに࣏療の౷合を͑てってくる。౷合を
͑たݺͼ֮ましは、生学తઆ໌ཧ論తઆ໌も
৺తྃղもղऍతྃղも͑てってくる。

ᶚɽ͓ΘΓʹ
　論において、3ÛNLF の「本、元ܕ、存在
論తであることɽ一ল」に৮発され、精神科臨
床の学の方法論త୳究を行った。臨床家が、一人
を、その人をલにするままにるには、一໘తに
ならͣに、ҟなる方法による見の౷合を͑ߟる
方法తແணがඞཁであった。
　見ること、ることは、力のかいようによっ
て、ࣄの૾を生Έ、ରԽするࣹと、存在の
ӽをらせるಁաにかれた。
　しかし、臨床家は、ಛ定の方法でಛ定のੈքを
、ͼ֮ますという。それは、けれͲも、臨床家がݺ
ಛ定のੈքからݺͼ֮まされていることである。
さらに方法論తには、ここに在ることになってい
るわたくしといった者が、在るものからݺͼかけ
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られてしまうことがある。そして、在るように見
る、在るようにるというૅجత方法論をਂめる
思࿏からはれ͟るを͑なくなった。
　そして、見ることと在ることのؒに、ղऍがೖ
ら͟るを͑ないという、ผの方法論త思࿏をՃ͑
てしまうことになった。
　精神科臨床において、臨床家は、ࣗとして、
一人のଞの者をલにするという、一つのੈքにあ
る。その中で、体ݧだけでなく、体ߏݧ成ੑを論
͡なければならなくなる。しかし、らないこと、
わからないことをલに、一つのわからないग़会い
を体ݧతにも体ߏݧ成తにも生͡る。
　౷合ࣦௐにおいて、精神科の臨床家は、౷合
ࣦௐのප者をલに、ೃછΈのない、わからない
こと、ແいことにग़会わ͟るをಘない。౷合ࣦௐ
֓೦およͼ౷合ࣦௐ臨床のໃ६をらされ、
આ໌もղऍも͑た、౷合ࣦௐのجఈੑにまで
論͡ਂめ͟るを͑ない。

ँࣙ
　υΠπཹ学、υΠπޠ学शにࡍし、中ࢁ科学ৼஂࡒڵ
200�年「脳と体ੑの人ؒ科学」ަࡍࠃ流ॿ成をいただい
た。$ISJTUPQI�.VOEU 教授（時ϋΠσルϕルク大学精
神科）、神庭重信教授（九州大学大学Ӄ医学研究Ӄ精神ප
ଶ医学教ࣨ）のްޚ意にँײする。ݴ༿のにかないམ
ͪこ΅れのখ生を授ۀにࠞͥてくださった %JFUNBS�
8BMUIFS 文学ത࢜にँײする。

จݙ
１）3ÛNLF�)��$���&FO�CMPFJFOEF�QTZDIJBUSJF� JO�HFWPBS��

*O��%FSCF� CVOEFM� TUVEJFT� FO� WPPSESBDIUFS� PWFS�
QTZDIJBUSJF��4DIFMUFNB���)PMLFNB�/�7��ANTUFSEBN�
19�8�（WPO� #BFZFS�8��（ÛCFST�）� 4FMCBDI� 0�$��

（.JUXJSLVOH）��&JOF�CMÛIFOEF�1TZDIJBUSJF� JO�(FGBIS��
* O � � & JOF � C MÛIFOEF � 1TZDI J B U S J F � J O � (F G BIS ��
A V T H F X Å I M U F � 7 P S U S Å H F � V O E � A V G T Å U [ F ��

（IFSBVTHFHFCFO�VOE�ÛCFSTFU[U�WPO�WPO�#BFZFS�8��
VOUFS�.JUXJSLVOH� WPO� 4FMCBDI� 0�$�）� QQ��ô20�
4QSJOHFS�7FSMBH�#FSMJO�)FJEFMCFSH�/FX�:PSL�1967）

（ԣా࣏ݠ༁ɿػةにՖ開く精神医学ɽԣా࣏ݠɿ
৺ྶのओ体・༓ྶのओ体・ແのओ体・ओ体をݺͼى
こす౷合ࣦௐ者ᴷ 3ÛNLF�)$ にՖ開くػة」ԋߨ
精神医学」（19�4年）からᴷɽ福岡行動医誌23ɿ82ô
104ɼ2016）

２）3ÛNLF�)�$���%JF�LMJOJTDIF�%J⒎FSFO[JFSVOH�JOOFSIBMC�

EFS�(SVQQF�EFS�4DIJ[PQISFOJFO��/FSWFOBS[U�29ɿ49－
�3�19�8（松尾正ɼٶ本初Իঞ༁ɿ精神྾ප܈部
における臨床త区ɽ松尾正ɼٶ本初Իɿ྾ප者現
はいかにしてその存在論తਅཧを࿐しうるのかᴷ

「 精 神  ྾ ප ܈  部 に お け る 臨 床 త 区 （%JF�
LMJOJTDIF�%J⒎FSFO[JFSVOH� JOOFSIBMC�EFS�(SVQQF�EFS�
4DIJ[PQISFOJFO��)�$��3ÛNLF）」のঞ༁と、その精神
医学తʠࠩҟʡとʠ॥ʡとʠؐ元ʡにରする精神医
学త文ݙղऍ学の一ࢼΈᴷɽ福岡行動医誌3ɿ28－�3ɼ
199�）

3）3ÛNLF�)�$���ABOUFLFOJOHFO�PWFS�IFU� JOTUJODU�EF�
BSDIFUZQVT�EF�FYJTUFOUJBM�PWFS�EF�XFSFMEFO�EJF�[JK�
PQSPFQFO� PWFS� SFEVDUJF� FO�NJTWPSNJOH�WBO�IFU�
NFOTCFFME��*O��/JFVXF�TUVEJFT�FO�WPPSESBDIUFO�PWFS�
QTZDI J B U S J F � � 4DIF M U FNB� �� )P MLFNB� / � � 7 � �
ANTUFSEBN�19�8

̐）3ÛNLF�)�$��� $POUSBEJDUJPOT� JO� UIF� DPODFQUT� PG�
TDIJ[PQISFOJB�� *O��/JFVXF�TUVEJFT�FO�WPPSESBDIUFO�
PWFS� QTZDIJBUSJF�� 4DIFMUFNB���)PMLFNB� /�7��
ANTUFSEBN�19�8（WPO�#BFZFS�8��（ÛCFST�）�4FMCBDI�
0�$��（.JUXJSLVOH）��8JEFSTQSÛDIF�JN�4DIJ[PQISFOJFr
#FHSJGG�� *O��&JOF�CMÛIFOEF�1TZDIJBUSJF� JO�(FGBIS��
A V T H F X Å I M U F � 7 P S U S Å H F � V O E � A V G T Å U [ F ��

（IFSBVTHFHFCFO�VOE�ÛCFSTFU[U�WPO�WPO�#BFZFS�8��
VOUFS�.JUXJSLVOH�WPO�4FMCBDI�0�$�）�QQ�211ô219�
4QSJOHFS�7FSMBH�#FSMJO�)FJEFMCFSH�/FX�:PSL�1967）

（ԣా࣏ݠ༁ɽ౷合ࣦௐ֓೦のໃ६ɽԣా࣏ݠɿ
౷合ࣦௐのわかり方とわからなさとᴷ 3ÛNLF�)��
$�「౷合ࣦௐ֓೦のໃ६」（19�8年）からᴷɽ福岡
行動医誌21ɿ7�ô94ɼ2014）

5）3ÛNLF�)�$���¾CFS�BMUF�4DIJ[PQISFOF��4DIXFJ[��ASDI��
/FVSPM��/FVSPDIJS��1TZDIJBUS��91ɿ201ô210�1963（中
Ҫٱঞ༁ɿ྾ප者についてɽ中ҪٱɿリュϜ
έとϓϨコックεײɽץق精神療法3ɿ81ô92ɼ1977
）（ԣా࣏ݠ༁ɿݹい౷合ࣦௐ者たͪについてɽ
ԣా࣏ݠɿ౷合ࣦௐのແҝࣗดとなΜでもないこ
とᴷ 3ÛNLFい౷合ࣦௐ者たͪについて」ݹ�「$�(�

（1963年）をもとにᴷɽ福岡行動医誌20ɿ106－123ɼ
2013）

̒）3ÛNLF�)��$���ATQFDUT�PG�UIF�TDIJ[PQISFOJB�QSPCMFN��
AEESFTT�EFMJWFSFE�BU� UIF�4DIJ[PQISFOJB�4ZNQPTJPO�
PO�19UI�AQSJM�1963���4FDPOE�1TZDIJBUSJD�$MJOJD�4UBUF�
6OJWFSTJUZ�6USFDIU�（/FUIFSMBOET）��FPMJB�1TZDIJBUS��
/FVSPM�� /FVSPDIJS�� /FFSM�� 67�� 79ô94� 1964�（WPO�
#BFZFS�8��（ÛCFST�）�4FMCBDI�0�$��（.JUXJSLVOH）��
ATQFLUF� EFT� 4DIJ[PQISFOJFQSPCMFNT�� *O�� &JOF�
CMÛIFOEF� 1TZDIJBUSJF� JO� (FGBIS�� AVTHFXÅIMUF�
7PSUSÅHF� VOE�AVGTÅU[F��（IFSBVTHFHFCFO� VOE�
ÛCFSTFU[U�WPO�WPO�#BFZFS�8��VOUFS�.JUXJSLVOH�WPO�
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4FMCBDI�0�$�）�QQ�226ô242�4QSJOHFS�7FSMBH�#FSMJO�
)FJEFMCFSH�/FX�:PSL�1967）（ԣా࣏ݠ༁ɿ౷合ࣦ
ௐのॾࢹɽԣా࣏ݠɿ౷合ࣦௐの、ख元にԿ
も引き寄せなかったਗ਼໌なについてᴷ 3ÛNLF�)��
$� をもとにᴷɽ（1963年）「ࢹ౷合ࣦௐのॾ」ԋߨ
福岡行動医誌22ɿ86ô107ɼ201�）

̓）3ÛNLF�)��$���*OTUJOLU�ASDIFUZQVT�&YJTUFOUJBM��&JOF�
#FUSBDIUVOH�� *O�� &JOF� CMÛIFOEF� 1TZDIJBUSJF� JO�
(FGBIS�� AVTHFXÅIMUF� 7PSUSÅHF� VOE�AVGTÅU[F��

（IFSBVTHFHFCFO�VOE�ÛCFSTFU[U�WPO�WPO�#BFZFS�8��
VOUFS�.JUXJSLVOH�WPO�4FMCBDI�0�$�）�QQ�143ô1���
4QSJOHFS�7FSMBH�#FSMJO�)FJEFMCFSH�/FX�:PSL�1967
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の精神医学ࢲとは、ʠ「࢙の精神医学త変ભࢲ」　
における変ભ࢙ʡともऔれるし、ʠ精神医学తに
見たࢲの変ભ࢙ʡともऔれなくもない。ࢲにはऔ
りཱてて人にޠれるような精神医学の変ભ࢙はな
いと思うので、まͣはࢲの変ભ࢙としてޠってΈ
よう。

ᶗɽ༮গ͔ظΒߍߴଔۀ·Ͱ
、は、ւ道のখ୬というยాࣷに生まれてࢲ　
そこで高ߍଔۀまでの18年ؒをաごしたのである
が、そこが時のࢲのੈքのすてであった。ࠓ
のج४から見ればࢲがখ中学ߍをաごしたত30
年代は、ࠓから見ればΈなශࠔとい͑るঢ়گに
あったが、時はおしなてօがそうであったの
でそれ΄Ͳශのࠩは͡ײていなかった。それで
もզが家は、ۙ所の家よりは多গとも༟福では
あったようだ。それはࣗに電話があったからで
あるし、所にਫ道もあり෩࿊もあったからで
ある。ࣗपғेݢをࠓ思いىこしてもそれら
がある家は、もう一ࣼݢめいにあった教師の )
さΜだけであった。だからۙ所の多くはٸۓ࿈
བྷ先の電話൪号をࢲの家でొしていたので、し
ばしばզが家は一छのެऺ電話のようにར༻され
て、ۙྡの࿈བྷ電話があるとそれをऔり࣍ぎ
に行ったり、また電話ثをିしたりもしていた。
ਫ道もզが家と ) さΜҎ֎はまだਫ道の引き
Έがなく、զが家よりेࠐ N 先にあった共ಉ
ਫ道のऄޱから、֤ੈଳは天ടに大きなόέπ
をલ後にೋつかけてټΈに行き、֤ੈଳの所に
ある高さ１N Ґもあるಃث製の大きなਫළと
ӡΜでは、ټΈஔきしていた。વ、֤ށに෩
࿊はなく、Έなમ౬に௨っていた。しかしࢲは、
大学にೖるまでは、મ౬に行った経ݧはなかった。
　時はまだςϨビは姿を見せておらͣ、།一の
はϥδΦであった。それもਅۭࣜݯڅڙのָޘ
であったので、ときͲき電変ௐをདྷしΩューン

と変なԻをཱてて雑Իがࠞ͟ることもあった。し
かし、ࠓの高ڃなԻثػڹのεピーΧーからग़て
くるԻよりも、生ʑしい臨ײがあった。おそら
く期待し想૾する力が、ओ؍తにԻを៉ྷにम০
していたのであろう。ϥδΦでௌく、大૬のख
にѲるಢए（ಢۋʵए೫Ֆ）ઓに一ت一༕した
り、ϩーϚΦリンピック（1960）の࣮گ中継Իが
くなったりऑくなったりԻがうͶってฉ͑るこڧ
とが、ᴴかなるのڑײをཱࡍたせていた。
それによって、ਫӭࣗ༝ܗでの中ؽࢁの活༂なͲ
にڵฃした思いग़がある。ςϨビがզが家にདྷた
のは、もͪろΜそれもനࠇではあるが、খ学5ߍ
年ࠒであったようなؾがする。
　時ではりલのことも、ࠓ思うとݹ৭વと
したηピΞ৭に記Աが࠼られてしまっていること
にࣗでもしてしまう。つい最ۙのことと
思っていても、いつのؒにかे年も経ってしま
い、いつもපӃで指導しているएい研म医にੈ
りແくԕいݶうと、൴らにはݴҎ上લのことをل
ੈքのことと͡ײられてしまうようである。それ
はࢲもಉ༷で、࣮ࢲ、ࡍの生まれる̐年લに第ೋ
にとってઓલੈࢲ、ք大ઓが終わったのだがੈ࣍
քはまったくྺ࢙తੈքであり、ࢲの生きてきた
ੈքとの࣮体త࿈ଓੑが͡ײऔれない、つまり
識としてはっていてもリΞルな࣮在ײをܽくの
である。それとಉ͡ように研म医は、ࢲのաڈの
思いग़をฉいているのであろう。
　ෆ思ٞなࣄにࢲには、খ学ೖ学Ҏલの記Աが΄
とΜͲない。ܑとは12ࡀҧうので、ܑが౦ژの大
学にਐ学するとಉ時にࢲはখ学ߍにೖ学したので
あるが、ܑとಉࠜ͡のԼで一緒にらしていた
にもかかわらͣ、その記Աがશવない。ܑは、ࢲ
をことの΄かՄѪがってくれたと、家からฉい
ているのに、ෆ思ٞである。།一のྫ֎が、ܑよ
りࡀ上のैܑఋがమ道ނࣄでࢮしたときにҨ
体にٽきすがるഢの姿であり、そのّのきら

ʢ̍ʣᴷฤᴷ࢙の精神医ֶతมભࢲ

૯合පӃ�ྴ松පӃ　精神科　生　ా　　　
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ͼかなݫさに、あたかもޫりًく平Ӄ႗
ಊを見たかのようにѹされたことが、就学લの
記Աとして།一にমきいている。
であったࢠから多গ変わったࠒͲものࢠ、はࢲ　
のかもしれない。体ҭは大のۤखで、あまり授ۀ
にはࢀՃせͣに、ઇのないقઅであればߍ庭のమ
にͿらԼがってօをோめていることが多かった。
ాࣷの学ߍのせいか、それだけですΜでいたし、
それでؒはͣれにされてい͡められることもな
かった。そもそもΈなශしかったせいか、い͡め
がになることもなく、খ中高を௨してपғで
い͡めをにしたこともない。時は、ࢠͲもಉ
にೖらない生ెに体ؾのい͡めよりも、教師が࢜
േをՃ͑る方がよりݦ著であった。から見ても、
ཧෆਚなંᓂをする教師がおり、のډ所がѱい
と、ܾまってԥられऽられる生ెがԿ人かいた。
そのせいか、教師はාい存在ではあっても、一部
のଚܟを集める教師Ҏ֎は、ੈؒでも「でもしか
先生」なͲとᎏ᎐されていた。ͪなΈに「でもし
か先生」とは、時খ中学ߍの先生になるのは極
めて༰қ（ʁ）であったせいか、先生に「でも」
なろうか、い先生に「しか」なれない、という
ところから生したݴ༿のようである。現在の教
һݧࢼ༺࠾のڱきからは想૾もग़དྷない時代で
あった。さて、体ҭをまともにしなかったせいか、
はεϙーπはۤखで、Կもしないししたこともࢲ
ない。だから、ٿαッΧー（時は、αッ
Χーなるものはにしたこともなかった）を一度
もしたことはなく、だからルールさ͑もらない。
も新ฉのεϙーπཝςϨビのεϙーπニューࠓ
εはεルーである。しかしෆ思ٞとεϙーπコン
ϓϨックεは、いまだにない。多にεΩーが
れたせいもあるだろうし、そもそもӡ動力にࣗ
の存在価を一ஔいていないからであろう。
ができるӡ動の།一のྫ֎が、上にड़たεࢲ　
Ωーである。「าくのがಘ意」なͲとݴう人がい
ないように、εΩーはࢲにとってはาくのとಉ
であった。それは、ࢲが߽ઇଳにॅΜでいて、
記Աの࢝まるલからઇにೃછΈしΈ、そして
અは、12月から3قっていたからである。ઇの
月まで΄΅̐ϲ月、１年の3の１がઇのੈքと
なる。খ୬は非常な߽ઇଳであり、զが家のล

りはઇがピーク時にはೋ階部にまでୡしてしま
う。そのためઇがࠜઇになるલに、家の֎ଆに໘
した૭Ψϥεށのपғにはࡐで൘ญをめ͙ら
すのである。Ӎށがあるところは引いておくが

（もっともւ道の家にはӍށが΄とΜͲなく、
その代わりにೋ重૭、ೋ重ށ）、それだけではઇ
ѹに͑きれないのである。൘ғいのࣄはຖ年
൩ळから初ౙにかけて、だから11月Լ०から12月
上०ののࣄであった。そうしないと、ઇが߱
りੵもり、それがණմとԽして、૭Ӎށがઇѹ
でഁյされて家の中にઇ่れࠐΉのである。ࣗ
લにはࣗ動ंが１௨れる΄Ͳのฮされていな
いখさな道がՆにはあったが、ઇがੵもりग़すと
ंはೖれなくなってしまう。その道にͲΜͲΜઇ
が߱りੵもるが、そこを人が行きަうのでそこだ
けは౿Έݻめられて行く。道はઇがੵもってͲΜ
ͲΜり上がってΏき、最後には道のਅΜ中に人
が一人っと௨れるఔ度の෯のઇ道がग़དྷ上がっ
て、その高さは家のೋ階Ґまでにୡする。家のݰ
ؔのҐஔは変わらないので、高くなったઇ道から
ࣗؔݰまでઇの階ஈを作らなければならない。
大ઇの日なͲ、ேىきてؔݰの引きށを引くと
１N Ґまで新ઇがੵもっていることもあった。
そのઇをεコッϓでૡきग़して、ઇ道までの階ஈ
を作りすのがேのࣄとなる。ౙにれるこ
とは໓多になく、いつもͲΜよりとしたԖ৭のۭ
がくਨれࠐめて、ಛにそのѹഭײは༦れࠒに
最大にୡする。しかし、それはその時に͡ײてい
たというよりも、それはΉしろにग़てから
想తに体ݧతにճސして͡ײるようになったとい
う方が࣮ײにۙい。つまり、体ݧが経ݧとなった
のである。
　খ中高のؒ、ౙの、つまり3学期の体ҭ授ۀは
εΩーとなる。ւ道を౦にけて、౦は༨り
ઇが߱らないのでάϥンυにਫをまいてεέーτ
リンクを作りεέーτをるが、はઇが߱りੵ
もるのでいくらਫをまいてもリンクはできない。
िに一ճ、ޕ後がすてεΩーの授ۀにてられ、
終わりの時ؒになるとそこでղࢄとなった。খ୬
はࡔのொともݴわれるが、ւ؛までࢁがഭってお
り、学ߍからาいてेఔ度のڑにはεΩー
ができるࣼ໘がいくらでもあった。だから、ε
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Ωー授ۀのある日なͲは、εΩーをཤいたまま
（ަ௨ނࣄの؍からࢭېはされていたが、それ
をແࢹして）学ߍまで行くことがしばしばあった。
高ߍになると、からのసߍ生でもないかぎり
୭でもεΩーはࣗ༝にれるので、学ۙߍくまで
ഭっているઇࢁをօでせっせとొりଓけて、時ؒ
になるとそこで現ղࢄʂ　ࢲはそのままࣗの
ったものであっؼり߱りてまで一ઢにޱؔݰ
た。
　話が大ઢしたが、ւ道にいるࠒは、কདྷ
のࣗがͲうなるのかなͲは͑ߟたこともなく、
日ʑの生活をಛにෆຬを͡ײることなく、ただそ
れがたりલであり、生きることを生きていたと
いうか、ただ時ؒがաぎてΏくだけであった。
　時のւ道は（ฉくところによるとژも）、
খ学ߍから高ߍまでখ学区੍をऔっていたので、
ॅΜでいたところでࣗ動తに行けるެཱ高ߍ（ී
௨科）が１つだけにܾまっていた。બの༨が
ないのである。だから、そもそもڝ૪ݪཧなͲは
ಇかͣ、受ݧઓ૪はないにしかった。খ୬市は、
౦に高ߍ学区を̐しておりࢲはࡳຈ寄りの学
区だったので、そこにある高ߍにΤεΧϨーτࣜ
にਐ学した（もͪろΜೖࢼはあったが、མͪるの
は֤中学人ఔ度）。だから、ಉ͡খ中高での
良い༑ୡがいまでも݁ߏいる。

ᶘɽॳΊͯͷੜ׆
をग़て初めて大学に௨うために、ฌߍは、高ࢲ　
で௨学していた。そこٸࡕ、のๅ௩市にԼ॓しݿ
にらしてΈて、初めてق࢛というものをった。
もͪろΜւ道にもق࢛はあるのだが、長いౙと
30度を͑ることがճもないい２ϲ月ऑのՆ、
そしてこれもあっというؒにաぎΏくいय़とૣ
いळを体ݧしていたにաぎない。初めてؔにॅ
ΜでΈて、ઇのないౙをり、本の意ຯで3ϲ
月ごとにめ͙ってくるのق࢛を体ݧした。Կ
がҧうのかと͑ݴば、それはقઅײというか、ق
અにう体ײ・ײがまったくҧうことであった。
中学高ߍで、ࠓݹのആ۟Վを学ͼ、有名なも
のは҉এまでしていたが、Ͳうもしっくりこな
かった。ࣈ໘で҉記して、಄ではཧղしたつもり
でいても、Կかしらൽෘ֮ײでඍົなζϨを͡ײ

ていたのである。それが、ؔにらしてΈると、
ۭの৭、ۭؾのඍົな࣪りؾとԹ度、෩のそよぎ、
梅Ӎ、ळᯜ ŋŋŋ を体ݧしていったのだが、そこで
がવのことだがޠقいたことは、ആ۟のͮؾ
༷であり、それにґڌしていてはいくらւ
道でആ۟を作っていたとしても݁ہはೋ流作に
しかなり͑ない、という֒ײであった。だから、
それを͑るというか、その४ڌにとらわれな
い作活動しないかぎり、の人には౸ఈかな
わないであろうと、道ࢠ࢈のࢲにはڧく࣮ײされ
た。
　それとಉ༷に、ઇのない生活もまた信͡られな
かった。それまでのࢲにとってౙのઇは、Ξϓリ
Φリな存在（4FJO）であり、それにଈして生きる
のがࣗ໌のҝ（4PMMFO）であった。ところがؔ
には、その 4FJO も 4PMMFO もなく、それらにແ
ԑなੈքが展開されていた。ౙのפいேにすくΉ
き上がるたىをฃいཱたせてはΤΠϠッとͪ࣋ؾ
めに、ࣗの体にΤンδンをۦけるΤωルΪー
උڅとそれにཁするϩεタΠϜがまったくないの
である。この時にࢲが最初に͡ײたͪ࣋ؾを正
にݴうと、「ͣるいʂ」であった。の人が

（౦はผにしても）ౙこΜなにָをして
いるのなら、大学受ݧでࠃの人には10ҐのՃ
がないとまったくෆެ平ではないか、とෲがཱ
つ΄Ͳであった。しかし、そのうͪのౙのࣨ
ஆの༨りのශऑさ（פさ）には、またڻくの
ではあったが。
をग़たあと、で初めてεΩーをߍが高ࢲ　
ることがあったが、その時もาくがくること
ができた。しかし、ෆಘखの༑人に教授をཔまれ
たのだが、いかΜせΜԿも教͑られないのである。
もしาき方のコπの授をཔまれたとしたら、多
くの人はࠔするのではないだろうか。意識せͣ
に֫ಘしたものを意識Խすることは、΄とΜͲࠔ
である。なͥそうできるのʁとわれても、お
のͣから「そうなる」としかݴいようがないので
ある。
　ͪなΈに、ւ道の人は、Ҏೆの日本をと
いう。だとすると、ւ道は֎となるのだが、
その意識は道ࢠ࢈も多গは࣋っているようだ。ࢠ
Ͳものࠒ、たまにからసߍ生がདྷると、な
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りも上でหઉかなせいか、Կかしらผੈք
からってきた人というงғؾがあった。そのࠒ
でඪ४ޠにするのは /), を௨してだけであっ
たが、それはϥδΦを௨してௌくだけのݴ༿であ
り、生の人ؒが話しているという࣮ײはし
かった。だから、それをしΌる生の人ؒが
のલに現れると、Կかしらෆ思ٞなͪ࣋ؾになっ
た。だからといって、ࣗの話すݴ༿が方ݴとい
う意識はまったくなかった。খ୬は、道央でもࡳ
ຈにྡするので、それ΄Ͳᨅった発Իはগな
かったせいか、ࠓでもࣗには༨り方ݴ意識はな
い。初めてؔの大学にೖったٸࡕ、ࠒ電ंのΞ
φンεがとても新حにおもしろくฉこ͑たので、
電ंにるのがԿとなくָしかった。ଞ方、ࢲの
話すݴ༿にରしては、΄΅ྫ֎なく「౦ژの方で
すか」とݴわれた。ؔ人には、౦ژหとւ道
หのหผが΄とΜͲग़དྷないようである。しかし
༿は極めてࣖোりでݴつかのزหのژには、౦ࢲ
ある。ྫ͑ば、౦ژのニューεΩϟεターでしば
しばฉかれるのが、「なΜつーか」である。ࢲに
は「Կというか」とݴってくれないと、ٸにその
人がΨαπな人に見͑てしまう。もっともこΜな
所から、ภ見ࠩผ意識がग़てདྷるのであろうか
ら、ࠩผではなくて区ผの࣍元でݴっている。と
ころで、ԭೄの人は、Ҏを本とݺͿようだが、
ԭೄの人がւ道にདྷて「の方ですかʁ」と
ฉかれると、一छಠಛの֒ײを֮͑るそうだ。
は、最初の大学時代はपғがؔหだったのࢲ　
で、そのशಘに一時力したことがあったが、प
ғからは、おલのݴ༿はとてもฉくに͑תなくؾ
われてஅ೦してݴめてくれて、とࢭѱいのでͪ࣋
しまった。पғには方からग़てきて、あっとい
うؒに大ࡕのݴ༿をものにする人が、多かったよ
うに思う。そこでࢲは、つくͮくとޠ学の࠽がな
いことを௧ײした、日本ޠのผόーδϣンでさ͑
शಘできないのなら、まͣ֎ޠࠃはແཧであろう
と。࣮ࡍ、その予想は大たりで、いまだに֎ࠃ
หशಘのࣦഊのཁҼࡕの大ࢲ。はෆಘखであるޠ
の一つに、ؔหの多༷ੑがあるようだ。ࢲには
օಉ͡にฉこ͑ていたが、ؔでも、大ژ、ࡕ、
Տ、ઘ、神ށ、ຏʑ、Έなඍົにしかし
ࣄ者にはܾ定తにҧうようであり、それをࢲが

ごͪΌࠞͥにෆنଇに話すと、とてもҟ༷なڹき
になっていたようである。
　これも༨ஊであるが、ࢲは先にॻいたように、
ϥδΦからςϨビにҠ行したੈ代である。ϥδΦ
は、વのことながらしかฉこ͑ないが、人の
なのでզʑはવ話している人を想定し、ແ意
識తにその人の姿ܗをΠϝーδしてしまう。とい
うか、ΞφンαーそれͧれのΠϝーδがࣗの
中でࣗવにܗ成されていた。ところが、ςϨビ์
ૹが࢝まると、ࠓまでそののΈでしからな
かった人たͪの姿をςϨビで見ることができるよ
うになった。このࡍに、多くの人の姿ܗが、ࣗ
のϥδΦでܗ成されていたΠϝーδとかなりͣれ
ていることにෆ思ٞな֮ײを֮͑た。࣮ࡍ、か
ら想૾されていたإと࣮のそれが合கしていた
人は、もなかった。
　これとಉ͡ような体ݧをまた最ۙするように
なった。ࢲは、大学に13年もいてから、その後医
師になったのだが、大学時代と医師になった最初
の２年ؒはςϨビのない生活をしていた。たまに
ল時に見ることもあったが、それはせいͥい１ؼ
ʙ２年に一度にաぎない。だから、΄΅1�年ؒς
Ϩビのない生活をաごしていた。しかしϥδΦは
あったので、時ए者のؒで流行ったԻָはよく
ࣖにしていた。ࢲの؟の記Աは、άルーϓαン
ζとビーτルζあたりでࢭまっている。Ҏ後の
ϑΥークϩック、ニューϛューδックなͲはࣖ
の記Աでしかない。だから、それらのϛューδ
γϟンのإは΄とΜͲらないままでདྷていた。
ところが、最ۙϢーνューϒで、൴らのσビュー
時から最ۙまでのө૾が見られることにͮؾい
た。そこで、ؓなときなͲに、إをらなかった
ϛューδγϟンୡの現在とաڈを見ൺてΈるָ
しΈをったのだが、これもはり಄の中のΠ
ϝーδと࣮૾には݁ߏΪϟッϓがある。そしてؾ
ͮいたのだが、多くのϛューδγϟンはσビュー
初からしばらくのؒがピークで、20ʙ30年も年
月を重Ͷるとإの質（إ૬）がͲこかϨϕルμ
ンしている人が多いことである。ただごく稀で
はあるが、新人時よりもはるかにإがಃさ
れてؾのある人がおり、きっとこの人はॆ࣮し
た人生をૹってきたのであろうな、と想૾される。
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そしてそれは、ࠓ月郷ཬで開かれた高ߍಉ期会で
Կे年かͿりにग़会った人たͪにもಉ͡ようにݴ
͑ることであった。

ᶙɽӉͷಾɺଘࡏͷಾ
は、৺つくころから「ੈքは、ࣗは、なࢲ　
ͥ存在するのかʁ」というٙを๊いていた。ੈ
の中にはこのようなことをおよそ͑ߟたこともな
いであろう大多の人と、ࢠͲものࠒからこれを
ਅに͑ߟるগの人とに、ೋされるとある৺
ཧ学者がॻいていた。とにかく、このことを͑ߟ
だすと、খさなڳがΩューンとకめけられるよ
うな、ෆշではないがԿかົحなないࢎっͺ
いͪ࣋ؾになるのであった。その時にܾまって、
Իػの上でਅっനなϨコーυ൫がճっているΠ
ϝーδがුかͼ上がった。ΞーϜの先にԻをͻろ
う針がϨコーυ൫としていて、൫がクルクルと
Ӭԕにճりଓけているのである。そのころࣗに
あった「ۄࣇಐඦ科大ࣄయ」のӉ編がࢲのѪ
ಡॻであった。これは、がࢲのܑのためにങっ
たもので、は初ࢠのܑには૬期待していたよ
うで、先औりతに多くの本をࢠͲものࠒにങい༩
͑ていたが、その中の1であった。ところが、
の本もങってもらった記Աがなはからは一ࢲ
く、またたまにおͶだりしてもطにܑにങって
ったものがあるだろうと、にもなく一ऽされ
るのが常であった。そのࣄయは、ࢲのख़ಡ؝ຯに
よって௲͡たഎの部はόϥόϥになってしまっ
たが、いまでも大ࣄに࣋っている。そこで֮͑た
Ӊの識にັྃされて、さらに、ӉのՌて
はʁ　ଠཅがڊ大Խしてيٿ道をҿΈࠐΉとき
に人ྨはͲうなるのだろうかʁ　ࣗは、ྺ࢙の
中でなͥଞの時代ではなくてଞなら͵ࠓにいるの
かʁ　ࣗはなͥࣗであってଞ人ではないのか
ʑ、͑ߟग़すとりがないに、そしてӉ
の大さとそのൿີのղ໌に、いつもڳをときめ
かせていた。
　ところで、先のඦ科ࣄయの中に、ҎԼの༷なઆ
໌があった（ようなؾがする）。「極にཱってશ
天をோめ、࣍にೆ極にཱͪશ天をோめれば、ٿ
からۭ（Ӊ）のすてを見たことになる」と
あった。しかしࢲには、極とೆ極のؒにはٿ

のܘのڊ大な෯があるので、極ೆ極に
ཱってもそのਫ平ઢԼにはٿの大なܘ部
がり、その෯のྖҬは見௨せないはͣであるの
で、なͥ྆極にཱてばશ天を見たことになるのだ
ろうかʁ　とかなりのؒࠐ͑ߟΜだものであった。
それは、かなり思いΜだに、ある時Կかがર
いてղܾした。よく͑ߟれば、ٿのܘなͲ、
શӉにൺればඍখなものであり、そもそも恒
のܘはٿよりはるかに大きいので、ٿの
෯はແࢹしてもࠩ支͑ない。つまり「ٿのܘ
ʗӉの大きさ˺̌」という、ࠓから͑ݴばແݶ
খの֓೦を、そこで֫ಘしたのである。もͪろΜ
に、では「Ӊの大きさ」とはԿか、というٙ࣍
が生͡るのではあるが。
。ຯを๊いていたڵ学にもݹߟはࢲ、ࠒͲものࢠ　
খ学ߍのଔۀ文集に「天文学者になるか、ݹߟ学
者になってϚϠΞεςΧのҨを発۷したい、
それがμϝならݹ本になってきなだけ本をಡ
Μでらしたい」とॻいたようなؾがする。ݹߟ
学にؔするࢲのٙの中に、「なͥҨԽੴは
いつも発۷

0 0

されるのかʁ」というものがあった。
ҨԽੴは、දに࿐ग़している合もあるが、
おおΉͶ中から۷りग़される。つまりҨଠ
、の動২の上にが߱りੵもっているのだがݹ
それだけならٿの体ੵはͲΜͲΜ大きくなって
しまうが、ྺ࢙学తにも質学తにもそのような
はなさそうである。ではなͥ「発۷される」࣮ࣄ
のだろうかʁ　このもしばしࢲの思Ҋのର
であったが、ある時Ξッそうかʂと、ࣗなりの
͑を導きग़した。
　ҎԼが、それである。ྫ͑ば、ੲͲこかに神఼
があったとする。それが༻されなくなれば、い
つかはഇᆣになる。その所は、৵৯されるかԿ
かがଯੵするかのͲͪらかであろう。それがҐஔ
していたܗにもڌるであろうが、それらもؚめ
てすてを平ۉして見れば、֬తにはຒも
れ、は෩Խ৵৯によってফ͑るであろう。
ফ͑たものは、後ੈにらない。ຒもれたものだ
けが、いつか発۷されるՄੑを有し、そしてۮ
વにわれわれの時代に発۷されたのであろう。つ
まり大ہతには֬のである、ということが
খ学生のࠒに͑ߟग़した͑であった。多、本
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質తにはそれ΄Ͳؒҧっていないのではないかと
思う。
　ଞにも、͑ߟたことはいろいろある。ྫ͑ば、
ੴはଠݹの২がԽしてԽੴԽしたものであ
るようだが、ではੴ༉はԿに༝དྷするのであろう
かʁ　ଠݹの大ྔのཽڪの֚ࢮに༝དྷするのか、
大༸のϓϥンクτンに༝དྷするのか、つまり有ػ
తに生成されたのか、それとも質学త意ຯでແ
తに生成されたのか、これについてはいまだそػ
のछの本を見ても、໌շなઆ໌はࡌっていないよ
うである。
　そΜなことを͑ߟながら、中学と高ߍでは、生
部Խ学部、道部（これはお՛ࢠて）
なͲにଐしていたが、ࣗでは天文学にڽってい
た。ࠓで͑ݴば、さしͣめ天文Φタクであろうか。
中学から日本天文学会と౦ѥ天文学会にೖ会して、
1�DN のࣹڸをࣗで研ຏし、また̒ܘޱDN
۶ંԕڸで天体؍ଌをして天体ࣸਅをࡱってい
た。ۭは、Նよりౙの方がはるかにঢ়ଶが良くな
る。ౙは、先にも記したઇಶりの日が多いのだ
が、ઇのあとにれるとૉらしいۭがग़現す
る。多、大ؾ中のਖᆍもઇと一緒に上にམ
Լしてಁ໌度が高くなるのであろう。ްいפ
ରࡦをして、ԕڸを୲いでࣗのઇがੵもった
ࠜにొり、中の極פの中で見た天体γϣーの
ඒしさは終生れられ͵記Աとなっている。ͪな
Έに中が良いのは、֤ށがετーϒをขいてお
り、ԎಥからԎがग़るのでこれもअຐであるが、
中になるとΈなも৸੩まり、ετーϒもফされ

てԎもなくなるからである。
　そΜなことをする日ʑの中で高ߍにೖってから
は、Ͳうも天文学のૅج学はཧ学と学である
ことをೝ識するようになった。そのͲͪらかにਐ
もうかとっていたが、݁ہ、࣮在にࠜ͟すཧ
学の方がࣗには໘നそうに͡ײられて、大学ਐ
学はཧ学部ཧ学科にܾめた。時のࢲには、医
学部ਐ学はまったく೦಄になかったし、そもそも
ることさ͑なかった。時、医師になろうと͑ߟ
する人は、医師のࢠఋか、よ΄Ͳ医師になること
にײ໋を࣋ったྫ֎తな人であったのだが、ࢲ
は、医学ࣗ体が応༻の学にすぎͣ、ཧ・学・
学のようなૅج学でないことで、極に͑ݴば
ܰพしていた。そのࢹから、વ、学もࢲの
ؔ৺ର֎であった。ࠓから思͑ば、とても思い
上がった͑ߟ方のͪ࣋ओであったと、লしてい
る。高ࡾߍ年の時に、ࡳຈのؙળで「中ؒࢠ論30
年記೦論集」というような෭の本をങったのだ
が、そこに౬さΜ、ேӬさΜ、ాࡔさΜらの࠲
ஊ会がࡌܝされていた（ཧのੈքで「さΜ」
けは、ܟ意とѪののද現である）。そして൴
らの体ݧからしてݖҖओٛతな౦大とژ大ではे
な研究できͣ、それよりもࡕ大・名大・ཧԽ学
研究所の方がࣗ༝ᮣୡな研究には;さわしいとい
うようなことが記されていた。݁ہそのことが、
が、その後ࢲの行く大学をܾめた。しかしそのࢲ
े年も経ってから精神医学の道をาΈग़そうと
は、時のࢲには想૾だにでき͵ことであった。
それについては、また࣍のػ会としよう。
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　松尾先生から、「福岡行動医学雑誌」終ٳ）ץ
ʁ）のらせを受けて、先にఏग़した「ץ
編」にଓく「精神医学編」のࣥචをґཔされたが、
いかΜせΜ時ؒがりͣ、その࣍の「ཧ編」で
会ػճは力がਚきてしまった。しかし、いつかࠓ
があれば引きଓき「精神医学編」をॻきたいと
思っている。

ᶗɽཧֶͷ੨य़
の人生が一൪ॆ࣮していたのはཧ論ཧをઐࢲ　
࢜՝ఔ２年、ത࢜していた大学Ӄの5年ؒ（म߈
՝ఔ3年）であった。それは多に名ݹ大学の
研究ڥによるところも大きかった。ࢲは、ࡕ大
ཧをग़てさらに名大大学ӃにਐΜだが、大学の
งғؾがかなりҧうことにͮؾいた。もͪろΜࢲ
がをஔいていたཧ学教ࣨだけの話ではあるが、
しかし名大ཧは名大のγンϘルత存在であるの
で、そのงғؾはଞ学部ࠓでも大きなӨڹを༩
͑ていると思う。͑てද現すれば、ࡕ大は多গ
Җओٛత、名大は良い意ຯでルーζでࣗ༝ᮣୡݖ
であった。
　Ҏલにもॻいたことがあるが、名大ཧでは大
学Ӄにೖると、Ӄ生と教授は学においてはର
であり、またそうあるきであるというཧ೦が存
在していた。そのཧ೦は、ాࡔ（ণ一）さΜを中
৺につくられた「教ࣨݑষ」としてまとめられて
いた。教ࣨӡӦの最高ܾ定ؔػは、Ӄ生と教授Ҏ
Լॿखまでの教શһがࢀՃするཧ学教ࣨ会ٞ
であった。ॿखとӃ生が࿈ܞすると、の上で教
授たͪを上ճるので、ॿखとӃ生がରすること
は࣮質తにはできないΈになっていた。教ࣨ
ӡӦは、教ࣨ会ٞを経て行われていたが、Ӄ生が
ҕһࢼ務は、学Ґ৹ࠪҕһ会とೖۀՃできないࢀ
会くらいにݶられており、ଞ方、人ࣄҕһ会には
ඞͣӃ生がՃわっていたので、Ӄ生の૯意にす
る人ࣄ教授࠾༻はෆՄであった。もͪろΜ教

ࣨ会ٞでܾ定された新ن教授࠾༻Ҋは、ࣄ後తに
ཧ学部教授会に上ఔされてࣜܗతかつ正ࣜにঝೝ
されることになるので、文部লもޱはڬめないよ
うになっていた。このようなࣗ༝なงғؾから、
後日、૿さΜとখ林さΜのϊーϕルཧ学

（2008）が生まれた。
　Ӄ生は、ࣗより上の人を「さΜ」とݺͼ、上
の人はԼの人を「܅」とݺΜでいた。研究者は、
いくらաڈに大きなۀを上げていたとしても、
常にࠓのੑがわれた。識が多いことは、
༨り評価されͣに、ΉしろϚΠφεの意ຯをଳͼ
ることさ͑あった。一ൠ社会医学քでは、
りത識な人は良い評価高い評価のରとなる。
しかし、ཧで「あの人はりだ」とݴわれる
ことは、あの人はԿでも໌շにઆ໌してしまうの
でٙがなくなって、݁ہはతなࣄにし
いという意ຯをؚΜでいて、あるछܰพのニュΞ
ンεさ͑ଳͼていた。ΞΠンγュタΠンが、「ࣄ
యにࡌっているようなことは֮͑なくてもよい、
ඞཁなときにௐればࡁΉことだから」とݴった
とされるのもその精神のԆ長上にある。
　Ͳこでもཧの大学Ӄは、ཧ論と࣮ݧにผれて
いるが、名大では֤10人༨、だからຖ年20人が
Ӄೖࢼに合֨した。ෆ思ٞなことに、時、名大
からཧのӃ上がってくる人はせいͥい多い年
で人ఔ度であり、ࣗ༝ᮣୡ（աぎるʁ）ؾ෩が、
か͑って学生の学力ϨϕルのԼに寄༩している
のではないかʁともݴわれていた。その݁Ռか、
多くのଞ大学ग़者が集まることになり、֤研究
ࣨはྊࢁധతงғؾをඬわせて雑多な人ؒのᆁᆗ
となり、తがܗ成されていた。そこでの5
年ؒは、ࢲにとってはࠓでも学のཧ想త౧ݯ郷
として思いग़される。
　一ൠతにཧ学部は、ཧ学科、学科、Խ学科、
生学科なͲからߏ成されるが、しかしそれらが
医学部の科֎科なͲとର応するのではない。

ʢ̎ʣᴷཧฤᴷ࢙の精神医ֶతมભࢲ

૯合පӃ�ྴ松පӃ　精神科　生　ా　　　
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Ήしろ、ྫ͑ば、ཧ学科をཧ「学部」とཧղ
してもら͑ば、かりすい。医学部のૅجと臨
床があるように、そこに（ྨൺతに͑ݴば）࣮ݧ
とཧ論のೋ大がある。さらにཧ論でも、ૉཻ
論、ੑཧ、ཧ論生学、Ӊ論ʑの研究ࢠ
άルーϓがあり、Ήしろそれらが医学部のࣖඓ
科؟科なͲにର応していて、それͧれϔッυに
教授（ないしはॿ教授ʤ時ʥ）をஔいていた。
֤研究άルーϓは、研究ରのӳޠの಄文１ࣈつ
を と っ て、 ૉ ཻ ࢠ ά ル ー ϓ は（FMFNFOUBSZ�
QBSUJDMF から）& 研、ੑཧάルーϓは（TPMJE�
TUBUF�QIZTJDT から）4 研なͲとݺばれていた。ࢲ
のଐしていたのは「ࠞಱάルーϓ X」というとΜ
でもない名લがいていた。それは、まさに
DIBPT のಾの X を研究することを意ຯしていたの
だが、時はまだ生後の OPO�MJOFBS　QIZTJDT
を研究していた。そこから、現在のෳ雑ܥΦー
τϙΠΤーγεཧ論なͲも展開していったのであ
るが、ࢲがっていたことは、Πϝーδతには
ཧཧ学にۙいことである。
　時ࢲは、ࠞಱ X でࣗવքのཧ現（流体、
ϓϥζϚʑ）を記ड़する非ઢܗภඍ方ఔࣜに
औりΜでいた。非ઢܗ方ఔࣜでは、一ൠղをಘ
ることはなかなかしいが、ෆ思ٞとࣗવ現に
ର応したղが経ݧతにಘられることがある。७ਮ
学におけるղが、ཧੈքに現Խする。本དྷ
ແؔなはͣ（ʁ）のࣄฑのؒに有意ຯなؔੑ
が生͡るのである。学もཧ学も共にӉの在
り方のҧった記ड़の方であるからこそ、྆者は
ࠜっࢠにおいて௨ఈし合っているのではないか、
とࢲは͑ߟている。そして、྆方とも人ؒの脳が
生Έग़した࢈であり、そして脳もまたӉの一
部であるがΏ͑に、ӉのಛੑをԿらかのܗで
өしているはͣである。非ઢܗภඍ方ఔࣜでは、
 （EJTQFSTJPO）ࢄ が あ る だ け で も、 ࢄ ҳ

（EJTTJQBUJPO）があるだけでも、҆定ղはಘられ
ない。しかし、その྆者が共に存在するとある
݅Լで྆者がόϥンεしあって҆定ղがಘられる
ことをࣔすことが、ࢲの研究༰であった。それ
は、ཱݽ（TPMJUBSZ�XBWF�TPMJUPO）をٻめるこ
とであり、۩体తにはιリτンղであった。この
ことは、現࣮とԿのؔもないわけではない。ྫ

͑ば、ւఈέーϒルで日本からΞϝリΧに電࣓ύ
ルεをૹるとすると、日本からしっかりしたۣܗ
をૹってもΞϝリΧにணくࠒにはݮਰしてܗ
も่れてしまい、かなりのใがࣦわれてしまう。
ところが、ιリτンでૹると、ܗの่れもݮ
ਰもなく౸ୡできるのである。このような現は、
ྫ͑ば、ӉにおけるۜՏのӔܗר成にもؔ༩し
ており、さらにはϛクϩからϚクϩまでの৭ʑな
ࣗવ現にもؔしていることがかってདྷてい
た。
でॻいޠは、ιリτンؔ࿈の論文をすてӳࢲ　
たが、ཧのੈքでは「論文をॻく」ということ
は、ӳޠ論文をॻくことを意ຯしていた。「論文

（QBQFS）」とݴわれると、日本ޠのΠϝーδはま
ͣわない。もͪろΜ日本ޠの学会誌も存在する
し、そこには文論文もग़てはいるが、それらは
Ԥ文Φリδφル論文の文ղઆ文૯આなͲで
あり、一࣍論文と見なされてはいなかった。
　म࢜論文では、高ճసする電࣓体のपғに
ଳするϓϥζϚ流がޫにۙͮいたときのঢ়ଶ

（MJHIU�DZMJOEFS）を૬ର論త電࣓流体力学を༻い
て論͡、それは日本ཧ学会Ԥ文誌（+14+）に
された。これは、高ճసしている天体のύࡌܝ
ルαーを೦಄においた研究でもあった。そのࣄ
を一ஈམさせて、さらにത࢜՝ఔとਐΜだ。
　ത࢜՝ఔは3年ؒある。そこを終ྃするときに
ത࢜論文をఏग़すると、最27ࡀで「՝ఔത࢜」
になる。՝ఔमྃ後も年Ҏに論文をग़すと、
՝ఔത࢜になれる。しかし、それを͑ると、ผ
での「論文ത࢜」のѻいとなる。大学Ӄを経な
くても、ࠓまでの研究の成Ռをఏग़してത࢜にな
る人がいるが、それである。ࢲは、先にड़たよ
うなೋ࣍元ιリτンղの研究で、ത࢜՝ఔをमྃ
とಉ時にཧ学ത࢜号をऔಘした。ࢲの記Աでは、
終ྃとಉ時に学Ґをऔった人は、ಉ期で人Ґし
かいなかったと思う。しかし、その時にࢲは、す
でに精神医学の道をࢤしていた。
でもよくਘͶられるのが、「Ͳうして精神科ࠓ　
医になったのですかʁ」といういである。この
छの質には、正ࠔってしまう。૬खからਅ໘
にわれると、よりࠔる。人生のબには、
ཧ現のような୯७なҼՌؔは存在しない。
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「εピーυのग़しաぎによるަ௨ނࣄ」でさ͑も、
「ग़しաぎ」のഎܠには、道࿏ঢ়گ、ӡసखのٕ
ྔ・৺ཧঢ়ଶ、લ日のਭ、時の天ީ、ंのੑ
ʑແのཁҼがෳ雑にབྷΈ合って「ނࣄ」に
、る。まして、人ؒの৺の変ԽܾஅなͲにࢸ
一ٛతઆ໌はࠔͲころかෆՄにۙい。「Ͳう
してࠓのԞさΜと݁ࠗなさったのですかʁ」と
われても、多くの人がฦにځするのとಉ͡であ
る。͑ないのも٧ؾまりなときは、Կか適に
大きなཁҼの一つでもฦしておくと、たいてい
はそれで૬खもೲಘしてくれる（おさまる）ので、
質する૬खも༨りෳ雑なճはٻめていないの
かもしれない。
　精神科医になったཧ༝をわれたときには、だ
から正に「そΜなこと一ݴでは͑ݴませΜよ」
とฦしているし、࣮ࡍ、ࣗでもなͥそうなった
のかを、しっかりとࣗの人生に定Ґしているわ
けではない。しかし、その大きなཁҼの一つが、
, 。の存在にあったように思う܅

ᶘɽ,܅
　, ՝ఔ２年の時にࠞಱ࢜がതࢲ、は܅ X に１
年Լでೖってきた新人であった。൴とは大学Ӄの
5年ؒを一緒にしていたようなؾがしていたが、
ճ思いฦしてΈれば、たかだか２年Ґしか一緒ࠓ
にいなかったことにͮؾいてڻいている。൴は、
大ग़で、元のۀ高ઐ学ߍをଔۀした
後、時は高ઐからの編ೖを།一ೝめていたࢁས
大学に学部編ೖし、そこをଔۀしてから、ࡕ大ج
に日ࠒ՝ఔにೖったという。その࢜学部のमૅ
本人ながらถࠃཧ学会会長をしていた ) さΜ
がࡕ大に集中ٛߨにདྷていて、そこでӃ生に՝
を༩͑てϨϙーτをఏग़させた。ところが、極め
てよくॻかれていながら、しかし΄΅ಉ͡༰の
ものがෳఏग़された。つまり、一人がݯで、あ
とはそれのコピーであることは໌らかであった。
そこで ) さΜは、Φリδφルをಉ定し、それを
ॻいたӃ生をݺͼग़したのだが、それが , で܅
あった。ݺͼग़しを۬らった , は、てっきり܅
おࣤりを受けると思いき、ٯに ) さΜから非
常に๙められて、「ࢲのり合いをհするから、
ͥͻそこでもっとษڧしなさい」とܹྭしてくれ

た。そのհ先が、ࠞಱ X のࢲの指導教授 5 さ
Μであった。そうして൴は、初めて名ݹと
ってདྷた。最初のग़会いがͲうであったのかは、
もう֮͑ていない。しかし、൴とはົにϚが合
うというか、非常にؾが合って、す͙に意ؾ合
し、大学ではくまでよくٞ論しޠり合ってい
た。もͪろΜཧ学の話もあったが、思想、
学、࣏、খઆ、ੈ૬ʑ、おޓいにؔ৺を࣋
つことはԿでも話のछとなった。本に時は、
ແݶの時ؒがあった（ように͡ײられた）。その
なͲԿもなく、たまに֎部かٛߨ、の大学Ӄはࠒ
ら集中ٛߨにଞ大学の先生がདྷるくらいで、ผに
それもग़੮をऔられるわけでもなく、Ήしろ教
クϥεがڵຯあるςーϚを研究している人をݺΜ
でདྷて、それにӃ生もࢀՃしているような͡ײで
あった。だから、ܾめられたٛߨなͲ一なく、
֤研究ࣨで行われる論文հのঞಡ会֤ࣗの研
究のਐঢ়گのใࠂ、あるいは学会発දの予行を
おこなう会合がि１ճఔ度あるくらいで、それを
時はコϩΩϜ（DPMMPRVJVN）とݴっていた。
研究ςーϚは、Ӄ生がΈͣから見いग़し、それを
指導教授と૬ஊしながら行うύターンが一ൠతで
あり、指導教授からςーϚを༩͑られて、Ήを
͑ͣしかたなくるという、ଞのでは時ંࣖ
にするような、あるいはࠓの大学Ӄではԟʑに見
られるようなことはなかった（ただ࣮ܥݧでは、
ඞͣしもそうではなかったようだ）。だから、時
ؒのい方はまったくࣗ༝であり、ࣗで͑ߟて
論文をॻき、それなりにύϒリッγュできていれ
ば、本にࣗ༝のָԂであった。ࢲは、Ӄ生時代
に10編ऑの論文をものにしたのだが、その意ຯ
ではॱௐであった。
　, ࠽とつきあっていると、൴のཧཧతな܅
がฒ֎れていることにͮؾくようになった。ࡕ
大ཧにೖったときに、指導教だった 4 さΜ
が「多、օさΜは、ϊーϕルをऔろうと思っ
てདྷているでしΐう。それを思っていない人は、
まͣここにはいないと思います。それは、ྃとし
ましΐう。しかし、ࠓそう思っていても、དྷ年は
に、࠶དྷ年はさらにに、そしてଔۀする
ときにもまだそう思っているなら、それはかなり
のՄੑがあります。΄とΜͲの人は、ٛߨがཧ
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ղग़དྷなくなると思います。でも、それなりにษ
、できるようにしますからۀすれば、ͪΌΜとଔڧ
ご৺なく。զʑは、օさΜの中でকདྷ研究者に
なるであろう人だけにけてٛߨをするので、
ཧղग़དྷなくても৺ཁりませΜ。ਅ໘にษڧ
する姿勢が大で、それがかれば、ଔۀできま
すし、一ൠۀا教師なͲの道もありますから
ŋŋŋ」。࣮4、ࡍ さΜがݴった௨りの大学̐年ؒと
なった。しかも、大学ಆ૪のピークの「1968年」
にೖ学したので、１年はԿとかٛߨもあったが、
１ճ生の終わりࠒにはશ学ετϥΠΩにಥೖして
しまい、それから１年༨り大学はόリέーυ෧
されて授ۀも࣮शもԿもないままաぎていった。
ؾࠨにもՃ୲せͣ、しかし多গはࠨは、ӈにもࢲ
ຯではあったが、行動にまではࢸらͣ、ͻたすら
ಡॻの日ʑであった。そのせいか、Լ॓のおばさ
Μから「あなた΄Ͳのಡॻ家をԼ॓させたことは
ない」と๙められたが、おۚもないので本をಡΉ
くらいしかがなかったのである。
　ཧの学年のݧࢼは教が、ただࠇ൘に
をॻいて「あとでҊをऔりにདྷるが、ॻいた者
は教ஃの上にఏग़しておくように」とݴって、教
ࣨをग़て行った。だから、Χンニンάしようと思
͑ばいくらでもग़དྷるのではあるが、まったくの
චࣸ（ॻࣸ）ではがແい。ճの方を、ࣗ
なりに「あるؔをПとすると」を「Сとする」
なͲとද記法思ߟの道ےをগし変͑ておかない
と、つまりग़དྷաぎ܅のҊをཧղし뱌してࣗ
なりのද現にམとしࠐまないと、όϨόϨであ
る。しかもこのҊができるҐなら、ग़དྷաぎ܅
のҊを「༏」とすれば、뱌されたҊは「Մ」
にඖఢするఔ度の価がある。しかし多くの者は、
뱌ࠔのために「ෆՄ」となるが、それでもز
ばくかのはもら͑るので、そのと࣍のࢼ࠶の
を合ࢉして、それでもりなければさらに࠶ʑ
のをՃ͑て、Կとか合֨にしてもらうのでࢼ
ある。このようなϓϩηεを経て行けば、ࣗͣか
らࣗはͲのҐのϨϕルにҐஔしているかが、ࣗ
ଞ共に໌らかとなる。このようなࢼ࿅の̐年ؒを
経て、ࢲはग़དྷաぎ܅΄Ͳではないが、まあそれ
΄Ͳのམͪこ΅れでもないだろうと思い、大学Ӄ
のਐ学をܾめた。そのࠒのࢲのؔ৺ྖҬは、高

とಉ͡く、Ӊでありੈքでありࣗવࠒのۀଔߍ
現にあった。
　ཧ学における౫ଡは、࣍の大学ӃϨϕルでܾ
ணがつくが、学のੈքはそれがもうগしૣく、
学部の後でその人の学త࠽の有ແが、Ήご
い΄Ͳࣗଞ共に໌らかになる。そのせいか、学
科の学生の方が、ڏແతになりすく、また時に
後తに見るとཧ学科のࣄ。する人も現れるࡴࣗ
ग़དྷաぎ܅たͪは、おおΉͶཧ学者としてはそ
う大成せͣ、Ͳこかでં࠳ないしはసして行っ
た者が多い。これは、医学部でもࣅたようなもの
で、成τッϓクϥεよりもそのԼから中の上く
らいのؒの人の方が、後日の৳ͼ代が大きいよう
に思う。ただし医師は、臨床というઈରత҆શห

（最後のࡆ）があるせいか、എਫのਞをෑいて研
究しているཧ学部ܥ研究者のഭײۓுײをܽ
いており、研究ଶ度にはかなりさがっていて、
もͲかしさを͡ײることが多ʑあった。
　ということでࢲは、ཧ学ではそれ΄Ͳ大きな
せͣにաごしていたのであるが、先にݧは経ં࠳
ड़た , の࠽୰すきڻとग़会って、൴の܅
રきにこͪらがᎥさせられてしまった。ࢲと൴
の人ฑが共鳴し合うことがより一層、൴の存在を
ؾ࠽き合わせることになった。൴のようににࢲ
あ;れる有な人と一緒にいると、ྼײを͡ײ
るよりも、Ήしろٯにշにさせられてしまうの
である。ࣗがཧを研究するよりもこの人が
ってくれればそれで良いのではないだろうか、
とまで思いग़す࢝である。その後 , は、ถ܅
ࠓ、にり、あͪらの大学で学教授となってࠃ
も活༂している。

ᶙɽె࿑ײͱసਐ
　そのࠒ、研究者なら୭にでもあることであろう
が、あるग़དྷࣄがࢲのཧのͪ࣋ؾをҤ͑させ
た。論文をॻく合、ඞͣすでに୭かがಉ͡ςー
Ϛで発දしていないかをνΣックするඞཁがある。
時はΠンターωッτなͲない時代であり、ਤॻ
ؗにೖるԤถ誌は一応νΣックしていたのだが、
೦のためにι࿈の雑誌にたってΈた。ι࿈の
ཧ学雑誌はવ、ϩγΞޠでॻかれていて、ࢲは
もͪろΜಡめないのだが、ι࿈の雑誌はす͙にถ
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、されていたのでץにࠃでӳ文に༁されて֤ࠃ
それでಡΉことができた。ところがある時、ࢲの
ߘ予定論文と΄΅ಉ͡༰の論文がすでにࡌܝ
されていたのである。それで、ߘをஅ೦したの
であるが、しかしこの一ࣄはࢲのͪ࣋ؾをかなり
重ۤしくさせた。まともな研究者であれば、ࣦഊ
は成ޭの元、ࣣసͼീىきの精神で࣍にਐΉので
あろうが、時、ࢲが͡ײたのは、正なところ
かなりのർ࿑ײであった。そのࠒはまだ20代後
で活力もेにあったはͣだが、その時に思った
ことは、ࣗがこのௐࢠで研究をଓけて行くとし
て、30代はまだしも、40ʙ�0代までこの生きഅの
をൈくようなੈքで生࢈తにりଓけることが
はたしてできるだろうか、そうすることは૬に
しΜͲいことになるであろうな ŋŋŋ という֒ײで
あった。ࠓから思͑ば、ܰ度うつঢ়ଶにؕって
いたのかもしれない。しかし、Ͳうもそのことも
。めग़したのである࢝͑ߟはసਐをࢲ、となりػܖ
それでも、ࢲはҎ後も論文をॱௐにॻきଓけてい
た、いΉしろ「ࠓしかग़དྷない」という思いが
നௗのՎをॻかせたのかもしれない。ത࢜՝ఔ3
年にはԤ文論文を２つ、さらに学Ґ論文もॻき
上げて学Ґ৹ࠪに臨Μでいた。
　このようにして、ࣗはཧ学をきではある
が、しかしきなこととࣗにいていることと
が一கしていないこともあるのではないか、とい
うٙ೦が಄をもたげてきた。ཧのੈքでڝഅ
のようにりଓけることのݫしさを思いつつ、ࣗ
が本にٻめているものはԿなのだろうかとい
うͪ࣋ؾが日ʑڧくなってきた。そして、ؾがෝ
くままにखたり࣍第にいろいろなॻをཚಡব
ྌしていた。ؾのམͪࠐΈにରするࣗなりの
ಡॻ療法であったのかもしれない。その中でڧく
ऒかれて行ったのが、ଜහ先生とՏ合൏先生
の著作であった。྆者は時ग़൛されていたもの
は、΄とΜͲすてをಡΜだと思う。その中で݁
のਐΉき道は精神医学であるという思いࢲ、ہ
がڧくなってきた。そして、ࢲの師はଜ先生で
あるとࣗでউखにܾめࠐΈ、いまだग़会っても
いない師に॔ࢲし、精神科医になることにしたの
である。࣮ࡍに会ったのはその5ʙ̒年後、医学
部̒年生のときに名市大ೖہをお願いに行った

ときであった。
　このようなことを多ത࢜՝ఔ２年の終わりࠒ
に指導教授 5 さΜに、ڪるڪる͑たようなؾ
がする。先生は、しばらく、ࢲはࣤられるか
と思いき、කをϙンとୟき「それは良いʂ　人
ؒ、りたいことをるのが一൪、でもせっかく
ത࢜՝ఔにいるのだから、ത࢜論文はまとめて行
きなさい。学Ґをऔっておくことは、܅のকདྷに
とってܾしてଛにはならないと思う」とݴってく
れた。この発ݴのഎܠには、5 さΜがはりࢲと
ಉ͡年ࠒにૉཻࢠ論を研究していたが、なかなか
ժがग़ͣにΈ、ようく30ࡀをաぎてから非ઢ
その第一人者になったࠓ、しཧ学とసܗ
というࣗෛ৺があった。だからࢲのసਐは「まだ
その時よりもएいʂ」とྭましてくれたのである。
その時にऔಘした学Ґは、その後υΠπのϑンϘ
ルτஂࡒによるڅඅ研究һとしてϚールϒルク大
学のϒϥンέンϒルク教授のԼ行くときに大き
な力を発شすることになった。
࠽のసਐは、ࣗのཧతࢲ、から思͑ばࠓ　
にରするݶքの֮ࣗであり、それからのಀආでも
あった。นにͿͪたり、初めてࣗզに֮めた
のかもしれない。ݴい͑れば、ࢠͲものࠒから
のࣗવの、つまり٬体（0CKFLU、؍٬）の
、ຯؔ৺から、それをೝ識するओ体（4VCKFLUڵ
ओ؍）とࢲのؔ৺がҠったとも͑ݴる。それは、
一छのӴ੍ػとしての「ஔき͑」でもあろう。
だから、なͥ精神科医になったのですかという
いには、先にड़たように、一ٛతには͑られ
ないとݴいつつも、「ϊーϕルをऔるだけの࠽
がないことを֮ࣗしたから」とか、「ࣗのؔ
৺が、؍するରから、それをೝ識するओ体
とҠったから」なͲとݴっている。それは正な
ところ、たらͣともԕからͣ、とࣗでも思っ
ている。
　ということで、ത࢜՝ఔ3年で学Ґ論文をॻき
上げて学Ґ৹ࠪに臨Ήとಉ時に、時はࡕ大だけ
が行っていた医学部学࢜編ೖݧࢼの४උもฒ行し
ておこないながら、その྆方を良ट尾にՌたして、
最初から精神科医になるੵもりで医学部3年に編
ೖし、࠶ͼ̐年ؒの学生生活を࢝めた。
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　このところ医学࢙上のݹいॻにはまっている
なͲをಡࠂの精神科පӃのใلはυΠπの19ੈࢲ
Ήػ会が多いのだが、そういう論文にࡌっている
ྫのհを見ておもしろいと思うのは、࣏った
ྫばかりใࠂする医者がけっこう多いということ
である。࣏療がうまくいったέーεを΄かの医者
にもってもらいたいというのは、時の精神科
පӃのঢ়گを͑ߟれば、ࢲたͪにも共ײできない
ことではないし、時の精神科පӃでは（たͿ
Μ）稀にしかいなかった࣏༊退Ӄのྫのৄしい
հは学ज़ใとしてもे価が高かったという
ことなのかもしれない。しかしそうしたཧ༝はͲ
うあれ、そういう医者たͪはࣗの中の一छのೝ
όΠΞεにͮؾいていない。
　これとはগしҧうが、ಉ͡ような͡ײを๊くの
は、एい研मの先生なͲがॻく退Ӄ時のαϚリな
Ͳの༰である。このༀをつかっていたが、それ
をこう変͑たらපঢ়がվળし、それを૿して
いったらさらに良くなって退Ӄすることができま
した（めでたし）といった༰の文ষは、පӃの
Ͳこでもよく見かけるのではないかと思う。そこ
までༀの༰とපؾの経աがめでたくର応するも
のだろうか。
は（গなくともその多くؾ療しなければප࣏　
は）良くならないはͣだという͑ߟが医者の಄の
中にൟ৩してしまって、もはそれをআڈするこ
とがͻͲくࠔになっているのかもしれない。
　製ༀϝーΧーのύンϑϨッτによくあるあのਤ

（ༀ期ؒとපঢ়վળの経時άϥϑ）はϓϥηϘ
༩と࣮ༀ༩のۂઢのൺֱをしている。΄らこ
のとおり྆者のؒに有意ࠩがあったΜで、このༀ
はこΜなにޮいているΜですよと、ϝーΧーの人
はめでたくもओுするのである。しかし、Կかお
かしくないか。
　ϓϥηϘも࣮ༀももらわなかったらͲうなるの
かということ（つまりϓϥηϘ༩よりももっと

ࣗવなපؾの経ա）はこのਤのͲこにもग़てこな
い。ϓϥηϘ༩܈のۂઢは、だいたいපঢ়վળ
の方かっているが、ਤのࣔし方からすると、
このվળの変ԽྔをすてϓϥηϘޮՌだと思い
、Μでしまいすい。だがそのようになるのはࠐ
ࣗવな経աがਫ平に引かれた時ؒ࣠と重なってい
る合（すなわͪ、පؾのঢ়がશく良くもѱく
もならͣに経աする合）にݶられる。ϓϥηϘ
༩のۂઢも࣮ༀ༩のۂઢも、ࣗવ経աによる
վળ（または૿ѱかもしれないが）のӨڹを大い
に受けているのである。
　このように見るなら、ࢲた࣏ͪ療者のೝが
動ײ（ࢲがこの人を࣏しているという֮ײ）ա
の方のόΠΞεを受けていることをೝめない
わけにはいかない。ࢲたͪは患者のӡ໋をࣗが
Ѳっているのだと、めでたくも思いࠐΜでいたの
ではないか。

ˎ　　ˎ　　ˎ
たͪは「ࣗવの経ա」というものをなΜとしࢲ　
ても見ないようにしている。
　これはあるछの精神疾患の患者によく見られる
現とಉ͡ようなものかもしれない。ࢲたͪと患
者に共௨しているのは、いわば中動ଶతଊ͑方が
できないというだが、患者の合はѹతに受
動ଶతなೝ識、「ࣗでないなにものかによって
させられる」という方にภっているのにରして、
ࣗ」がͻͲくաになってײたͪの合は動ࢲ
がすてをしている」という方にภったঢ়ଶ
になっているというきだろう。だとすると後者
はࣗզのං大とݺͿこともできるように思う。
　話の方がগしかわって申し༁ないが、上のよ
うな文຺で「中動ଶ」という༻ޠがසൟにわれ
ている（いまࢲもってしまった）が、の֩
৺はΉしろଞ動ࢺとࣗ動ࢺのಛੑのҧいにର応し
ているようなؾがしてならない。の発見とい
う意ຯで中動ଶのணは精神医学に非常にݙߩ

精神科医の過剰な能動感

පӃ　؛　ࢁ　　　༸
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したと思うのだが、ΦッΧϜతに話を؆୯にした
いのであれば、ࣗ動ࢺ（非人শ動ࢺとかؼ࠶動ࢺ
もಉ༷）とଞ動ࢺとを区ผして、そこからٞ論す
ればेなのではないだろうか。わ͟わ͟Ϊリγ
Ξޠをͪ࣋ग़すඞཁはまったくないと思う（ただ、
ࣗ動ࢺとଞ動ࢺだとかݴってΈても୭もそこにお
もしろいことがあるとは思わないので、その意ຯ
で中動ଶという༻ޠはޮՌతではある。くしい
が）。

ˎ　　ˎ　　ˎ
　最初にྺ࢙の話からは͡めたので、最後にྺ࢙
にって終わりにしたい。
にυΠπ֤で精神科පӃがઃཱされてل19ੈ　
いった時、精神科医は、ᕲਫ、ճసث、ᖞ݂

௵Ԍ（ൽෘ、（ώルによる合もあった݂ٵ）
ᙾ）༠発法、ऊమ（による人ҝతՐই）なͲと
いった現在のࢲたͪからは信͡がたい方法で患者
の࣏療にとりくΜでいた。しかし体త߆ଋはで
きるだけආけたいという合意はܗ成されつつあっ
た。ༀࡎとして19ੈل後までに精神科で
われていたものは、षԽΧリϜ、๊ਫクϩϥー
ル、ώϤε、Ѩย、Ϟルώω、δΪタリε、Ξル
コールなͲ͙らいだった（もͪろΜこの΄か、一
ൠ医学でもओཁな࣏療ༀであったԼࡎ࠵ుࡎも
われていた）。ීஈの生活のからපӃにく
ೖӃすることでڥが変わること（ಛに家なͲ
からԕ͟かること、精神科医のଆではこれをִ
*TPMJFSFO とݺΜでいた）が࣏療తに作༻すると
いうことを指ఠする人も多かった。
　このように໌らかに非科学తとݺば͟るをಘな
いような࣏療法が時の精神科医のબࢶには多
かったのだが、それは時の医学一ൠについても
ಉ͡だったことをࢲたͪはれてはならないだろ
う。
　たと͑ば、֎科࣏療のࡍにসؾのٵೖຑਲが
༻いられるようになったのは1840年ころから、
われるようになったのはがث針をもつࣹߢ

18�3年Ҏ߱（༌ӷ法のཱ֬は1920年ころ）だった。
ফಟ法は1840年ころから導ೖされ（ੴփクϩル）、
ແەखज़がおこなわれるようになったのは1870年
ころだった。19ੈلにはまだ߅生ࡎはなく（ϖニ
γリンの発見は1928年）、代දతなײછのපݪ
後になってからであلが発見されたのも19ੈە
る（ύεπール、コッϗ）。̭ઢの発見は189�年
のことである。19ੈلલには、ਨԌも΄とΜ
Ͳகࢮతな疾患で、ຑਲなしの開ෲखज़をしたと
してもॿかるྫはগなかっただろうと思われる。
　こうして19ੈلの医療શൠのঢ়گも͑ߟてΈる
と、精神科医だけがແな࣏療に಄していたわ
けではなかったということが見͑てくる。ແૢە
作とຑਲなしの開ෲखज़とൽෘײછ༠発による精
神ප࣏療のͲͪらが൮だったかܾめることはそ
う؆୯ではない。
　աڈの医学を時の科学ٕज़のਫ४をྀߟせ
ͣにただ見Լしてしまうというところにもೝの
όΠΞεはかかっている。精神医学にؔして、ա
だけをଊ͑てωΨςΟϰに࣮ࣄʑの医療のݸのڈ
ଊ͑は͡めると、ԿからԿまで時のことがωΨ
ςΟϰに͡ײられるようになる。そしてࠓあるも
のこそ最高だということになってしまう。そうい
うଊ͑方は、最ۙ༁がग़൛されたʰγュリンク
ε （ɦถࠃ精神医学会の元会長 +��A� リーόーϚン
著）といった本にもయܕతに見られる。19ੈلの
精神科පӃでの医療がͲのようなものであったの
か、現在とൺてはるかにྼったものであったの
かͲうか、といったことはもっとॊೈな見方から
அしないといけないことかと思う。
療行ҝについての࣏おこなっているࠓたͪがࢲ　
評価についても、すてະདྷに任せてしまうき
ではない。Ͳこまでも੍ݶされてはいるだろうが、
そのݶ定を֮ࣗしつつύーεϖクςΟϰをさま͟
ま変ߋしながらաڈと現在の精神医学について評
価をԼしていくඞཁがある。
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̝ú÷ɽ１ɽø÷　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　　　医療৺ཧ学研究所　ৄಡ会
　　　　　øø　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　øú　福岡社会福ࢱ研究会
　　　　　øþ　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　øÿ　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　ùø　天神࿈۟会
　　　　　ùû　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　ùü　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　ùý　ษڧ会
　　　　　úø　৺ཧ集ஂ療法
　　　２ɽ１　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　̓　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　̔　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　ø÷　福岡社会福ࢱ研究会
　　　　　øû　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　　　医療৺ཧ学研究所　ৄಡ会
　　　　　øü　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　øÿ　天神࿈۟会
　　　　　ùø　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　ùù　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　ùü　福岡げΜき会
　　　　　ùÿ　৺ཧ集ஂ療法
　　　3ɽ１　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　̓　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　̔　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　ø÷　福岡社会福ࢱ研究会
　　　　　øû　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　　　医療৺ཧ学研究所　ৄಡ会
　　　　　øü　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　ùù　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　ùÿ　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　ùĀ　৺ཧ集ஂ療法
　　　̐ɽ̐　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　5　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　øø　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　　　医療৺ཧ学研究所　ৄಡ会
　　　　　øù　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　øû　福岡社会福ࢱ研究会

　　　　　øü　天神࿈۟会
　　　　　øÿ　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　øĀ　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　ùü　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　ùý　৺ཧ集ஂ療法
　　　5ɽ２　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　９　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　　　医療৺ཧ学研究所　ৄಡ会
　　　　　ø÷　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　øù　福岡社会福ࢱ研究会
　　　　　øý　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　øþ　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　øÿ　ษڧ会
　　　　　ù÷　天神࿈۟会
　　　　　ùú　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　ùû　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　ú÷　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　úø　৺ཧ集ஂ療法
　　　̒ɽ̒　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　̓　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　９　福岡社会福ࢱ研究会
　　　　　øú　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　　　医療৺ཧ学研究所　ৄಡ会
　　　　　øû　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　øþ　天神࿈۟会
　　　　　ù÷　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　ùø　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　ùù　ษڧ会
　　　　　ùþ　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　ùÿ　৺ཧ集ஂ療法
　　　̓ɽ̐　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　5　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　øø　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　　　医療৺ཧ学研究所　ৄಡ会
　　　　　øù　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　øû　福岡社会福ࢱ研究会
　　　　　øü　天神࿈۟会
　　　　　øÿ　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　øĀ　৺ཧ集ஂ療法

گঢ়༺ॴڀݚ
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　　　　　ùü　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　ùý　৺ཧ集ஂ療法
　　　̔ɽ１　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　２　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　̔　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　９　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　øý　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　øÿ　福岡社会福ࢱ研究会
　　　　　øĀ　天神࿈۟会
　　　　　ùù　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　ùú　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　ùĀ　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　ú÷　৺ཧ集ஂ療法
　　　９ɽ5　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　̒　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　̔　福岡社会福ࢱ研究会
　　　　　øù　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　　　医療৺ཧ学研究所　ৄಡ会
　　　　　øú　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　øý　天神࿈۟会
　　　　　øĀ　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　ù÷　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　ùý　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　ùþ　৺ཧ集ஂ療法
　　　ø÷ɽ3　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　̐　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　ø÷　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　　　医療৺ཧ学研究所　ৄಡ会
　　　　　øø　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　øú　福岡社会福ࢱ研究会
　　　　　øþ　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　øÿ　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　øĀ　ษڧ会
　　　　　ùø　天神࿈۟会
　　　　　ùû　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　ùü　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　úø　৺ཧ集ஂ療法
　　　øøɽ１　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　̓　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　̔　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　ø÷　福岡社会福ࢱ研究会
　　　　　øû　৺ཧ集ஂ療法

　　　　　øû　医療৺ཧ学研究所　ৄಡ会
　　　　　øü　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　øÿ　天神࿈۟会
　　　　　ùø　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　ùù　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　ùÿ　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　ùĀ　৺ཧ集ஂ療法
　　　øùɽ5　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　̒　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　̔　福岡社会福ࢱ研究会
　　　　　øù　৺ཧ集ஂ療法
　　　　　　　医療৺ཧ学研究所　ৄಡ会
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ೖɹձɹҊɹ

　本研究所の活動の一として「福岡・行動医学研究会」をओ࠵しております。会һ

のօ༷には࣍のようなごҊをさせていただきます。

１ɽ本研究所ओ࠵の研究会のごҊ

２ɽ「福岡行動医学雑誌」のٴͼ雑誌のߘ（ແྉ）

3ɽ研究所のແྉ༻

会අは年ؒ2000ԁです。ごೖ会ごرの方は、本研究所Ѽご࿈བྷのう͑年会අを

ҎԼの࠲ޱにおৼりࠐΈԼさい。

　　　༣ศৼ01790　ࠐô8ô791

　　　Ճೖ者名　福岡・行動医学研究会　　代ද　林道彦
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編 集 後 記

　平成が終わり5月から新元号になる。松尾正所長も緒方良神経科クリニッ
クの常勤医を辞め、非常勤医になられる。それに合わせ、福岡行動医学研究
所長を退任されることになった。松尾先生には、中尾弘之初代所長の後を受
け、平成14年11月から所長を務めていただいた。
　松尾先生は、精神疾患の本質を常に意識して、それを臨床に体現しようと
された。時代の流れの中で精神疾患の評価尺度が「社会適応」に変わって
いったが、疾患の本質を見極めようとする氏の姿勢は稀有な存在となりつつ
ある。松尾先生の思想は福岡行動医学雑誌の編集方針に現れていて、そこに
共鳴された多くの方から論文を寄せられた。そして本号は松尾先生が編集さ
れた最終号である。力作ばかりで大部となった。
　第3代所長は神庭重信九州大学教授に就任していただく予定である。神庭
先生は著名な脳科学者であり、また高名な臨床家でもある。中尾弘之先生を
師と仰がれ、そのご意思を受け継ぎたいということで本研究所長をお引き受
けいただいた。新しい研究所活動の展開が期待されるところである。

　新生「福岡行動医学研究所」に、なお一層のご指導、ご鞭撻、ご支援をお
願い申し上げます。

（記　林　道彦）
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